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北関東自動車道は、本県高崎市の関越自動車道から分岐し、茨城県那珂湊にいたる延長約150

kmの高速自動車国道であります。その間、群馬・栃木・茨城各県の主要都市及び東北自動車道・

常磐自動車道を結び、地域社会の発展に大きな役割を果たすものと期待されております。

この北関東自動車道の高崎～伊勢崎間約15kmの建設に先立って、平成 7年 6月から36の遺跡

で発掘調査が行われましたが、当事業団ではその内、 31の遺跡の発掘調査を担当しました。また、

それらの遺跡の整理事業は平成10年度から実施しており、本書『波志江中野面遺跡（1)』は、その

発掘調査報告書第 5号として刊行するものです。

本遺跡は、伊勢崎市波志江町内に所在し、縄文時代、古墳時代、奈良•平安時代、中世、近世

にわたる各時代の遺構が発見された遺跡です。本報告書は、その中の古墳時代から近世までの遺

構 ・遺物を「古墳時代以降編」としてまとめたものです。

この中で注目されるのは、古墳時代前期の前方後方形周溝墓を含む「方形周溝墓群」の発見と、

それに伴うと思われる「パレススタイル」と呼ばれる、東海地方からもたらされた土器の出土で

す。弥生時代から古墳時代に移行する段階に、東海地方からの文化の移動があったことが想定さ

れ、群馬県平野部の弥生時代から古墳時代を考える上で貴重な資料となっています。

この報告書は、考古学研究者はもちろん、郷土の歴史に関心をお持ちの県民の皆様の研究にも

大いに役立つものと確信しております。

最後になりますが、日本道路公団東京建設局、同高崎工事事務所、群馬県教育委員会文化財保

護課、伊勢崎市教育委員会、地元関係者の皆様には、発掘調査から本報告書刊行まで終始ご協力

を賜り、心から感謝の意を表すとともに、発掘調査に携わった担当者、作業員の方々の労をねぎ

らい序といたします。

平成13年3月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小野宇三郎





例 言
はしえなかのめん

1.本書は、北関東自動車道建設に伴い、事前調査された波志江中野面遺跡 (KT-190)の発掘調査報告書であ

る。本書における報告は、波志江中野面遺跡（伊勢崎市の愛宕、中野面遺跡を含む）から検出された遺構・

遺物を対象とする。波志江中野面遺跡は縄文時代から近世までの複合遺跡である。報告書は全 2分冊で構

成した。本書は古墳時代以降の遺構・遺物を報告する。今後、第 2分冊で縄文時代の遺構・遺物を報告す

る予定である。

2.本遺跡は、群馬県伊勢崎市波志江町地内に所在する。地番は下記の通りである。

伊勢崎市波志江町263-1
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298 
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517-3 

301 

473-5 

498-3 

510-2 

517-4 

303 305 

474 477-1 

499-1 

511-1 

3.波志江中野面遺跡は、伊勢崎市教育委員会が命名した遺跡名である。本報告書もこの遺跡名をそのまま使

用する。

4.事業主体

5.調査主体

6.調査期間

日本道路公団 ・伊勢崎市土木部

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・伊勢崎市教育委員会

平成 9年度調査

平成10年度調査

平成11年度調査

平成 9年 7月4日から平成10年3月31日

平成10年 4月1日から平成11年3月31日

平成11年 8月17日から平成11年9月21日

7.調査組織

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

事務担当

調査担当

菅野

子

清

真下高幸

宮崎忠司

本間久美子

松下次男

原田恒弘

笠原秀樹

大澤友治

浅見宜記

平成 9年度調査

平成10年度調査 中沢

赤山容造

井上

北原かおり

吉田

佐藤明人

悟

剛

吉田恵子

渡辺 健

小山建夫

並木綾子

安藤友美

茂

中束耕志

角田芳昭

神保侑史

須田朋子

今井もと子

狩野真子

中沢 悟

高井佳弘

小淵 古
治2

吉田有光

内山佳子

羽鳥京子

角田芳昭

小室綾子（現

坂本敏夫

柳岡良宏

若田 誠

星野美智子

佐藤明人

岡嶋伸昌

佐藤美佐

本地友美

群馬県教育委員会文化

財保護課）

伊勢崎市教育委員会

前田和昭（嘱託）

事務担当

調査担当

8.整理主体

9.整理期間

10.整理組織

田島國明 細谷清三

平成11年度調査

中澤貞治

早川隆弘

村田喜久夫

高木善行

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

平成11年4月 1日から平成13年3月31日

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団



事務担当 菅野清小野宇三郎赤山容造住谷進神保侑史水田稔坂本敏夫佐藤明人

西田健彦笠原秀樹小山建夫須田朋子吉田有光柳岡良宏岡嶋伸昌森下弘美

片岡徳雄大澤友治吉田恵子並木綾子今井もと子内山佳子若田誠 佐藤美

佐子本間久美子北原かおり 狩野真子松下次男浅見宜記吉田茂藉原正義

整理担当 平成11・12年度角田芳昭

11.報告書作成関係者

編集

本文執筆

遺構写真撮影

遺物写真撮影

金属器保存処理

角田芳昭

第 1章(1)佐藤明人、前記以外は角田芳昭

各発掘担当者

佐藤元彦

関邦一土橋まり子小材浩一高橋初美

木器保存処理及び実測伊東博子藤井文江田中のぶ子

整理作業 新井悦子（嘱託） 串渕すみ江長岡和恵渡部あい子狩野なつ子

小林町子鈴木春美

12.石材鑑定は、群馬県地質研究会の飯島静男氏にお願いした。

13.本遺跡の出土遺物及び図面、写真等の資料は群馬県埋蔵文化財調査センターと伊勢崎市教育委員会で保管

している。

14.発掘調査及び本書の作成にあたり、群馬県教育委員会、伊勢崎市教育委員会、日本道路公団、地元関係者

各位並びに以下の方々にご指導、ご鞭撻を戴いた。記して感謝の意を表したい。（順不同 ・敬称略）

梅沢重昭田ロ一郎若狭徹三郷文化財史蹟研究会富士見村教育委員会



凡例

1.挿図中に使用した方位は、座標北を表している。

2.遺構図については、下記の縮尺で掲載したが、一部縮尺の異なるものがあるので各挿図中にスケールを

貼付してあるので参照されたい。

住居跡 1: 60 住居跡の竃 1: 30 方形周溝墓 1: 120 掘立柱建物跡 1: 60 

溝 ・耕作溝 1: 200 土坑 1: 40 竪穴状遺構 1: 60 As-B下水田跡 1: 400 

3.遺構図中のスクリーントーンは、下記のとおりである。

D As-C ~言 As-B □言 Hr-FA 粘土

井戸 1: 60 

土坑墓 1: 40 

焼土［口］灰 ・ 炭 ※検出された石は点描で表現

4.遺物図の縮尺は下記のとおりであるが、それ以外のものは各挿図中にスケールを明記してある。

古銭 ・勾玉 1: 1 鉄器 ・土錘 1: 2 

土器一坪・碗・鉢 ・用 ・皿 ・高坪 ・器台 ・蓋 ・破片 ・瓦 ・砥石 1: 3 

土器一壺類 ・甕類・甑 ・羽釜 ・土釜 ・焙烙 1: 4 

5.遺物図中のスクリーントーンは、下記のとおりである。

黒色処理 眉＇］灰釉 ［口］陶器施釉

6.遺物写真は、遺物実測図とほぽ同じ縮尺で掲載してある。

7.本書では、テフラの呼称として下記の略語を用いる。

テフラ等の名称 略 語 年 代

浅間A軽石 As-A 1783年（天明 3年）

浅間B軽石 As-B ll08年（天仁元年）

榛名ニッ岳渋川テフラ Hr-FA 6世紀初頭

浅間C軽石 As-C 4世紀初頭

8.本書で使用した地形図は下記のとおりである。

国土地理院 1 : 25,000「伊勢崎」「大胡」

1 : 50,000「高崎」「前橋」

1 : 200,000「宇都宮」

石製品の磨り面

9.遺構の面積については、デジタルプラニメーターで 3回計測した平均値を採用した。水田跡の面積は畦畔

の内側下端に囲まれた範囲を計測した。

10.遺物観察表の法量において、推定値には全て（ ）を付すこととした。

11.遺物観察表（土器）の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所 色票

監修「新版標準土色帖」に拠った。

12.竪穴住居跡の主軸方位については、鼈を有する辺に対して直交方向を主軸として計測を行った。鼈を有し

ないものについては、北辺に対して直交方向を主軸として計測を行った。土坑の主軸方位は長軸を基準と

した。
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PL 1 1. A区西側全景

PL 1 2. A区東側全景

PL 2 1. A区北側全景
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PL 3 1. C区西側全景
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PL 4 5. A区4号住居跡掘り方全景南から

PL 5 1. A区9号住居跡遺物出土状況全景 西から

PL 5 2. A区9号住居跡遺物出土状況東から

PL 5 3. A区9号住居跡柱穴 2セクション 西から

PL 5 4. A区9号住居跡柱穴4遺物出土状況南から

PL 5 5. A区9号住居跡掘り方全景西から

PL 6 1. A区10号住居跡全景南西から

PL 6 2. A区10号住居跡東西セクション 南から

PL 6 3. A区10号住居跡南北セクション 西から

PL 6 4. A区10号住居跡中央部遺物出土状況東から

PL 6 5. A区10号住居跡掘り方全景西から

PL 7 1. A区12号住居跡全景東から

PL 7 2. A区12号住居跡東西セクション 南から

PL 7 3. A区12号住居跡貯蔵穴セクション 北から

PL 7 4. A区12号住居跡北側遺物出土状況 南から

PL 7 5. A区12号住居跡掘り方全最南から

PL 8 1. A区14号住居跡全景東から

PL 8 2. A区14号住居跡東西セクション 南から
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PL 8 3. A区14号住居跡北東部分南から

PL 8 4. A区14号住居跡南壁付近出土遺物勾玉 北から

PL 8 5. A区14号住居跡炉全景南から

PL 9 1. A区14号住居跡柱穴 1セクション南から

PL 9 2. A区14号住居跡貯蔵穴北から

PL 9 3. A区14号住居跡掘り方全景北から

PL 9 4. A区16号住居跡柱穴全景南から

PL 9 5. A区16号住居跡全景南から

PL 10 1. A区17号住居跡全景（住居ライン入り） 南から

PL 10 2. A区17号住居跡セクション 南から

PL 10 3. A区17号住居跡遺物出土状況南から

PL 10 4. A区17号住居跡遺物出土状況北から

PL 10 5. A区17号住居跡遺物出土状況西から

PL 11 1. A区17号住居跡東西セクション南から

PL 11 2. A区17号住居跡南西端遺物出土状況 東から

PL 11 3. A区17号住居跡全景南から

PL 11 4. A区17号住居跡南西端遺物出土状況 西から

PL 11 5. A区17号住居跡北東端遺物出土状況 西から

PL 12 1, A区17号住居跡炉跡全景南から

PL 12 2. A区17号住居跡柱穴 3セクション 南から

PL 12 3. A区17号住居跡柱穴 l 南から

PL 12 4. A区17号住居跡柱穴 2 南から

PL 12 5. A区17号住居跡柱穴 3 南から

PL 12 6. A区17号住居跡柱穴 4 南から

PL 12 7. A区17号住居跡貯蔵穴南から

PL 12 8. A区17号住居跡掘り方全景南から

PL 13 1. A区18号住居跡全景北から

PL 13 2. A区18号住居跡南北セクション 西から



PL 13 3. A区18号住居跡柱穴 lセクション 東から

PL 13 4. A区18号住居跡北側遺物出土状況 東から

PL 13 5. A区18号住居跡掘り方全最西から

PL 14 1. A区22号住居跡全景東から

PL 14 2. A区22号住居跡東西セクション 南から

PL 14 3. A区22号住居跡7溝の切り合いセクション南から

PL 14 4. A区22号住居跡ピット 1 南から

PL 14 5. A区22号住居跡掘り方全景西から

PL 15 1. A区22号住居跡全景東から

PL 15 2. A区23号住居跡全景北から

PL 15 3. A区23号住居跡炭化材出土状況 西から

PL 15 4. A区23号住居跡炭化材出土状況 北から

PL 15 5. A区23号住居跡炭化材出土状況 南西から

PL 16 1. A区23号住居跡遺物出土状況西から

PL 16 2. A区23号住居跡焼土・炭化材出土状況 北から

PL 17 1. A区23号住居跡柱穴 1 上から

PL 17 2. A区23号住居跡柱穴 2 上から

PL 17 3. A区23号住居跡柱穴 3 上から

PL 17 4. A区23号住居跡柱穴4上から

PL 17 5. A区23号住居跡貯蔵穴上から

PL17 6. A区23号住居跡掘り方全景北から

PL 17 7. A区23号住居跡柱穴 1石膏流し込み 南から

PL 17 8. A区23号住居跡柱穴 2石膏流し込み南から

PL 18 1. A区24号住居跡全景南東から

PL 18 2. A区24号住居跡セクション 西から

PL 18 3. A区24号住居跡全景西から

PL 18 4. A区24号住居跡東西セクション 南から

PL 18 5. A区24号住居跡南東部分遺物出土状況西から

PL 19 1. A区25号住居跡全景南から

PL 19 2. A区25号住居跡南東部分遺物出土状況西から

PL 19 3. A区25号住居跡遺物 2出土状況北から

PL 19 4. A区25号住居跡貯蔵穴南から

PL 19 5. A区25号住居跡掘り方全景西から

PL 20 1. A区27号住居跡全景南から

PL 20 2. A区27号住居跡セクション 西から

PL 20 3. A区27号住居跡掘り方全景南から

PL 20 4. A区30号住居跡セクション 南から

PL 20 5. A区30号住居跡貯蔵穴セクション 南から

PL 21 1. A区30号住居跡全景西から

PL 21 2. A区30号住居跡掘り方全景南から

PL 21 3. A区31号住居跡セクション 南から

PL 21 4. A区31号住居跡全景南から

PL 21 5. A区31号住居跡柱穴 2セクション 南から

PL 22 1. A区31号住居跡掘り方全景西から

PL 22 2. A区32号住居跡掘り方全景西から

PL 23 1. A区34号住居跡セクション 南から

PL 23 2. A区34号住居跡全景西から

PL 23 3. A区34号住居跡掘り方全景南から

PL 23 4. A区35号住居跡道路側セクション 北から

PL 23 5. A区35号住居跡全景西から

PL 24 1. A区35号住居跡全景西から

PL 24 2. A区35号住居跡柱穴 2セクション 南から

PL 24 3. A区35号住居跡掘り方全景西から

PL 24 4. A区36号住居跡全景西から

PL 24 5. A区36号住居跡柱穴 1セクション 南から

PL 25 1. A区36号住居跡掘り方全景西から

PL 25 2. A区37号住居跡東西ベルトセクション 南から

PL 25 3. A区37号住居跡全景南から

PL 25 4. A区37号住居跡柱穴セクション 南から

PL 25 5. A区37号住居跡掘り方全景北から

PL 26 1. A区40号住居跡全景西から

PL 26 2. A区40号住居跡東西セクション 南から

PL 26 3. A区40号住居跡南北セクション 西から

PL 26 4. A区41号住居跡FA全景北から

PL 26 5. A区41号住居跡東西セクション 北から

PL 27 1. A区41号住居跡南北セクション 西から

PL 27 2. A区41号住居跡全景北から

PL 27 3. A区41号住居跡掘り方全景北か ら

PL 27 4. A区43号住居跡南北セクション 西から

PL 27 5. A区43号住居跡掘り方全景南から

PL 28 I. A区43号住居跡全景南から

PL 28 2. A区44号住居跡全最北から

PL 29 1. A区44号住居跡全景北から

PL 29 2. A区44号住居跡掘り方全景北から

PL 29 3. A区68居住居跡全景西から

PL 29 4. A区68号住居跡遺物 1出土状況南から

PL 29 5. A区68号住居跡遺物出土状況南から

PL 30 1. A区68号住居跡柱穴 lセクション 南から

PL 30 2. A区68号住居跡掘り方全景西か ら

PL 30 3. B区3号住居跡側道部全景南から

PL 30 4. B区3号住居跡東西セクション 南から

PL 30 5. B区3号住居跡掘り方全景南から

PL 31 1. C区6号住居跡全景北から

PL 31 2. C区6号住居跡東西セクション 南から

PL 31 3. C区6号住居跡遺物出土状況南から

PL 31 4. C区6号住居跡柱穴 1セクション 西から

PL 31 5. C区6号住居跡掘り方全景東から

PL 32 1. C区12号住居跡全景西から

PL 32 2. C区12号住居跡東西セクション 南から

PL 32 3. C区12号住居跡南北セクション 西から

PL 32 4. C区12号住居跡貯蔵穴東から

PL 32 5. C区12号住居跡掘り方全景西から

PL 33 1. A区1号方形周溝墓全景北から

PL 33 2. A区l号方形周溝墓E-E'セクション 西から

PL 33 3. A区1号方形周溝墓A-A'セクション 南から

PL 33 4. A区 1号方形周溝墓北溝西から

PL 33 5. A区］号方形周溝墓西溝北から

PL 34 1. A区2号方形周溝墓全景北から

PL 34 2. A区2号方形周溝墓A-A'セクション 西から

PL 34 3. A区2号方形周溝墓B-B'セクション 東から

PL 34 4. A区2号方形周溝墓遺物出土状況 南から

PL 34 5. A区2号方形周溝墓周溝部西から

PL 35 I. A区3号方形周溝墓全景南から

PL 35 2. A区3号方形周溝墓A-A'セクション 北から

PL 35 3. A区3号方形周溝墓B-B'セクション 西から

PL 35 4. A区3号方形周溝墓遺物出土状況 西から

PL 35 5. A区3号方形周溝墓遺物出土状況 西から

PL 36 1. A区4号方形周溝墓全景西から

PL 36 2. A区4号方形周溝墓D-D'セクション 東から

PL 36 3. A区4号方形周溝墓B-B'セクション 南から

PL 36 4. A区4号方形周溝墓周溝部東から

PL 36 5. A区4号方形周溝墓周溝部西から

PL 37 1. A区5号方形周溝墓全景南から

PL 37 2. A区5号方形周溝墓D-D'セクション 南から

PL 37 3. A区5号方形周溝募D-D'セクション 東から

PL 37 4. A区5号方形周溝墓遺物出土状況 西から

PL 37 5. A区5号方形周溝墓遺物出土状況 東から

PL 38 1. A区6号方形周溝墓全最北西から

PL 38 2. A区6号方形周溝墓東側周溝セクション 北から

PL 38 3. A区6号方形周溝墓西側周溝セクション 北から

PL 38 4. A区7号方形周溝墓 I-I'セクション 北から

PL 38 5. A区7号方形周溝墓E-E'セクション 南から

PL 39 1. A区7号方形周溝墓全景北から

PL 39 2. A区7号方形周溝墓遺物出土状況 西から

PL 39 3. A区7号方形周溝墓遺物出土状況 南から

PL 39 4. A区7号方形周溝墓遺物出土状況 南西から

PL 39 5. A区7号方形周溝墓C軽石土坑南から

PL 40 1. A区8号方形周溝募全景北から

PL 40 2. A区8号方形周溝墓A-A'セクション 南から

PL 40 3. A区8号方形周溝墓c-c'セクシ ョン 西から

PL 40 4. A区9号方形周溝墓D-D'セクション 西から

PL 40 5. A区9号方形周溝墓A-A'セクション 南から

PL 41 1. A区9号方形周溝墓全景北から

PL 41 2. A区9号方形周溝墓遺物出土状況南から



PL 41 3. A区9号方形周溝墓遺物出土状況南から

PL 41 4. A区10号方形周溝墓全景北から

PL 41 5. A区10号方形周溝墓A-A'セクション 西から

PL 42 1. A区10号方形周溝墓c-c'セクション 北から

PL 42 2. A区11号方形周溝墓全景東から

PL 42 3. A区12号方形周溝墓全景西から

PL 42 4. A区12号方形周溝墓c-c'セクション 西から

PL 42 5. A区12号方形周溝墓A-A'セクション 南から

PL 43 1. A区13号方形周溝墓全景西から

PL 43 2. A区13号方形周溝幕c-c'セクション 西から

PL 43 3. A区13号方形周溝墓A-A'セクション 南から

PL 43 4. A区13号方形周溝墓遺物出土状況西から

PL 43 5. A区13号方形周溝墓遺物出土状況 西から

PL 44 1. A区14号方形周溝墓全景東から

PL 44 2. A区14号方形周溝墓c-c'セクション 南から

PL 44 3. A区14号方形周溝墓D-D'セクシ ョン 西から

PL 44 4. A区14号方形周溝墓遺物2出土状況 北から

PL 44 5. A区14号方形周溝墓遺物出土状況東から

PL 45 1. B区1号方形周溝墓全景西から

PL 45 2. B区1号方形周溝墓南北セクション 西から

PL 45 3. B区2号方形周溝墓 FA出土状況北から

PL 45 4. B区2号方形周溝墓A-A'セクション 東から

PL 45 5. B区2号方形周溝墓B-B'セクション 北から

PL 46 1. B区2号方形周溝募全景南から

PL 46 2. B区3号方形周溝墓全景東から

PL 47 1. B区3号方形周溝墓 FA全景北から

PL47 2. B区3号方形周溝墓南北ベルトセクション 西から

PL47 3. B区4号方形周溝墓全景西から

PL47 4. B区4号方形周溝墓D-D'セクション 南から

PL47 5. B区4号方形周溝墓遺物出土状況 南から

PL 48 1. C区1号方形周溝墓全景東から

PL 48 2. C区l号方形周溝墓全景西から

PL 48 3. C区l号方形周溝墓B-B'セクション 北から

PL 48 4. C区1号方形周溝墓側道部セクション 東から

PL 48 5. C区4号掘立柱建物跡全景南から

PL 49 1. C区5号掘立柱建物跡全景東から

PL 49 2. A区l号井戸全景南から

PL 49 3. A区2号井戸全景西から

PL 49 4. C区3号溝全景南東から

PL 50 1. C区3号溝セクション北から

PL 50 2. C区6号溝全景南から

PL 50 3. C区7号溝全景東から

PL 50 4. C区9号溝全景東から

PL 50 5. C区13号溝全景北から

PL 51 1. C区16・24・25号溝セクション南から

PL 51 2. C区25号溝全景北から

PL 51 3. C 区16 • 24号溝北から

PL 51 4. C区23号溝セクション南から

PL 51 5. C区27号溝全景南から

PL 51 6. C区28号溝セクション北から

PL 51 7. C区28号溝遺物出土状況西から

PL 52 1. C 区26 · 28 • 29·30号溝全景南西から

PL 52 2. A区1号焼土坑全景西から

PL 52 3. A区30号土坑セクション 西から

PL 52 4. A区46号土坑全景南から

PL 52 5. A区48号土坑全景西から

PL 53 1. A区76号土坑セクション 南から

PL 53 2. A区82号土坑全景西から

PL 53 3. B区1号土坑土器片除去後セクション 西から

PL 53 4. A区1号竪穴状遺構セクション 南から

PL 53 5. A区1号竪穴状遺構全景西から

PL 54 1. A区古墳時代耕作溝全景北から

PL 54 2. A区1号道路跡c-c'セクション 南から

PL 54 3. B区1号道路跡セクション 北から

PL 54 4. A区1号土器群全景北から

PL 54 5. B区1号土器群遺物出土状況西から

PL 54 6. B区1号土器群遺物出土状況西から

PL 54 7. A区1号住居跡南北セクション 東から

PL 54 8. A区1号住居跡鼈付近西から

PL 55 1. A区1号住居跡全景西から

PL 55 2. A区2号住居跡全景西から

PL 56 1. A区2号住居跡鼈セクション 西から

PL 56 2. A区2号住居跡全景西から

PL 56 3. A区3号住居跡全景西か ら

PL 56 4. A区3号住居跡竃全景西から

PL 56 5. A区3号住居跡掘り方全景西から

PL 57 1. A区5号住居跡全景西から

PL 57 2. A区5号住居跡南北セクション 西から

PL 57 3. A区5号住居跡竃断ち割りセクション 西から

PL 57 4. A区6号住居跡東西セクション 南から

PL 57 5. A区6号住居跡鼈断ち割りセクション 西から

PL 58 1. A区6号住居跡掘り方全景西から

PL 58 2. A区7号住居跡全景西から

PL 59 1. A区7号住居跡南北セクション 西から

PL 59 2. A区7号住居跡竃全景西から

PL 59 3. A区8号住居跡全景西から

PL 59 4. A区8号住居跡東西セクション 南から

PL 59 5. A区8号住居跡竃全景西から

PL 60 1. A区11号住居跡全景南から

PL 60 2. A区11号住居跡南北セクション 西から

PL 60 3. A区11号住居跡鼈全景南から

PL 60 4. A区11号住居跡掘り方全景南から

PL 60 5. A区11号住居跡竃断ち割りセクション 南から

PL 61 1. A区21号住居跡全景西から

PL 61 2. A区21号住居跡セクション 西から

PL 61 3. A区21号住居跡鼈全景西から

PL 61 4. A区33号住居跡南北セクション 西から

PL 61 5. A区33号住居跡竃全景西から

PL 62 1. A区33号住居跡掘り方全景西から

PL 62 2. A区38号住居跡掘り方全景西から

PL 63 1. A区39号住居跡全景西から

PL 63 2. A区39号住居跡鼈全景西から

PL 63 3. A区39号住居跡掘り方全景西から

PL 63 4. A区42号住居跡遺物出土状況北から

PL 63 5. A区42号住居跡鼈全景西から

PL 64 1. A区42号住居跡掘り方全景西から

PL 64 2. A区45号住居跡南北セクション 西から

PL 64 3. A区45号住居跡遺物出土状況南から

PL 64 4. A区45号住居跡竃全景西から

PL 64 5. A区45号住居跡貯蔵穴北から

PL 65 1. A区45号住居跡全景西から

PL 65 2. A区48号住居跡全景西から

PL 66 1. A区48号住居跡鼈全景南西から

PL 66 2. A区48号住居跡掘り方全景西から

PL 66 3. A区49号住居跡全景西から

PL 66 4. A区49号住居跡南北セクション 西から

PL 66 5. A区49号住居跡鼈南北セクション 西から

PL 67 1. A区49号住居跡貯蔵穴 2セクション 西から

PL 67 2. A区49号住居跡掘り方全景西から

PL 67 3. A区50号住居跡全景西から

PL 67 4. A区50号住居跡鼈全景西から

PL 67 5. A区50号住居跡掘り方全景西から

PL 68 1. A区51号住居跡全景西から

PL 68 2. A区51号住居跡南北セクション 西から

PL 68 3. A区51号住居跡竃全景西から

PL 68 4. A区51号住居跡遺物出土状況（土錘） 南から

PL 68 5. A区51号住居跡貯蔵穴セクション 東から

PL 69 1. A区52号住居跡全景西から

PL 69 2. A区52号住居跡鼈全景西から

PL 69 3. A区52号住居跡床下土坑セクション 南から

PL 69 4. A区53号住居跡鼈南北セクション 西から

PL 69 5. A区53号住居跡竃全景西から

PL 70 1. A区53号住居跡全景西から

PL 70 2. A区54号住居跡南北セクション 西から



PL 70 3. A区54号住居跡竃南北セクション 西から

PL 70 4. A区54号住居跡全景西から

PL 70 5. A区54号住居跡掘り方全景西から

PL 71 1. A区55号住居跡南北セクション 西から

PL 71 2. A区55号住居跡遺物出土状況 西から

PL 71 3. A区55号住居跡全景西から

PL 71 4. A区55号住居跡新旧竃全景西から

PL 71 5. A区55号住居跡掘り方全景西から

PL 72 1. A区56・57号住居跡掘り方全景西から

PL 72 2. A区56・57号住居跡東西ベルトセクション 北から

PL 72 3. A区57号住居跡鼈全景西から

PL 72 4. A区58号住居跡南北セクション 西から

PL 72 5. A区58号住居跡貯蔵穴セクション 西から

PL 73 1. A区58・59号住居跡全景東から

PL 73 2. A区60号住居跡南北セクション 西から

PL 73 3. A区60号住居跡鼈全景西から

PL 73 4. A区60号住居跡貯蔵穴西から

PL 73 5. A区60号住居跡掘り方全景西から

PL 74 1. A区61号住居跡全景西から

PL74 2, A区61号住居跡竃セクション 西から

PL74 3. A区61号住居跡竃全景西から

PL 74 4. A区62号住居跡全景西から

PL74 5. A区62号住居跡窺全最西から

PL 75 1. A区62号住居跡遺物出土状況西から

PL 75 2. A区62号住居跡貯蔵穴 l南から

PL 75 3. A区62号住居跡貯蔵穴 2西から

PL 75 4. A区62号住居跡掘り方全景西から

PL 75 5. A区63号住居跡全景西から

PL 76 1. A区63号住居跡鼈全景西から

PL 76 2. A区63号住居跡貯蔵穴セクション 南から

PL 76 3. A区63号住居跡墨書土器出土状況 西から

PL 76 4. A区63号住居跡刀子出土状況南から

PL 76 5. A区64号住居跡全景西から

PL 77 1. A区64号住居跡南北セクション 西から

PL 77 2. A区64号住居跡竃全景西から

PL 77 3. A区64号住居跡竃掘り方セクション 南から

PL 77 4. A区64号住居跡掘り方全景西から

PL 77 5. A区65号住居跡全景西から

PL 78 1. A区65号住居跡南北セクション 西から

PL 78 2. A区65号住居跡竃支脚石出土状況 西から

PL 78 3. A区66号住居跡竃全景西から

PL 78 4. A区66号住居跡ピット 1南から

PL 78 5. A区66号住居跡掘り方全景西から

PL 79 1. A区69号住居跡全景西から

PL 79 2. A区69号住居跡南北セクション 西から

PL 79 3. A区69母住居跡新北鼈全景南から

PL 79 4. A区69号住居跡旧東鼈全景西から

PL 79 5. A区69号住居跡掘り方全景西から

PL 80 1. B区1号住居跡全景南から

PL 80 2. B区1号住居跡竃全景南から

PL 80 3. B区1号住居跡竃全景西から

PL 80 4. B区2号住居跡東西セクション 南から

PL 80 5. B区2号住居跡南北セクション 西から

PL 81 1. B区2号住居跡竃付近遺物出土状況 南から

PL 81 2. B区2号住居跡竃全景南から

PL 81 3. B区2号住居跡全景南西から

PL 81 4. C区1号住居跡竃全景西から

PL 81 5. C区1号住居跡遺物出土状況上から

PL 82 1. C区1号住居跡全景北から

PL 82 2. C区3号住居跡全景西から

PL 83 1. C区3号住居跡南北セクション 東から

PL 83 2. C区3号住居跡全景西から

PL 83 3. C区3号住居跡鼈全景西から

PL 83 4. C区3号住居跡掘り方全景西から

PL 83 5. C区4号住居跡全景西から

PL 84 1. C区4号住居跡東西セクション 南から

PL 84 2. C区4号住居跡遺物出土状況西から

PL 84 3. C区4号住居跡鼈全景西から

PL 84 4. C区4号住居跡掘り方西から

PL 84 5. C区5号住居跡全景西から

PL 85 1. C区5号住居跡鼈全景西から

PL 85 2. C区5号住居跡掘り方全景西から

PL 85 3. C区7号住居跡遺物出土状況西から

PL 85 4. C区7号住居跡鼈全景西から

PL 85 5. C区7号住居跡竃支脚石除去後西から

PL 86 1. C区8号住居跡全景西から

PL 86 2. C区8号住居跡竃セクション 南から

PL 86 3. C区9号住居跡全景西から

PL 86 4. C区9号住居跡掘り方全景西から

PL 86 5. C区9号住居跡遺物出土状況南から

PL 87 1. C区10号住居跡全景西から

PL 87 2. C区10号住居跡南北セクション 西から

PL 87 3. C区10母住居跡掘り方全景西から

PL 87 4. C区11号住居跡鼈全景西から

PL 87 5. C区11号住居跡掘り方全景西から

PL 88 1. C区11号住居跡全景西から

PL 88 2. A区1号掘立柱建物跡全景南から

PL 89 1. A区2母掘立柱建物跡全景東から

PL 89 2. A区3号掘立柱建物跡全景東から

PL 90 1. C区1号掘立柱建物跡全景北から

PL 90 2. C区1号掘立柱建物跡 P6遺物出土状況北から

PL 90 3. C区2号掘立柱建物跡全景西から

PL 90 4. C区3号掘立柱建物跡全景北から

PL 91 1. C区1号井戸全景南から

PL 91 2. C区1号井戸セクション 南から

PL 91 3. C区2号井戸全景東から

PL 91 4. C区2号井戸セクション 西から

PL 91 5. C区3号井戸全景西から

PL 91 6. C区3号井戸セクション 南から

PL 91 7. C区4号井戸全景東から

PL 91 8. C区4号井戸セクション 東から

PL 92 1. A区7号溝全景南から

PL 92 2. A区7• 8号溝全景北から

PL 93 1. A区7号溝D-D'セクション南から

PL 93 2. A区15号溝セクション北から

PL 93 3. A区15号溝全景南から

PL 93 4. A区15号溝全景南から

PL 93 5. A区15号溝全景北から

PL 93 6. B区4号溝全景南から

PL 93 7. B区2~4号溝セクション 南西から

PL 94 1. C区1号溝全景西から

PL 94 2. C区14号溝セクション南から

PL 94 3. C区14号溝全景南から

PL 94 4. C区20号溝全景南から

PL 95 1. C区26号溝セクション 南西から

PL 95 2. C区26号溝遺物出土状況北から

PL 95 3. C区26号溝全景南から

PL 95 4. C区31号溝全景西から

PL 95 5. A区46号土坑全景北から

PL 96 1. A区50号土坑全景南から

PL 96 2. A区50号土坑遺物出土状況北から

PL 96 3. A区51号土坑全景北から

PL 96 4. A区54号土坑全景南から

PL 96 5. A区55号土坑全景西から

PL 96 6. A区56号土坑遺物出土状況西から

PL 96 7. A区57号土坑全景西から

PL 96 8. A区60号土坑全景西から

PL 97 1. A区61号土坑全景南から

PL 97 2. A区62号土坑全景西から

PL 97 3. A区65号土坑全景西から

PL 97 4. A区66号土坑全景西から

PL 97 5. A区67号土坑全景南から

PL 97 6. A区68号土坑全景西から

PL 97 7. A区69号土坑全景西から



PL 97 8. A区70号土坑全景西から

PL 98 I. A区71号土坑全景北から

PL 98 2. A区72号土坑全景西から

PL 98 3. C区6号土坑全景南から

PL 98 4. C区19号土坑セクション 西から

PL 98 5. C区32号土坑全景西から

PL 98 6. C区51号土坑全景南から

PL 98 7. C区59号土坑全景東から

PL 98 8. C区60号土坑全景西から

PL 99 I. C区耕作溝全穀北から

PL 99 2. C区水田、水口東から

PL 99 3. C区水田東から

PL 99 4. C区水田東から

PL 99 5. C区水田南から

PLlOO 1. C区水田西から

PLlOO 2. A区3号井戸全景西から

PLlOO 3. B区1号井戸全景南から

PLlOO 4. B区2号井戸全景南から

PLlOO 5. C区5号井戸全景西から

PLlOI 1. C区6号井戸全景東から

PLlOl 2. C区7号井戸全景西から

PLlOI 3. C区8号井戸全景南から

PLlOl 4. C区9号井戸全景南から

PL101 5. C区10号井戸全景西から

PLlOI 6. C区11号井戸全景南から

PLlOl 7. C区12号井戸全景南から

PLlOI 8. C区13号井戸全景南から

PL102 I. C区14号井戸全景南から

PL102 2. C区15号井戸全景東から

PL102 3. C区16号井戸セクション 南から

PL102 4. C区17号井戸セクション 西から

PL102 5. C区17号井戸全景西から

PL102 6. C区18号井戸全景西から

PL102 7. A区1• 2号溝全景北西から

PL102 8. A区3号溝全景西から

PL103 I. A区4号溝全景東から

PL103 2. A区5号溝全景東から

PL103 3. A区7• 8号溝全景北から

PL103 4. A区9号溝全景南から

PL103 5. A区10号溝全漿南から

PL104 1. A区11号溝全景西から

PL104 2. A区12号溝全景東から

PL104 3. A区12号溝南端追加部分全景北西から

PL104 4. A区13•14号溝全景西から

PL104 5. A区13・14号溝全景西から

PL104 6. A区16号溝東西セクション 南から

PL104 7. A区16号溝（溝の形状）南から

PL105 1. A区16号溝全景南から

PL105 2. A区側道部18号溝全景南から

PL105 3. A区17号溝全景南から

PL105 4. A区21号溝全景南から

PL105 5. A区19号溝側道部全景南から

PL106 1. B区l~4号溝A-A'セクション南西から

PL106 2. B区1~4号溝全景南から

PL106 3. B区5• 6号溝全景東から

PL106 4. B区7号溝全景東から

PL106 5. B区8号溝全景西から

PL106 6. C区2号溝全景西から

PL107 I. C区4• 6~9号溝全景東から

PL107 2. C区5·10•11号溝全景南から

PL107 3. C区12号溝セクション 南から

PL107 4. C区15号溝全景南西から

PL108 1. C 区18•19号溝全景東から

PL108 2. C区21号溝全景南から

PL108 3. C区22号溝全景南から

PL108 4. A区1号土坑全景南から

PL108 5. A区2号土坑全景南から

PL108 6. A区4号土坑全景南から

PL109 1. A区5号土坑全景東から

PL109 2. A区6号土坑全最東から

PL109 3. A区7号土坑全景東から

PL109 4. A区8号土坑全景東から

PL109 5. A区9号土坑全景北から

PL109 6. A区10号土坑全景南から

PL109 7. A区11号土坑セクション 西から

PL109 8. A区12号土坑全景北から

PLllO 1. A区13号土坑全景西から

PLllO 2. A区14号土坑セクション 西から

PLllO 3. A区15・16号土坑全景北から

PLllO 4. A区17~21号土坑全景西から

PLllO 5. A区22号土坑セクション 西から

PLllO 6. A区23号土坑セクション 南から

PLllO 7. A区24・25号土坑全景西から

PLllO 8. A区26号土坑全景東から

PLlll 1. A区27号土坑全景西から

PLlll 2. A区36号土坑全景西から

PLlll 3. A区37号土坑セクション 西から

PLlll 4. A区38号土坑セクション 西から

PLlll 5. A区39号土坑セクション 西から

PLlll 6. A区47号土坑全景西から

PLlll 7. A区52号土坑全景南から

PLlll 8. A区53号土坑全景南から

PL112 1. A区59号土坑全景東から

PL112 2. A区63号土坑全景北から

PL112 3. A区64号土坑全景北から

PL112 4. A区73号土坑全景南から

PL112 5. A区74号土坑全景南から

PL112 6. A区75号土坑全景南から

PL112 7. A区77号土坑セクション 南から

PL113 1. A区78号土坑セクション 南から

PL113 2. B区2号土坑全景西から

PL113 3. C区1号土坑全景西から

PL113 4. C区2号土坑全景西から

PL113 5. C区3~5号土坑全景北から

PL113 6. C区7号土坑全景北から

PL113 7. C区8号土坑全景北から

PL113 8. C区9号土坑、 4号溝セクション 東から

PL114 1. C区10号土坑全景南から

PL114 2. C区11号土坑全景西から

PL114 3. C区12号土坑全景西から

PL114 4. C区13号土坑全景南から

PL114 5. C区14号土坑全景南から

PL114 6. C区15号土坑セクション 西から

PL114 7. C区16号土坑全景南から

PL114 8. C区20号土坑全景南から

PL115 1. C区22号土坑全景南から

PL115 2. C区24~26号土坑セクション 西から

PL115 3. C区27・28号土坑セクション 西から

PL115 4. C区29号土坑全景南から

PL115 5. C区34号土坑セクション 西から

PL115 6. C区35号土坑全景西から

PL116 1. C区37号土坑全景南から

PL116 2. C区38号土坑全景南から

PL116 3. C区40号土坑全景南から

PL116 4. C 区41 • 42号土坑全景西から

PL116 5. C区43号土坑全景西から

PL116 6. C区53・54号土坑全景南から

PL116 7. C区57号土坑全景北から

PL116 8. C区61号土坑全景南から

1.古墳時代の出土遺物

PL117 A区4• 9 ・10号住居跡

PL118 A区10・12号住居跡

PL119 A 区12•14号住居跡

PL120 A区14・16・17号住居跡



PL121 A区17号住居跡

PL122 A区17号住居跡

PL123 A区17号住居跡

PL124 A区17号住居跡

PL125 A区17•18号住居跡

PL126 A区22・23・24号住居跡

PL127 A区24・25号住居跡

PL128 A区25号住居跡

PL129 A区27・30~32・34・35号住居跡

PL130 A区35~37•41 •4 3 •44·68、 B 区 3 号住居跡

PL131 C区6・12号住居跡、 A区1号方形周溝募

PL132 A区l~4号方形周溝墓

PL133 A区4~6号方形周溝墓

PL134 A区7号方形周溝墓

PL135 A区7号方形周溝募

PL136 A区7号方形周溝墓

PL137 A区7~9号方形周溝墓

PL138 A区9•10•13•14号方形周溝墓

PL139 A区14、B区 1• 3 • 4、C区 l号方形周溝墓

PL140 C区4号掘立柱建物跡、 C区3• 9 ·23 • 28号溝

PL141 C区28号溝

PL142 C区28号溝

PL143 C区28号溝

PL144 C区28号溝

PL145 C区28号溝、 A区l号焼土坑、 A区48・76号土坑

PL146 B区1号土坑、 A区1号竪穴状遺構、 A区1号土器群

PL147 A区1、B区1号土器群

2 . 奈良•平安時代の出土遺物

PL148 A区l~3• 5~8号住居跡

PL149 A区8・ll・21・33号住居跡

PL150 A区39• 42 • 45 • 48 • 49号住居跡

PL151 A区50・51号住居跡

PL152 A区52~55号住居跡

PL153 A 区55~57•60•62号住居跡

PL154 A区62~65号住居跡

PL155 A区66・69、B区1号住居跡

PL156 B区2、C区1• 3 • 4号住居跡

PL157 C区4• 5 • 7 • 9号住居跡

PL158 C区9~ll号住居跡、 C区1• 3号掘立柱建物跡、 C区1.

4号井戸、 A区7号溝、 C区 1・26・29号溝

PL159 C 区31号溝、 A区50•51 · 65•66•68号土坑、 C 区 6 号土坑

3.近世以降の出土遺物

PL159 C区5号井戸

PL160 C区7・17号井戸、 A区8号溝、 B区7号溝、 C区5号溝、

B区3号土坑

4.遺構外出土遺物

PL161 (1)弥生時代～（ 2）古墳時代

PL162 (2)古墳時代

PL163 (2) 古墳時代～（ 3 ）奈良 •平安時代

PL164 (3) 奈良 •平安時代～（ 4 ）中世以降

PL165 (4)中世以降(5)石製品

PL166 1. D区全景北から

PL166 2. D区全景西から

PL167 1, D区1号住居跡全景南から

PL167 2. D区1号住居跡鼈セクション 南から

PL167 3. D区1号住居跡竃全景南から

PL167 4. D区1号住居跡掘り方全景南から

PL167 5. D区2号住居跡全景南から

PL167 6. D区2号住居跡竃セクション 南から

PL167 7. D区2号住居跡掘り方全景南から

PL167 8. D区3号住居跡セクション 東から

PL168 1. D区3号住居跡全景南から

PL168 2. D区3号住居跡竃セクション 南から

PL168 3. D区3号住居跡掘り方全景南から

PL168 4. D区4号住居跡全景北から

PL168 5. D区5号住居跡セクション 南から

PL168 6. D区5号住居跡全景西から

PL168 7. D区5号住居跡鼈セクション 南から

PL168 8. D区5号住居跡鼈全景西から

PL169 1. D区5号住居跡鼈掘り方全景西から

PL169 2. D区5号住居跡掘り方全景西から

PL169 3. D区6号住居跡セクション 南から

PL169 4. D区6号住居跡セクション 西から

PL169 5. D区6号住居跡全景西から

PL169 6. D区6号住居跡遺物出土状況西から

PL169 7. D区6号住居跡鼈セクション 南から

PL169 8. D区6号住居跡鼈全景西から

PL170 1. D区6号住居跡鼈掘り方全景西から

PL170 2. D区6号住居跡掘り方全景西から

PL170 3. D区7号住居跡セクション 南から

PL170 4. D区7号住居跡全景南から

PL170 5. D区7号住居跡掘り方全景西から

PL170 6. D区1号方形周溝墓セクション 南から

PL170 7. D区1号方形周溝墓セクション 南西から

PL170 8. D区1号方形周溝墓全景南から

PL171 1. D区l号方形周溝募全景北西から

PL171 2. D区 l号方形周溝墓遺物出土状況 北から

PL171 3. D区1号溝セクション 東から

PL171 4. D区1号溝全景西から

PL171 5. D区2号溝セクション 南西から

PL171 6. D区2号溝セクション 北東から

PL171 7. D区2号溝全景西から

PL172 1. D区2号溝全景東から

PL172 2. D区1号土坑セクション 西から

PL172 3. D区 1号土坑全景南から

PL172 4. D区2号土坑セクション 南から

PL172 5. D区2号土坑全景東から

PL172 6. D区4号土坑セクション 南から

PL172 7. D区4号土坑全景南から

PL173 1. D区l号ピットセクション 南から

PL173 2. D区1号土坑墓全景南から

PL173 3. D区l号土坑墓全景西から

PL173 4. D区l号土坑募セクション 北から

PL173 5. D区1号竪穴状遺構全景北から

PL173 6. D区1号竪穴状遺構セクション 西から

5. D区の出土遺物

PL174 1~3 • 5 • 6号住居跡

PL175 7号住居跡、 1号方形周溝墓、 1・2号土坑、 1号土坑墓

PL176 1号土坑墓、 1号竪穴状遺構

PL177 植物珪酸体の顕微鏡写真(1)

PL178 植物珪酸体の顕微鏡写真(2)

PL179 波志江中野面遺跡23号住居跡出土炭化材

PL180 土器胎土および粘土類中の微化石類（ 1)

PL181 土器胎土および粘土類中の微化石類（ 2)



l．発掘調査に至る経緯

第 1章調査の経過と方法

1.発掘調査に至る経緯

北関東自動車道（高崎～伊勢崎）地域埋蔵文化財

発掘調査事業は、高崎市上滝町から伊勢崎市三和町

の間、延長14.9kmの路線内に所在する遺跡を対象と

する。平成 7年度の全体計画では、遺跡数は35遺跡、

総面積687,429m'であった。

事業着手に先立ち、県教育委員会文化スポーツ部

文化財保護課、県土木部道路建設課高速道路対策室、

原因者である日本道路公団東京第二建設局により協

議が行われ、その結果、本線部分の発掘調査につい

ては（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施する

ことに決定した。

平成 7年6月、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

により最初本格的発掘調査が高崎市上滝町において

着手され、以後、用地取得、工事計画に基づく道路

公団と群馬県教育委員会との協議に従って進められ

た。事業区間内全体の進行は、高崎市所在遺跡を皮

切りに、平成 8年 1月に前橋市所在遺跡、平成 8年

3月に伊勢崎市所在遺跡と続くが、波志江中野面遺

跡の発掘精手は平成 8年 7月であった。

発掘調査に先立ち、群馬県教育委員会文化財保護

課が平成 8年 7月31日から 8月5日、及び平成 8年

11月11日に試掘調査を実施した。試掘は伊勢崎市と

前橋市の境界部を流下する神沢川東岸から東へ約

500mの間のうち用地買収の済んだ農地部分につい

てのトレンチ調査であった。

試掘の結果、神沢川から約90m区間は、神沢川の

旧河床域に産業廃棄物の埋め立てが及んでおり遺跡

の可能性はないものと判断された。他方、台地部は

縄文時代から平安時代の遺構の存在が確認され、ま

た、台地の東の低地では古代の水田跡が想定された。

平成 9年度になって工事計画との調整上、調査実

施が急を要してきたため、平成 9年 7月4日より集

落跡が想定される遺跡西半部から、本格的発掘調査

を開始した。

゜第 1図 波志江中野面遺跡位置図・

ー



第 1章調査の経過と方法

2.調査の経過

波志江中野面遺跡は、平成 9年 7月4日から発掘

調査を開始し、平成11年3月19日にほぼ終了した。

平成11年8月17日から 9月21日まで、先の期間に調

査できなかった箇所の発掘調査を行った。最終的に

は延べ調査期間 1年10ヶ月、調査対象表面積20,954

面（延べ面積31,757rriりであった。調査にあたって、

便宜上、調査区内を南北に通る市道によって、西か

らA~C区として調査区を設定した。また、平成11

年度に調査を行った地域をD区とした。当初、 A区

から順に調査を開始したが、平成10年度に入ると北

関東自動車道建設工事との兼ね合いから C区の調査

をA区と併行して実施することとなった。調査は地

元の人々の理解もあって、順調に進んだ。また、こ

の間、住民を対象とした遺跡見学会を 2度実施した。

調査の結果、本遺跡から多くの遺構と遺物が見つ

かった。主な遺構としては竪穴住居跡92軒（縄文時

代中期12軒、古墳時代前期28軒、 奈良 • 平安時代52

軒） 、 掘立柱建物跡 8 棟（古墳時代 2 棟、奈良 •平安

時代 6棟）、方形周溝墓19基（古墳時代前期）、井戸

23基、縄文時代の埋甕、 AsB下水田跡等がある。

整理については、平成11年4月から古墳時代以降

編に関する作業を先行して実施した。

調査日誌抄録

平成 9年度

1997年

7. 4 A区西部分表土掘削、遺構確認調査開始。

7.8 発掘調査事務所、安全棚設置。

8. 1 調査体制を整え、本格的な発掘調奎始まる。

8.11 A区縄文時代から奈良 •平安時代住居跡の調査開始。

8.27 A区竪穴住居跡を高所作業車で写真撮影。

9.9 A区奈良 •平安時代の 7 号溝、近世の 8 号溝の調査開始。

10. 2 A区方形周溝墓調査開始。

10.13 A区古墳時代の23号住居（焼失住居）調査開始。

10.29 A区竪穴住居跡、溝、土坑群を高所作業車で写真撮影。

10.30 A区古墳時代の17号住居調査開始。

12. 4 A区を RCヘリにより航空写真撮影。

12. 7 遺跡見学会（見学者680名）。

12.16 A区方形周溝墓群を高所作業車で写真撮影。

12.18 伊勢崎市教育委員会教育長来跡。

1998年

1.8 A区道路北側部分の表土掘削。遺構確認作業。午後より大

雪。以後数日作業できず。

1.26 A区東側部分の表土掘削。遺構確認作業。

2. 9 A区西側部分埋め戻し。

3.17 A区道路北側部分、 1号周溝墓を高所作業車で写真撮影。

2 

3.23 B区安全棚設置。

平成10年度

4. 8 B区表土掘削。

4.10 B区遺構確認作業開始。

4.17 C区東側部分安全棚設置。

4.20 C区東側部分表土掘削。

4.23 C区東側部分As-B下水田調査開始。

5. 7 C区東側部分古墳時代～近世の溝調査。

5.13 C区東側部分平安時代竪穴住居跡調査開始。西屋敷班合

流。この後、調査の状況により共同調査を実施。

5.20 B区平安時代竪穴住居跡調査開始。

5.28 A区道路北側部分、 C区As-B下水田、 A区6号方形周溝

墓、 C区溝を RCヘリにより航空写真撮影。併せて、高所

作業車により写真撮影。

6. 2 C区東側部分縄文時代の遺構、遺物調査。

6.9 県文化財保護課整理補助員遺跡見学のため来跡(20名）。

6.11 C区南側側道部表土掘削。溝、 As-B下水田調査。

6.25 C区縄文時代埋甕取り上げ作業。

6.26 C区南側側道部を高所作業車により写真撮影。

7. 1 C区東側部分調査終了。埋め戻し。

7. 8 C区東側部分を工事関係者に引き渡し。

7.14 B区方形周溝募調査開始。

7.15 群埋文創立20周年記念式典。

7.29 群馬県立太田女子高等学校生徒発掘体験学習(4名）。

8.10 同上 (9名）。

8.11 同上 (9名）。

8.12 C区西側部分表土掘削開始。

8.18 C 区西側部分 As•B下水田調査開始。

8.20 B区全景を RCヘリにより航空写真撮影。併せて、高所作

業車により写真撮影。

9.25 B区埋め戻し。

9.28 古墳時代のA区14号前方後方形周溝墓調査開始。

10. 6 伊勢崎市立第四中学校発掘体験学習(9名）。

10. 7 埼玉県鶴ケ島教育委員会遺跡見学のため来跡(30名）。

10.21 A区側道部表土掘削開始。遺構確認作業。

10. 27 C区側道部表土掘削開始。

11. 6 A区側道部（調査事務所前）表土掘削開始。

11.11 古墳時代のA区14号前方後方形周溝墓、 C区西側部分As・

B下水田を高所作業車にて写真撮影。

11.17 A区側道部、 C区西側部分 As・B下水田を RCヘリで航空

写真撮影。

11.19 A区側道部埋め戻し。

11.23 遺跡見学会（見学者440名）。

11. 30 C 区西側部分で AsB下水田の下層から、奈良 • 平安時代

の26号溝検出。

12. 3 B区側道部表土掘削。遺構確認作業。

12. 9 A,B,C区の側道部全景を高所作業車で写真撮影。

12. 22 C 区西側部分の奈良 •平安時代の26号溝を高所作業車で写

真撮影。

1999年

1.5 A区側道部（調査事務所前）縄文時代竪穴住居跡調査開始。

1.11 A区東側部分、 B区を工事関係者に引き渡し。

1.20 C区西側部分を工事関係者に引き渡し。

3.19 調査終了。 A区全面埋め戻し。

平成11年度

8.17 D区表土掘削開始。

8.25 D区調査開始。遺構確認。

8.26 D区1号方形周溝墓調査開始。

8.27 D区平安時代竪穴住居跡調査開始。

9.13 D区全景をバルーンで空中写真撮影。

9.20 D区埋め戻し。

9.21 D区引き渡し。



3.調査の方法

3.調査の方法

波志江中野面遺跡の発掘調査にあたっては、便宜

上、調査区内を通る市道及び調査年度の違いによっ

て、 A~D区の 4調査区に分け、実施した。なお、

本遺跡は伊勢崎台地上に位置し、比較的安定した地

形と考えられるが、南北方向に低地が入り込んでい

る。調査対象遺構も台地部と低地部で違いがあった。

台地部では竪穴住居跡、方形周溝墓等の集落遺構が

検出され、低地部では水田跡や溝等が検出された。

このため台地部と低地部の状況に応じて適宜、調査

方法を切り替えて実施した。

(1) 台地部 (A• B • D区）

①掘削機（バックホー）による表土（現耕作土）の

掘削を行った。

②遺構の確認作業の結果。竪穴住居跡、掘立柱建物

跡、方形周溝墓、井戸、溝、土坑などを検出した。

③遺構名称は各調査区ごとに、種別ごとに通し番号

を付した。

④埋没土層堆積状況の観察用ベルトを任意に設定し

て、移植ゴテほかにより、遺構を掘削した。

⑤遺構断面測量（縮尺 1/20)及びその写真撮影した。

⑥遺構平面測量にあたっては、平板を使用し、任意

に縮尺 1/10、1/20、1/40、1/100を選択して行っ

た。ただし、広範囲に及ぶ測量は、測量会社に委託

した。

⑦作成された遺構平面図には、遺跡名 ・遺構名また

はグリッド名 ・図種 ・縮尺 ・レベル高 ・ベンチマー

クの高さ ・標高 ・実測者名 ・作成年月日を記入し、

一枚一枚に遺構ごとの通し番号をつけて、図面袋に

一括してまとめておいた。

⑧記録写真の撮影には、基本的に 6X 7、35mmの白

黒フィルムとリバーサルフィルムを使用した。全体

写真の撮影（個々の遺構でも必要に応じて）は、高

所作業車、 RCヘリを用いて行った。

⑨撮影したフィルムは現像処理し、白黒フィルムは

ベタ焼きを行った。べタ焼きはネガ検索用台紙に遺

構ごとに貼り付け、撮影対象・撮影方向 ・撮影日 ・

フィルム番号を記録した。リバーサルフィルムはコ

マごとに遺跡名 ・撮影対象 ・撮影方向 ・撮影日を記

入し、遺構ごとに整理した。

⑩遺物の注記は遺跡略号 (KT-190)・調査区・遺構名

またはグリッド名 ・遺物番号を書き込んだ。

⑪調査終了後、掘削機により試掘坑を掘り、土層観

察を行った。

(2) 低地部 (C区）

①掘削機（バックホー）による表土（現耕作土及び

As-B混土）の掘削を行った。

② As-B上面の遺構の確認作業。溝、土坑、井戸跡な

らびに As-B下水田跡検出。

③ As-B下面の遺構調査終了後、掘削機による As-

B下水田耕土の掘削。

④ Hr-FA下面及びAs-C混土上面の確認作業。竪穴

住居跡、耕作溝、溝を検出し調査。

⑤調査終了後、掘削機により試掘坑を掘り、土層観

察を行った。

＊遺構名称の付け方、遺構測量及び作成した図面の

まとめ方、記録写真の撮影 ・整理の方法などについ

ては台地部のやり方と同じである。
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第 1章調査の経過と方法

4.調査区の設定 -1 |,~-

波志江中野面遺跡の調査範囲は建設工事用測量杭

のSTANo.104~108にほぼ該当する。本遺跡の調査区

の設定は、下記のように行った。

(1) 調査区の設定には、群馬県を網羅している国

家座標IX系を利用して行い、グリッドがのちに

国家座標と置き換えられるように設定した。

(2) 波志江中野面遺跡の基準点は、国家座標IX系 4-A 

X =38,800、Y= -58,400である。

(3) 座標の100m単位をもって大グリッドとい遺

跡を 1~8までの 8大グリッドとした。（平成10

年度になり、調査面積の拡大に伴い、 1,5の大グ

リッドの東側に9,10の大グリッドを追加した。

こののち、 10大グリッドとなる。）

(4) 大グリッド内をX軸方向（西方向）、 Y軸方向

（北方向）それぞれ、 5mごとに区切り、グリッ

ドの最小単位を 5m四方とした。

(5) グリッドの呼称は、南東隅を起点にし、基準

となる地点をlA-0と称した。これは、頭に大

グリッド名を、 X軸方向（西方向）をアルファ

ベットでA~Tまでを使用して表示し、最後に

Y軸方向（北方向）を 1~19までの数字で表示

したものである。

(6) 方眼杭の設定は、測量会社に委託した。

(7) 発掘調査は南北に通る市道により、便宜的に

西から A,B,C区の 3調査に分けて実施した。ま

た、平成11年度に調査した地域をD区とした。

ただしA区と B区の境界とした市道について

も、発掘調査を実施することになり、結果的に

はA区と B区の境界がはっきりしなくなってし

まった。

10 
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15 
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c区
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1
3
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8
2
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゜゚
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＝
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10-Q 

o. 
l : 2,000 100m 

第 2図調査区設定図
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5.基本土層

5.基本土層

波志江中野面遺跡は伊勢崎台地上にある。調査区

の北から南へ傾斜し、また、台地の所々に南北方向

に低地が入り込んでいる。第 3 図のA•B •C地点

は土層観察地点である。これらの地点での土層柱状

図を作成した。 A地点は神沢川に近く、低地部にあ

たる。ここでは流れ込みによるものと思われるが、

Hr-FAや As-Cなどのテフラがよく残っていた。 B,

C地点は台地部を深く掘りさげた遺構をもとに作成

した。第 4図は、以上のような土層観察、土層柱状

図、遺構等の調査、自然科学分析を基に作成した基

本土層模式図である。

80.00m 
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1 -a、b
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第 3図土層柱状図
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第 1章調査の経過と方法

波志江中野面遺跡の基本土層

（近現代の土層）

1-a 褐色土

1-b 褐色土

耕作土。軟質。0.5cm前後の砂粒が多い。草の

根が多い。

やや軟質。0.5cm前後の砂粒少ない。草の根ほ

とんどなし。上層よりもやや黒色が強い。こ

の時期の土坑は丸いものが多い。

（中近世の土層）

2-a にぶい黄 粒子密。砂粒ほとんど含まず。ほぼ均ーで軟

褐色土 質。多くの土坑と溝がこの土を覆土としてい

る。この時期の土坑は長方形である。

2-b 褐色土 硬質。やや砂質。上層のにぶい黄褐色土と下

層の As-B軽石粒および黒色土が混入したよ

うな土。

（古代の土層）

3-a 褐色土

3-b 黒色土

（黒褐色含）

3~e 黒色土

3-f 黒褐色土

（黒色含）

3-g 灰白色土

3-h 黒褐色土

（原始の土層）

4-a 黄褐色土

4-b 黒褐色土

As・B軽石粒を多く含む。 As-B軽石は純層で

はなく、流れ込みで 2-b下層に位置する。

硬質。やや粘性をもつ。同じ黒色土である

3-e層より灰白色軽石粒が小さく、数が多

い。平安時代の住居の覆土である。

3-C 黒褐色土 硬質。やや粘性をもつ。 1mm前後の褐色の砂

粒多く含む。調査区西端の低地部分で Hr-

FAを直接埋めている土である。

3-d 黄橙色土 Hr-FA。 1cm前後の白色軽石粒（角閃石安山

岩）を含む灰層。調査区の西端の低地、 A区17

号住居跡や方形周溝墓の周溝の土層で確認

されている。

0.2~0.3cmの灰白色軽石粒（As・C軽石粒）を

少量含む。古墳前期の住居と方形周溝墓の覆

土上面に堆積。

0.1~0.5cm前後の C軽石粒を大塁に含む固

い層。多くの住居と方形周溝墓はこの土層の

途中から掘り込む。

0.1~0.6cmの角張った As-C軽石粒を主体と

している。数軒の住居覆土で 4~5cmの層を

なして堆積している。

0.5cm前後の小さな石粒を少最含む。数軒の

住居はこの土層を掘り込んで造られている。

やや軟質。 1mm以下の黄褐色の砂粒を多く含

む。やや粘性あり。ソフトロームに感じが似

ている。

非常に硬質。 0.2~0.6cmの砂粒を多く含む。

本遺跡の縄文時代の住居の覆土である。

4-C 明黄褐色土 0.1~0.5cmの丸い砂粒を主とした層。 2X 

3、5x 8 cmの橙色の大きな塊を所々に含

む。 1cm前後の大きな砂利は部分的でA区7

号住居付近に多い。

4-d 灰黄褐色土砂層。粒子は全て、 1皿以下で全体的に均ー。

上層に橙色の粒子をプロック状に含む。住居

の多くはこの面まで掘り込んでいる。

5-a 黒紫色土 硬質。粒子密。粘性強い。 1mm前後の白色軽

石粒を多く含む。 A区7号溝と14号住居の柱

穴等深く掘り込まれた遺構はこの面まで掘

り込んでいる。

5-b 灰黄褐色土 粘質。粒子密。 4-d層より褐色が強い。 23

号住居の柱穴がこの層まで掘り込んでいる。

5-C 灰褐色土 1皿以下の砂粒が多く、全体に均ー。 A区23

号住居の柱穴がこの層まで掘り込んでいる。

1-a 

1 -b 

2 -a 

2 -b 

3-C 

ハI3-d, /-/.: l -
l ・冒

3 -e 

3-f 
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巳 Hr-FA

ニ As-C

区 砂層

第 4図基本土層模式図

5-d 灰褐色土 粘質。褐色の鉄分と思われるプロックを全体

に少し含む。 23号住居がこの層まで掘り込ん

でいる。
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1.地理的環境

第 2章遺跡の地理的環境及び歴史的環境

1.地理的環境

波志江中野面遺跡は、群馬県南部の伊勢崎市波志

江町に所在する。遺跡の所在地は伊勢崎市街地から

見ると北西約 3kmに位置し、市域の北西部にあたる。

また、神沢川の左岸にあり、対岸は前橋市飯土井町、

新井町になっている。

本遺跡は地形的にみると、伊勢崎台地上の微高地

と後背湿地が南北方向に連続した地点に立地してい

る。標高は79m前後である。伊勢崎台地とは神沢川、

広瀬川、粕川に囲まれた地域をいう。この台地は赤

城山斜面から大量の伊勢崎砂層（細角礫質粗砂およ

び凝灰質泥が互層をなす）と呼ばれる砂質物質が短

期間に堆積して形成されたものである。風成の関東

ローム層が堆積していないことから、洪積世の末期

頃から沖積世初頭に堆積したきわめて新しい地層と

考えられる。台地面は北から南へ傾斜しており、等

高線の走向をみると、扇状地的である。扇状地また

はそれに近い平野として堆積したものと思われる。

波志江中野面遺跡から見ると北方に赤城山がそび

える。赤城山は群馬県の中央部の東側にそびえる大

規模な成層火山である。その山体は急な斜面の山頂

部とのびやかな裾野で構成されている。その標高の

最高点は黒檜山山頂で1,827.6mを測る。赤城山の火

山活動は、約40~50万年前に始まったと言われ、古

期成層火山形成期、新期成層火山形成期、中央火口

丘形成期の 3つの時期に区分される。

古期成層火山形成期は約13万年前頃まで続いた。

この間、 20~30万年前に梨木泥流が発生した。梨木

泥流は山体崩壊に起因する大規模な岩屑なだれで、

赤城山の東麓から南東麓にかけて広い範囲を覆っ

た。そして、伊勢崎市の波志江町から豊城町にかけ

て多くの泥流丘（流れ山）を形成させた。伊勢崎市

の波志江町の稲岡、豊城町（八寸）の権現山や華蔵

寺公園の小丘は代表的なものである。現在の伊勢崎

市を構成する地形の中で、最も古い地形である。約

13万年前～4.5万年前頃まで新期成層火山形成期が

続き、この間火砕流を伴う噴火が多く起こる。その

中に棚下火砕流や大胡火砕流等がある。約3.1~3.2

万年前に鹿沼軽石の噴火後、長七郎山、見晴山、地

蔵岳の中央火口丘が形成された。

これらの赤城山の活動、及び山体を流下する小河

川による開析によって、赤城山南斜面は帯状に谷地

が刻まれている。また、赤城白川、荒砥川、神沢川、

粕川等の小河川沿いには、土砂が堆積して扇状地が

形成されている。扇状地はさらに、開析されて、複

雑な起伏の多い地形となっている。

本遺跡の東側で粕／1|以東は大間々扇状地と呼ばれ

ている。渡良瀬川は、今からおよそ 5~6万年前ま

で、大間々町で流路を南西方向にとり、赤城山の裾

野と新田郡笠懸村の鹿田山との間に河道を開削して

伊勢崎方向に向かい、豊城町（八寸）の権現山の西

側に流れ、その流路に扇状地を形成した。これが大

間々扇状地で南北18km、東西（扇端部）約13kmの大

規模なものである。この扇状地は新旧 2つの扇状地

から成り立つとされるが、伊勢崎市に見られるもの

は、古期扇状地（桐原面）である。

本遺跡の西側は、伊勢崎台地の縁を流れる広瀬川

と前橋台地や利根川に挟まれた幅 2~3kmの沖積平

野で広瀬川低地帯という。かつて利根川が暴れた地

域とされている。伊勢崎では最も広大かつ低平な平

地である。前橋台地を形成した前橋泥流堆積物の古

利根川による浸食は、前橋泥流堆積直後から始まり、

続いて伊勢崎台地の一端をも浸食し、最終的にこの

地に幅 2~3km、深さ 10~20mの谷を形成した。そ

の後、この部分が氾濫原になり、砂礫層が堆積した。

参考文献

「群馬県史」通史編 1原始古代 1 1990 

「伊勢崎市史」通史編 1原始古代中世 1987

7 



第 2章遺跡の地理的環境及び歴史的環境

言 谷底平野

冒 扇状地

ー 河成段丘

区 広瀬川低地帯

ロコ開虚塁塁地

にこ］麿塁虚闘溺地

大胡火砕流
堆積面

匿 猛讐

゜

一 流れ山

1 : 50,000 2,000m 

第 5図 遺跡周辺の地形分類図（群馬県史通史編より）
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2.歴史的環境

2. 歴史的環境

波志江中野面遺跡が所在する赤城山南麓の周辺遺

跡の各時代ごとの概要は次の通りである。

旧石器時代の遺跡は、扇状地形でローム層の堆積

がよい地域のためか、昭和49年から始まった上武国

道の発掘調査では二之宮千足遺跡(15)、飯土井中央

遺跡 (20)、飯土井二本松遺跡 (21)、堀下八幡遺跡

(26) など10ヶ所程発見された。また、下触牛伏遺

跡 (89) では第 2文化層から出土した旧石器が直径

50mの範囲に環状に分布する様子が検出された。こ

れらは「環状ブロック」あるいは「環状ユニット」

とよばれ、旧石器時代のムラの姿を想起する事が出

来る貴重な遺跡として知られている。北関東自動車

道関連でも、波志江西宿遺跡 (11) で旧石器時代の

遺物が検出されている。

縄文時代の遺跡は扇状地形、伊勢崎台地上に分布

している。草創期の竪穴住居跡が見つかった五目牛

新田遺跡（13)、早期の竪穴住居跡を検出した波志江

中屋敷遺跡（ 8)、五目牛新田遺跡 (13)。前期の竪

穴住居跡が見つかった下鶴ヶ谷遺跡(48)、荒砥上ノ

坊遺跡（71)、下触牛伏遺跡 (89)。中期の竪穴住居

跡が検出された二本松遺跡（75)、荒砥前原遺跡(84)

がある。また、前期から後期までの継続した集落が

営まれた荒砥二之堰遺跡 (82)がある。この遺跡か

ら後期の大型柄鏡形住居跡が検出された。

弥生時代の遺跡は、荒砥川の周辺や伊勢崎台地上

で発見されている。荒砥川周辺地域では中期後半の

竪穴住居跡が検出された頭無遺跡 (49)鶴谷遺跡群

(55)、荒砥島原遺跡 (79)中期後半から後期の竪穴

住居跡が検出された荒砥前原遺跡 (84)などがある。

伊勢崎台地上では中組遺跡(44）、中期後半、後期と

もに竪穴住居跡が検出された西太田遺跡 (45)等が

ある。いづれの遺跡も大集落を営んだ形跡は認めら

れない。

古墳時代の遺跡は、赤城南麓の扇状地形を浸食す

る小河川の縁辺に立地している。前期の遺跡の中で

竪穴住居跡を中心とする居住域と方形周溝墓を中心

とする墓域がセットされた形で検出された集落遺跡

としては、間之山遺跡(38)、荒砥上川久保遺跡(61)、

荒砥上ノ坊遺跡（71)、荒砥島原遺跡 (79)、荒砥二

之堰遺跡 (82) などがある。なかでも、荒砥上ノ坊

遺跡（71) は竪穴住居跡が31軒検出された大集落遺

跡である。また、荒砥島原遺跡（79) の3号方形周

溝墓の方台部からは埋葬主体部と思われる隅丸長方

形の土坑が検出されている。

古墳時代中期の遺跡で竪穴住居跡が検出されたの

は、八幡町B遺跡 (41)、西太田遺跡 (45)、荒砥天

之宮遺跡 (50)、荒砥下押切II遺跡（51)、荒砥中屋

敷II遺跡 (53)、二本松遺跡（75)、中畑遺跡 (88)

等がある。この時期に築造された古墳としては、県

内でも古い古墳の一つである華蔵寺裏山古墳 (40)、

長持型石棺が検出された、この地域の首長の墓と思

われるお富士山古墳 (46)等がある。また、この時

期の棚を伴う方形区画溝が検出され、豪族の居館と

考えられている荒砥荒子遺跡 (62) もある。

古墳時代後期の遺跡は115軒もの竪穴住居跡が検

出された岡屋敷遺跡 (6) をはじめ、八幡町D遺跡

(42)、八幡町遺跡(43)、荒砥大日塚遺跡A区(70)、

荒砥大日塚遺跡c区(72)、下触下寺遺跡 (85) など

がある。また、祝堂古墳(29)、波志江今宮遺跡(22)、

宮貝戸古墳群 (27)、台所山古墳群 (37)、地田栗III

遺跡(66)、富士山 I遺跡(67)、荒砥二之堰遺跡(82)、

下触牛伏遺跡（89) など、この地域の古墳や古墳群

の多くはこの時期のものである。

古墳時代の水田跡が検出された遺跡としては、下

増田越渡遺跡 (2)、新井大田関遺跡（ 4)、波志江

中屋敷西遺跡（ 7)、波志江中屋敷遺跡（ 8)、波志

江中屋敷東遺跡 (9）、二之宮千足遺跡(15)等があ

る。この中で特に、波志江中屋敷東遺跡 (9) は畦

畔から建築部材や木器が大量に出土した。

また、波志江中宿遺跡（12)では古墳時代の粘土

採掘坑が66基検出されている。

奈良•平安時代の遺跡は、荒砥地域に大規模な集

，
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落遺跡が目立つ。 下 増田越渡遺跡（ 2)、波志江西屋

敷遺跡（ 5)、二之宮千足遺跡 (15）、二之宮宮東遺

跡 (18)、 飯 土井二本松遺跡（21)、波志江中峰岸遺

跡 (25)、頭無遺跡 (49)、荒砥天之宮遺跡 (50)、鶴

谷遺跡群(55)、荒砥大日塚遺跡A区(70)、荒砥上ノ

坊遺跡 (71)、二本松遺跡 (75)等がある。その 中で

特に、荒砥天之宮遺跡 (50) は奈良 • 平安時代の竪

穴住居跡100軒程検出され、平安時代の水田跡をはじ

め、古代の溜井が見つかっている。

中世以降の遺跡としては、国指定の女堀 (74) が

ある。前橋市上泉町付近から佐波郡東村西国定の終

点まで12.75kmにわたって開削 された用水路遺構で

ある。屋敷跡や館跡は岡屋敷遺跡（ 6)、波志江中屋

敷西遺跡 (7)、波志江中屋敷遺跡（ 8)、 二之宮宮

下西遺跡（16)、二之宮宮東遺跡 (18)等がある。そ

の中で特に、岡屋敷遺跡(6)は堀と土塁がよく残っ

ていた。城館跡は荒子の砦跡 (58)、赤石城跡 (81)、

新土塚城跡 (83) 等がある。

第 1表周辺遺跡一覧表

番号 遺跡 名 所在地 遺 跡 の 概 要 文献等

1 波志江中野面遺跡 伊勢崎市波志江町 本遺跡 本書

2 下増田越渡遺跡 前橋市上増田町 古墳時代の方形周溝墓 3、As-C混水田跡、 Hr-FA水田跡、 「年報16 •1 7 」群埋文 1997 •

下増田町 溝。奈良 •平安時代の竪穴住居跡52軒、 As- B下水田跡、溝。 1998 

二之宮町 中・近世の井戸、溝。

3 萩原遺跡 前橋市二之宮町 縄文時代の石鏃、凹石。古墳時代～平安時代の竪穴住居跡59 「年報1 6 · 17 • 18 •1 9 」 群埋文

新井町 軒、掘立柱建物跡 2棟、 As-B下水田跡、溝15条。近世の井戸 1997・1998・1999・2000 

4。近世以降の土坑、墓坑多数。

4 新井大田関遺跡 前橋市新井町 古墳時代の水田跡、溝。平安時代の竪穴住居跡4軒。 「年報16」群埋文 1997

5 波志江西屋敷遺跡 伊勢崎市波志江町 古墳時代の掘立柱建物跡 l 棟。奈良 •平安時代の竪穴住居跡28 「年報18・19J群埋文 1999・

軒、溝23条。中近世の井戸15、溝23条、土坑多数。 2000 

6 岡屋敷遺跡 伊勢崎市波志江町 古墳時代後期の竪穴住居跡115軒、土坑、溝、小鍛冶遺構。奈 「年報18・19」群埋文 1999・

良 •平安時代の竪穴住居跡15軒。中近世の屋敷跡、堀、土塁、 2000 

掘立柱建物跡、井戸24、土坑、墓。近現代の土坑多数。

7 波志江中屋敷西遺 伊勢崎市波志江町 縄文時代～弥生時代のピット多数、土坑。古墳時代の水田跡、 「年報17 · 18 」群埋文 1998 •

跡 溝。奈良 •平安時代の竪穴住居跡 5 軒、溝、畠跡。中近世の館 1999 

跡、堀、掘立柱建物跡、ピット、土坑、井戸、水田跡。

8 波志江中屋敷遺跡 伊勢崎市波志江町 縄文時代早期の竪穴住居跡2軒。古墳時代の水田跡。平安時 「年報18 • 19 」 群埋文 1999 ・

代の竪穴住居跡2軒、井戸、溝 9条、土坑、ピット。中近世 2000 

の環壕屋敷跡、堀、ピット、土坑、井戸、掘立柱建物跡13棟。， 波志江中屋敷東遺 伊勢崎市波志江町 縄文時代前期の土坑、ピット。古墳時代即期の水田跡、溝21 「年報1 7 •1 8 」 群埋文 1998 ·

跡 条。 As-B下水田跡、溝、土坑。 1999 

10 伊勢山遺跡 伊勢崎市波志江町 旧石器時代の遺物。近世の墓坑。

11 波志江西宿遺跡 伊勢崎市波志江町 旧石器時代の遺物。縄文時代早期の土器、打製石斧、石鏃。 「年報18 • 19 」 群埋文 1999 ・

古墳時代の竪穴住居跡19軒、掘立柱建物跡 1軒。中近世の溝、 2000 

土坑600基、井戸17基、畠耕作痕。

12 波志江中宿遺跡 伊勢崎市波志江町 旧石器時代の遺物。古墳時代前期の竪穴住居跡 1軒、粘土採 「年報17•18 」 群埋文 1998 •

掘坑66基、古墳時代の溝、 As-C混水田跡。 As-B下水田跡、 1999 

平安時代の溝。中近世の井戸、土坑、ピット、溝。

13 五目牛新田遺跡 佐波郡赤掘町五目 縄文時代草創期の竪穴住居跡 2軒。弥生～古墳時代の竪穴住 「年報17 · 18 」 群埋文 1998•

牛 居跡32軒。溝、土坑。 1999 

14 二之宮洗橋遺跡 前橋市二之宮町 縄文時代の包含層。奈良 •平安時代の竪穴住居跡12軒、掘立柱 r二之宮洗橋遺跡J群埋文1994

建物跡2棟、水田跡、墨書土器多数出土。中近世の溝、土坑。

15 二之宮千足遺跡 前橋市二之宮町 旧石器時代の遺物。縄文時代の埋甕、土坑、陥穴、集石遺構。 r二之宮千足遺跡J群埋文1992

As-C下水田跡、水路、溜井、木組遺構。平安時代の竪穴住居

跡27軒、小鍛冶遺構、竪穴状遺構。中近世・近代の井戸。

16 二之宮宮下西遺跡 前橋市二之宮町 旧石器時代の土坑。縄文時代の陥穴。古墳時代後期～平安時 r二之宮宮下西遺跡j群埋文

代の竪穴住居跡65軒、水田跡。中近世の館跡、堀、土橋状の 1995 

掘り残し墓坑、井戸、溝、土坑、ピット。

17 二之宮宮下東遺跡 前橋市二之宮町 縄文時代の陥穴 1 基。古墳時代後期～奈良•平安時代の集落、 「二之宮宮下東遺跡j群埋文

AsB下水田跡、溝、溜井。中世の館跡、堀、竪穴状遺構、井 1994 

戸、土坑。則天文字の「天」を記した墨書土器出土。

18 二之宮宮東遺跡 前橋市二之宮町 平安時代の竪穴住居跡23軒、水田跡、水路、小鍛冶。中世の 「二之宮宮東遺跡」群埋文1994

館跡、近世の屋敷跡、井戸、近世信仰遺物。

19 飯土井上組遺跡 前橋市飯土井町 縄文時代の埋甕。古墳時代前期の竪穴住居跡 4軒、溝。平安 「飯土井上組遺跡・波志江中峰

時代の竪穴住居跡 2軒、土坑、。中近世の畠跡、墓坑、溝。 岸遺跡J群埋文 1995

10 
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20 飯土井中央遺跡 前橋市飯土井町 旧石器時代の遺物210点。縄文時代草創期の爪形文・押圧文土 「飯土井中央遺跡」群埋文1991

器片、陥穴13基。古墳時代後期の焼失住居跡 l軒。平安時代

の竪穴住居跡 1軒。

21 飯土井二本松遺跡 前橋市飯土井町 旧石器時代の遺物。縄文時代の遺物包含層、陥穴。古墳時代 「飯土井二本松遺跡・下江田前

前期の竪穴住居跡 l 軒。奈良•平安時代の竪穴住居跡24軒。中 遺跡j群埋文 1991

近世の溝。

22 波志江今宮遺跡 伊勢崎市波志江町 6世紀末～ 7世紀初頭の円墳、帆立貝形古墳 8基。形象埴輪、 「波志江今宮遺跡」群埋文1995

円筒埴輪、金属器（太刀、馬具など）。奈良時代の竪穴住居跡

1軒。 As-B下水田跡。近代の炭窯。

23 波志江六反田遺跡 伊勢崎市波市江町 旧石器時代の遺物。縄文時代の撚糸文系土器。平安時代の竪 「書上本山遺跡・波志江六反田

穴住居跡 3軒、水田跡。近世の掘立柱建物跡 1棟、土坑32基、 遺跡・波志江天神山遺跡」群埋

井戸 3基、溝 6条。 文 1992

24 波志江天神山遺跡 伊勢崎市波志江町 縄文時代の陥穴 5基、土坑 1基。近世以降の掘立柱建物跡 l 23に同じ

棟、土坑32基、井戸 1基。近代のサク状遺構。

25 波志江中峰岸遺跡 伊勢崎市波志江町 As-Bテフラに埋没した水田跡と溝。 19に同じ

26 堀下八幡遺跡 佐波郡赤堀町堀下 旧石器時代の遺物。縄文時代前期の竪穴住居跡 l軒、土坑 4 「堀下八幡遺跡J群埋文 1990

基。奈良•平安時代の竪穴住居跡 9 軒、掘立柱建物跡 1 棟。近

世以降の墓、井戸。

27 宮貝戸古墳群 伊勢崎市波志江町 7世紀前半の 4基の古墳について発掘調査を実施。そのうち 「宮貝戸古墳群蟹沼東古墳

2基は横穴式両袖型石室をもつ。他の 2基から円筒埴輪、朝 群J伊勢崎市教委 1980

顔形埴輪が出土。かつては20基をこえる古墳群であったこと

が推定される。

28 牛伏古墳群 伊勢崎市波志江町 1号墳の調査を実施。直径30m、横穴式石室。西60mに2号 「牛伏第 1号墳祝堂古墳大

墳確認。 沼上遺跡」伊勢崎市教委 1982

29 祝堂古墳 伊勢崎市波志江町 墳丘の直径は30mの平地に築かれた円墳、 2重の周堀、聾石 28に同じ

を持つ、主体部は角閃石安山岩使用の横穴式両袖型石室。 7

世紀末に構築されたと推定される。

30 大沼上遺跡 伊勢崎市波志江町 土師器使用の竪穴住居跡 l軒。 28に同じ

31 宮貝戸下遺跡 伊勢崎市波志江町 平安時代の竪穴住居跡 2軒。板碑が検出された井戸、溝、墓 「蟹沼東古墳群•宮貝戸下遺

塙、ピット。 跡」伊勢崎市教委 1978

32 大沼下遺跡 伊勢崎市波志江町 古墳時代前期～奈良 •平安時代の竪穴住居跡19軒。古墳時代の 「大沼下遺跡・西稲岡遺跡J伊

溝。井戸 2基。ビット。 勢崎市教委 1977

33 波志江伊勢山古墳 伊勢崎市波志江町 旧三郷村71号墳。横穴式両袖型石室の円墳。 尾崎喜左雄「横穴式古墳の研

究J1966 

34 蟹沼東古墳群 伊勢崎市波志江町 5世紀後半～ 7世紀後半にかけて構築された古墳69基、その 「蟹沼東古墳群j伊勢崎市教委

殆どが円墳である。縄文時代および古墳時代前期の竪穴住居 1979~1981、1988

跡、陥穴、方形周溝募が検出。

35 波志江権現山遺跡 伊勢崎市波志江町 縄文時代早期の土器、石器が出土。 「伊勢崎市史通史編 1」伊勢崎

市 1987

36 西稲岡遺跡 伊勢崎市波志江町 古墳時代の溝。奈良•平安時代の溝、井戸。 32に同じ

37 台所山古墳群 伊勢崎市波志江町 「上毛古墳綜覧」によれば 7碁の古墳が数えられていたが、宅 「台所山古墳」「伊勢崎市史通

地化や開墾により平夷されてしまった。昭和46年凝灰岩質の 史編 l」伊勢崎市 1987「上毛

箱式石棺の主体部をもつ古墳 1基が検出された。石棺付近か 古墳綜覧」群馬史跡名勝天然

ら円筒埴輪 2基、土師器坪 3個出土。 6C半ばから後半頃の築 記念物報告第 5輯群馬県

造と推察される。 1938 

38 間之山遺跡 伊勢崎市波志江町 蟹沼東古墳群の南端部で間之山丘陵にかかる遺構を名称変更 「蟹沼東古墳群•宮貝戸下遺

して、間之山遺跡とした。縄文時代草創期の土器片。弥生時 跡」伊勢崎市教委 1978「伊勢

代後期の住居跡 1軒。古墳時代前期の竪穴住居跡、方形周溝 崎市史通史編 1J伊勢崎市

墓。 1987 

39 上西根遺跡 伊勢崎市鹿島町 古墳時代後期～奈良 •平安時代の竪穴住居跡26軒、方形周溝墓 「上西根遺跡」伊勢崎市教委

5基、石榔 1基、溝15条。中近世の井戸 3基。 1985 

40 華蔵寺裏山古墳 伊勢崎市華蔵寺町 5世紀初頭の主軸長約40mの前方後円墳、前方後方墳の可能 「華蔵寺裏山古墳」「伊勢崎市

性もある。粘土榔の可能性強い。複口縁壺型土器出土。 史通史編 l」伊勢崎市1987

41 八幡町B遺跡 伊勢崎市八幡町 古墳時代中期・後期の竪穴住居跡19軒。平安時代の溝。近世の 「八幡町遺跡(B地区）」伊勢崎

溝。土師器、須恵器、石製模造品、石製紡錘車出土。 市教委 1988

42 八幡町D遺跡 伊勢崎市八幡町 古墳時代後期竪穴住居跡15軒、井戸10基、溝 2条、土坑。 「八幡町遺跡(D地区）J伊勢崎

市教委 1990

43 八幡町遺跡 伊勢崎市八幡町 古墳時代後期竪穴住居跡35軒、溝 2条、土坑、ピット。 「八幡町遺跡J伊勢崎市教委

1999 

44 中組遺跡 伊勢崎市波志江町 弥生時代の竪穴住居跡 1軒。方形周溝墓 1基。奈良・平安時代 r中組遺跡J伊勢崎市教委

の竪穴住居跡 6軒、掘立住建物跡 1棟。溝 1条。 1981、県教委 1985

11 



第 2章 遺跡の地理的環境及び歴史的環境

45 西太田遺跡 伊勢崎市安堀町 弥生時代中期～平安時代にわたる竪穴住居跡209軒。（弥生時 「西太田遺跡J伊勢崎市教委

代中期住居跡 3軒・後期 1軒。竪穴住居跡の 8割は古墳時代の 1983 

中期・後期）。奈良時代の砂鉄集積遺構。粘土集積遺構。井戸

17基、溝 8条、掘立柱建物跡9棟、ピット、土坑墓。

46 お富士山古墳 伊勢崎市安堀町 全長125mの前方後円墳、墳丘は 3段に構築されている。幅約 「お富士山古墳」伊勢崎市教委

30mの盾形の周堀をもつ。後円部頂に長持形石棺がおかれて 1989 

いる。 5世紀中葉の首長墓の可能性が高い。 乳文鏡、円筒

埴輪、滑石製石製模造品（刀子、斧型）、管玉など出土。

47 八坂遺跡 伊勢崎市波志江町 縄文時代の配石遺構、包含層から縄文後期～晩期にかけての 「八坂遺跡調査概報J東国文化

土器片、石器、土偶などが出土している。 研究所・前橋育英高校郷土部・

伊勢崎市教委 1973

48 下鶴ケ谷遺跡 前橋市荒子町 旧石器時代の遺物（尖頭器）。縄文時代早期の集石遺構、縄文 「柳久保遺跡群IV•V J前橋市

時代前期の竪穴住居跡 6 軒、土坑、鵜ケ島台土器。奈良•平安 教委前橋市埋文発掘調査団

時代の竪穴住居跡 6軒、炭窯 7基、溝、掘立柱建物 1棟。 1987• 1988 

49 頭無遺跡 前橋市荒子町 弥生時代中期の竪穴住居跡3軒。古墳時代後期の竪穴住居跡 「昭和59年度荒砥北部遺跡群

1軒。平安時代の竪穴住居跡25軒。近代の炭窯 3基。 発掘調査概報」群馬県教委

1984 

50 荒砥天之宮遺跡 前橋市二之町 古墳時代中期～平安時代の竪穴住居跡206軒の集落、古代の溜 「荒砥天之宮遺跡」群埋文1988

井 4基、 As・B下水田跡。畿内産の暗文土器出土。

51 荒砥下押切II遺跡 前橋市荒子町 古墳時代中・後期の竪穴住居跡12軒、 6世紀末築造の円墳 l 「荒砥下押切II・荒砥中屋敷II

基、井戸 l基。平安時代の竪穴住居跡 l軒、溝10条、水田跡。 遺跡」群埋文 1999

8号住居跡から 9個の紡錘車出土。

52 舞台西遺跡 前橋市荒子町 古墳 4基（内 1基は帆立貝形古墳）。埴輪円筒棺 l基、甕棺 1 「下境 I・天神」付図県教委

基出土。 1990 

53 荒砥中屋敷II遺跡 前橋市荒子町 古墳時代中・後期の竪穴住居跡6軒。平安時代の竪穴住居跡 2 51に同じ

軒、小鍛冶遺構 1基、土坑 2基、溝 2条。

54 荒砥下押切 I遺跡 前橋市荒子町 奈良時代の竪穴住居跡 2軒。井戸 l、土坑3。 r年報 2」群埋文 1983

55 鶴谷遺跡群 前橋市荒口町 弥生時代の竪穴住居跡 2軒。古墳時代前期～後期の竪穴住居 「鶴谷遺跡群」「鶴谷遺跡群IIJ

荒子町 跡104軒（中でも後期が多い）。奈良•平安時代の竪穴住居跡62 前橋市教委 1980•1981 

二之宮町 軒。中世古墓20基。

56 荒砥中屋敷 I遺跡 前橋市荒子町 弥生時代終末～古墳時代即期の竪穴住居跡5軒。中近世の溝。 「年報 2J群埋文 1983

57 舞台遺跡 前橋市荒子町 竪穴式の埋葬主体部をもつと考えられる 5世紀中頃～後半築 「舞台・西大室丸山J群馬県教

造の古墳 3基。このうち 1基は全長42mの帆立貝形古墳。 委 1991

58 荒子の砦跡 前橋市荒子町 中・近世の城館跡東西80m、南北120mの単郭堡をもつ。北東、 山崎ー「群馬県古城塁址の研

南は自然の濠を数m下に巡らす。 究J上巻 1971

59 稲荷山II遺跡 前橋市西大室町 平安時代の竪穴住居跡4軒、近世の溝 1条。 「年報lOJ群埋文 1991

60 元屋敷遺跡 前橋市荒子町 古墳時代～平安時代の竪穴住居跡29軒。この集落跡の立地し 「舞台・西大室丸山J県教委

ている台地部で数本の地割れ跡が認められた。この地割れ跡 1991 

から「噴砂」の状況があったことを確認。国史跡「女掘」の一部

全面調査と規模・走向を調べる確認調査を実施。

61 荒砥上／1|久保遺跡 前橋市大室町 古墳時代前期～平安時代の竪穴住居跡106軒、方形周溝墓 6 「荒砥上川久保遺跡J群埋文

基、井戸 4基。集落は平安時代が中心で小鍛冶遺構が含まれ 1982 

ている。奈良時代の鋸、平安の方形陶硯、鍔付甑等出土。

62 荒砥荒子遺跡 前橋市荒子町 5世紀後半の棚を伴う方形区画の溝。区画溝の内側に古墳時 「荒砥荒子遺跡」群埋文 2000

代後期の竪穴住居跡10軒、井戸、土坑、掘立柱建物跡。外側 「年報 2」群埋文 1983

に古墳時代後期の竪穴住居跡 4軒。奈良時代の竪穴住居跡 1

軒。平安時代の竪穴住居跡5軒、溝、土坑、井戸。

63 西大室丸山遺跡 前橋市西大室町 古墳 3基、巨石祭祀遺構 l。大量の土師器、手捏土器、石製 「舞台・西大室丸山」「西大室丸

模造品出土。 5世紀後半と思われる。 山遺跡」県教委 1991・1997

64 荒砥東原遺跡 前橋市東大室町 古墳時代前期～奈良・平安時代の竪穴住居跡22軒。 「荒砥東原遺跡」群埋文 1979

65 新屋遺跡 前橋市荒子町 古墳時代前期の竪穴住居跡 l軒。 S字状口縁台付甕出土。 井上唯雄「前橋市城南地区の

土師使用遺跡J荒砥史談会

1968 

66 地田栗III遺跡 前橋市大室町 古墳時代の竪穴住居跡 7軒（前期 4、後期 3)、6世紀後半～ 7 「地田栗III遺跡J月IJ橋市埋蔵文

世紀前半の古墳 3 基。奈良•平安時代の竪穴住居跡16軒、溝16 化財発掘調査団 1994

条。奈良時代～中近世の土坑30基。近世以降の井戸 4基。

67 富士山 I遺跡 前橋市西大室町 7世紀末の横穴式石室を埋葬主体とする円墳 1基、墳丘直径 「富士山 I遺跡 1号墳」県教委

36m。古墳～平安時代の竪穴住居跡32軒。近世の塚 1基、溝 4 1992 

条。

68 天神遺跡 前橋市西大室町 古墳～平安時代の竪穴住居跡12軒、古墳 2基（そのうち 1基は 「下境 I・天神」県教委 1990

帆立貝形古墳）。溝 2条。

12 



2.歴史的環境

69 上蛭沼遺跡 前橋市荒子町 弥生時代中期末の竪穴住居跡 l軒。古墳時代の竪穴住居跡15 「舞台・西大室丸山」付図県教

軒、古墳 l基。 委1991

70 荒砥大日塚遺跡A 前橋市二之宮町 古墳時代後期の竪穴住居跡 7軒。奈良時代の竪穴住居跡12軒。 「荒砥大日塚遺跡J群埋文1994

区 平安時代の竪穴住居跡 3軒、 As・B下水田跡。竪穴状遺構 2

基、溝 7条、井戸 1基、土坑11基。

71 荒砥上ノ坊遺跡 前橋市二之宮町 縄文時代前期の竪穴住居跡 3軒。古墳時代の竪穴住居跡60軒 「荒砥上ノ坊遺跡 I~!VJ群埋

荒子町 （前期31、中・後期29) 、周溝墓 6 基、土坑。奈良•平安時代の 文 1995~1998

竪穴住居跡186軒、土坑、井戸、溝。中近世の掘立柱建物跡、

井戸、溝、土坑。

72 荒砥大日塚遺跡c 即橋市荒口町 古墳時代後期の竪穴住居跡 5軒、 As・B下水田跡、溝 1条。 70に同じ

区

73 荒砥大日塚遺跡B 前橋市二之宮町 古墳時代後期～奈良時代の竪穴住居跡 4軒、 As-B下水田跡、 70に同じ

区 土坑 4基。近世の井戸 2基、溝 6条。

74 女堀 前橋市 前橋市上泉町付近の旧利根川を起点に、幅15~30m・深さ 3 「女掘J群埋文 1984

~4mの規模で佐波郡東村西国定の終点まで12.75kmにわ

たって開削された中世初頭の用水路遺構。国指定史跡。

75 二本松遺跡 前橋市飯土井町 縄文時代中期の竪穴住居跡 2軒（加曽利E期）。古墳時代中期 「文化財調査報告書第13集」前

の竪穴住居跡 6 軒。平安時代の竪穴住居跡84軒。奈良 •平安時 橋市教委 1983「女掘」群埋文

代の掘立柱建物跡 3軒。国史跡「女掘」220m分調査。 1984 

76 荒砥宮西遺跡 前橋市二之宮町 古墳時代後期～平安時代の竪穴住居跡24軒、井戸、土坑、溝。 「荒砥洗橋遺跡・荒砥宮西遺

平安時代の墨書土器出土。 跡」群埋文 1989

77 荒砥宮川遺跡 月IJ橋市二之宮町 古墳～平安時代の竪穴住居跡28軒、掘立柱建物跡 l棟、円墳 「荒砥宮川・宮原遺跡」群埋文

4基、平安時代の道路状遺構、 As-B下水田跡。 1993 

78 荒砥宮原遺跡 前橋市二之宮町 古墳時代前期の竪穴住居跡 3軒、円墳 4基、円筒埴輪。 77に同じ

79 荒砥島原遺跡 前橋市二之宮町 弥生時代中期の竪穴住居跡 2軒。古墳時代前期の竪穴住居跡 「荒砥島原遺跡」群埋文 1984

8 軒、方形周溝墓 6 基、古墳時代中期～奈良•平安時代の竪穴

住居跡56軒、 As-B下水田跡。

80 荒砥青柳遺跡 前橋市二之宮町 奈良 •平安時代の竪穴住居跡 4 軒、溝、土坑。 「荒砥北原遺跡・今井神社古

墳・荒砥青柳遺跡」群埋文1986

81 赤石城址 前橋市飯土井町 本丸は高さ4mの土居を巡らし西側に腰曲輪をもつ。南と北 「荒砥前原遺跡・赤石城址」群

に虎口を開く。北、東、南の三方に濠あり。 埋文 1985山崎ー「群馬県古

城塁址の研究」上巻1971

82 荒砥二之堰遺跡 月lj橋市飯土井町 縄文時代前期の竪穴住居跡 8軒、中期18軒、後期 9軒（柄鏡 「荒砥二之堰遺跡」群埋文1985

形）。古墳時代前期の竪穴住居跡13軒、方形周溝墓 9基、円形

周溝状遺構 1基。古墳時代後期の竪穴住居跡 9軒。古墳21基、

山寄せ構造の群集墳で 7世紀後半の築造と思われる。

83 新土塚城址 前橋市新井町 東西150m南北250mの台土を占めて城跡がある。東側は幅10 山崎一 「群馬県古城塁址の研

m以上の堀で掘切り、土橋と通じている。 究」上巻 1971

84 荒砥前原遺跡 前橋市荒口町 縄文時代中期の竪穴住居跡14軒（敷石住居跡 2軒を含む）、埋 「荒砥前原遺跡・赤石城址J群

設土器 1、土坑 7。弥生時代竪穴住居跡5軒（中期 2軒、後期 埋文 1985

3軒）、竪穴状遺構 3。古墳時代前期竪穴住居跡10軒、祭祀遺

物、築造時期不明の直径23mの円墳。

85 下触下寺遺跡 佐波郡赤堀町下触 古墳時代後期竪穴住居跡26軒。平安時代の竪穴住居跡21軒、 r下触下寺遺跡及び磯十二所

掘立柱建物跡 3棟。古墳時代後期の古墳と想定される周溝遺 遺跡発掘調査概報」赤堀町教

構 5基を検出。近世井戸 5基。 委 1987

86 石山遺跡 佐波郡赤堀町下触 縄文時代包含層。100余点の尖頭器をはじめとし多数の剥片等 相沢忠洋「群馬県赤堀石山遺

の遺物を出土。 跡」「考古学ジャーナル 6」

1967 

87 石山片田古墳群 佐波郡赤堀町下触 石山・庚塚・片山と南北に続く低い丘陵上半に「上毛古墳総覧」 「下触片田古墳群発掘調査概

によれば、 70基以上の古墳が存在する。楯持ち人物埴輪出土。 報J赤堀町教委 1989

88 中畑遺跡 佐波郡赤堀町下触 古墳時代中・後期の竪穴住居跡35軒、掘立柱建物跡 1棟。 r中畑遺跡、女掘用水遺構発掘

調査概報J赤堀町教委 1986

89 下触牛伏遺跡 佐波郡赤堀町下触 旧石器時代文化層を 2層検出し、約3,000点の遺物を出土。縄 r下触牛伏遺跡」群埋文 1986

文時代前期の竪穴住居跡 3軒、陥穴25基、土坑18基、集石 3

基。草創期の爪形文土器。古墳時代後期の竪穴住居跡13軒、

古墳10基（円墳、方墳横穴式石室 7世紀中葉以降）。
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第 6図 周辺の遺跡位置図
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1.古墳時代の遺構と遺物

第 3章検出された遺構と遺物

1. 古墳時代の遺構と遺物

波志江中野面遺跡で見つかった古墳時代の遺構に

は、竪穴住居跡28軒、方形周溝墓19基、掘立柱建物

跡 2棟、井戸 2基、溝14条、土坑 7基、竪穴状遺構

2基、道路跡 2箇所、土器群 2箇所、耕作溝等がある。

竪穴住居跡の内訳はA区25軒、 B区1軒、 C区2

軒である。ほとんどの竪穴住居跡がA区で検出され

ている。地形的にはA区の中でも西端の低地部をさ

けて、安定した台地に竪穴住居群が造られている。

これは、 B,C区でも同様であった。また、方形周溝墓

群との重複は少なく、居住域と墓域を分けて造られ

ている。

本遺跡で見つかった竪穴住居跡の構造について、

少し説明を加えたい。住居の平面形は 1辺3.2m~

6.18m、平均4.9mのほぽ方形である。平均面積は

23.68面である。 1辺が 5m以上の住居跡には周溝が

巡る。床面には柱穴が 4基、貯蔵穴が1,2基あった。

柱穴が残りのよい状態で見つかった住居跡として

は、 A区17号、 23号住居跡がある。 23号住居跡では、

検出された柱穴に石膏を流し込んで、柱の復元を試

み、その形状を確かめた。炉跡は住居北側の床面上

で、柱穴の間に検出されることが多かった。なかに

は、 A区14号住居跡のように板状に加工した砂岩を

2枚埋め込んで炉に使用したと思われるものもあ

る。しかし、ほとんどが床面上に焼土と炭が残る程

度のものであった。

このような竪穴住居跡のなかで特徴的なものは、

A区17号、 23号住居跡であった。 A区17号住居跡で

は住居南西部からおびただしい数の土器が出土し

た。その器種は高坪、壺、 S字状口縁台付甕等であ

る。これらの土器は床面上からではなく、最高で29

cm床面から離れて出土した。おそらく、南西部から

投げ込まれたものと考える。しかし、これらの土が

何のために投げ込まれたのかは不明である。また、

A区23号住居跡は遺構確認面から地山に近い土層が

みられ、同時期の住居跡とは異なる層序が認められ

た。そして、床面近くから炭化材、焼土が多く検出

され、焼失住居であることがわかった。炭化材のな

かには、放射状に出土し、垂木の残存と思われるも

のもあった。当初確認された地山に近い土は、火災

の際に被せた周堤帯等の土と考えることが出来る。

方形周溝墓の内訳はA区14基、 B区4基、 C区l

基、 D区1基（但し、 D区1号方形周溝墓はB区l

号方形周溝墓と同一と考える）である。地形的には

竪穴住居群と同じように低地部をさけ、安定した台

地部に造られている。位置的には竪穴住居群の東側

に、居住域と分けて方形周溝墓群が造られている。

方形周溝墓のほとんどは、方形の台部の周囲を周溝

が巡った形状になっている。そのうちのA区14号周

溝墓は前方後方形周溝墓である。前方後方形周溝墓

については県内でもその出土例はあまり多くない。

この地域のリーダーの墓ではないかと思う。方形周

溝墓の周溝を含めた大きさは、かなり差がある。東

西方向で7.55m~27.26m、南北方向で7.82m~29.

87mを測る。周溝の上端幅は0.74m~9.66mを測

る。周溝に堆積した土層を観察すると、掘り上げた

土が崩落したような層位があった。かつては、低い

墳丘状のものが存在したと思われる。また、周溝の

土層の上層には、 Hr-FAの層が見られる周溝墓も

あった。方台部上の調査では As-C軽石が窪み状に

検出された周溝墓があった。 A区1号方形周溝墓の

方台部上からは As-C軽石が数cmの厚さをもって播

り鉢状に堆積していた遺構が検出された。高坪、器

台、壺、台付甕などの遺物も出土していることから、

1号竪穴状遺構として掲載することにした。 A区6

号方形周溝墓では周溝の底に土坑が検出された。土

層観察から周溝が造られた後に、土坑を掘り込んだ

15 



第 3章検出された遺構と遺物

痕跡が見られる。しかし、その性格については不明

である。 19基の周溝墓の主体部については、調査し

たが、見つけられなかった。

その他の遺構については以下の通りである。掘立

柱建物跡は 2棟とも C区の台地部から検出された。

井戸は 2基とも A区の西端の低地部から検出され

た。この 2基の井戸については竪穴住居群と近い位

置にある。また、土坑は焼土土坑も含めて、 7基と

もA区から検出された。耕作溝はA区、道路跡はA

区、 B区から各 1ずつ検出されている。 14条の溝は、

全て C区から検出されている。その走向はほぼ北か

ら南である。確認全長、幅、深さについては差が大

きい。土器群はA区、 B区から各 1ずつ見つかって

いる。 A区1号土器群はA区の西端の低地部で、同

時期の井戸 2基の近くから見つかった。 B区1号土

器群はB区4母方形周溝募の近くである。この土器

群の中からほぼ完形のパレススタイルの壺が出土し

ている。この壺は方形周溝墓の墓前祭等に使用され

たとも考えられる。

本遺跡の古墳時代の遺物の総量は遺物収納箱で40

箱ほどである。そのほとんどが古墳時代前期の遺物

である。器種別では、土師器の鉢、甑、器台、高坪、

堪、壺、甕類等が出土している。出土した遺物数量

が多かった遺構としては、 A区17号住居跡、 A区7

号方形周溝墓、 C区28号溝等がある。 A区17号住居

跡からは投げ込まれたと思われるおびただしい数の

遺物が出土した。この遺物は他の住居跡の遺物出土

量のおよそ 3倍ほどである。 A区7号方形周溝墓の

周溝からは、器高41.5cmの頸部～胴部上半に縄文の

文様帯をもつ壺や器高37.5cmの単口縁台付甕等、大

きさ、外形共にバラエティに富む多くの壺、甕類が

出土している。 C区28号溝は埋まる度に造られた溝

の集合体のような溝で、奈良 • 平安時代の C 区26号

溝と重複する辺りから、 S字状口縁台付甕をはじめ

数多くの遺物が出土している。

※ D区の古墳時代の遺構と遺物の詳細については

「第 3章 5.D区の遺構と遺物」に記載。

第 7図 古墳時代の遺構全体図

→ 
00  D 

゜

｀
 

I :1,500 45m 

16 



1.古墳時代の遺構と遺物

(1) 竪穴住居跡

A区 4号住居跡 （第 8• 9図 PL4・ ll 7) 

位置 3 M-12グリッド

形状 東西4.15m、南北4.63m。隅丸方形を呈する。

面積 17.46m' 

方位 N-19°―E 

床面 遺構確認面より 32cm掘り込んで床面になる。

床面は細かい砂粒をやや多く含む黒褐色土で造られ

ている。また、床面全域から炭が出土している。特

に多い所は床面上に示した。さらに炭に関しては覆

土中にも認められた。

柱穴 柱穴 lは径34cm、深さ36cm。柱穴 2は径38cm、

叫
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＿
 

p
4
 

ふ

令

• (I.. 
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孟

｀

B
8

゜

.. 

。

｀
 。o.． 

・゜

叫M-12

深さ49cm。柱穴 3は径40cm、深さ50cm。柱穴 4は径

35cm、深さ38cm。柱穴の覆土は住居覆土と同じ黒褐

色土に地山の明黄褐色土が混入した土である。

炉 柱穴に囲まれた住居の中央部に炭が集中してい

る所が 2ヶ所検出された。裁ち割って土層を確認し

たところ炭は確認できたが、焼土は見つけられな

かった。そのため、炉として断定はできなかった。

遺物 土師器高坪、器台、壺、甕、甑が出土してい

る。このうち、小型の S字状口縁台付甕はほぼ完形

のものであった。

叫

¥
 

•• 

t-- 』 マ
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A... 79.oom 
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A
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1 黒色土 2~6 mmの多くの白色軽石粒を含む。 3-e層を主 3 黒褐色土 2層に近いが、より黒色が強い。
とする。 4 褐色土 地山の明黄褐色土と 2層との混入層。粒子が密。

2 黒褐色土 5 mm前後の小さな砂粒をやや多く含む。少屈の炭を
含む。 3-f層を主とする。

゜
1 : 60 2 m 

第 8図 A区4号住居跡
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第 3章検出された遺構と遺物
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第9図 A区4号住居跡掘り方、出土遺物
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1.古墳時代の遺構と遺物

A区 4号 住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 星（cm)

1 土師器 口～坪部片 +20 ① l~3 mmの小石石英 椀状の丸みをもつ坪部。口縁端部はやや内湾し、薄く仕上げてい

高坪 口径(23.4) ②酸化焔硬質 る。

器高 (94)底径一 ③浅黄色 外面 口縁は横ナデ。以下坪部箆磨き。

内面 口縁は横ナデ。以下坪部箆磨き。

2 土師器 器受部～脚上部 床直 ①赤色細粒輝石細砂 ラッパ状に開いた器受部。脚部に円孔3あり。

器台 口径7.0器高45 ②酸化焙硬質 外面 器受部上半は横ナデ。以下ハケメ後箆磨き。

底径一 ③橙色 内面 器受部上半は横ナデ。以下内面の荒れが著しい。

3 土師器 脚部片 +13 ①輝石細砂 ラッパ状に開く脚部に円孔あり。

高坪 口径一 器高(3.1) ②酸化焔硬質 外面 脚部下半はハケメ。裾部は横ナデ。

底径(9.6) ③にぶい黄橙色 内面 脚部下半はハケメ。裾部はハケメ後横ナデ。

4 土師器 口縁片 +8 ①輝石細砂石英 厚手で外反する複合口縁。口縁端部に面をもつ。

ギ互 口径(13.4) ②酸化焔硬質 外面 口縁上半は横ナデ。以下はハケメ。

器高（4.0)底径一 ③橙色 内面 口縁上半はハケメ。

5 土師器 ほぼ完形 +10 ①細砂石英 頸部から直立気味に立ち上がる S字状口縁。胴部はやや肩が張る。

台付甕 口径 9.8 ②酸化焔硬質 裾部は折り返す。

器高17.1 ③にぶい黄橙色 外面 口縁は横ナデ。胴部は斜めハケメ。台部はナデ後ハケメ。

底径 6.7 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。台部に指頭痕あり。

6 土師器 台部 +10 ①輝石石英 くの字に立ち上がる胴部。台部中程は器壁が薄い。裾は折り返す。

台付甕 口径一 器高(73) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ。

底径7.5 ③にぶい黄橙色 内面 胴部はナデ。台部は指ナデ。

7 土師器 口～胴部 1/4 床直 ①軽石 頸部からくの字に立ち上がる口縁。端部外側に面をもつ。球形の

甕 口径(16.5) ②酸化焔硬質 胴部。

器高（11.2) ③にぶい黄褐色 外面 口縁はハケメ後横ナデ。胴部はナデ。

底径一 内面 口縁はハケメ後横ナデ。胴部はナデ。

8 土師器 底部1/2 +10 ①細砂輝石石英 底部から内湾気味に立ち上がる胴部。底部に円孔あり。

甑 口径一 器高（3.6) ②酸化焔硬質 外面 胴部はナデ。底部は箆削り。

底径(51) ③橙色 内面 ハケメ。

A区 9号住居跡（第 10~12図 PL5・117) 

位置 3 I -16グリッド

重複 住居の南西部分で平安時代 の A区6号住居と

重複している。

形状 東西4.86m、 南 北3.89m。長軸 を東西方向に

もち、隅丸長方形 を呈する。

面積 (17. 93) m' 

方位 N-20°― E 

床面 遺構確認 面 より 35cm掘 り 込んで 床面 になる。

床 面 は黒色土 と地山の灰 黄褐色 砂質土 の混 合した土

で造ら れ ている。

遺 物 土師器器台、壺、甕類が出土している。この

うち、小型甕は完形のものである。

3
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柱穴柱穴 1は径39cm、深さ45cm。柱 穴 2は径46cm、 1

深 さ38cm。 柱 穴 3は長径63cm、 深 さ40cm。 柱 穴 4は，
！ 
I 

長 径 79cm、 深さ45cm。 柱穴 4の上層で床下部分から ＼

＼ 

粘 質土 と 炭 が検出 され た。ま た 、 柱 穴 4の覆土中 よ ‘‘---
―- . 

り器 台 や壺、 甕類の土器片が 出土 している。 6住

炉 柱 穴 4付 近 から炭が検出 されたが、焼土は見 つ

からず。炉らしきもの は検出 され な か った。 ゜
1 : 60 2 m 

第 10図 A区9号 住 居 跡
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A区9号住居跡掘り方、出土遺物（ 1)
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第12図 A区9号住居出土遺物(2)

A区 9号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 口縁部 1/3 覆土 ①輝石細砂 頸部から直立気味に立ち上がり、端部で内湾する口縁。

小型壺 口径(95) ②酸化焔硬質 外面横ナデ後箆磨き。

器高(41) 底径一 ③橙色 内面横ナデ後箆磨き。

2 土師器 口縁部 1/ 2 柱穴 ①石英粗砂 外反し、端部で内湾する口縁。

小型壺 口径（12.0) ②酸化焙硬質 外面横ナデ後箆磨き。

器高 (31)底径一 ③黄橙色 内面ハケメ後箆磨き。

3 土師器 脚部裾部欠損 柱穴 ①輝石赤色 細粒 2 外反し水平に長くのびる口縁をもつ器受部に、水平に長くのびる

器台 口径 23.4 +9 ~5 mmの小石 口縁が接続した異形の器台である。

器高(12.0) ②酸化焙硬質 外面 口縁部は横ナデ。器受部はハケメ後横ナデ。脚部は箆磨き。

底径一 ③明赤褐色 内面上部口縁は箆磨き 。以下はナデ。

4 土師器 脚部片 +12 ①細砂 円孔あり。

器台 口径一器高(3.3) ②酸化焔硬質 外面箆磨き 。

底径一 ③明赤褐色 内面箆削り。

5 土師器 口縁片 +15 ①石英軽石 端部は丸い。

高坪 口径(28.7) ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下箆磨き。

器高（6.7)底径ー ③橙色 内面 口縁端部は横ナデ。以下箆磨き。

6 土師器 口縁部片 柱穴 ①輝石 1~5mmの石 大きく外反する口縁。

・罪― ロ径一器高一 ②酸化焔硬質 外面横箆磨き。赤色塗彩。

底径一 ③明赤褐色 内面横箆磨き。赤色塗彩。

7 土師器 完形 +38 ①粗砂輝石軽石 外反し、端部でやや内湾する口縁。やや下膨れの胴部。

小型壺 口径12.4 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ（ハケに近い工具による）後箆磨き。以下はハ

器高112 ③にぶい黄橙色 ケメ後箆磨き。特に頸部にハケメ痕が残る。

底径 4.6 内面 口縁は横ナデ後箆磨き。頸部に指頭痕あり。以下は箆削り

後箆磨き。

8 土師器 台部1/2 柱穴 ①粗砂 台部中程で器面が薄くなっている。裾は折り返す。

台付甕 口径一器高(81) ②酸化焔硬質 外面ハケメ。

底径(9.4) ③にぶい黄橙色 内面ナデ。

9 土師器 台部 3/4 柱穴 ①粗砂輝石軽石 裾は折り返す。

台付甕 口径一器高(5.7) ②酸化焔硬質 外面ハケメ 。

底径(7.6) ③淡黄色 内面 指ナデ。胴部との接合付近に粗い砂あり。

10 土師器 台部 柱穴 ①粗砂 裾は折り返す。

台付甕 口径一器高(6.2) ②酸化烙硬質 外面ハケメ。

底径(79) ③淡黄色 内面 ナデ。胴部との接合付近に粗い砂あり。

11 土製品 破片 覆土 ①緻密 ほぽ平板な器形。しっかりした面をもつ。円孔 2あり。

不明 縦（2.5)横(2.5) ②酸化焙硬質 外面ハケメ。

厚さ0.6 ③にぶい黄橙色 内面 ナデ。胴部との接合付近に粗い砂あり。

A区 10号住居跡（第13~15図 PL6・117・118) 

位置 3 L-16グリッド

重複 縄文時代の埋甕であるA区49号土坑を掘り込

んで本住居が造られている。本住居の南東部分で古

墳時代のA区2号方形周溝墓と重複している。 2号

方形周溝募が本住居を掘り込んで造られている。

形状東西6.06m、南北5.30m。長軸を東西方向に

もち、隅丸方形を呈する。

面積 30. 73m' 

方位 N-44°-E 

覆土 As-C軽石が混入している黒褐色土が覆土の

中心となっているが、住居の壁面近くから As-C軽

石粒の集中している箇所が確認出来た。
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第 3章 検出された遺構と遺物

床面

ピット

遺構確認面より残りの良い所で24cm掘り込ん

で床面になる。床面は As-C軽石粒を含む黒褐色土

と地山の明黄褐色土の混合した土で造られていて踏

み固められた硬い箇所は確認できなかった。

径、深さ、位置をみて柱穴として断定でき

ピット 3は径38cm、深さ20cm。

深さ35cm。覆土は地山の明黄褐色土を多く含む。

炉 炭、焼土が見つからず。炉らしきものは検出さ

れなかった。

遺物

ピット 4は径45cm、

土師器高坪、壺、甕類が出土している。

なかったのでピッ トとして取り上げた。 ピッ ト1は

径74cm、深さ26cm。ピット 2は径52cm、深さ29cm。
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1 黒褐色土 5 mm前後のAs-B軽石粒を多量に含む。
2 灰白色 As-C軽石粒が特に集中している層。
3 黒褐色土 1層に近いがよりAs-C軽石粒が多い。
4 黒色土 上位の 1• 3層よりも黒色が強い。小さな石粒

を含む。

地山の明黄褐色土が混入している。5
 

黒褐色土
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第13図 A区10号住居跡
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第 3章検出された遺構と遺物

＼
 

＼
 

／口三三言、 10¥ 

／

／

 /
U
I
 

迄
ジ

，
亥
雰
巧
J

rこ
遠

／
炉
ミJ、

第15図 A区10号住居跡出土遺物(2)

A区 10号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

l 土師器 坪底～脚部 1/ 3 +9 ①輝石細砂石英 脚部上半は円筒状であるが、下半から裾野を広げた形状。裾端部

高坪 口径 一 ②酸化焔硬質 は丸い。円孔 3あり。

器高 (91) ③橙色 外面 箆磨き。

底径(17.9) 内面 坪底部は箆磨き。脚部上半は箆削り。下半は細いハケメ。

裾部は粗いハケメ後横ナデ。

2 土師器 坪底～脚部 2/5 +15 ①粗砂輝石石英 ラッパ状に開き、裾部で短く外反する脚部。

高坪 口径一 器高（7.3) ②酸化焔硬質 外面 箆磨き。

底径(11.2) ③赤橙色 内面 ナデ。裾部は箆磨き。

3 土師器 脚部 +7 ①軽石輝石石英 ラッパ状に開く脚部。円孔 3あり。

高坪 口径ー 器高(5.0) ②酸化焔硬質 外面 箆磨き。

底径13.0 ③明赤褐色 内面 横ナデ。

4 土師器 口～胴部上半 3/5 覆土 ①輝石石英軽石 直上気味に外反して立ち上がる口縁。端部で短く内湾する。下膨

小型壺 口径 75 ②酸化焔硬質 れの胴部。

器高00.9) ③橙色 外面 口縁端部は横ナデ。以下は箆磨き。

底径 一 内面 口縁は横ナデ。胴部上半に指頭痕あり。下半は箆削り。

5 土師器 口縁 1/ 4 +9 ①石英粗砂 内湾する口縁。端部は丸い。

小型壺 口径(104) ②酸化焔硬質 外面 端部は横ナデ。以下は箆磨き。

器高 (44)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 横ナデ後箆磨き。

6 土師器 口～肩部 1/4 +13 ①粗砂輝石石英 大きく外反する S字状口縁。端部内側に面を持たせている。

台付甕 口径(176) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。肩部は縦ハケメ後横ハケメ。

器高（87)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 横ナデ。 胴部は指ナデ。

7 土師器 ロ縁部1/5 +14 ①粗砂輝石石英 2段目が丸く厚ぽったい S字状口縁。端部内側に面を持たせ、や

台付甕 口径(178) ②酸化焔硬質 や鋭く仕上げている。

器高 (4.0) ③明黄橙色 外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

底径ー 内面 口縁は横ナデ。頸部に指頭痕あり。

8 土師器 胴下～台部 +12 ①粗砂輝石石英 くの字に立ち上がる胴部。

台付甕 口径一器高（9.0) ②酸化烙硬質 外面 ハケメ。

底径一 ③にぶい黄橙色 内面 ナデ。， 土師器 ロ～胴部1/3 +7 ① 2 mmの石輝石石英 薄手で外反する口縁。肩が張らず下へ続く胴部。

小型甕 口径(11.7) ②酸化焔軟質 外面 口縁は横ナデ。以下はナデ後箆磨き。

器高（6.5)底径一 ③明赤褐色 内面 口縁は横ナデ。以下は箆削り。

10 土師器 口縁片 覆土 ①粗砂輝石石英 外反する短い口縁。

甕 口径（15.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

器高（3.5)底径一 ③にぶい橙色 内面 口縁は横ナデ。以下は箆磨き。

11 土師器 胴下～底部1/2 床直 ①粗砂輝石石英 小さい底部に向かって急にすぽまる胴部。

甕 口径一器高(9.3) ②酸化焔硬質 外面 ナデ。

底径45 ③明橙色 内面 胴部はナデ。底部は箆削り。

12 土師器 底部 +19 ①粗砂輝石石英 底部から大きく外反する胴部

甕 口径一 器高(40) ②酸化焔硬質 外面 箆磨き。

底径一 ③明赤褐色 内面 ナデ。底部に粗い砂。

13 土師器 口縁部片 覆土 ①細砂輝石 外反する口縁。

甕 口径一器高一 ②酸化焔硬質 外面 波状文あり。

底径一 ③明黄褐色
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1.古墳時代の遺構と遺物

A区 12号住居跡 （第16・17図 PL7•ll8•ll9) 

位置 4 B-18グリッド

形状東西4.49m、南北4.40m。隅丸方形を呈する。

壁沿いに周溝が幅25cm、深さ13cmで巡っている。

面積 20.00m' 

方位 N-6°-W 

床面遺構確認面より 19cm掘り込んで床面になる。

床面はやや大粒の As-C軽石が混入している黒褐色

土と砂質の灰黄褐色土の混ざった土で造られてい

る。床面の高さはほぼ均等で標高77.90mを測る。

柱穴 柱穴 1は径26cm、深さ18cm。柱穴 2は径27cm、

深さ 10cm。柱穴 3は径34cm、深さ13cm。柱穴 4は径

45cm、深さ20cm。覆土は地山の灰黄褐色土が多く入っ

た黒褐色土である。径や深さを見ると柱穴として疑

叫

問も残るが、位置的には問題ないと思われる。

貯蔵穴 貯蔵穴 1は径50cm、深さ22cm。貯蔵穴 2は

径46cm、深さ20cm。覆土は黒褐色土と地山の灰黄褐

色土の混ざった土である。貯蔵穴 lについては残存

が良かったので断面図を作成した。

炉 柱穴 1と柱穴 4の間で住居の北壁付近に炭と焼

土が混ざった箇所が検出された。断ち割って土層を

確認したところ、断面で炭は確認できたが、焼土は

確認できなかった。検出時の状況から判断して、炉

として掲載しておくことにする。

遺物土師器器台、壺、台付甕、丸底の鉢が出土し

ている。このうち器台はほぽ完形のものがあった。
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1層に近いが、炭の粒子を

含む量が少ない。

2 灰黄褐色土 地山の灰黄褐色砂質土と黒

色土の混入層。
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l 黒褐色土 3 mm程の小さな粒子の (As-B軽石？）と少量の 4 暗褐色土 黒色土層中に地山の灰黄褐色砂質土が多く混入

耕作土中に暗黄色土を含む。 している。

2 黒褐色土 5 mm程のやや大きな粒子の (As-C軽石）を含 5 暗黄色土 地山の灰黄褐色砂質土と覆土の黒褐色の混入層

む。層全体が粗い。 （床下覆土）。

3 黒褐色土 黒色土層中に地山の固い灰黄褐色を多く含む層。 6 暗褐色土 耕作溝の覆土。
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第 3章検出された遺構と遺物
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A区 12号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調
法 最(cm)

1 土師器 ほぼ完形 床直 ①輝石赤色細粒

鉢 口径14.9器高7.0 ②酸化焔硬質

丸底 ③にぶい橙色

2 土師器 ほぼ完形 床直 ①赤色細粒

器台 口径 8.5 ②酸化焔硬質

器高 8.0 ③にぶい黄橙色

底径12.8

3 土師器 口縁片 覆土 ①軽石

器台？ 口径一器高一 ②酸化焔硬質

底径一 ③にぶい黄橙色

4 土師器 2 / 3 床直 ①粗砂輝石軽石

台付甕 口径(16.4) ②酸化烙硬質

器高 30.6 ③にぶい黄橙色

底径 10.2

5 土師器 2/3 床直 ①粗砂

台付甕 口径 150 ②酸化焔硬質

器高(25.7)底径一 ③にぶい黄橙色

6 土師器 口～胴下部 床直 ①粗砂

台付甕 口径 12.4 ②酸化焙硬質

器高(15.6)底径一 ③にぶい黄橙色

7 土師器 口縁片 覆土 ①輝石

甕 口径一器高一 ②酸化焔硬質

底径一 ③橙色

A区 14号住居跡（第18~20図 PL8・ 9 ・119・120)

位置 4 E-15グリッド

重複 重複なし。

形状 東西5.48m、南北5.57m。隅丸方形を呈する。

面積 29.84m' 

方位 N-9°-W 

床面 遺構確認面よリ 30cm掘り込んで床面になる。

風倒木を掘り込んで造られているせいか、床面は黒

褐色土と灰黄褐色土の混合した土であるが、北西端

と南西端部分は他の床面と色合いが異なる。床面の

高さは77.64mを測る。住居の中央部北壁寄りに炉跡

と思われる焼土と炭の混ざったものが、また西壁中

央部にも焼土が、さらに、南壁東よりにも焼土が確

認された。床下からは、土坑状の細長い掘り込みが

検出された。

柱穴柱穴 1は径61cm、深さ39cm。柱穴 2は径55cm、

深さ25cm。柱穴 3は径68cm、深さ19cm。柱穴 4は径

60cm、深さ24cmで、覆土は黒色土に地山の灰黄褐色

土が多く混入したものであった。

貯蔵穴径70cm、深さ42cmで住居の南東端で検出さ

1.古墳時代の遺構と遺物

器形・整形・文様の特徴

外反する複合口縁をもつ。胴部は椀状で丸底。

外面 口縁は横ナデ後箆磨き。胴部は箆削り後箆磨き。

内面 口縁は横ナデ後箆磨き。胴部は箆磨き。

外湾する口縁。脚部は裾野を広げた形状。脚部上半に円孔 3あり。

脚部下半にも円孔 3あり。裾端部は外向きに面をもつ。

外面 口縁は横ナデ。以下は箆磨き。

内面 器受部は箆磨き。脚部上半はハケメ。下半から裾部は横ナ

デ。

端部にきざみ痕あり。

外面 口縁は横ナデ後箆磨き。

内面 口縁は横ナデ後箆磨き。

やや受け口状に立ち上がる S字状口縁。肩が張り最大径を胴上位

にもつ。裾部を折り返す台部。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

外反する S字状口縁。端部は丸い。肩が張らず、長めの胴部。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁は横ナデ。以下は指ナデ。

直立気味に立ち上がる S字状口縁。肩が張らず、長めの胴部。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁は横ナデ。以下は指ナデ。

外反する口縁部片。

外面 口縁は横ナデ。端部にハケメ工具による剌突文あり。

内面 口縁は横ナデ。

れた。覆土は黒色土に地山の灰黄褐色土が多く混入

した土であった。

炉 住居の中央部北壁寄りのところに長径70cm．短

径52cmの楕円状の炭と焼土が集中している箇所を検

出。さらに炉石に使用したと思われる石材も確認し

た。この石材のすぐ南に焼土が多く、さらにその南

側には炭が検出されている。また、断面をみると、

焼土の下の層には粘質土の層があり、この石材を固

定するために使われた可能性がある。

遺物 土師器坪、高坪、壺、台付甕、砥石が出土し

ている。また、住居の南壁付近から小型の勾玉が出

土している。
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第 3章検出された遺構と遺物
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A区 14号住居 ・柱穴

1 黒褐色土 黒色土を主とし、少鼠の灰白色軽石粒（As-B軽

石）と耕作土に近い褐色土を含む。

2 黒褐色土 1層に近いが、より黒色が強い。白色軽石粒は

A

l
 

3 黄褐色土

4 黒褐色土

5 黒色土

6 黒褐色土

5 mm前後と大きいものが多い。

地山の黄褐色土を主とした層。

多くの地山の黄褐色土を含む。

多くの灰を含む。

地山の灰黄褐色土を多く含む。硬く大きい砂粒

が混入。

7 黒褐色土 地山の灰黄褐色土を多く含む。

7'黒褐色土 7層よりもやや黒色が強い。

8 暗黄褐色土耕作土。

9 暗黄色土 地山の灰黄褐色土を主とし、多くの黒褐色土を

含む。

C 78. lOm C' 
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l 赤色土

2 黄褐色土

焼土落ち込み部

1 赤色土

2 灰白色土

3 黒褐色土

旦． 781.lOm 7 .  Q' 

―→---/ 

焼土粒と焼土プロックを主とした層

地山の黄褐色土を主とし、少旦の暗褐色土、炭を

含む。

E 77. 90四 23 E'F  77 ・ 9011J I t F' 
＿—-―-三•一

焼土粒と焼土ブロックを主とした層。

灰白色粘土を主とした層。

住居覆土の黒褐色土を主とした層。
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第19図 A区14号住居跡掘り方、出土遺物（ 1)
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第 3章検出された遺構と遺物
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第20図 A区14号住居跡出土遺物(2)

A区 14号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

l 土師器 ロ～胴1/7 +7.5 ①輝石細砂 内湾する口縁をもつ。体部は椀状。

坪 口径(12.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下は箆磨き。

器高（4.0)底径一 ③淡黄色 内面 箆磨き。

2 土師器 坪部のみ 床直 ①輝石細砂石英 坪底部に稜をもつ。大きく外反する坪部。端部は丸い。

高坪 口径(21.0) ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。以下は箆磨き。

器高 (70)底径一 ③にぶい橙色 内面 口縁は横ナデ。以下は箆磨き。
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番号 器 種
残 存

出土位置
①胎土②焼成③色調

法 旦（cm • g) （石 材）

3 土師器 坪部 床直 ①細砂石英

高坪 口径(18.2) ②酸化焔硬質

器高（8.7)底径ー ③にぶい黄橙色

4 土師器 脚部 2/3 覆土 ① l~2 mmの石輝石

器台 口径ー器高(58) ②酸化焙硬質

底径一 ③明赤褐色

5 土師器 頸～胴部 2/5 覆土 ①細砂

小型壺 口径一器高(10.7) ②酸化焔硬質

底径一 ③橙色

6 土師器 胴～底部 4/5 床直 ① 1~2 mmの石石英
ギ互 口径一 器高(22.6) ②酸化焔硬質

底径86 ③にぶい橙色

7 土師器 ロ～胴部 4/5 床直 ①軽石輝石

台付甕 口径10.0 ②酸化焔硬質

器高（9.5)底径一 ③にぶい橙色

8 土師器 口～胴部 2/5 床直 ①粗砂軽石石英輝石

台付甕 口径(16.6) ②酸化焔硬質

器高(22.8) ③にぶい橙色

底径一， 土師器 胴～底部 床直 ①輝石粗砂

台付甕 口径一 器高(4.3) ②酸化焔硬質

底径一 ③にぶい黄橙色

10 土師器 台部 床直 ①輝石細砂軽石

台付翌 口径一 器高（78) ②酸化焔硬質

底径 9.7 ③にぶい橙色

11 土師器 口縁部片 +11.5 ①輝石細砂軽石

梵 口径一 器高一 ②酸化焔硬質

底径一 ③にぶい黄橙色

12 石製品 完形 +7.5 滑石

勾玉 長さ 1.7幅 0.9

厚さ0.5 重さ1.3

13 石製品 完形 床直 変質デイサイト

砥石 長さ10.4幅 3 6 

厚さ 4.5重さ245.0

14 石製品 床直 砂岩

炉石？ 長さ8.0幅 17.3 

厚さ2.6 重さ463.0

15 石製品 床直 砂岩

炉石？ 長さ80幅 17.4 

厚さ24 重さ522.0

A区 16号住居跡（第21図 PL9・120)

位置 4 E-13グリッド

形状東西5.48m、南北4.91m。隅丸方形を呈する。

面積 26.96m' 

方位 N-28°-E 

床面遺 構確 認面より 12cm掘り込んで床面になる。

床面は黒褐色土と灰 黄 褐 色 土 の 混 合 し た 土 で あ る 。

残りの状態が良くなく、ほとんど掘り方に近い。

ピット ピット 1は径41cm、深さ 13cm。ピット 2は

径28cm、深さ 14cm。ピット 3は径32cm、深さ 15cm。

ピット 4は径43cm、深さ24cm。ピット 5は径48cm、

1. 古墳時代の遺構と遺物

器形・整形 ・文様の特徴

坪底部にやや稜をもつ。内湾する坪部口縁。端部はいびつである。

外面 坪部口縁は横ナデ。以下は箆磨き。脚部はハケメ後箆磨き。

内面 坪部口縁は横ナデ。以下は箆磨き。脚部はハケメ。

ラッパ状に開く脚部。円孔 4あり。

外面 箆磨き。

内面 上半は箆削り。下半はハケメ。

球状の胴部。直上気味に立ち上がる頸部

外面 箆磨き。

内面 頸部は箆削り。胴部上半に指頭痕あり。下半はハケメ。

下膨れ状の胴部。

外面 胴部は箆磨き。底部は箆削り後箆磨き。

内面 胴部はハケメ後箆磨き。底部はハケメ。

上段が長めで受け口状の S字状口縁。端部に面あり。肩が張る胴

部。

外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

内面 口縁は横ナデ。

外反する S字状口縁。端部は面をもつ。胴部はやや肩が張る。

外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

内面 口縁は横ナデ胴部は指ナデ。

台部からくの字状に立ち上がる胴部。

外面 ハケメ。

内面 胴底部に箆あて痕あり。台部に指頭痕あり。

ラッパ状の台部。端部は折り返す。

外面ハケメ。

内面 指ナデ。

外反する折り返し口縁。端部は外側に面をもつ。

外面 端部は横ナデ。以下はハケメ。

内面 箆磨き

祭祀に用いられた勾玉よりも造りが丁寧であるので、装身具とし

て使用された可能性がある。穿孔の幅は均ーと思われる。

全体的に磨ってあるが、特に使用したのは 2面。深い擦痕は見受

けられず。

板状に加工され炉の焚口に使用された。火を受け変色した箇所あ

り。

板状に加工され上記13と組ませて炉の焚口に使用された。火を受

け変色した箇所あり。

深さ 12cm。ピット 6は径47cm、深さ llcm。ピット 7

は径43cm、深さ20cm。ピット 8は径44cm、深さ 6cm。

ピッ ト9は径54cm、深さ 12cm。ピット 10は径35cm、

深さ 12cm。覆土は黒褐色土と地山の灰黄褐色土の混

入した土であった。位置、径、深さを考えると柱穴

として断定できるものがなく、ピットとして掲載す

ることにした。

炉住居の北 壁東寄りに焼土粒が集中して出土して

い る と こ ろ を 確 認 し た が 、 覆 土 に 炭 や 焼 土 が 混 入 せ

ず 、炉として断定できなかった。

遺物 土師器用、高坪、壺、台付甕が出土している。
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A区 16号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調
法 量(cm)

1 土師器 ほぼ完形 床直 ①輝石粗砂石英

柑▲ 口径105 ②酸化焙硬質

器高 5.4 ③橙色

底径 2.4（窪み底）

2 土師器 脚部 1/4 床直 ①粗砂石英

高坪 口径ー器高(57) ②酸化焔硬質

底径10.9 ③浅黄色

3 土師器 口縁部片 +8 ① 1~2 mmの石輝石
g 士 口径(27.4) ②酸化烙やや軟質

器高（5.7)底径一 ③にぶい黄橙色

4 土師器 胴下部～底部片 +5.5 ①輝石軽石石英

＝ g 口径一器高(5.7) ②酸化焔硬質

底径(43) ③明赤褐色

5 土師器 口縁部片 床直 ①輝石粗砂石英

台付甕 口径(166) ②酸化焙硬質

器高 (65)底径一 ③にぶい橙色

6 土師器 底部片 床直 ①輝石粗砂

台付甕 口径ー器高（7.7) ②酸化焔硬質

底径一 ③にぶい橙色

A区 17号住居跡（第22~29図 PLlO~12・120~125) 

位置 3 T-15グリッド

形状 東西5.36m、南北5.14m。隅丸方形を呈する。

また、幅34cm・深さ 7cmの周溝が周囲を巡っている。

面積 26.93m' 

方位 N-25°-W 

覆土 住居覆土の上方で住居のほぽ中央部に黄橙色

のHr-FAが2~4cmの厚さをもって検出された。

Hr-FA層の下層は住居覆土である As-C軽石粒の

混入した黒色土であった。 Hr-FA層は本住居埋没

後に堆積したものと思われる。

床面 遺構確認面より 34cm掘り込んで床面になる。

床面の高さは78.00mを測る。床面の土は黒褐色土と

地山の明黄褐色土の混入したものである。北壁付近

の床下からは灰褐色の粘質土が検出された。柱穴の

覆土からも同様な粘質土がでている。

柱穴柱穴 lは径33cm、深さ42cm。柱穴 2は径36cm、

深さ38cm。柱穴 3は径48cm、深さ41cm。柱穴 4は径

30cm、深さ35cm。粘性の強い灰褐色土を主な覆土と

している。柱穴を裁ち割ったところ柱材の痕跡と思

われる中空の状態がでてきた。

ピット 南壁付近で検出された。径35cm、深さ33cm

1.古墳時代の遺構と遺物

器形・整形・文様の特徴

外反し端部でやや内湾する口縁。椀状の胴部。底部は小さい。

外面 口縁は横ナデ後箆磨き。胴部は箆削り後箆磨き。底部は箆

磨き。

内面 口緑は横ナデ後箆磨き。胴部はナデ後箆磨き。

断面が三角形に近い脚部。円孔 4あり。

外面箆磨き。

内面ハケメ。

やや外湾する口縁。端部は面をもつ。

外面赤色塗彩。端部は横ナデ。以下は箆磨き。頸部にハケメ。

内面赤色塗彩。ハケメ後箆磨き。

球形の胴部。

外面箆磨き。

内面箆磨き。

外反する S字状口縁。端部に面をもつ。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。頸部に幾筋かの箆磨き痕あ

り。

内面 口縁は横ナデ。以下は指ナデ。

台部からくの字状に立ち上がる胴部。

外面ハケメ。

で覆土は軽石粒を含む黒色土と地山の明黄褐色土の

混入したものである。

貯蔵穴住居の南東端で検出。長径85cm・短径61cm、

深さ40cmで覆土は軽石粒を含む黒色土と地山の明黄

褐色土の混入したものである。

炉 住居の北壁東寄りのところに焼土粒が集中して

出土している箇所を確認した。周囲には炭や炭化材

も出土している。

遺物 住居の南西部からは数多くの遺物が積み重な

るように出土した。これらの遺物は住居中央部ほど

床面に近い位置から、南西壁に近づくにつれて床面

よりずいぶん高い位置から検出された。住居の南西

部より投げ込まれたのではないかと考える。器種も

器台、高坪、用、壺、甑、甕類などバラエティーに

富んでいる。完形やほぼ完形のものも目立つ。

33 



第 3章 検出された遺構と遺物

6/ CJ/ 叫 4J/ 0| 叫

ぐ、

41 

35 28 

叫

／
 

B' 

一

U
I
O
g
.
o
o
L
 

E
0
9
.
o
o
L
 

ul ol 

△ .78.50m •• 

且． 78.50m B' 

l. 78.som E' 

..E....78.50m F' 

゜
1 : 60 2 m 

第22図 A区17号住居跡（ 1)

34 



1.古墳時代の遺構と遺物

令j

---'-----—---

4. 
〇炉℃

亀• ． 

35 

／
 

・-4: 

図

・40

t:q/ 

A. 78.50m2  1 2A'  
こ---+-'·—
天------／ー

4 ¥V  ―ー ジぐ
0 8.  ¥ 7 ， ゜

1 : 60 2 m 

/
1
[
/

、

・

；

ヽ

ー

｀

ー

＇

，

＇

（

．

］

，

疇

¥

ー

|

ー

_

¥

、/

_
I

F

A

/

m

/

2

』

ロ゚、口

□
柱

二

/
7
8叉
]

]

]

/
:
(
¥
 

/lolo『

O

□

／ロロ

黒褐色土

黄橙色土

黒色土

黒褐色土

黒褐色土

明黄褐色土

黒褐色土

第23図

゜

黒褐色土

明黄褐色土

黒褐色土

3-C層を主とし、上層の 2層も

多く含む。

Hr-FAの層 (3-d層）。

3-e層を主とし、 2~6  mmの

多くの灰色軽石粒と粘土を含む。

3-f層を主とした層。 2~6

mmの多くの灰白色軽石粒を含む。

少最の黄褐色土を含む。 2~6

mmの灰白色軽石粒を含む黛が少

ない。

住居壁面の 4-C層が崩れて住

居内に落ち込んだもの。

黒色が強い。 4-C層殆ど含ま

ず。やや 3-e層に近く、 2~6

mmの灰白色軽石粒を含む。

2~6 mmの灰白色軽石粒と 4

-c層を多く含む。

4-C層を主とし、少量の黒褐

色土を含む。

黒褐色土中に多くの 4-C層を

含む（周溝覆土）。
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明黄褐色土

貯蔵穴

1 黒褐色土

黒褐色土

5-a層を主とし、少塁の灰褐色砂質土を含む。

焼土を主としている層。

黒色の強い層。やや 3-e層に近い。少贔の 4

-c層を含む。

4-C層を主とした層。

3-e層の黒色土と 4-C層の明黄褐色土の混入

したような層。 1~5mmの砂粒を多く含む。

地山の 4-C層を多く含む層。

粘土

1 灰褐色土

2
 

3
 

灰黄褐色土

黒褐色土

Pit 

l 黒褐色土

2
 

黒褐色土

゜
60 2 m 

5-a層を主とした層。柱穴等を扱った時に、掘

り上げる床面に残されたと思われる層。

4-d層を主とした層。砂質。少鼠の黒褐色土を

含む。

黒褐色土を主とし、少械の灰黄褐色土(4-d層）

を含む。

黒色土を多く、少益の砂質の灰黄褐色土 (4-d

層）を含む。

少鼠の黒色土と多くの砂質の灰黄褐色土 (4-d

層）を含む。

第24図 A区17号住居跡掘り方
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第25図 A区17号住居跡出土遺物（ 1)
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第26図 A区17号住居跡出土遺物(2)
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第27図 A区17号住居跡出土遺物(3)
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第28図 A区17号住居跡出土遺物(4)
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第29固 A区17号住居跡出土遺物(5)

A区 17号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 完形 +10 ①角閃石細砂石英 深皿状の坪部。口縁端部は短く内湾する。ラッパ状に開き裾部で

高坪 口径196 ②酸化焔硬質 外湾する脚部。円孔 4あり。

器高12.5 ③橙色 外面坪部口縁は横ナデ。以下坪部は箆磨き。脚部上半は箆削り

底径14.8 後箆磨き。下半はハケメ後箆磨き。

内面 坪部口縁は横ナデ。以下坪部は箆磨き。脚部はハケメ後横

ナデ。

2 土師器 坪部 1/ 2 +29 ①細砂石英角閃石 坪底部に稜をもち外反する坪部。口縁はやや内湾する。

高坪 口径 23.2 ②酸化焔硬質 外面 口縁はハケメ後横ナデ後箆磨き。以下ハケメ後箆磨き。

器高 (7.6)底径一 ③明赤褐色 内面 口縁はハケメ後横ナデ後箆磨き。以下ハケメ後箆磨き。
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第 3章検出された遺構と遺物

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 旦(cm)

3 土師器 坪部 2/3 + 14 ① 2~3 mmの石石英 外反する坪部。口縁はやや内湾する。

高坪 口径24.9 軽石 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ後箆磨き。

器高(7.2) ②酸化焔硬質 内面 口縁は横ナデ。以下ハケメ後箆磨き。

底径一 ③橙色

4 土師器 脚部 床直 ①粗砂石英輝石軽石 ラッパ状に開き、裾部で更に外反する。

高坪 口径 一 ②酸化焔硬質 外面 箆磨き。裾部は横ナデ後箆磨き。

器高 (8.0) ③にぶい黄橙色 内面 箆磨き。裾部は横ナデ後箆磨き。

底径(13.5)

5 土師器 完形 床直 ①細砂軽石 坪底部に稜をもち外反し、口縁部で更に水平近くに外反する坪部。

高坪 口径17.2 ②酸化焔硬質 坪部に円孔 5あり。裾野を広げたような脚部。円孔 3あり。

器高11.0 ③淡黄色 外面 口縁は横ナデ。坪部上半は箆削り後箆磨き。下半は横ナデ。

底径13.8 脚部は箆削り後箆磨き。裾部は横ナデ。

内面 坪部は箆磨き。脚部は箆削り後箆磨き。裾部はハケメ後横

ナデ後箆磨き。

6 土師器 口～脚部上半 +21 ①細砂角閃石 坪底部に稜をもち外反し、口縁部で更に水平近くに外反する坪部。

高坪 口径20.0 ②酸化焔硬質 やや内湾気味の脚部。円孔あり。

器高10.0 ③にぶい橙色 外面 口縁は横ナデ。坪部上半は横ナデ後箆磨き。以下は箆削り

底径 ー 後箆磨き。

内面 口縁は横ナデ。坪部は箆削り後箆磨き。脚部はナデ。

7 土師器 器受～脚部1/3 +28 ①赤色細粒石英輝石 脚部から 2段階に外反する器受部。脚部に円孔3あり。

器台 口径（6.8)器高5.8 ②酸化焔硬質 外面箆磨き。

底径(9.2) ③明赤褐色 内面 箆磨き。

8 土師器 脚部 3/4 +16 ①細砂角閃石 ラッパ状に開く脚部。裾端部に面をもつ。脚部に円孔4あり。

高坪 口径一器高(8.0) ②酸化焔硬質 外面箆磨き。裾部は横ナデ。

底径13.6 ③にぶい黄橙色 内面 坪底部は箆磨き。脚部は箆ナデ。裾部は横ナデ。， 土師器 脚部 +19 ①細砂角閃石石英 裾野を広げたように開く脚部。裾部に面をもつ。脚部に円孔4あ

高坪 口径ー器高(9.3) ②酸化焔硬質 り。

底径160 ③浅黄色 外面ハケメ後箆磨き。裾部は横ナデ。

内面 脚部上半は箆削り。下半はハケメ。裾部は横ナデ。

10 土師器 脚部 2/3 +7 ①細砂角閃石 裾野を広げたように大きく開く脚部。裾部に面をもつ。脚部に円

高坪 口径一 ②酸化焔硬質 孔4あり。

器高(7.5) ③浅黄色 外面 箆磨き。裾部は横ナデ後箆磨き。

底径206 内面脚部上半は箆削り。下半から裾部は横ナデ後箆磨き。

11 土師器 口縁 床直 ①緻密 外反する口縁端部は丸い。

小型壺 口径8.5器高(5.0) ②酸化焔硬質 外面端部は横ナデ。以下はナデ。

底径一 ③黒褐色 内面端部は横ナデ。以下上半に指頭痕あり。下半はナデ。

12 土師器 ほぼ完形 +10 ①粗砂石英 外反し、端部がやや内湾する口縁。下膨れの胴部。

堪 口径9.2 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ後箆磨き。胴部は箆削り後箆磨き。底部は箆

器高6.5 ③橙色 磨き。

底径2.4 内面 口縁は横ナデ後箆磨き。胴部は箆削り後箆磨き。

13 土師器 口縁 2/3欠損 +20 ①石英細砂 頸部からゆるやかに立ち上がる口縁。肩が張らず底部へ続く胴部。

小型壺 口径(7.7) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ後箆磨き。胴部は箆削り後箆磨き。底部はナ

器高10.0 ③にぶい黄橙色 デ後箆磨き。

底径 4.5 内面 口縁はハケメ後横ナデ。胴部はナデ後箆磨き。

14 土師器 ほぼ完形 床直 ①石英軽石 大きく外反し、端部でやや内湾する折り返し口縁。折り返した部
g 士 口径13.4 ②酸化焔硬質 分に刺突文をもつ。球形の胴部。

器高17.3 ③灰白色 外面 口縁端部に粗いハケメ痕あり。頸部は箆削り。胴部上半は

底径 6.2 細いハケメ。下半から粗いハケメ。

内面 箆ナデ。

15 土師器 ほぼ完形 床直 ①粗砂石英軽石 頸部からくの字に大きく屈曲する口縁。肩が張らない胴部。

小型壺 口径12.1 ②酸化焔硬質 外面 口縁はハケメ後横ナデ後箆磨き。胴部上半はハケメ後箆磨

器高16.2 ③にぶい黄橙色 き。下半は箆削り後箆磨き。

底径 4.8 内面 口縁はハケメ後横ナデ後箆磨き。胴部はハケメ。

16 土師器 口縁1/2欠損 床直 ①角閃石細砂 外反する口縁端部は丸い。球形の胴部。

小型壺 口径122 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部上半はハケメ。下半は箆磨き。底部は

器高116 ③浅黄色 ナデ後箆磨き。

底径 50 内面 口縁はハケメ後横ナデ。胴部はナデ後箆磨き。

17 土師器 口縁1/3欠損 +18 ①軽石粗砂 直立気味に立ち上がる口縁。球形で底部付近ですぼまる胴部。

小型壺 口径12.2 ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下ハケメ後箆磨き。底部は箆削り後

器高18.0 ③にぶい黄橙色 箆磨き。

底径 5.4 内面 口縁は赤色塗彩。ハケメ後箆磨き。
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1.古墳時代の遺構と遺物

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形・文様の特徴
法 量：（cm)

18 土師器 胴部 4/5 +20 ① 1~2 mmの石輝石 下膨れの胴部。

小型壺 口径 一 ②酸化焔硬質 外面 胴部上半は器面の荒れが著しい。箆磨き。下半は箆削り後

器高(11.2) ③灰黄色 箆磨き。

底径 4.5 内面 箆ナデ。接合部は箆削り。

19 土師器 口～底 4/5 床直 ①粗砂石英輝石 外反する口縁、端部は丸い。いびつな胴部。

一g 口径（125)器高25.0 ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。

丸底に近い ③にぶい赤褐色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。ハケメ痕あり。

20 土師器 口縁 1/3 +10 ①細砂角閃石 外反する二重口縁。端部は外面に水平にのびる面をもつ。
g 士 口径（16.6) ②酸化焔硬質 外面 端部は横ナデ。以下上半はハケメ。下半は横ナデ。

器高（3.9)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 横ナデ後箆磨き。

21 土師器 口～肩 2/3 床直 ①細砂角閃石石英 外反し端部を折り返す口縁。

壺 口径122器高(5.3) ②酸化焔硬質 外面 端部は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。

底径ー ③にぶい黄橙色 内面 端部は横ナデ。以下は横ナデ後箆磨き。

22 土師器 胴下部～底部 +30 ①細砂輝石 胴部が底部付近ですぼまる。
ギg 口径一 器高(5.7) ②酸化焔硬質 外面 胴部はハケメ。底部は無調整。

底径4.5 ③にぶい黄橙色 内面 ナデ。

23 土師器 頸～底部 2/3 +18 ① 2~4 mmの石 大きく外反する口縁。肩の張らない胴部。

小型壺 口径一 ②酸化焔硬質 外面 口縁から頸部は横ナデ後箆磨き。胴部は器面が荒れている

器高(11.3) ③橙色 が箆磨き。底部も箆磨き。

底径 4.1 内面 ハケメ後箆磨き。

24 土師器 ほぽ完形 床直 ①粗砂角閃石軽石 頸部から直上気味に立ち上がり端部付近で短く外反する口縁。中

g 一 口径17.8 ②酸化焔硬質 央部で最大径をもち、すぼまる胴部。底部はドーナツ状あげ底に

器高25.1 ③灰黄色 なっている。

底径 6.6 外面 口縁はハケメ後横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁はハケメ後横ナデ。胴部上半に指頭痕。以下はハケメ。

25 土師器 口縁 1/ 3～底部 床直 ① 2~3 mmの石石英 頸部が直立気味に立ち上がり、外反し端部が折り返す複合口縁。
究・― 口径一 角閃石 球形の胴部。

器高(300) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ後箆磨き。底部は箆削り。

底径 7.5 ③橙色 内面 口縁はハケメ後箆磨き。胴下部はハケメ。

26 土師器 口～底部 2/3 +8 ①粗砂 大きく外反する口縁。端部外側に面をもつ。ほぼ球形の胴部。
g ギ 口径17.4 ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下ハケメ後箆磨き。底部は無調整。

器高29.6 ③にぶい橙色 内面 口縁端部は横ナデ。以下口縁部は箆磨き。胴部はハケメ後

底径 8.3 指ナデ。底部は箆ナデ。

27 土師器 頸～底部 2/3 床直 謬 砂 角 閃 石 直立気味の頸部。球形の胴部。

壺 口径一器高（23.2) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ後箆磨き。底部に木葉痕あり。

底径8.0 ③にぶい黄橙色 内面 頸部は箆磨き。以下はハケメ。

28 土師器 口～肩 1/ 3 +8 ①石英粗砂 直立気味に立ち上がる頸部。外反し上側に面をもつ複合口縁。

空士 口径(230) ②酸化烙硬質 外面 口縁部はハケメ後横ナデ後箆磨き。頸部はハケメ後箆磨き。

器高（126) ③にぶい黄橙色 肩部はナデ。

底径一 内面 口縁部はハケメ後横ナデ後箆磨き。頸部はハケメ後箆磨き。

29 土師器 口～肩 l／忍胴下部 +6 ①細砂輝石 直立する頸部。外反し大きく折り返す口縁。球形で下部ですぼま

= 窃 1/ 4～底部 ②酸化焔硬質 る胴部。

口径（17.4) ③橙色 外面 口縁端部に刺突文あり。 胴部は箆磨き。底部は箆削り。

器高一 底径 9.9 内面 胴部は上半はナデ。下部は器面が荒れている。

30 土師器 ロ～胴上位 +8 ①赤色細粒 直立する頸部。短く外反する口縁。肩の張らない胴部。
瞑・― 口径 13.0 ②酸化焔硬質 外面 口縁～頸部はハケメ後横ナデ。胴部はハケメ。

器高（12.0)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁～頸部はハケメ後横ナデ。胴部は箆ナデ。

31 土師器 頸～底 1/4 床直 ① 1~3 mmの石 肩が張り、胴部中程に最大径をもつ。底部に向かって急にすぽま

g • 口径ー ②酸化焔硬質 る。

器高(29.1) ③にぶい黄橙色 外面 頸部に12本の横線文。その下部に列点状刺突文あり。頸～胴

底径 10.0 部は赤彩。胴下半は荒れが目立つ。ハケメ後箆磨き。底部に木葉

痕。

内面 ハケメ。

32 土師器 胴下部～底部1/2 +24 ①石英細砂 球形の胴部。

小型壺 口径一器高(76) ②酸化焔硬質 外面 胴部はハケメ後箆磨き。底部は箆磨き。

底径(4.0) ③明黄褐色 内面 箆磨き。

33 土師器 頸～底部 2/3 +16 ①石英細砂 球形の胴部。

小型壺 口径一 器高（123) ②酸化焔硬質 外面 胴部は箆削り後箆磨き。底部は箆磨き。

底径67 ③明黄褐色 内面 胴部上半は箆押さえ後指ナデ。下半は箆ナデ。
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番号 器種
残 存

出土位置
①胎土②焼成③色調

器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量（cm • g) （石 材）

34 土師器 台部 1/2欠損 床直 ①粗砂 外反する S字状口縁。端部は丸い。やや屑の張る胴部。台部は折

台付甕 口径 15.2 ②酸化焔硬質 り返す。

器商 29.3 ③淡黄色 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

底径(10.1) 内面 口縁は横ナデ，胴部は指ナデ。台部は指頭痕あり。

35 土師器 口～台部 床直 ①粗砂石英輝石 外反する S字状口縁。肩の張らない胴部。

台付甕 口径 17.5 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

器高(29.5) ③淡黄色 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。台部接合部に粗い砂目立つ。

底径一 台部は指頭痕あり。

36 土師器 底～台部欠損 +9 ①粗砂石英軽石 一段目が長く外反する S字状口縁。端部は内側に面をもつ。肩の

台付甕 口径 17.0 ②酸化焔硬質 張らない胴部。

器高(23.7) ③浅黄色 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

底径一 内面 口縁は横ナデ。胴部上半は指ナデ。下半はハケメ。

37 土師器 口～胴下部 2/3 床直 ①粗砂 大きく外反する S字状口縁。端部は内側に面をもつ。やや肩の張

台付甕 口径(220) ②酸化焔硬質 る胴部。

器高(22.6) ③にぶい黄橙色 外面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ後横ナデ。胴部はハケメ。

底径一 内面 口縁～頸部は横ナデ。胴部は指ナデ。

38 土師器 口～胴下部 床直 ①粗砂石英輝石 上段、中段が連続して外反するようなS字状口縁。やや肩の張る

台付甕 口径 12.6 ②酸化焔硬質 胴部。

器高(15.2) ③にぶい黄橙色 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

底径一 内面 口縁は横ナデ。胴部上半は指ナデ。下半はナデ。

39 土師器 口～胴部 1/ 2 +7 ① 1~3 mmの石軽石 受け口状のS字状口縁。口縁内外面ともに赤色顔料と粘土の混合

台付甕 口径 17.5 ②酸化焙硬質 したもので塗り付けたような赤色塗彩。肩の張らない胴部。

器高(18.4) ③淡黄色 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

底径一 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

40 土師器 ロ～胴中位 1/ 2 +11 ①細砂 大きく外反する S字状口縁。端部内側に面をもつ。やや肩の張る

台付甕 口径 15.3 ②酸化焔硬質 胴部。

器高(14.8) ③にぶい黄橙色 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

底径一 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

41 土師器 口～胴部1/2 床直 ①粗砂石英 上段が直立気味の S字状口縁。肩の張らない胴部。

台付甕 口径（17.9) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

器高(21.2)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。胴部上半は指ナデ。下半はハケメ。

42 土師器 口～肩 1/ 3 床直 ①粗砂 大きく外反する S字状口縁。端部内側にしつかりした面をもつ。

台付甕 口径（19.6) ②酸化焔硬質 肩の張らない胴部。

器高 (9.4) ③オリープ黒色 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

底径一 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

43 土師器 口～肩1/3 +12 ①細砂角閃石 薄手で外反する S字状口縁。やや肩の張る胴部。

台付甕 口径 15.6 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

器高(10.0)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。胴部はナデ。

44 土師器 口～肩 床直 ①石英軽石 外反する S字状口縁。端部は丸い。肩の張らない胴部。

台付甕 口径14.1 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

器高（9.4)底径ー ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

45 土師器 口～肩1/3 +15 ①細砂石英 厚手で頸部からくの字状に立ち上がる口縁。肩の張らない胴部。

台付甕 ロ径 15.5 ②酸化焙硬質 外面 口縁はハケメ後横ナデ。胴部はハケメ。部分的にナデ。

器高(107)底径一 ③浅黄色 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

46 土師器 口～肩 +9 ①石英 2~3mmの石 大きく外反する S字状口縁。端部は丸い。肩の張らない胴部。

台付甕 口径(18.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部は粗いハケメ。

器高 (68) ③淡黄色 内面 口縁は横ナデ。頸部は指頭痕。胴部は粗いハケメ。

底径一

47 土師器 口～底部 2/ 3 +25 ①石英軽石 内湾する口縁。底部に向かってすぼまる胴部。

甑 口径16.5 器高14.7 ②酸化焔硬質 外面 口縁に指紋あり。胴部は粗いハケメ。底部は箆削り後箆磨

底径 45 ③にぶい黄橙色 き。

内面 口縁に指頭痕あり。胴部はナデ。

48 土師器 底～台部1/2 +29 ①角閃石細砂 断面が三角形に近い台部。

台付甑 口径一器高（67) ②酸化焔硬質 外面ハケメ。

底径一 ③橙色 内面 胴部はハケメ。台部もハケメであるが部分的にナデあり。

49 石製品 ？ +21 珪質粘板岩 原型は直方体と思われるが欠損部多く断定出来ない。使用面は 4

砥石 長さ（9.4)幅 2.0 面。うち 2面は砥ぎ減り目立つ。

厚さ1.7 重さ45.0

50 石製品 3/4 床直 珪質粘板岩 原型は直方体と思われる。使用面は 5面。使用面はいずれも砥ぎ

砥石 長さ78幅 3 2 減り目立つ。直線状の擦痕も目立つ。

厚さ 16 重さ47.0
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1.古墳時代の遺構と遺物

A区 18号住居跡（第30~32図 PL13・ 125) 

位置 3 Q-15グリッド

重複本住居の覆土の上面を近世のA区 3号溝が掘

り込んでいる。

形状 東西6.10m、南北6.18m。隅丸方形を呈する。

面積 34.25m' 

方位 N-24°-W 

床面遺構確認面より 35cm掘り込んで床面になる。

床面は軽石粒を含む黒色土に砂質の灰黄褐色土や粘

性のある黄褐色土が混入した土である。また、床面

全域にわたり粘質土が集中している箇所が検出され

た。さらに、風倒木の上に本住居が造られているた

めに性格不明のピットや掘り込みも床下から検出さ

れた。床高は78.12mを測る。

柱穴柱穴 1は径85cm、深さ40cm。柱穴 2は径64cm、

深さ46cm。柱穴 3は径5.7cm、深さ41cm。柱穴 4は径

39cm、深さ24cm。覆土は軽石粒の含まれた黒色土と

砂質の灰黄褐色土の混入した土であった。

炉住居のほぼ中央部に焼土が検出された。裁ち

割ってその断面をみたが、焼土の層が薄く堆積してい

た。位置や焼土の層から炉として断定できなかった。

遺物 土師器器台、高坪、壺類、甕類が出土してい

る。
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1 黒色土 2~3 mmの白色軽石粒（As-C軽石）を多絨に 4 黒褐色土 地山の黄褐色土を多く含む。 As-C軽石粒を

含む。全体に粗い土層。 含まず、全体に密な土層。

2 黒褐色土 黒色土中に地山の黄褐色砂質土を多く混入し 5 黒色土 2~4 mmの白色軽石粒（As-C軽石）と地山の

た層。 As-C軽石粒を全く含まない。 灰黄褐色砂質土を少量含む（床として使用し
3 黒褐色土 1層に近いが、白色軽石粒を含む量が少なく ている）。

やや明るい黒褐色土を含む。 6 灰黄褐色土 4-d層を主とした層。

第30図 A区18号住居跡
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第31図 A区18号住居跡掘り方、出土遺物（ 1)
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1. 古墳時代の遺構と遺物
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第32図 A区18号住居跡出土遺物(2)

A区 18号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 坪部1/4 床直 ①粗砂 坪底部に稜をもち、やや内湾する口縁。

高坪 口径一器高(7.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ後箆磨き。

底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。以下縦箆磨き。

2 土師器 口縁部片 +7 ①石英細砂 水平近くに外反する口縁。外側に面をもち、刺突が刻まれている。

器台 口径（17.5) ②酸化焔硬質 円孔あり。

器高 (2.0) ③橙色 外面 箆磨き。

底径一 内面 横ナデ後箆磨き。

3 上師器 口縁下半～底部 床直 ①粗砂 直上気味に立ち上がる口縁。球形の胴部。
・宮＝ピ 口径一器高（15.0) ②酸化焔硬質 外面 全体に赤色塗彩。胴部はハケメ後箆磨き。

底径4.3 ③にぶい橙色 内面 口縁は赤色塗彩。肩部に指頭痕。胴部下半は箆削り。

4 土師器 1 / 3 +7 ①軽石 頸部からくの字に立ち上がる口縁。肩部に最大径をもち、底部に

小型甕 口径(16.0) ②酸化焔硬質 近づくにつれてすぼまる胴部。

器高 12.6 ③浅黄色 外面 口縁は横ナデ。胴部上半はハケメ後ナデ、下半は箆削り。

底径 5 0 内面 口縁は横ナデ。胴部上半は箆ナデ、下半はナデ。

5 土師器 胴中部～底部 2/3 +9 ① 2~3 mmの石 下膨れの胴部。

ギ互 口径一 ②酸化焔やや軟質 外面 全体に赤色塗彩。胴部上部は粗いハケメ後箆磨き。下部は

器高(145) ③にぶい橙色 ナデ。底部は箆削り後箆磨き。

底径 7 0 内面 胴部は箆削り。底部はハケメ。

6 土師器 肩部片 覆土 ①粗砂 球形の胴部。

一空 口径一 器高一 ②酸化焔硬質 外面 横線文の間に波状文に近いコンパス文あり。

底径一 ③にぶい橙色

7 土師器 口縁肩部 床直 ①軽石輝石石英 大きく外反する厚手の口縁。端部は丸い。

甕 口径(210) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。肩部はハケメ。

器高 (30)底径ー ③明赤褐色 内面 口縁は横ナデ。肩部はハケメ。

8 土師器 口縁部 1/ 4 +17 ①粗砂 外反する S字状口縁。端部は外側に面をもつ。

台付甕 口径(15.6) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部は縦ハケメ後横ハケメ。

器高（5.7)底径一 ③浅黄色 内面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ、 一部指頭痕あり。以下指ナ

ァ—ャ。， 土師器 口縁肩部 覆土 ①粗砂 直立気味に立ち上がる口縁。端部は丸い。

甕 口径(188) ②酸化焔硬質 外面 口縁はハケメ後横ナデ。肩部はハケメ。

器高 (7.3) ③にぶい黄色 内面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ後箆削り後粗い箆磨き。以下

底径一 はハケメ。

10 土師器 口縁部片 覆土 ①輝石粗砂 直立気味に立ち上がる口縁。端部に刺突痕あり。

• g 口径一器高一 ②酸化焔硬質 外面 ハケメ。

底径一 ③にぶい橙色 内面 横ナデ。

11 土師器 口縁部片 床直 ①輝石粗砂 くの字に立ち上がる 口縁。端部に刺突痕あり。

壺 口径一器高一 ②酸化焔硬質 外面 ハケメ。

底径一 ③橙色 内面 ハケメ後横ナデ。
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第 3章 検出された遺構と遺物

A区

位置

重複

22号住居跡 （第33・34図

3 N-18グリ ッド

本住居の西側部分を南北方向に近世のA区8

号溝、奈良 • 平安時代のA区 7 号溝が掘り込んでい

る。 さらに、住居覆土の上面を中近世のA区13号、

14号溝が東西方向に掘り込んでいる。

形状 本住居の北側部分は住民の生活道路のため発

掘調査することができなかった。

PL14・126) 

また、上記のよう

に多くの溝に掘り込まれているため、本住居全体の

正確な形状を把握することは難しかったが、調査で

きた箇所や同時期の本遺跡の住居跡から推し量って

隅丸方形になると考える。幅37cm、深さ14cmの周溝

が、東壁から南壁にかけて検出された。

床面 住居上面を多くの溝に掘り込まれているため

残りが良くない。残りの良い所で遺構確認面より 22

cm掘りこんで、床面になる。床面は軽石粒の含まれ

る黒色土に灰黄褐色土が混入した土である。床高は

78.37mを測る。床下からはピットが検出された。

ピット 位置や深さから柱穴と判断するのは難しく

ピットとして記載することにした。

cm、深さ30cm。

ト3は径42cm、深さ27cm。覆土は黒色土と地山の灰

黄褐色土の混入した土であった。

炉 検出されなかった。

遺物

ピット 2は径58cm、深さ31cm。

土師器高坪、壺、

ピット 1は径61

ピッ

s字状口縁台付甕が出土し

面積

方位

(18.50) m' 

測定できなかった。

ている。
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5
 褐色土

2
 

にぶい黄褐色土

3
 

黒色土

黒褐色土

l-a、 1-b層。上陪が耕作土。下陪がや

や固い層。

2 -a、2-b層が混入しているような層。

2 mm程の多くの軽石粒を含む。

3-e陪を主とした層。 3mm程の多くの軽石

粒を含む。

3-f層を主とした層。多くの褐色の粒子を

含む。

6
 

7
 

8
 

，
 

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

にぶい黄褐色土

3-f陪を主とした層。 3mm程の多くの白色

軽石粒を含む。

地山の灰黄褐色土 (4-d層）を多く含む。

（床面）

少量の灰黄褐色土を含む。白色軽石粒を殆ど

含まず。

7層に近い。 7府より多くの灰黄褐色土を含

む（周溝覆土）。

2層に近い。黒色土は殆ど含まない。

第33図 A区22号住居跡
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第34図 A区22号住居跡掘り方、出土遺物

A区 22号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 坪部1/4 床直 ①石英輝石 坪底部に稜をもち、口縁端部でやや内湾する口縁。

高杯 口径(24.0) ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ後箆磨き。

器高（8.5)底径ー ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。以下箆磨き。

2 土師器 坪部 1/8 床直 ①石英輝石細砂 口縁は外反し、端部は外側に面をもつ。

高坪 口径（31.2) ②酸化焔やや軟質 外面 口縁は横ナデ。以下箆磨き。

器高 (52)底径ー ③明赤褐色 内面 口縁は横ナデ。以下箆磨き。

3 土師器 坪部片 覆土 ①輝石細砂 外反し、端部はやや直立気味に立ち上がる坪部。

高坪 口径(9.5) ②酸化焔やや軟質 外面箆削り後箆磨き。

器高（2.2)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 箆磨き。
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第3章検出された遺構と遺物

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調
法 磁 (cm)

4 土師器 胴下部～底部片 床直 ①輝石軽石

小型壺 口径一 器高(3.7) ②酸化焔硬質

底径(4.0) ③にぶい黄橙色

5 土師器 口縁部1/3 床直 ①輝石細砂
＝互土 口径(160) ②酸化焔硬質

器高（5.0)底径一 ③にぶい橙色

6 土師器 口縁部片 床直 ①粗砂軽石角閃石

台付甕 口径(12.7) ②酸化焔やや軟質

器高（4.8)底径一 ③明黄褐色

A区 23号住居跡 （第35~37図 PL15~17・126) 

位置 4C-9グリッド

重複 本住居は古墳時代のA区40号、 41号住居を掘

り込んで造られている。

形状 東西5.43m、南北5.31m。隅丸方形を呈する。

面積 28.12m' 

方位 N-13°-W 

覆土 本住居は同時期の住居の覆土上層に見られる

軽石混じりの黒色土があまり確認出来ず、本来床面

以下の覆土に含まれる地山の明黄褐色土や灰黄褐色

土が上層よりブロック状に検出された。さらに、壁

面や床面付近より多くの炭化材や焼土が出土してい

る。これらの状況から、本住居は造られた後、黒色

土が堆積する前に火災に遭い、周堤帯の土を用いて

意図的に埋められた住居と考えられる。

床面 遺構確認面より 39cm掘り込んで床面になる。

床面は黒色土に明黄褐色土や灰黄褐色土が混入した

土である。また床面付近より焼土や炭化材が出土し

ている。検出された炭化材の中には柱材や垂木に使

用したと思われるものが認められる。床高は77.64m

を測る。特に踏み固められていた箇所は確認できな

かった。

柱穴 柱穴 1は径51cm、深さ81cm。柱穴 2は径60cm、

深さ80cm。柱穴 3は径35cm、深さ74cm。柱穴 4は径

51cm、深さ76cm。どの柱穴も柱材のあとが空洞とし

て残っていた。中にはその空洞部分にどろどろした

ものが入っている柱穴もあった。この住居の柱材の

形状を調べるため、柱穴の空洞部分に、石膏を流し

込み石膏取りをした。それをうまく掘り出し、当時

の柱材の形状を確かめた。その結果柱材は丸材では
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やや凹底の底部。

外面 箆磨き。

内面 箆磨き。

外反する口縁。端部は丸い。

外面 口縁は横ナデ。横線文が目立つ。以下は箆磨き。

内面 横ナデ後箆磨き。

外反する S字状口縁。端部は丸い。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁は横ナデ。胴部はナデ。

なく、割材で面取りをしていることが確認できた。

柱穴の覆土は黒褐色土と地山の灰黄褐色土の混入し

た土がまだら状にはいっていた。

貯蔵穴 本住居の南東コーナーに楕円形状の長径89

cm・短径53cm、深さ31cmの貯蔵穴が検出された。覆

土は炭と黒褐色土と灰黄褐色土の混入したもので

あった。

炉 炭化材や焼上を取り除いた後、床面の中央から

北壁寄りに焼土が集中している箇所が検出された。

位置的に炉であると考えられる。裁ち割って断面を

みたところ焼土の層と炭の層が重なって堆積してい

る様子が確認された。

遺物 土師器鉢、高坪、小型壺、甕類が出土してい

る。
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第 3章 検出された遺構と遺物

A区 23号住居

l 黄褐色土

2
 

黄褐色土

3
 

4

5

 

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

4- a層を主とした層。 1 mm前後の白色軽石粒と

1 mm以下の黄褐色土の砂粒を多く含む。

1層に近いが、少菌の 4-b層、 4-C層をプロッ

ク状に含む。部分的に 4-C層を多く含む所もあ

る。

4-b層を主とした層。 1~3mmの砂粒を多く含

む。少虻の 4-d層を含む。

4-b層と 4-C層を主とした層。炭は含まない。

4層に近い。 4層より多くの 4-C層を含む。炭

は含まない。

6

7

8

9

 

黒褐色土

黒紫色土

黒褐色土

灰黄褐色土

焼土

1 赤橙色土

2 暗赤褐色土

3 黒色土

4 暗灰褐色土

4層を主とし、少鼠の炭を含む。

5-a層を主とした層。粘性が強い。

黒褐色土（砂質）中に多くの灰黄褐色土 (4-d

層）を含む。

4-d層をプロック状に多く含む。

やや濃い焼土。燃え残りと思われる。

焼土混じりの黒。

粘土質にてやや濃い色。

砂混じりで薄黒い灰色。
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1.古墳時代の遺構と遺物

G 77.90m G' 旦．77.90m H' 

5-d層

柱穴

1 黒褐色土 床面の土。灰黄褐色土 (4-d層）の小プロック、

黒褐色土 (4-b層）、明黄褐色土 (4-C層）が

混入している層。全体が砂質で固い。

2 黒褐色土 4-b~5-c層の土が小プロックや粒子として

全体にまだら状態で混入している土（柱穴を掘っ

た土を、柱を固定した後に埋め込んだ土）。

3 灰褐色土 5-a層のプロック。

4 灰黄褐色土 4-d層のプロック。

5 灰黄褐色土 4-d層を基本としているが、少し攪乱を受けて

4-b層の土を含んでいる。

4-d暦

゜
1 : 30 1 m 

0 0 
復元した柱材の実測図

口 ｀／

／石二夏三《~8

10 

こ

第37図 A区23号住居跡柱穴、出土遺物
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第3章検出された遺構と遺物

A区 23号住居

番号 器種
残 存

出土位置
法 且(cm・g)

1 土師器 完形 床直

鉢 口径80器高54 

底径36 

2 土師器 完形 床直

鉢 口径8.4

器高5.7 

底径3.6

3 土師器 3/5 +17 

鉢 口径9.5

器高61 

底径3.9

4 土師器 坪部から脚上部 床直

高坪 口径12.4

器高(6.8)

底径一

5 土師器 坪部 1/4 床直

高坪 口径(15.8)

器高（3.3)底径一

6 土師器 ほぽ完形 床直

士空 口径12.4

器高11.4 

底径 4.5

7 土師器 底部欠 床直

小型壺 口径(10.4)

器高（12.0)底径一

8 土師器 口縁部片 床直

台付甕 口径（17.7) 

器高（3.5)底径一， 土師器 口～肩部 2/3 床直

甕 口径(28.4)

器高（14.5)

底径一

10 石製品 一部欠 掘り方

砥石 縦 6.4 幅 3.0 

厚さ0.8 重さ20.0

①胎土②焼成③色調

（石 材）

①輝石細砂

②酸化焔硬質

③明黄褐色

①輝石軽石

②酸化焔硬質

③橙色

①軽石粗砂

②酸化焙硬質

③浅黄色

①大粒の石英

②稜化焔硬質

③浅黄橙色

①軽石

②酸化焔硬質

③赤褐色

①角閃石細砂

②酸化焙硬質

③にぶい黄橙色

①赤色細粒輝石粗砂

②酸化焔やや軟質

③赤褐色

①粗砂軽石角閃石

②酸化焔やや軟質

③明黄褐色

①細砂輝石角閃石

②酸化焔硬質

③にぶい黄橙色

珪質粘板岩

A区 24号住居跡 （第38図 PL18・ 126・ 127) 

位置 3 0-15グリッド

重複 本住居の大部分を奈良 • 平安時代のA 区 7 号

溝と近世のA区8号溝が掘り込んでいる。

形状 大きな 2条の溝に掘り込まれているため、住

居の南東コーナーしか確認できなかった。確認でき

た部分についても、全体的に削平されていて住居の

上端が確認出来なかった。しかし、同時期の住居の

形状から本住居も隅丸方形になると考えられる。

面積 (2.54) m' 

方位 測定できなかった。
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コップ状の鉢。

外面 口縁は横ナデ後箆磨き。以下箆削り後箆磨き。底部はナデ。

内面 口縁は横ナデ。以下ナデ。

口縁が短く外反し、体部上半に最大径をもつ鉢。

外面 口縁は横ナデ。体部上半はハケメ後箆磨き。以下底部まで

箆削り後箆磨き。

内面 ハケメ後箆磨き。

口縁が短く内湾し、球形に近い体部をもつ鉢。

外面 口縁は横ナデ。体部上部は指頭痕あり。以下箆削り。底部

は無調整。

内面 口縁は横ナデ。底部はナデ。

椀状の坪部。坪部口縁はやや内湾する。坪底部にやや稜をもつ。

外面 口縁は横ナデ。以下坪部は箆磨き。坪底部～脚部は箆削り

後箆磨き。

内面 口縁は横ナデ。以下坪部は箆磨き。脚部はハケメ。

皿状の坪部。端部は丸い。

外面 口縁は横ナデ後箆磨き。以下は箆磨き。

内面 口縁は横ナデ後箆磨き。以下は箆磨き。

頸部からくの字に立ち上がり、水平近く長く外反する複合口縁。

球形の胴部。

外面 口縁～頸部は横ナデ。胴部はハケメ後箆磨き。底部は箆削

り後箆磨き。

内面 口縁は横ナデ後箆磨き。頸部はハケメ。胴部上半は指頭痕

あり。以下はナデ。

直上気味に立ち上がりやや内湾する口縁。球形の胴部。

外面 口縁は横ナデ後箆磨き。以下はハケメ後箆磨き。

内面 口縁はハケメ後箆磨き。以下はハケメ。

大きく外反する S字状口縁。端部は外側に面をもつ。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

くの字に立ち上がる口縁。端部は外側に面とりをしている。肩の

張らない胴部。

外面 口縁上半は横ハケメ後横ナデ。下半は横ハケメ。頸部は縦

ハケメ。胴部は横ハケメ後箆磨き。

内面 口縁はハケメ後横ナデ。頸部はハケメ。以下はハケメ後ナ

T・-* 。

原型は直方体と思われる。使用面は 6面。使用面はいずれも砥ぎ

減り目立つ。直線状の擦痕目立つ。

床面 8号溝と重複している箇所で住居の断面を計

測することができた。断面から掘り込みの深さを測

ると、 27cm掘り込んで床面になる。床面は黒色土に

灰黄褐色土が混入した土である。床高は78.65mを測

る。

柱穴 検出されなかった。

炉 検出されなかった。

遺物 土師器壺、甕類が出土している。



1.古墳時代の遺構と遺物
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第3章検出された遺構と遺物

A区 24号住居

番号 器種
残 存

出土位置
法 誠(cm)

l 土師器 ロ～底部 1/ 5 +8 

小型壺 口径(63) 

器高104 

底径 35 

2 土師器 ほぽ完形 床直

台付甕 口径14.1

器高216 

底径(6.8)

3 土師器 口縁部 2/3 +13 

台付甕 口径19.4器高(9.0)

底径一

4 土師器 胴～底部 3/4 床直

台付甕 口径一器高(250) 

底径10.0

5 土師器 底部欠 +7 

甕 口径18.0

器高(222) 

底径一

6 土師器 底～胴部 2/ 3 +7 

甕 口径一器高(211) 

底径8.4

7 土師器 底～胴部 1/ 3 +12 

甕 口径一

器高(125) 

底径 (5.4)

①胎土②焼成③色調

①細砂

②酸化焔硬質

③灰黄褐色

①粗砂軽石石英

②酸化焔硬質

③にぶい黄橙色

①粗砂角閃石

②酸化焔硬質

③淡黄色

①粗砂石英角閃石

②酸化焔硬質

③淡黄色

①粗砂石英

②酸化焙硬質

③にぶい黄橙色

①粗砂石英輝石

②酸化焔硬質

③橙色

①軽石角閃石

②酸化焔硬質

③にぶい赤褐色

A区 25号住居跡 （第39~41区 PL18・19・127・128)

位置 4A-11グリッド

重複 本住居の北東部分の上層を近代のA区4号溝

が掘り込んでいる。

形状 東西4.84m、南北4.84m。隅丸方形を呈する。

面積 19.69m' 

方位 N-18°-W 

覆土 本遺跡の同時期の住居の覆土は上層から黒色

土、黒褐色土、地山の明黄褐色土や灰黄褐色土の層

位になっているのがほとんどであるが、本住居は上

層に地山の灰黄褐色土を中心にした土層がきてい

て、壁面から床面にかけて、焼土や炭が検出される。

この住居は前述の23号住居に比べると炭化材は出て

いないが、焼土化、炭化した箇所を多く検出した。

本住居も23号住居同様に焼失住居であると考える。

地山を主体にした土で、本来床下にあるはずのもの

が上層に検出されたのは、人為的にこの土を被せた

ためと考えられる。特に、周堤帯として積み上げた

土を使用したのではないかと推定する。
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くの字に屈曲する頸部。口縁は端部付近でやや内湾する。胴部は

長めである。

外面 口縁は横ナデ。胴部上半はナデ、下半はナデ後一部箆磨き。

底部はナデ。

内面 口縁は横ナデ。以下ナデ。

大きく外反し、ほとんど段をもたないS字状口縁。台部も大きく

外反する。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。台部はナデ。

内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。胴部と台部の接合部に粗い砂

粒目立つ。

やや受け口状のS字状口縁。端部は内側に面をもつ。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

長めの胴部。

外面 粗いハケメ。

内面 粗いハケメ。 台部は指ナデ。

外反し、端部が直上に立ち上がる受け口状の口縁。胴部は球形で

下部ですぼまる。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。口縁、胴部に煤が付着。

内面 口縁はハケメ後横ナデ。以下はナデ。

球形の胴部底部は張り付けて上げ底。

外面 胴部はハケメ。底部はナデ。

内面 上半はナデ。以下はハケメ。

球形の胴部。底部に近づくにつれてすぽまる。

外面 胴部上半は細いハケメ。下半は粗いハケメ。底部付近は細

いハケメ。

内面 上半はナデ。以下は粗いハケメ後ナデ。

床面 遺構確認面より 30cm掘り込んで床面になる。

床面は軽石粒を含む黒色土に灰黄褐色土が混入した

土である。床高は77.89mを測る。また、床面に炭と

焼土が広範囲に検出された。

柱穴 柱穴 1は径28cm、深さ 15cm。柱穴 2は径32cm、

深さ 17cm。柱穴 3は39cm、深16cm。柱穴 4は径30cm、

深さ19cmを測る。覆土は地山の灰黄褐色土を中心に

した土であった。

貯蔵穴 径64cm、深さ38cmを測る。覆土は住居床面

の土とほぽ同じの黒褐色土である。下層から焼土粒

もみられるので、焼失時に一緒に埋まったものと思

われる。

炉 住居全体から炭と焼土が検出されたこともあ

り、炉として特定できる焼土や炭の箇所が検出され

なかった。

遺物 土師器器台、高坪、壺、甕類が出土している。

中には完形の直口壺やほぼ完形の高坪、器台も出土

した。
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1 黄褐色土

2 黄褐色土

3 黒褐色土

4 暗赤褐色土

5 黄褐色土

地山の 4-b• 4-C層の混入層。少星の焼土

炭を含む。 1mm以下の多くの褐色粒を含む。

1層に近いが、 1層に比べ褐色粒が少ない。

黄褐色土と黒褐色土の混入層。

多量の焼土プロックを含む。

地山に近い。壁面からの落ち込み。

1 黄褐色土

2 暗赤褐色土

3 黒褐色土

旦□£'.78.0晶こ丘'

゜
1 : 60 2m  

地山の 4-b.4-C層の混入層。少皇の焼土

炭を含む。 1mm以下の多くの褐色粒を含む。

1層中に多撻の焼土粒を含む。

1層を主とし、多量の炭と少量の焼土プロック

を含む。

／
 

゜
1 : 60 2 m 

第39図 A区25号住居跡、炭・焼土出土状況
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第40図 A区25号住居跡、出土遺物（ 1)

゜
I :60 2 m 

黒褐色土を主とし、少量の黄褐

色土。明黄褐色を多く 2cmほど

の橙色のプロックを少輩含む。

3層に近い。橙色のブロック含

まず、下層に少鼠の炭と焼土粒

を含む。

4- C層が崩れて貯蔵穴内に堆

積した層。 4~c 陪を主とし、

少獄の黒褐色土を含む。
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第41図 A区25号住居跡出土遺物(2)

1.古墳時代の遺構と遺物
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第 3章検出された遺構と遺物

A区 25号住居

番号 器 種
残 存

出土位置
法 麓（cm)

1 土師器 坪部 1/3欠損 床直

高坪 口径 98 

器高 87 

底径14.8

2 土師器 ほぼ完形 床直

高坪 口径13.5

器高 9.8

底径14.0

3 土師器 完形 床直

高坪 口径15.0

器高11.0~12.3 

底径145 

4 土師器 脚部 1/3 +27 

高坪 口径一器高(6.6)

底径164 

5 土師器 ほぽ完形 床直

器台 口径18.9 

器高14.1

底径16.0

6 土師器 完形 床直
g て 口径10.7

器高15.4~160 

底径 3.7

7 土師器 底部欠 床直

小型壺 口径 12.3

器高(126) 

底径 一

8 土師器 口縁部 掘り方

壺 口径170器高（5.9)

底径一， 土師器 口縁 2/5 +10 
宮・＝ピ 口径(23.8)

器高（4.8)底径ー

10 土師器 胴部 1/3欠損 床直

台付甕 口径154 

器高23.3

底径 83 

11 土師器 口～胴部 4/5 床直

台付甕 口径 17.5

器高(26.3)底径ー

12 土師器 口～胴部 4/5 床直

台付甕 口径 15.4

器高（15.3)

底径 ー

13 土師器 胴部 2/3 床直

台付甕 口径一器高(214) 

底径一

14 土師器 4 I 5 床直

小型甕 口径12.2 器高12.1

底径 5.5

15 土師器 口～胴部1/2 +12 

小型甕 口径(13.4)

器高（8.5)底径一

60 

①胎土②焼成③色調 器形・整形 ・文様の特徴

①輝石細砂 1~2mm 底部に稜をもち、口縁が外反する坪部。裾野を長く広げたような

の石軽石 脚部。円孔4あり。

②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下箆磨き。

③黄橙色 内面 口縁は横ナデ。脚部上半はナデ。下半はハケメ後箆磨き。

裾部は横ナデ。

①細砂 3~5mmの石 底部に稜をもち、厚手で外反する坪部。やや裾野を広げたような

赤色細粒 脚部。円孔4あり。

②酸化焔。硬質 外面 口縁は横ナデ。以下坪部は箆磨き。脚部はハケメ後箆磨き。

③橙色 裾部は横ナデ。

内面 坪部は箆磨き。脚部はナデ。裾部は横ナデ。

① 1~3 mmの石赤色細 椀状の坪部。裾野を広げたような脚部。歪みが大きい。円孔4あ

粒 り。

②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。裾部は横ナデ。

③にぶい橙色 内面 口縁は横ナデ。坪部は箆磨き。坪底部は内面が荒れている。

脚部はハケメ。裾部は横ナデ。

①石英輝石 裾野を大きく広げたような脚部。脚部上半に円孔3、下半に円孔

②酸化焔硬質 3。

③にぶい褐色 外面箆磨き。裾部は横ナデ。

内面 下半はハケメ。裾部は横ナデ。

①緻密 器受部は底部に稜をもちながら外反し、さらに上半で大きく外反

②酸化焙硬質 する。ラッパ状に開く脚部。脚部に円孔 4あり。

③橙色 外面 口縁は横ナデ。以下器受部は箆磨き。脚部はハケメ後箆磨

き裾部は横ナデ。

内面 口縁は横ナデ。以下器受部は箆磨き。脚部は箆削り。裾部

は箆削り後横ナデ。

①細砂角閃石 直上気味に長く立ち上がり、外反する口縁。やや下膨れの胴部。

②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。底部は箆削り後箆

③橙色 磨き。

内面 口縁は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。

① 2~5 mmの石 直上気味に立ち上がりやや外反する厚手の口縁。球形の胴部。

②酸化焔硬質 外面 □縁は横ナデ。頸部はハケメ後箆磨き。胴部はやや器面が

③にぶい橙色 荒れているが、箆削り後箆磨き。

内面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ後箆磨き。胴部はナデ。

① 2~5 mmの石 頸部から大きく外反し、端部に近づくにつれて水平に近く広がる。

②酸化焔硬質 外面横ナデ後箆磨き。赤色塗彩

③橙色 内面 横ナデ後箆磨き。頸部はナデ。赤色塗彩

①細砂角閃石石英 頸部から大きく外反し、端部外側に面をもつ有段口縁。

②酸化焔硬質 外面 端部は横ナデ。以下は箆磨き。端部と有段部に刺突痕あり。

③橙色 内面 端部は横ナデ。以下は箆磨き。

①粗砂石英角閃石 ほとんど段を感じさせない S字状口縁。肩の張らない胴部。

②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。台部はハケメ後ナデ。

③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。部分的に指頭痕あり。下半

は箆押さえ痕あり。台部は指頭痕あり。折り返す。

①粗砂軽石 外反する S字状口縁。端部は上向きに面をもつ。

②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

③灰黄色 内面 口縁は横ナデ。以下は指ナデ。

①粗砂軽石石英輝石 外反する S字状口縁。端部は丸い。

②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ後指頭痕。以下はハケメ。

③灰黄色 内面 口縁は横ナデ。以下は指ナデ。

①粗砂石英 やや肩の張る胴部。

②酸化焔硬質 外面ハケメ。

③にぶい黄橙色 内面 上半は指ナデ。以下は箆ナデ。

①粗砂石英角閃石 上段が長く外反した複合口縁。底部はドーナツ状の凹底。

②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ後部分的にナデ。

③浅黄色 内面 口縁は横ナデ。頸部は面とり箆削り。胴部はナデ。

①細砂石英輝石 頸部からくの字に屈曲し、外反した口縁。端部は丸い。

②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部は細いハケメ。胴部は粗いハケメ。

③にぶい黄褐色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。



1.古墳時代の遺構と遺物

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 星(cm)

16 土師器 口～胴部 1/2 +7 ①細砂石英角閃石 頸部からくの字に屈曲し、外反した折り返し口縁。丸い胴部。

甕 口径 15.5 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部はナデ。胴部上半はハケメ後ナデ後箆

器高(18.8) ③にぶい黄橙色 磨き。下半は箆削り後箆磨き。

底径 ー 内面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

A区 27号住居跡 （第42・43図 PL20・ 129) 

位置 4 D-12グリッド

重複 本住居の南東コーナー部分を近代のA区5号

溝が掘り込んでいる。

形状 東西3.77m、南北4.26m。隅丸方形を呈する。

面積 15.25m' 

方位 N-8°-W 

床面 残りの良いところで遺構確認面より 9cm掘り

込んで床面になる。住居の中央部から東壁にかけて

床面の高さで焼土が検出された。床面は地山の明黄

褐色土に黒褐色土が混入した土である。床高は77.80

mを測る。床下面で不整形なピットや小ピットが検

出されたが、柱穴や貯蔵穴として断定できなかった。

炉検出されなかった。

遺物 土師器小型甕が出土している。
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A区 27号住居・焼土

1 黒褐色上 明黄褐色土中に多くの炭を含む。

2 黒褐色土 明黄褐色土中に少量の炭を含む。

3 明黄褐色土 4-C層の明黄褐色土を主とし、少盤の黒褐

色土を含む。

4 明黄褐色土 上層の 3層に近いが、より多くの地山の 4

5 赤色土

第42図 A区27号住居跡

-C層に近い層（床下）。

焼土層。

゜
1 : 60 2 m 
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第3章検出された遺構と遺物

＠ t
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口
4 D-12 

゜
1 : 60 2 m 

第43図 A区27号住居跡掘り方、 出土遺物

A区 27号住居

番号 器種
残 存

出上位置 ①胎土②焼成③色調
法 量(cm)

1 土師器 口縁片 床直 ①輝石粗砂

小型甕 ロ径(135) ②酸化焙硬質

器高（4.8)底径一 ③浅黄色

器形 ・整形 ・文様の特徴

くの字に屈曲する。口縁端部で短く外反する。

外面 口縁は横ナデ。頸部以下ハケメ。

内面 口縁はハケメ後横ナデ。以下ナデ。

A区 30号住居跡 （第44・45図 PL20・21・129)

位置 8B-0グリッド

重複 本住居は北東コーナー部分で古墳時代のA区

31号住居を掘り込んで造られている。

形状 東西3.29m、南北3.20m。隅丸方形を呈する。

幅 17cm、深さ 8cmの周溝が巡っている。

面積 8.97m2 

方位 N-3°-W  

床面 遺構確認面より 17cm掘り込んで床面になる。

床面は軽石粒を含む黒色土に砂質の灰黄褐色土が混

入した土である。床高は77.70mを測る。また床面状

の北壁付近で炭と焼土が集中している箇所を検出し

た。断面を確認したところ、炭については、層位で

確認出来ず、土坑状の落ち込みになった。また焼土

については焼土の層は薄く、炉として判断すること

はできなかった。

柱穴 床面で柱穴になるようなピットが検出されな

かったが、掘り方の面で他の部分と異なる色をした

箇所があり柱が置かれていた可能性があると思う。

貯蔵穴 径43cm、深さ27cmを測る。覆土は灰白色軽

62 

石粒が多く含まれる黒褐色土と地山の灰黄褐色土の

混ざった土である。

炉 断定することができなかった。

遺物 土師器用や S字状口縁台付甕が出土してい

る。

31住
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゜
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第44図 A区30号住居跡（ 1)



1.古墳時代の遺構と遺物

31住
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黒色土 3-e層を主とする陪。 2~6mmの多く灰白色軽

石粒を含む固い層。

2 黒色土 3-f層を主とする層。 1層より大粒の灰白色軽

石粒を含む。

3 黒色土 3-f層を主とする層。 2層より黒色が少なく砂

を含む。

4 灰黄褐色土 4-d層を主とし、少絨の 5-a層を含む。

旦詈旦' C-77
汀

2

C-

貯蔵穴

1 黒褐色土 3-f層を主とした層。少屈の 4-d層（砂質

で固い層）を含む。

2 灰黄褐色土 4-d層の砂を多く、少絨の 3-f層を含む。

住居内土坑

1 黒色土 3-e層を主とした層。

2 黒褐色土 黒褐色土中に多くの 4-d層の砂を含む。
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第45図 A区30号住居跡（ 2)、掘り方、出土遺物

A区 30号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 鼠(cm)

1 土師器 1 / 3 床直 ①輝石細砂 外反し、端部で薄くなる口縁。椀状の胴部。凹底。

用 口径（103)器高65 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ後箆磨き。以下箆磨き。

底径（18) ③橙色 内面 口縁は横ナデ後箆磨き。以下ナデ後箆磨き。

2 土師器 口～頸部片 床直 ①細砂 くの字状に近いS字状口縁。

台付甕 口径(117) ②酸化焔。硬質 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ。

器高（4.7)底径一 ③にぶい褐色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。
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第 3章検出された遺構と遺物

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 梵(cm)

3 土師器 口～頸部片 床直 ①粗砂軽石 外反する S字状口縁。やや肩が張る。

台付甕 口径(12.3) ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ。

器高 (53)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。以下は箆ナデ。

4 土師器 胴底～台部 1/2 床直 ①粗砂 台部は折り返す。

台付甕 口径ー器高(6.8) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ。裾部は横ナデ。

底径(8.2) ③にぶい黄橙色 内面 胴底部はナデ。台部はナデ。

5 土師器 口～頸部片 覆土 ①赤色細粒 直立気味に立ち上がる短い口縁。

甕 口径(113) ②酸化焔やや軟質 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ。

器高（4.4)底径ー ③橙色 内面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

A区 31号住居跡 （第46・47図 PL21・22・129)
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1 : 60 2 m 

1 褐色土

2 黄橙色土

3 黒褐色土

4 黒色土

ローム粒を主とした耕作土の層。

ローム粒がプロック状に混入した層。

ローム粒と黒色土が混入した層。

3-f層に相当。圃場整備の影臀で波打っている。

灰白色軽石粒を含む。

5 灰黄褐色土 砂質の灰黄褐色土に上層の黒色土が混入。

柱穴

1 黒色土 3- f層と思われる。 2mm位の細粒を含む。 31号

住居を埋めている土。やや灰黄褐色土を含む。

2 灰黄褐色土 上位黒色土と地山の灰黄褐色土との混じり砂層で

ある。

第46図 A区31号住居跡
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位置

重複

8B-1グリッド

本住居の南西コーナ一部分を古墳時代のA区

30号住居が掘り込んで、造られている。 また、北西

コーナ一部分を平安時代のA区38号住居の竃部分に

掘り込まれている。

mを測る。

1.古墳時代の遺構と遺物

また床面上の南壁付近で炭と焼土のやや

集中している箇所を検出した。

柱穴 柱穴 1は径45cm、深15cm。柱穴 2は径60cm、

形状

面積

方位

床面

東西6.16m、南北5.59mを測る。形状は隅丸

方形を呈する。本住居の南側には幅19cm、深さ 4cm 

の周溝が巡っている。

確認できなかった。

しかし、北側部分では周溝が

31.29m' 

N-30° -W  

圃場整備のために住居上面が削平され、住居

深さ22cm。柱穴 3は径46cm、深さ23cm。柱穴 4は径

75cm、深さ20cmを測る。覆土は灰白色軽石粒を含む

黒色土に地山の灰黄褐色土が混入した土であった。

炉 南壁付近の床面上より炭と焼土のやや集中した

箇所は検出したが、炉として断定できるものは検出

されなかった。

遺物

備考

土師器高坪や甕が出土している。

平成 9年度に本住居の南側部分の調査を行

い、平成10年度に北側部分を拡張して調査を実施。

跡の残りが悪かった。遺構確認面より 16cm掘り込ん

で床面になる。床面は灰白色軽石粒を含む黒色土に

砂質の灰黄褐色土が混入した土である。床高は77.82
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第47図 A区31号住居跡出土遺物

A区 31号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 鼠(cm)

1 土師器 坪部片 床直 ①細砂 2~3mmの石 外反し端部で、やや内湾する口縁。

高坪 口径(20.0) ②酸化焙硬質 外面 坪部上半は横ナデ後箆磨き。下半は箆削り後箆磨き。

器高（3.5)底径ー ③橙色 内面横ナデ後箆磨き。

2 土師器 坪部片 覆土 ①石英輝石 椀状の坪部。

高坪 口径(9.6) ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。以下はナデ後箆磨き。

器高（2.8)底径一 ③橙色 内面横ナデ後箆磨き。

3 土師器 接合部～裾部片 床直 ①輝石石英軽石 接合部から円筒状に短く下がり、 2段にわたって外反する脚部。

高坪 口径一 ②酸化焔硬質 裾部は下向きに面をもつ。円孔 3あり。

器高 (6.8) ③明赤褐色 外面箆磨き。

底径(10.7) 内面ハケメ後ナデ。

4 土師器 裾部片 床直 ①1~2 mmの石 外反し裾部付近で水平に長くのびる。端部は外向きに面をもつ。

高坪 口径一 ②酸化焔硬質 円孔あり。

器高(2.6) ③にぶい黄橙色 外面脚部はハケメ後箆磨き。裾部は横ナデ。

底径(30) 内面横ナデ後箆磨き。

5 土師器 口縁部片 柱穴 ①石英軽石 くの字状に立ち上がる口縁。端部は上向きに面をもち、刺突痕あ

甕 口径一器高一 覆土 ②酸化焔硬質 り。外面ハケメ。

底径一 ③明赤褐色 内面横ナデ。
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第 3章 検出された遺構と遺物

A区

位置

形状

する。住居の南側には幅28cm、深さ 6cmの周溝が巡っ

ている。

面積

方位

床面

32号住居跡（第48図

7T-Oグリッド

PL22・129) 

長軸4.57m、短軸4.51m測る。隅丸方形を呈

18.30m' 

N-26°-W 

圃場整備のために住居床面が削平されていて

残りが悪かったので、掘り方の調査から始めた。床

下の状況から住居の中央部が高く周辺部はやや低い

ことがわかった。

柱穴 柱穴 1は径25cm、深さ25cm。柱穴 2は径50cm、

深さ33cm。柱穴 3は径42cm、深さ26cm。柱穴 4は径

43cm、深さ41cmを測る。覆土は黒色土と地山の灰黄

褐色土の混入した土であった。

貯蔵穴 径65cm、深さ22cmを測る。覆土は地山の灰

黄褐色土を主として軽石粒を含んだ黒色土の混ざっ
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砂質の灰黄褐色土に上層の黒色土が混入。
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た土である。

ピット

で、径26cm、深さ35cmで

覆土は地山の灰黄褐色土

を主として軽石粒を含ん

だ黒色土の混ざった土で

ある。

炉

ピット 1は円形

検出されなかった。

遺物 土師器甕が出土し

ている。

゜
1 : 60 2 m 

第48図 A区32号住居跡掘り方、出土遺物
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1.古墳時代の遺構と遺物

A区 32号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 鼠(cm)

1 土師器 全体の 2/3 +13 ①軽石石英輝石 直立気味に立ち上がり、上半で外反する口縁。やや肩が張る胴部。
g 士 口径13.7 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ。胴部は箆削り後ハケメ。底

器高250 ③橙色 部は箆削り。

底径 7.0 内面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ。

2 土師器 胴～底部片 +16 ①細砂石英輝石 椀状に立ち上がる胴部。凹底。

甕？ 口径一器高（4.0) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ後箆磨き。

底径(18) ③にぶい黄橙色 内面 ハケメ。

A区 34号住居跡 （第49•50図 PL23• 129) 

位置 7R-lグリッド

形状 東西3.66m、南北(3.39)m。本住居の北東部

は圃場整備によって上端から床面付近まで削平され

ていた。形状は隅丸方形になると考える。

面積 （ll.86)m' 

方位 N-20°-W 

床面 残りの良いところで遺構確認面から15cm掘り

込んで床面になる。床面は灰白色軽石粒を含む黒色

土に灰黄褐色土が混入した土である。床下からピッ

トが 2基検出された。

ピット ピット 1は楕円形で、長径63cm・短径30cm、

深さ25cm。ピット 2は径45cm、深さ12cm。覆土は灰

白色軽石粒が含まれる黒色土と地山の灰黄褐色土の

混入した土であった。

炉 検出されなかった。

遺物 土師器小形壺、甕が出土している。

備考 平成 9年度に本住居の南側部分の調査を行

い、平成10年度に北側部分を拡張して調査を実施。

4 --=―------------------ 1 褐色土 耕作土。

＼ 2 黄橙色土 大小のロームプロックを主とした

/"I 
層。圃場段階の客土。

P2 o ―, I 2'黄橙色土 大小のロームプロックを主とした

層。少量の黒褐色土が混入。

3 黒色土 3-e層を主とした層。

3'黒色土 3層に近いが灰白色軽石粒を含む

・-4' 

I 
量が少ない。

4 黒褐色土 黒色土を主とし、床下の灰黄褐色

B I I II B' 土 (4-d層）を多く含む。

／ 
叫 Q| ［ 

A 78.60m A' 
j/ 

- 2 ¥ 

7ニ ーミ＝二― 三 !三/

2' 3 2' 
／ ＼＼ 

B 78.60m B' 

゜
1 : 60 2 m 

第49図 A区34号住居跡、出土遺物(1)
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第 3章 検出された遺構と遺物
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第50図 A区34号住居跡出土遺物(2)

A区 34号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 鼠(cm)

1 土師器 口縁部片 覆土 ①緻密 端部でやや内湾する。端部上面に刺突痕あり。

鉢 口径(11.6) ②酸化焔硬質 外面 箆磨き。

器高（4.3)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 箆磨き。

2 土師器 胴～底部片 +16 ①細砂 長めの胴部。

小型壺 口径一 器高(8.5) ②酸化焔硬質 外面 箆削り後箆磨き。

底径(4.2) ③にぶい橙色 内面 箆削り。

3 土師器 口～肩部片 +10 ①細砂軽石輝石 上段が長めの S字状口縁。端部は内側に面をもつ。

台付甕 口径（18.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部以下は縦ハケメ後横ハケメ。

器高 5.5底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。頸部以下に指頭痕あり。

4 土師器 口縁部片 +16 ①細砂石英輝石 くの字に立ち上がる。

甕 口径ー器高一 ②酸化焔硬質 外面 端部は横ナデ。以下ハケメ

底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ。

5 土師器 口縁部片 覆土 ①細砂軽石輝石 直立気味に立ち上がる。

甕 口径一器高一 ②酸化焔硬質 外面 ハケメ。

底径一 ③橙色 内面 ハケメ。

A区

位置

形状

35号住居跡（第51・52図

3 P-19グリッド

PL23 • 24 • 129・130)

本住居の南半分は住民の生活用道路であった

ため、発掘調査を行うことができなかった。 また、

東壁付近は後世の攪乱が入っている。東西方向3.93

mを測る。隅丸方形になると考える。

面積

方位

(7.90)m' 

N-9°―E 

叫
l

|
丁

床面 残りの良いところで遺構確認面から12cm掘り
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込んで床面になる。床面は黒褐色土に地山の灰黄褐

色土が混入した土である。

叫

叫

また、床面上に暗黄褐色

の粘性の強い土が数多く検出された。床高は78.30m

を測る。床下の状況はやや中央部が高く周辺部が低

くなっている。

C C' 

78.6面三三
4 3 

焼土

l 赤褐色土

2 褐色土

3 暗赤褐色土

4 黒褐色土

゜
I : 30 1 m 

プロック状の焼土を含む。

焼土粒、暗黄褐色の粘土粒混入。

焼土粒が集中している層。

粘土粒混入。

゜
1 : 60 2 m 
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黄橙色土

褐色土

黒褐色土

灰黄褐色土

暗黄褐色土

ローム粒が多量に混入。現代の土。

耕作土に塵が混入。

5 mm程の灰白色軽石粒を含む (3-f層）。

砂質。上位の黒褐色土が混入。

粘土層。

第51図 A区35号住居跡
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1.古墳時代の遺構と遺物

柱穴柱穴 lは径46cm、深さ30cm。柱穴 2は径48cm、

深さ35cm。覆土は黒褐色土と地山の灰黄褐色土の混

入した土であった。また、暗黄褐色の粘性のある土

も混入していた。

炉 柱穴 1と柱穴 2の間に焼土の固まりが検出され

た。断面に焼土の層があったが、炭は検出されず、

炉として断定できなかった。

遺物土師器高坪、鉢が出土している。
A 78.60m A-

I 2 
柱穴

1 黒褐色土 白色粒混じり。 3-f層と思われる。

2 黒褐色土 灰黄褐色（砂質）の混入。

3 黒褐色土 暗黄褐色土の混入と思われる。粘性有り。

゜
1 : 6() 2 m 

口` 口
‘ 

第52図 A区35号住居跡掘り方、出土遺物

A区 35号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 星(cm)

l 土師器 坪部片 授土 ①軽石輝石石英 椀状の坪部。口縁端部は内側に面をもつ。

高坪 口径(18.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下は箆磨き。

器高（3.0)底径一 ③明赤褐色 内面 口縁は横ナデ後箆磨き。

2 土師器 口～体下部 1/2 床直 ①軽石石英 短く外反する口縁。丸みをもつ体部。

鉢 口径(91) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下は箆削り後箆磨き。

器高(7.5) ③にぶい褐色 内面 口縁は横ナデ。以下は箆ナデ。

底径一

A区 36号住居跡（第53•54図 PL24・25・130) 

位置 70-0グリッド

重複 本住居の北西部分を平安時代のA区66岩住居

が掘り込んで造られている。

形状 本住居跡の北半分は圃場整備のため、壁、床

面が重機により削平されていて、残りの状態が悪

かった。そのため、本住居の形状を性格に把握する

ことは難しかった。しかし、これまでの本遺跡の同

時期の住居の調査から、形状は隅丸方形になると考

える。東西方向は5.78mを測る。

面積 （14. 86) m' 

方位測定できなかった。

床面残りの良いところで遺構確認面からllcm掘り

込んで床面になる。床面は灰白色軽石粒の混じる黒

色土に地山の灰黄褐色土が混入した土である。また、

床高は78.45mを測る。床下の状況を見るとやや中央

部が高く周辺部が低くなっている傾向がある。

柱穴柱穴 1は径47cm、深さ39cm。柱穴 2は径62cm、

深さ46cm。覆土は軽石粒を含む黒褐色土と地山の灰

黄褐色土の混入した土であった。

炉検出されなかった。

遺物 土師器器台、高坪、甕が出土している。

備考平成 9年度に本住居の南側部分の調査を行

い、平成10年度に北側部分を拡張して調査を実施。

69 



第3章 検出された遺構と遺物
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A区 36号住居 ・柱穴

1 黒褐色土 3-f層に近い黒色でAs-C軽石粒に似た軽石

粒を多量に含む。

1層と 4-d層の混入層。

第53図
2
 

黒褐色土

゜
1 : 60 2 m 

A区36号住居跡、掘り方
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第54図 A区36号住居跡出土遺物

A区 36号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 坪部片 覆土 ①輝石細砂 椀状の坪部。口縁端部は上側に面をもつ。

高坪？ 口径(11.0) ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。以下は箆削り後箆磨き。

器高（3.5)底径一 ③橙色 内面 口縁は横ナデ。以下は箆削り後箆磨き。

2 土師器 坪部片 覆土 ①輝石軽石 稜をもち、外反する坪部。

高坪 口径一 器高(33) ②酸化焙硬質 外面 箆磨き。

底径一 ③にぶい橙色 内面 箆磨き。

3 土師器 器受部片 掘り方 ①石英輝石 短く外反する口縁をもつ器受部。口縁端部は上側に面をもつ。

器台 口径(9.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下は箆磨き。

器高（2.4)底径一 ③赤褐色 内面 口縁は横ナデ。以下は箆磨き。

4 土師器 器受部 1/4～台部 床直 ① l~2 mmの石 8mmの 大きく外反する器受部。口縁端部は外側に面をもつ。脚部に円孔

器台 口径8.5 石②酸化焔硬質 3あり。円孔下より外反し、裾部でやや内湾する。

器高8.3 ③橙色 外面 箆削り後箆磨き。

底径9.3 内面 器受部は箆磨き。 脚部は箆削り 。裾部はハケメ後横ナデ。

5 土師器 口～胴部 床直 ①石英輝石 くの字状に立ち上がる口縁。端部は丸い。

甕 口径 15.1 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部以下はハケメ。

器高(14.7)底径一 ③橙色 内面 ナデ。

6 土師器 底部 掘り方 ①輝石軽石 底部から外反して立ち上がる胴部。

甕 口径一 器高(30) ②酸化焔硬質 外面胴部は箆削り後箆磨き。底部は箆削り。

底径5.0 ③にぶい橙色 内面 ナデ。

A区 37号住居跡（第55図 PL25・130) 

位置 8 D-0グリッド

形状 本住居は圃場整備による削平及び攪乱によっ

て住居の北側部分は壁、床面が残っていなかった。

また、西側は調査区外にあたり、調査できなかった。

僅かに南東コーナー周辺部分のみ検出することが出

来た。そのため、住居の正確な形状を把握すること

は難しかった。しかし、これまでの本遺跡の同時期

の住居の調査から、形状は隅丸方形になると考える。

面積 (7.34)m' 

方位測定できなかった。

床面残りの良いとこ ろで遺構確認面から18cm掘り

込んで床面になる。床面は灰白色軽石粒の混じる黒

色土に地山の灰黄褐色土が混入した土である。また、

床高は77.55mを測る。本住居の南東コーナー部の壁

面から床面にかけて、炭および焼土が検出された。

柱穴柱穴 1は径38cm、深さ21cm。覆土は黒褐色土

と地山の灰黄褐色土の混入した土であった。

炉検出されなかった。

遺物 土師器壺や台付甕が出土している。

備考 平成 9年度に本住居の南側部分の調査を行

い、平成10年度に北側部分を拡張して調査を実施。
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第 3章 検出された遺構と遺物
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柱穴
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叫

褐色土

黄褐色土

黒褐色土

黒色上

黒褐色土

灰黄褐色土
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77.8而ご―
2 

黒褐色土

D D' 

77.5品、プ―

黒褐色土の中に焼土粒が多戯

に混入。

3-f層に相当する。 4 ~ d

層の砂を多く含む。

5-a層を多く含む砂質土。

多くの黒褐色土が混入してい

る。

゜
1 : oO 2 m 

ローム粒を主とした耕作土。

0.5~3 cmのロームプロックを主とする層（客

土）。

黒褐色を主とし、少旦のロームを含む。（攪乱土）

3-e層主とした層。 3mm程の灰白色粒を多鼠

に含む。

3-f層に相当する層。 4層に近いが4-d層

の砂を多く含む。

砂粒の灰黄褐色土に上層の黒褐色土が混入。

＼
 

＂ ＼鴫：
第55図 A区37号住居跡、出土遺物

A区 37号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 ロ縁部片 +15 ①輝石石英軽石 外反する複合口縁。端部は丸い。

・g ― 口径(15.6) ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。以下は箆磨き。

器高（3.2)底径一 ③にぶい赤褐色 内面 口縁は横ナデ。内面は黒色。以下はナデ。

2 土師器 底部片 覆土 ①輝石細砂 底部から外反する胴部。
竺てゴ＝▲ 口径一器高(3.0) ②酸化焔硬質 外面 箆磨き。

底径(6.8) ③にぶい黄橙色 内面 ナデ。

3 土師器 胴下部～台部 +10 ①石英粗砂 台部からくの字に立ち上がる胴部。台部は折り返す。

台付甕 口径一 器高(12.5) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ。

底径8.0 ③灰白色 内面 胴部は箆ナデ。 台部はナデ。
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1.古墳時代の遺構と遺物

A区 40号住居跡 （第56図 PL26) 

位置 4 D-9グリッド

重複 本住居は古墳時代のA区23号住居に東側を掘

り込まれ、古墳時代のA区41号住居にも南東部を掘

り込まれている。

形状 本住居は 2つの住居に掘り込まれているだけ

でなく、圃場整備による削平のため、北側部分も確

認できなかった。

面積 (3.65)m' 

方位 測定できなかった。

床面 断面のみで床面を確認できるだけで、調査は

掘り方面の調査を行った。断面に残された床面の覆

土は灰白色軽石粒の混じる黒褐色土に地山の灰黄褐

色土が多く混入した土である。

柱穴 検出されなかった。

炉 焼土が本住居北側部分より検出された。床面が

殆ど残っていない状態では炉跡として断定すること

は出来ず。断面図も焼土という名称にした。

遺物 土師器の坪や甕の破片が出土している。
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1 黒褐色土

焼土を主とした層。

l~2 mm位の細かい白色粒を含

む固い層 (3- f層）。

灰白色軽石粒が目立つ (3-d

層）。

l'黒褐色土 1層に近い。灰黄褐色土を含む

（床として踏み固められた面）。

2 暗灰黄褐色土 2 mm程の灰白色軽石粒目立つ。

4-d層をプロック状に含む。
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第56図 A区40号住居跡

A区 41号住居跡 （第57~59図 PL26・27 • 130) 

位置 4D-9グリッド

重複 本住居は古墳時代のA区23号住居に東側を掘

り込まれ、古墳時代のA区40号住居を掘り込む。

形状 本住居は 2つの住居との切り合い関係だけで

なく、南側は調査区外にあたり、全貌を確認できな

かった。幅47cm、深さ 3cmの周溝が巡る。

面積 (16.87)m' 

方位 N-24°-W  

覆土 前述のA区17号住居と同様に住居覆土の上に

黄橙色の Hr-FAの層が擢り鉢状に残っていた。床

面遺構確認面より 33cm掘り込んで床面になる。床

高は78.60mを測る。床面は灰白色の軽石粒を多く含

む黒褐色土を主体とした土である。床面から柱穴、

ピットが検出された。床下は中央部が高く、周辺部

が低く囲むようになっていた。
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第 3章 検出された遺構と遺物

柱穴 柱穴 1は径68cm、深さ35cm。柱穴 2は径61cm、

深さ32cm。覆土は砂質の灰黄褐色土を多く含む黒褐

色土であった。

炉 掘り方調査の段階で、 2つの柱穴の間に炭と焼

ピット 径37cm、深さ40cmを測る。覆土は砂質の灰

黄褐色土を多く含む黒褐色土であった。

／
 

土が検出された。断面を確認した際に炭と焼土が層

になっていた。検出した位置も考慮し、炉跡として

記載しておくことにする。

遺物

令／

土師器甕類が出土している。
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褐色土

褐色土

黒色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黄橙色土

黒色土

黒褐色土

灰黒褐色土

耕作土 (1-a層）。

2層よりやや黒色が強い (1-b層）。

細かい灰白色粒が混入。

褐色の砂粒、灰白色軽石粒を含む (3-C層）。

4層と同じ成分である。赤色の鉄分と思われる

粒子を多く含む。

白色粒とHr-FAの塊が混入。

Hr-FAの層 (3-d層）。

灰白色軽石粒が多く含まれる (3-e層）。

黄橙の大きい粒、白色粒を含む。

黒褐色土中に多くの 4-d層の灰黄橙色土を含

む層。 4-d層をプロック(1cm内外）状に多

く含む。

柱穴 ．Pit

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3
 

黒褐色土

砂質。 1mm以下の砂を主とし、全体に均ー。

砂質。 1層に近いがやや黒色を帯びている。少

鼠の炭 (1cm以下）を含む。

砂質。 1層に近いが砂質部分が多い。 4-d層

の灰黄褐色土の砂粒を多く含む。

第57図 A区41号住居跡
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第58図 A区41号住居跡掘り方、 FA出土状況
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第 3章 検出された遺構と遺物
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第59図 A区41号住居跡出土遺物

A区 41号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形 ・文様の特徴
法 絨(cm)

1 土師器 口縁部片 覆土 ①赤色細粒 頸部はくの字に屈曲する。口縁端部は丸い。

甕 口径（115) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。

器高（2.5)底径一 ③にぶい赤褐色 内面 口縁は横ナデ。

2 土師器 口縁部1/3 覆土 ①石英輝石軽石 頸部はくの字に屈曲する。口縁端部は丸い。

甕 口径(21.6) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部以下はハケメ。

器高（5.7)底径一 ③橙色 内面 口縁はハケメ後横ナデ。

A区 43号住居跡 （第60・61図 PL27 ・28・ 130) 
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2 3.△ 
A区 43号住居

1 黒褐色土

2 黒褐色土

2' 灰白色土

旦． 79.30m B' 
- 3 黒褐色土

黒褐色土

3-f層を主とした層。

多くのAs-C軽石粒を混

入している

As-C軽石粒を主とした

層。

1層に近いが少塁の黒褐

色土 (4-b層）明黄褐

色土 (4-C層）を含む。

1層に近いが多く 4-C

層を含む。

第60図 A区43号住居跡
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位置 3 J -14グリッド

重複 本住居は古墳時代のA区1号方形周溝墓に中

央部を掘り込まれている。本住居はこの遺跡の中で

も珍しい、周溝墓に掘り込まれている住居である。

形状 本住居は中央部を周溝によって切られている

ため、住居の全貌が検出できたわけではないが、隅

丸方形を呈すると考える。東西方向5.33m、南北方

向5.16mを測る。

面積 (27.8l)m' 

方位 N-6°-W  

＼ / 1 

1.古墳時代の遺構と遺物

覆土本住居の土層断面上の黒褐色土の下層に As

-c軽石粒が4,5cmの厚さをもって播り鉢状に混入し

ている。

床面残りの良いところで遺構確認面から30cm掘り

込んで床面になる。床高は78.78mを測る。床面は灰

白色軽石粒の混じる黒褐色土に地山の明黄褐色土が

多く混入した土である。

柱穴検出されなかった。

炉検出されなかった。

遺物土師器の高坪が出土している。

t‘ 
＼
 冒り

第61図 A区43号住居跡出土遺物

A区 43号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 鼠(cm)

1 土師器 坪部片 覆土 ①緻密 椀状の坪部。端部はやや内湾する。

高坪 口径(202) ②酸化焔硬質 外面 箆磨き。

器高 (5.3) ③明赤褐色 内面 箆磨き。

底径 ー

2 土師器 坪部片 床直 ① 2~3 mmの石石英 稜をもち外反する坪部。

高坪 口径ー 軽石 外面 箆磨き。

器高(42) ②酸化焔硬質 内面 箆磨き。

底径一 ③にぶい黄橙色

A区 44号住居跡（第62・63図 PL28・29・130)

位置 3T-8グリッド

形状 本住居の大部分は調査区外のため、発掘調査

ができたのは、北壁付近のみであった。東壁北壁西

壁の内側に幅25cm、深さ 9cmの周溝が巡っていた。

東西方向5.02mを測る。

-/J-A-9 

面積 (6.37)m' 

方位 N-14°-W 

床面 遺構確認面ですでに床面になってしまった。

床高は78.30mを測る。床面は灰白色軽石粒の混じる

A

[

 

8 。
゜

/ 7 9  50m 

黒色土に地山の黄褐色土が混入した土である。

叫 1 褐色土 1-a層。
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第62図 A区44号住居跡
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第3章検出された遺構と遺物

柱穴 検出されなかった。

炉 検出されなかった。

遺物 土師器の鉢、甕が出土している。
亡賣□ーロ

第63図 A区44号住居跡出土遺物

A区 44号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 星(cm)

l 土師器 口～体部片 覆土 ①軽石輝石 丸みのある体部。口縁はやや内湾する。端部は内側に面をもつ。

鉢 口径(93) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ。

器高(60)底径一 ③赤褐色 内面 口縁は横ナデ。以下ナデ。

2 土師器 ロ縁部片 床直 ①軽石 口縁はくの字に外反する。内側に折り返しをもつ。

甕 口径(19.2) ②酸化焔硬質 外面ハケメ後横ナデ。

器高（3.2)底径一 ③にぶい褐色 内面 横ナデ。

A区 68号住居跡 （第64・65図 PL29·30•130) 

位置 3 I -19グリッド

重複 本住居は近世のA区17号溝に中央部を掘り込

まれている。

形状 本住居の南半分は調査区内に地域住民の生活

道路があり、発掘調査する事ができなかった。東西

方向5.13m、南北方向(3.88)mを測り、隅丸方形を

呈すると考える。

面積 （19.18)m' 

方位 N-7°-W 
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床面 残りの良いところで遺構確認面から36cm掘り

込んで床面になる。床高は78.58mを測る。床面は軽

石粒の混じる黒色土に砂質の灰黄褐色土が多く混入

した土である。床下は壁面に近いところが低くなり、

住居の中央部が高くなっていた。

柱穴 本住居の北壁近くに柱穴 1と柱穴 2を検出し

た。柱穴 1は径65cm、深さ40cm。柱穴 2は径55cm、

深さ44cm。覆土は地山の灰黄褐色土にやや黒色土が

混入した土である。

炉 検出されなかった。

遺物 土師器の壺や台付甕が出土している。
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1.古墳時代の遺構と遺物
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0 1:60 2m  一A区 68号住居 ・柱穴

l 褐色土 草の根や細かい灰白色粒、橙色の粒の混入した土。 4' 黒褐色土 上位の 4層に近いが、黄褐色の成分が多く含まれ

耕作土と思われる (l-a層）。 ている。

2 褐色土 草の根殆どなし。上位の 1層よりも黒色が強い 5 黄褐色土 黄褐色の粒が集中している層 (3-d層）。

(1-b層）。 6 黒色土 上位の灰白色軽石粒よりも大粒な灰白色軽石粒が

3 黒褐色土 灰白色軽石粒多塁に含まれている (3-b層）。 含まれている (3-f層）。

4 黒褐色土 3 mm前後の褐色の砂粒を多く含む。また鉄分の塊 7 灰褐色土 砂質。橙色の大きな塊を含む。やや黒色土が混入。

を多く含む (3-C層）。 8 灰褐色土 7層に似ているが黒色が薄い。

＼
 

ク

第65図 A区68号住居跡掘り方、出土遺物

A区 68号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 口～頸部片 床直 ①輝石粗砂 頸部から直立気味に立ち上がり、上半は大きく外反し、端部は再

翌＝ 口径196 ②酸化焔硬質 び直立気味に立ち上がる複合口縁。

器高(7.6) ③明赤褐色 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ。

底径一 内面 口縁端部は横ナデ。以下ハケメ後箆磨き。

2 土師器 接合部片 +8 ①輝石粗砂石英 台部からくの字に立ち上がる胴部。口縁はやや内湾する。

台付甕 口径一器高(4.0) ②酸化烙硬質 外面 ハケメ。

底径一 ③橙色 内面 底部に箆あて痕。接合部に多くの砂粒。
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第3章検出された遺構と遺物

B区 3 号住居跡（第66•67図 PL30•130) 

位置 6 L-2グリッド

重複本住居は北壁及び北西部分を古墳時代のB区

1号方形周溝墓によって掘り込まれている。また、

西壁の南よりから南東コーナーにかけて近世のB区

8号溝に掘り込まれている。

形状本住居は方形周溝墓や溝によって掘り込ま

れ、遺存の状態が良くないが、隅丸方形を呈すると

考える。

面積 (18.46)m' 

方位測定できなかった。

床面残りの良いところで遺構確認面から11cm掘り

込んで床面になる。床高は79.45mを測る。床面は軽

石粒の混じる黒色土に砂質の灰黄褐色土が多く混入

した土である。住居の中央部はやや高くなっていて、

しかも踏み固められたような硬さをもつ。掘り方面

では周辺部はやや低い。

柱穴 本住居の東壁近くに柱穴 1と柱穴 2を検出し

た。柱穴 1は径48cm、深さ41cm。柱穴 2は径78cm、

深さ56cmを測る。覆土は地山の灰黄褐色土にやや軽

石粒を含む黒色土が混入した土である。

炉 床面中央部で黒色が強く、焼土も含む箇所を検

出したが、状態が悪く、炉として断定できなかった。

遺物 土師器高坪、台付甕が出土している。

調査区域外

稔

uか“湛

ふ

｛

、

く

・

｀

．

叫．

8

N

l

l
 

lllQ
9

'
6
l
 

8
 

A-

l

|
千
_

，
 

3
 

L
 

6

十

ul 

．
 

E

0

9
"
6
l

ハ

）

A. 79.60m 

゜
1 : 60 2 m 

1 黒色土 やや大粒の灰白色軽石粒混入 (3- f層）。

2 黒褐色土 砂質上層と下層の灰黄褐色土の混じり。

3 灰黄褐色土 砂質。地山の灰黄褐色土に黒色土が混じる。

第66図 B区3号住居跡
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第67図 B区3号住居跡出土遺物

B区 3号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整 形 ・ 文 様 の 特 徴
法 屈(cm)

1 土師器 坪部 1/ 2 床直 ①輝石細砂 大きく外反する坪部。口縁部でやや内湾する。

高坪 口径(16.2) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下箆削り後箆磨き。

器高（6.0)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横箆磨き。以下縦箆磨き。

2 土師器 脚部 1/ 2 翌土 ①輝石細砂石英 大きく外反する杯部。裾部は外側に面をもつ。

高坪 口径一器高(4.2) ②酸化焔硬質 外面 脚部は箆削り後箆磨き。裾部は横ナデ。

底径(12.5) ③浅黄色 内面脚部上半はハケメ。以下横ナデ。

3 土師器 口縁部片 床直 ①軽石 やや直立気味の S字状口縁。頸部がコの字状になっている。

台付甕 口径（178) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ。

器高 (34)底径一 ③橙色 内面 口縁は横ナデ。頸部は指ナデ。

c区 6号住居跡（第68・69図 PL31・131)

位置 2 H-19グリッド

重複 本住居は北壁付近を平安時代のC区7号住居

に掘り込まれている。また、北東コーナーの上端を

攪乱によって切り取られている。

形状 本住居は圃場整備による削平、重複による掘

り込みだけでなく、西壁から南西コーナーにかけて、

生活用道路にかかっていたため、発掘調査をできな

かった。そのため住居の全貌を把握するのは大変

だったが、隅丸方形と考える。

面積 （17.36)rn' 

方位 N-43°-W 

覆土 圃場整備の削平のため住居の覆土も薄い状態

であったが、遺構確認面から焼土、炭化材などが検

出された。覆土は、上位の層に本来床下部分に多く

含まれるブロック状の灰黄褐色土が多数混入してい

て、その下の層に軽石粒が含まれる黒色土で炭や焼

土が混じる層になっていた。これは層位がこの遺跡

の同時代の住居覆土と異なっており、人為的に被せ

たものと思われる。すなわち、焼失住居であると考

える。

床面残りの良いところで遺構確認面から19cm掘り

込んで床面になる。床高は79.36mを測る。床面は軽

石粒の混じる黒色土に砂質の灰黄褐色土、炭が混入

し、全体的に黒い土である。

柱穴本住居の北東コーナー近くに柱穴 l、南東

コーナー付近に柱穴 2、北西コーナー付近に柱穴 3

を検出した。柱穴 1は径61cm、深さ37cm。柱穴 2は

径48cm、深さ39cm。柱穴 3は径44cm、深さ40cmを測

る。覆土は地山の灰黄褐色土にやや黒色土、炭が混

入した土である。

貯蔵穴北東コーナー付近に検出した。径54cm、深

さ43cmを測る。覆土は地山の灰黄褐色土に黒色土、

炭が混入した土である。

炉 床面中央部に北壁寄りに焼土層のある箇所を検

出した。攪乱によって切り取られていて残りが悪

かった。炉として断定することができなかった。

遺物 土師器の鉢、高坪の坪部、台付甕の底部が出

土している。
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第 3章検出された遺構と遺物

C 79.60m C' ． ．  

一゚1 : 60 2 m 

灰白色軽石粒と地山灰黄褐色土を

含む。

1層に似ているが黒色土が多い。

焼土塊、炭を多く含んでいる。

3層に近いが焼土が少ない。

やや大粒の灰白色軽石粒を含む

(3- f層）。

地山灰褐色土に黒色土が混入。
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下の灰黄褐色土に近いが、やや黒色が強い。

砂質、地山の灰黄褐色土を中心にした層。
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第68図 C区6号住居跡、掘り方
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1.古墳時代の遺構と遺物

第69図 C区6号住居跡出土遺物

c区 6号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調
法 鑓 (cm)

l 土師器 3/5 床直 ①白色細粒

鉢 口径(120) ②酸化焔硬質

器高 6 6 ③にぶい橙色

底径ー

2 土師器 坪部 床直 ① 1~2 mmの石石英

高坪 口径11.2器高(5.0) ②酸化烙硬質

底径一 ③橙色

3 土師器 坪部1/3脚部1/3 床直 ①輝石細砂

高坪 口径 (8.8) ②酸化焔硬質

器高 (8.2) ③にぶい橙色

底径(13.0)

4 土師器 胴下部～台上部 床直 ①粗砂

台付甕 口径ー器高（15.1) ②酸化焔硬質

底径一 ③灰黄褐色

c区 12号住居跡（第70・71図 PL32・131) 

位置 6H-2グリッド

重複 重複なし。

形状 本住居は北西コーナーから北東コーナー及び

東壁にかけて、調査区外であったため、発掘調査を

できなかった。しかし、調査できた箇所から隅丸方

形を呈すると考える。東西方向5.10m南北方向 4. 

93mを測る。

面積 (16. 70)m' 

方位 N-47°-E 

覆土 覆土は、基本土層に従えば、住居覆土の上層

は灰白色軽石粒を大量に含む黒色または黒褐色土で

あるべきだが、本来下層にあるべき明黄褐色土や砂

質の灰黄褐色土がブロック状に多数混入していて、

人為的に埋められたのではないかと思われる。しか

し、焼土はあまりなく、焼失住居とは言い難い。ま

た床面近くには、 As-C軽石粒と思われる層もあっ

た。

床面 遺構確認面から24cm掘り込んで床面になる。

器形 ・整形 ・文様の特徴

口縁は短く外反する。口縁端部は丸い。

外面 口縁は横ナデ後箆磨き。体部は箆磨き。底部は箆削り後箆

磨き。

内面 口縁は横ナデ後箆磨き。以下箆ナデ。

大きく外反し、口縁部で短く内湾する坪部。

外面 口縁は横ナデ。以下は箆磨き。

内面 口縁は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。

底部に稜をもち、大きく外反する坪部。円孔のところで膨らみを

もち、ラッパ状に広がる脚部。円孔あり。

外面坪部は横ナデ後箆磨き。脚部はハケメ後箆磨き。

内面 坪部は箆磨き。脚部はハケメ後箆磨き。

台部から大きく丸みをもって立ち上がる胴部。

外面ハケメ 。

内面 胴部上半はナデ。下半は箆削り。

床高は79.22mを測る。床面は軽石粒の混じる黒色土

に砂質の灰黄褐色土、やや炭が混入し、全体的に黒

い土である。

柱穴本住居の南東コーナー近くに柱穴 1、南西

コーナー付近に柱穴 2、北西コーナー付近に柱穴 3

を検出した。柱穴 1は径38cm、深さ31cm。柱穴 2は

径47cm、深さ26cm。柱穴 3は径38cm、深さ34cmを測

る。覆土は黄褐色土や明黄褐色土を主にした土であ

る。

貯蔵穴 南西コーナー付近に検出した。径71cm、深

さ26cmを測る。覆土は地山の灰黄褐色土にやや炭、

As-C軽石粒と思われる軽石粒が混入した土であ

る。

炉 床面北部に炭が集中している箇所があった。断

面での確認が不十分なので炉として断定することは

難しい。

遺物 土師器の手捏ね土器、高坪、 S字状口縁台付

甕が出土している。
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第 3章検出された遺構と遺物
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1 褐色土 軟質な耕作土。 柱穴

2 褐色土 植物の根大旦に含む。 1層よりも黒色が強い。 l 黄褐色土 多くの黄褐色土粒と暗褐色土粒を含む軟質な層。

3 黄赤褐色土 地山の明黄褐色土 (4-C層）を少塁含む。水田 2 黄褐色土 1層に近いがより多くの黄褐色土を含み、明るい

下の鉄分を多く含む層。 土層。

4 黒色土 3-f層に相当する層。固い。 1 mm以下の白色軽 3 明黄褐色土 4-C層を主とした層のプロック。

石粒を多く含む。 4 明黄褐色土 4-C層を主とした層中に 1cm内外の小石を少星

5 暗黄褐色土 明黄褐色土 (4- c層）灰黄褐色土 (4-d層） 含む。

をプロック状に全体に含む層。人為的に埋められ

た層。 貯蔵穴

6 黒褐色土 4層に近い。 1mm以下の白色軽石粒を多 く含む。 1 黒褐色土 大粒の灰白色軽石粒が混入。

7 灰黄褐色土 4-d層の灰黄褐色土を主とし、黒色土を含む。 2 黒褐色土 灰白色軽石粒が大量に含まれている。

8 灰白色土 As-C軽石粒を主とした層。 3 灰黄褐色土 橙色のプロック状の塊。上位 2層の黒褐色土の砂

9 黒褐色土 6層に近い。灰黄褐色土が混入。 粒も含まれている。

10 黒色土 9層よりも黒色が強い。
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第70図 C区12号住居跡、出土遺物（ 1)

84 
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第71図 C区12号住居跡出土遺物(2)

c区 12号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 口～体部上半 1/ 6 覆土 ①白色細粒 口縁は体部に比べ、薄手で短く外反する手捏ね土器。

鉢 口径(43) ②酸化焔硬質 外面 口縁は指ナデ。体部はハケメ。

器高(26)底径一 ③黄灰色 内面 口縁は指ナデ。体部はナデ。

2 土師器 坪部口縁部片 覆土 ①石英、輝石 大きく外反し、端部で短く内湾する坪部。

高坪 口径(15.5) ②酸化焔硬質 外面 横ナデ後箆磨き。

器高 (20)底径一 ③橙色 内面 横ナデ後箆磨き。

3 土師器 口～肩部 2/5 床直 ①粗砂 大きく外傾する厚手の S字状口縁。端部は上部に面をもつ。

台付甕 口径（18.7) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部以下はハケメ。

器高（5.5)底径ー ③淡黄色 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

4 土師器 口～肩部 2/5 床直 ①軽石粗砂 2段目が大きく外反する S字状口縁。端部は内側にやや面をもつ。

台付甕 口径（18.1) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部以下はハケメ。

器高（6.0)底径ー ③灰白色 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

5 土師器 ロ～肩部 1/ 3 床直 ①粗砂軽石 大きく外傾し、 1段目がやや長めの S字状口縁。端部は上部に面

台付甕 口径(20.2) ②酸化焔硬質 をもつ。

器高 (6.6) ③灰白色 外面 口縁は横ナデ。頸部以下はハケメ。

底径一 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

6 土師器 胴下部～台部 貯蔵穴 ①軽石粗砂 台部からくの字状に立ち上がる胴部。台部裾は折り返す。

台付甕 口径ー ②酸化焔硬質 外面 胴部は細いハケメ。台部は粗いハケメ。

器高00.9) ③浅黄色 内面 胴下部は箆削り。底部は箆ナデ。接合部に砂粒多い。台部

底径 (9.0) は指頭痕あり。

7 土師器 口縁部1/3 柱穴 ①軽石輝石石英 直立気味に立ち上がる折り返し口縁。端部は丸い。

甕 口径(12.0) ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ。

器高（3.6)底径ー ③橙色 内面 口縁は横ナデ。頸部はナデ。
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第3章検出された遺構と遺物

(2) 方形周溝墓

A区 1号方形周溝墓 （第72~74図 4PL33・131・132)＿ 

7周：口2]2口

／ 

゜
A 79.40m 

c- ．立

B 79.40m 

旦． 79.40m

ミ

旦

D' 

旦． 79.50m E
 1 黒色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

3' 黒褐色土

3"黒褐色土

4 黒褐色土

5 褐色土

6 明黄褐色土

灰白色軽石粒を多く含む。 3-e層に相当。

黒色に近い。粒子が密である。

粒子密。 多くの砂を含む。

3層に近い。 3層より多くの黒褐色土を含む。

3層、 3'層に近い。 3層より黒色が強く 3'層より

黒色が薄い。

4-C層を主とし、黒褐色土を多く含む（方形周

溝墓の周溝の土を盛り上げたものが、崩れ落ちて

埋まったもの。特色として 4-C層中に大量に含

まれる 1~5mmの丸い砂粒を含む）。

4-d層の灰黄褐色土を主とし、少最の黒褐色土

を含む。

4-C層を主とする陪。少旦の黒褐色土を含む。

7 黒褐色土

8 黒褐色土

8' 黒褐色土

8’'黒褐色土

2層に近い。少

贔の 4-d層の砂を含む（プロック状）。

2層に近いが、 3_f陪の黒褐色中に 4-d層の

砂が、約 3cm程のプロック状に、全体にほぼ均一

に含む。

8層に近いが、 3cm程のプロックを含む量が少な

し）。

8層および 8'層に近いが全体に黒色が強い。やや

8'層に近い。

゜
l : 6() 2 m 

第72図 A区 1号方形周溝墓
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位置 3G~K-13~16グリッド

重複 本周溝墓の西側周溝は古墳時代のA区43号住

居、 A区46号土坑を掘り込んで造られている。また、

周溝の北東コーナ一部は最近まで使用されたコンク

リート製の井戸によって掘り込まれていた。さらに、

方台部状に As-C軽石粒を覆土に含むA区1号竪穴

状遺構が検出された。

形状 周溝を含めた平面の規模は南北14.24m、東西

16.04mを測る。方台部の規模は南北7.80m、東西9.

82mを測る。やや長方形を呈している。

周溝 周溝は方台部の四隅がくびれる形になってい

て、上端幅は1.68~3.77m、下端幅は0.72~2.56m、

周溝の掘り込みの深さは42~88cmを測る。周溝の断

1.古墳時代の遺構と遺物

面形は外周への立ち上がりも、方台部への立ち上が

りもほぽ同様で、逆台形状を呈する。周溝の覆土は

灰白色軽石粒を多く含む黒色土が主体である。周溝

の方台部に近い覆土中に地山の灰黄褐色土を多く含

む土が流れ込んでいる箇所がある。これは周溝を掘

る際に、掘り上げた土が崩れ落ちて埋まったものと

考える。

主体部 主体部は方台部上を慎重に調査したが、検

出できなかった。前述したように方台部の中央部か

らAs-C軽石粒を層状に堆積した覆土をもつA区1

号竪穴状遺構が検出された。

遺物 土師器鉢、器台、高坪、壺、甕が出土してい

る。中には手捏ね土器、完形の鉢などもある。
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第73図 A区1号方形周溝墓出土遺物(1)
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第74因 A区l号方形周溝墓出土遺物(2)

A区 1号方形周溝墓

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 口～体部 1/3 覆土 ①石英軽石 手捏ね鉢型土器。口縁部は外反。胴部に丸みをもつ

鉢 口径一 器高(4.0) ②酸化焔軟質 外面 箆磨き。

底径一 ③にぶい黄色 内面 箆磨き。

2 土師器 頸～底部 1/ 3 周溝 ①粗砂石英軽石 手捏ね鉢型土器。頸部はゆるやかに屈曲。胴部に丸みをもつ

鉢 口径一器高(68) ②酸化焔硬質 外面 体部は斜め方向のナデの後、箆磨き。底部は横方向箆削り。

底径一 ③にぶい黄橙色 内面 縦方向を中心にした箆削り。

3 土師器 完形 周溝 ①粗砂輝石軽石多し 口縁部は外反し、口縁端部はやや内湾する。口縁端部上面は面取り

鉢 口径10.0 ②酸化焙硬質 してある。胴部上位に最大径をもち、丸く底部に向ってすぽまる。

器高 6.5 ③にぶい黄色 外面 口縁部は箆削り後横ナデ後箆き。口縁部と胴部の境界付近に

底径 3.6 縦方向のハケメあり。胴部は箆削り後箆磨き。口～胴部赤色塗彩。

内面 箆削り後箆磨き。口縁部は赤色塗彩。

4 土師器 1/ 3 周溝 ①粗砂石英大粒軽石 坪部は内湾し、口縁端部は内側に面をもつ。底部に稜あり。脚部

高坪 口径(23.3) ②酸化焔硬質 はラッパ状に開く。上半部に円孔 3あり。裾部は外側に面をもつ。

器高 148 ③明赤褐色 外面 坪部は縦方向箆磨き、口縁部横ナデ。脚部縦方向箆磨き。

底径(140) - 内面 坪部は縦方向を中心にした箆磨き。脚部横ハケメ後箆磨き。

5 土師器 脚部 1/4 周溝 ①細砂石英軽石 坪部の形状は不明。脚部はラッパ状に開く。円孔あり。裾部端部

高坪 口径一 ②酸化焔硬質 は丸い。

器高 (49) ③灰白色 外面 縦方向を中心にした箆磨き。裾部は横ナデ。

底径(126) 内面 全体的に横ナデ。

6 土師器 坪部 1/4 周溝 ①細砂輝石 坪部は内湾し、口縁端部は丸い。坪底部に稜をもつ。

高坪 口径（13.6) ②酸化焔硬質 外面 坪部□縁部は横ナデ後箆磨き。他の坪部は縦方向のハケメ

器高 (3.7) ③橙色 後箆磨き。

底径一 内面 口縁部は横ナデ後箆磨き。

7 土師器 坪部片 周溝 ①石英輝石軽石 くの字に屈曲し、端部に巾広い面をもつ。端部には斜め直線の刺

高坪 口径ー ②酸化焔硬質 突痕あり。口縁下部には棒状工具でつけられた円形付文あり。断

（壺？） 器高一 ③赤褐色 面形から高坪としたが、壺の可能性もある。

底径一 外面 横ナデ後箆磨き。

内面 横ナデ後箆磨き。

8 土師器 器受部1/3脚部上 覆土 ①細砂 器受部の口縁部はやや内湾し 2段になっている。脚部に円孔 4。

器台 半口径(10.2) ②酸化焔硬質 外面 器受部口縁部は横ナデ。他の部分は箆磨き。脚部は縦方向

器高 (6.8) ③灰白色 の箆磨き。

底径一 内面 口縁部は横ナデの後、箆磨き。脚部内面に絞り込みあり。， 土師器 口縁部 1/4 覆土 ①細砂輝石 口縁部は直線状に立ち上がり端部に近づくにつれやや内湾し端部

互ー 口径(9.4) ②酸化焙硬質 上面に面をもつ。

器高(5.4) ③にぶい黄橙色 外面 口縁端部は横ナデ後箆磨き。他の部分は斜め方向のハケメ

底径ー 後箆磨き。

内面 口縁端部は横ナデ調整。上半は横方向の箆磨き。下半はナデ。

10 土師器 口縁部1/3 周溝 ① 5 mm位の小石赤色細 頸部でくの字に屈曲し、口縁端部近くでやや外湾し、折り返しロ

＝ g 口径（11.4) 粒 縁となっている。頸部に輪積み痕あり。

器高(54) ②酸化焔軟質 外面 口縁端部は横ナデ。他の部分は斜め方向のハケメ後、横ナ

底径ー ③にぶい黄橙色 デ後箆磨き。

内面 ハケメ後横ナデ。横ナデ後、上半は横方向の箆磨き。

11 土師器 口縁部～胴部 1/ 3 周溝 ①粗砂石英軽石 口縁部は中位に段をもって肥厚しながら直立し、端部で短く外反

＝g 士 口径(12.1) ②酸化焔硬質 する。口縁中位と胴部上半に輪積み痕あり

器高(104) ③にぶい赤褐色 外面 口縁上半は横ナデ調整。下半～胴部にかけてハケメ後箆磨き

底径一 内面 口縁はハケメ後横ナデ調整。さらに箆磨き。胴部はナデ。

88 



1.古墳時代の遺構と遺物

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整 形 ・ 文 様 の 特 徴
法 最(cm)

12 土師器 口縁部片 周溝 ①細砂輝石 やや外湾し、端部外側に面をもつ。また内側を積み上げるように
瞑・＝ピ 口径(16.0) ②酸化焔硬質 面をもたせている。

器高 (2.5) ③にぶい黄橙色 外面横ナデ後箆磨き。

底径ー 内面 口縁端部は横ナデ調整。以下はハケメ後箆磨き。

13 土師器 口縁部片 周溝 ①細砂石英軽石 大きく外反する二重口縁。端部内側にやや面をもたせている。
互・ギ 口径(208) ②酸化焔硬質 外面横ナデ後箆磨き。

器高 (3.2) ③橙色 内面 横ナデ後箆磨き。

底径一

14 土師器 口～胴上位 1/3 周溝 ①粗砂 2段目が大きく外傾する S字状口縁。端部は内側に面をもつ。

台付甕 口径(20.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ調整。胴上位から斜め方向にハケメ。

器高（8.4)底径一 ③浅黄色 内面 口縁～頸部は横ナデ調整。胴部に指頭痕、その下部は指ナ

T-• 。

15 土師器 口～胴上位 1/3 周溝 ① 1~2 mmの小石 石英 2段目が短く、 1段目がやや外湾する S字状口縁。端部は丸い。

台付甕 口径(10.2) 軽石 外面 口縁部は横ナデ調整。口縁 2段目から下向に斜めハケメを

器高(10.1) ②酸化焔硬質 施し、胴部下位から口縁に向かって斜めハケメを施す。

底径ー ③浅黄色 内面 口縁～頸部は横ナデ調整。胴部に指頭痕、その下部は指ナ

ァ-・。

16 土師器 口縁部片 周溝 ①石英角閃石 厚みがあり直立気味に立ち上がる口縁。端部に巾広い面をもつ。

甕 口径(21.2) ②酸化焙硬質 外面横ナデ後箆磨き。

器高（3.6)底径ー ③浅黄色 内面 口縁部は横ナデ後箆磨き。頸部からはナデ後箆磨き。

17 土師器 口縁部片 覆土 ①粗砂石英 くの字状に屈曲する。口縁端部は外側に面をもつ。

甕 口径（16.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁上半は横ナデ後箆磨き。それ以下はハケメ後箆磨き。

器高 (3.6) ③にぶい黄褐色 内面 口縁上半は横ナデ後箆磨き。口縁下半はハケメ後箆磨き。

底径ー 頸部からはナデか？

18 土師器 口縁部片 周溝 ① 2~5 mmの赤い小石 外反し、端部近くでやや外湾する。端部は丸いが、外側にやや面

甕 口径(210) ②酸化焔軟質 をもつ。

器高 (47) ③明黄褐色 外面上半は横ナデ後箆磨き。下半は縦ハケメ後箆磨き。

底径一 内面上半は横ナデ後箆磨き。下半は箆磨き。

A区 2号方形周溝墓（第75・76図 PL34・132) 

位置 3 J~L-15~17グリッド

重複 本周溝墓の北側周溝は古墳時代のA区10号住

居を掘り込んで造られている。また、方台部上に平

安時代のA区7号住居が掘り込んで造られている。

また、周溝の南側を近世のA区47局土坑が掘り込む。

形状 周溝を含めた平面の規模は南北7.82m、東西

7.55mを測る。方台部の規模は南北5.56m、東西 5. 

32mを測る。ほぼ方形を呈している。

周溝 周溝は方台部の周囲をほぼ同じ幅で巡ってい

る。上端幅は0.83~1.70m、下端幅は0.30~1.19m、

周溝の掘り込みの深さは29~43cmを測る。周溝の断

面形は外周への立ち上がりも、方台部への立ち上が

ロ ベ

47土坑

／
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゜
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第75図 A区2号方形周溝墓
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第3章検出された遺構と遺物

りもほぼ同様で、逆台形状を呈する。周溝の覆土は

灰白色軽石粒を少量含む黒色土の層及び地山の灰黄

褐色砂質土を多く含む層に分けられ、方台部から地

山に近い土層が流れ込んでいる箇所は認められな

かった。

/ | ¥¥ 1 

主体部 方台部上の広い範囲を平安時代のA区7号

住居が掘り込んでいるため、その周辺を慎重に調査

したが、主体部らしきものは検出できなかった。

遺物 土師器壺、甕が出土している。

＼公 ／ 

第76図 A区2号方形周溝墓出土遺物

A区 2号方形周溝墓

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 口縁部片 周溝 ①輝石大粒の軽石 頸部がくの字に屈曲している。 2段階に外反している。頸部に貼
g ギ 口径ー ②酸化焔硬質 り付けた突帯があり、そのなかにハケメ用工具による斜めの刺突

器高(7.5) ③にぶい黄色 痕を入れている。

底径 一 外面 口縁上半は横ナデ後箆磨き。下半はハケメ。頸部は箆磨き。

内面 口縁は箆磨き。頸部は指ナデ。

2 土師器 肩部片 覆土 ①石英軽石 肩部に12条の横線文あり。口縁はやや直立気味に立ち上がる。

団一を 口径ー器高一 ②酸化焙硬質 外面箆磨き。

底径一 ③明褐色 内面 横ナデ後箆磨き。

3 土師器 口縁部1/4 覆土 ①粗砂輝石軽石 ゆるやかに屈曲。口縁端部は面をもつ。

士豆 口径(180) ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ後箆磨き。頸部は斜めハケメ後箆磨き。

器高（3.8)底径一 ③明黄褐色 内面 口縁は横ナデ後箆磨き。頸部は横方向のハケメ。

A区 3号方形周溝墓 （第77・78図 PL35・ 132) 

旦． 79.lOm

ヘミ三三：

旦． 79.lOm 」]

文F 79.lOm F' ． ．  

ヘ
-—□ 

゜

H 1 

B' 

．且'

］ 

1 : 60 2 m 

1 黒褐色土 3-e層を主とし、 4-a~4-C層を含む、 1

5住 ＼ ＼ ～6 mmの丸い砂利を多く含む。

2 黒色土 3-e層を主とし、少輩の 4-a~4-C層を含

2' 黒色土

゜
I : 120 4 m 

む。 1層より黒く砂利を含む贔が少ない。

2層にほぼ近いが、やや黒色が薄く、黒褐色の砂

質土を含む。

第77図 A区3号方形周溝墓
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位置 3K~N-13~16グリッド

重複 本周溝墓の南側周溝を平安時代のA区5号住

居が掘り込んで造られている。また、西側周溝を近

世のA区9号、 10号、 11号土坑が掘り込んでいる。

形状 周溝を含めた平面の規模は南北9.56m、東西

9.40mを測る。方台部の規模は南北6.70m、東西 6. 

44mを測る。やや北側に丸みをもつが、ほぽ方形を

呈している。

周溝 周溝は方台部の周囲をほぼ同じ幅で巡ってい

る。上端幅は1.10~1.63m、下端幅は0.39~0.91m、

1.古墳時代の遺構と遺物

周溝の掘り込みの深さは35~75cmを測る。周溝の断

面形は外周への立ち上がりも、方台部への立ち上が

りもなだらかで椀状を呈する。周溝の覆土は灰白色

軽石粒を含む黒色土が主体であった。地山に近い土

層が方台部から流れ込んでいる箇所は確認できな

かった。

主体部方台部上を慎重に調査したが、検出できな

かった。

遺物 土師器坪、高坪、壺、甕が出土している。中

にはほぼ完形の坪もある。

／ ： ： ＼  

4
 

勿
II＼

 

／ 

第78図 A区3号方形周溝墓出土遺物

5 ＼ ＼ 

A区 3号方形周溝墓

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

l 土師器 ほぼ完形 周溝 ①輝石 2~3mmの赤い 体部は椀状に丸く、口縁はやや内湾しながら、立ち上がる。口縁

用 口径14.1 石 端部は丸い。

器高 7.5 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ後箆磨き。体部はハケメ後箆磨き。

丸底 ③赤褐色 内面 口縁は横ナデ後箆磨き。体部は箆磨き。

2 土師器 脚部一部欠損 周溝 ①輝石石英 2~3mm 少し深い椀型の坪部。裾が大きく開き、低い脚部。口縁端部はや

高坪 口径106 の赤い石 や外反し、丸い。

器高 84 ②酸化焔硬質 外面 口縁端部付近は横ナデ。坪部～裾部まで箆磨き。裾端部は

底径15.2 ③赤褐色 横ナデ後箆磨き。体部はハケメ後箆磨き。

内面 坪部は箆磨き。脚部も箆磨き。裾端部は横ナデ後箆磨き。

3 土師器 頸部片 覆土 ①細砂輝石石英 頸部がくの字に屈曲し、口縁はやや外湾する。内面肩部に 2条の
g て 口径一 ②酸化焔硬質 輪積み痕あり。

器高(8.5) ③赤褐色 外面 ハケメ後箆磨き。上半はハケメ痕が目立ち、下半は磨き痕

底径一 が目立つ。

内面 上半はハケメ後横ナデ。さらに箆磨き。下半は指頭痕があ

り、ナデ調整。

4 土師器 口縁～肩部1/5 周溝 ①輝石軽石 口縁部の下半が直線状に立ち上がり、上半で外反する。端部は丸
・互ギ 口径(13.6) ②酸化焔硬質 い。肩部は丸みをもつ。

器高 (6.0) ③赤褐色 外面 □縁部は横ナデ後箆磨き。上半は横ナデ痕が目立つ。肩部

底径ー は箆磨き。

内面 口縁部は横ナデ後箆磨き。肩部上半は横ナデ。下半は縦方

向の削り痕あり。

5 土師器 口～肩部1/5 周溝 ①粗砂 口縁部の 2段目がくの字状に屈曲し、 1段目がやや長めに外湾す

台付甕 口径(19.4) ②酸化焔硬質 るS字状口縁。端部上面にやや面をもつ。

器高 (6.4) ③黄灰色 外面 口縁部は横ナデ調整。口縁 2段目から下向に斜めハケメを

底径一 施し、肩部に横ハケメを施す。

内面 口縁～頸部は横ナデ調整。肩部に指頭痕、その下部は指ナ

T-・ 。
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第 3章 検出された遺構と遺物

A区

位置

重複

4号方形周溝墓（第79・80図

30~R-12~14グリッド

本周溝墓の方台部を含めた西側部分は近世の

A区8号溝に掘り込まれている。

形状

PL36・ 132・ 133) 

周溝を含めた平面の規模は南北9.76m、東西

9. 72mを測る。方台部は西側部分を近世の 8号溝に

掘り込まれているので、方台部の東西方向は計測で

きなかった。南北方向は6.45mを測る。方形を呈す

る。

周溝 周溝はほぽ同じ幅で方台部の周囲を巡ってい

る。上端幅は1.30~2.24m、下端幅は0.20~0.84m、

周溝の掘り込みの深さは46~73cmを測る。周溝の断

面形は外周への立ち上がりも、方台部への立ち上が

りもほぽ同様で、逆台形状を呈する。周溝の覆土は

灰白色軽石粒を含む黒色土と地山の灰黄褐色土との

混入の比率によって層位を分けることができる。な

お、西側の周溝そのものは近世のA区8号溝に掘り

込まれているため、残りが悪かった。

主体部

遺物

方台部上を慎重に調査したが、主体部及び

土坑状のものも検出できなかった。

土師器鉢、壺、甕が出土している。中にはほ

ぽ完形の小型壺がある。

l
l
 

l
l
 

胃

0

、
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A 78.80m 

こ
B 78.80m 

口C 78.80m 

こ` ／

A' 

B' 
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D 78.80m D' ．．  

二
Q| 

E 78.80m E' 

゜
120 4 m 

1

2

3
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5

 

黒色土

黒褐色土

黒褐色土

灰黄褐色土

灰黄褐色土

灰白色軽石粒を含む。 3-e層を主とする。

灰白色軽石粒を含む。黄褐色土が混入。

褐色のプロックを含む。黄褐色土が多く混入。

4-C層の橙色のプロックを含む。

4-C層と 4-d層の混入層。

F 78.80m F' 

゜
I : 60 2 m 

第79図 A区4号方形周溝墓
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第80図 A区4号方形周溝墓出土遺物

A区 4号方形周溝墓

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調
法 鼠(cm)

1 土師器 口～体部片 覆土 ①細砂石英

鉢 口径 128 ②酸化焙硬質

器高(3.2) ③明赤褐色

底径一

2 土師器 ほぼ完形 周溝 ①細砂軽石
士g 口径 120 ②酸化焙硬質

器高(12.5) ③橙色

底径一

3 土師器 口縁部片 翌土 ①細砂

台付甕 口径(17.0) ②酸化焔硬質

器高 (3.2) ③浅黄色

底径一

4 土師器 口縁部片 覆土 ①細砂石英

甕 口径(162) ②酸化焔硬質

器高 (8.7) ③明褐色

底径ー

A区 5号方形周溝墓（第81・82図 PL37・133) 

位置 3Q~T-10~13グリッド

重複本周溝墓の西側周溝は平安時代のA区 7号

溝、近現代のA区2号溝に、周溝南西コーナーを近

世のA区4号溝に掘り込まれている。また、方台部

西側を近世のA区8号溝、近世のA区5号土坑に

よって掘り込まれている。

形状 周溝を含めた平面の規模は南北12.09m、東西

12.92mを測る。方台部の規模は南北6.67m、東西8.

60mを測る。南側周溝がやや外側に膨らむが、ほぼ

方形を呈している。

周溝周溝は方台部の四隅が僅かに くびれる形に

なっていて、やや浅くなっている。上端幅は2.13~

3.00m、下端幅は0.28~1.38m、周溝の掘り込みの

深さは88~115cmを測る。周溝の断面形は外周への立

ち上がりも、方台部への立ち上がりもほぼ同様で、

器形・整形 ・文様の特徴

口縁部は椀状に丸く、やや内湾しながら立ち上がる。口縁端部は

丸い。

外面 口縁上半は横ナデ。下半は箆磨き。以下は箆磨き。

内面 口縁上半は横ナデ。下半から箆削り後箆磨き。

口縁部は直線状に長く立ち上がり、端部に近づくにつれ、やや内

湾する。胴部中程に最大径をもち、丸い。

外面 口縁端部は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。胴部中程は箆

磨きをあまり入れず、ハケメ痕が目立つ。

内面 口縁端部は横ナデ。以下の口縁部はハケメ後箆磨き。胴部

は箆削り。

口縁部の 2段目がくの字状に屈曲し、 1段目が直上気味に立ち上

がり、やや外反する S字状口縁。端部は外側に肥厚し、丸い。

外面 口縁部は横ナデ調整。口縁 2段目の中程から下向に斜めハ

ケメを施している。

内面 口縁部は横ナデ調整。頸部にハケメ痕残る。

口縁部は直線状に短く立ち上がり、上半で外反する。端部は外向

きに面をもつ。肩部は丸みをもち、張り出す。

外面 口縁部は横ナデで頸部まで調整。、肩部から小さい単位のハ

ケメが入る。

内面 口縁部は横ナデ。頸部から下は箆削り。

逆台形状を呈する。周溝の覆土上層に Hr-FAの層

があり、南側周溝は特に黄橙色の Hr-FAの層がよ

く残っていた。

主体部 方台部上を慎重に調査したが、主体部は検

出でき なかった。

遺物土師器鉢、高坪、用、 壺、甕が出土している。

中には完形の用もある。
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第 3章 検出された遺構と遺物

¥ 

4 m 

A 78.70m 

8 
i:._. 78. 70m 

叫と
¥l;_ I • 

12 

賢

v 

--

―̀‘ 

こ―――
ート― -----• - -—·—— ・

叫 凶

A' 

C' 

E-

G-

78. 70m 

78. 70m G' 

E
 

第81図

B-

立

□
ロ

F-
78. 70m 

e
 

2 m 

A区5号方形周溝墓

94 



1.古墳時代の遺構と遺物

A区 5号方形周溝募

1 黒色土 細かい灰白色軽石粒が混入 (3-b層）。

2 黒褐色土 灰白色軽石粒が入る。やや粘性あり、褐色も

含まれる (3- C層）。

3 黄橙色土 Hr-FA層 (3-d層）。

4 黒色土 灰白色軽石粒を多く含む (3-e層）。 1層

より黒色が強い。

5 暗褐色土 4-a層、 4-b層を主とし、少輩の4-C

層を含む。

5'黒褐色土 5層に近いが、 5層よりも黒色が強い。

6 灰褐色土 4-C層を多く、 4-a、4-b、4-d層

を少量含む。

｀`口

7 黒褐色土 4-b層を多く、 4-C層を少星含む。

8 黒褐色土 7層に近い、プロック状に 4-d層を含む。

9 明黄褐色土 4-d層を主と した層。黒褐色土も含む。

10 黒褐色土 黒褐色土を主とし、灰黄褐色土 (4-d層）

も少鼠含む。

11 暗黄褐色土

12 灰黄褐色土

13 灰白色土

14 黒褐色土

l
_
12 

爪
』

員
｀
]

』

冒

4-C層を主とし、橙色のプロックも含む。

4-d層を主とし、多量の黒褐色土を含む。

4-d層の崩壊土である。色は灰黄褐色でな

く、この場所は灰白色である。砂質。

6層に近い。灰白色の 4-b層を 1cm程のプ

ロック状に多く含む。 4-C層中の橙色の土

をプロック状に少星含む。

＼ 

4
 

¥ 9 

＼ 

＼ 
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第82図 A区5号方形周溝墓出土遺物

A区 5号方形周溝墓

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 旦（cm)

1 土師器 1 / 8 覆土 ①細砂石英輝石軽石 口縁部は短く外反する。胴部は椀状に丸みをもつ。

小型鉢 口径(8.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁部付近は横ナデ。胴部は箆削り後箆磨き。

器高 2.9 ③明赤褐色 内面 口縁端部～胴部上半は面をもたせるように横ナデ調整。下

底径(3.4) 半から箆削り。
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第 3章検出された遺構と遺物

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 戯 (cm)

2 土師器 口縁片 覆土 ①細砂石英軽石 口縁部は短く外反し、内側に面をもつ。胴部は椀状に丸みをもつ。

小型鉢 口径(10.6) ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ。胴部は縦方向のハケメ箆削り後箆磨き。

器高（3.8)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁部は面をもたせるようにハケメ調整。胴部は箆ナデ。

3 土師器 坪～脚部上位 覆土 ①細砂石英輝石 坪部はやや厚みがあり、内湾している。口縁端部は丸い。脚部は

高坪 口径(126) ②酸化焔硬質 円錘形状に広がる。

器高 (57) ③赤褐色 外面 坪部は丁寧な放射状の箆磨き。脚部も縦方向の箆磨き。

底径一 内面 口縁部は荒れているが、箆磨き痕あり。脚部はナデ調整。

4 土師器 坪体～坪底部片 覆土 ①石英軽石 坪底部に稜をもち、そこから外反し、坪体部の中程でさらに外湾

高坪 口径 一 ②酸化焔硬質 する。

器高(4.7) ③にぶい黄橙色 外面 縦方向の箆磨き。

底径 ー 内面 箆磨き。坪底部近くは横方向の箆磨き痕あり。

5 土師器 完形（底部穿孔？） 周溝 ①粗砂 2mmの小石石 頸部に口縁部と胴部を区切るように、磨き痕が残る。口縁部は長

用 口径109 英輝石 く外反し、端部はやや内湾する。胴部は椀状に膨らむ。底部穿孔

器高 7.8 ②酸化焔硬質 か？

底径一 ③にぶい黄橙色 外面 口縁部は横ナデ後箆磨き。胴部は箆削り後箆磨き。

内面 口縁部は横ナデ後箆磨き。胴部は箆削り後箆磨き。

6 土師器 底部欠 覆土 ①細砂輝石角閃石 頸部はやや外反しながら立ち上がる。口縁は複合口縁になってい

小型壺 ロ径 12.0 ②酸化焙硬質 て、 2段目は短く外反しすぐに真上に立ち上がる。 1段目はやや

器高(123) ③橙色 内湾気味に長く外傾する。端部は短く外反し、外向きに面をもつ。

底径ー 胴部は下半がややすぼむような丸みをもつ。また、胴部中位より

やや下の部分に直径 3mm程の円孔あり。

外面 口縁 l段目は横ナデ後箆磨き。 2段目から胴部までハケメ

後箆磨き。胴部はハケメ痕残る。

内面 口縁～頸部ははハケメ後箆磨き。肩部は指頭痕残り。以下

はナデ調整。

7 土師器 口～胴上半1/3 周溝 ①細砂石英角閃石 口縁は肩部からくの字に屈曲し、口縁端部は短くやや外反する。

小型壺 口径(6.8) ②酸化焔硬質 端部は丸い。胴部は中程に最大径を持ち丸い。頸部と胴部に 2段

器高(4.1) ③浅黄色 の輪積み痕あり。

底径ー 外面 口縁部は横ナデ。胴部はハケメ後箆磨き。

内面 口縁部は横ナデ。頸部は箆削り。肩部に指頭痕あり。以下

はナデ調整。

8 土師器 底部欠損 5/6 周溝 ①粗砂石英輝石軽石 頸部はやや外反しながら立ち上がる。口縁は複合口縁になってい

士笠 口径 159 ②酸化焔硬質 て、 2段目はすぐに真上に立ち上がる。 1段目は外反し、端部は

器高(27.2) ③にぶい黄橙色 やや内湾する。端部は丸い。胴部は中程よりやや上で最大径をも

底径ー ち、下半がややすぼむような丸みをもつ。

外面 口縁部は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。

内面 口縁部は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。， 土師器 口縁部 1/4 覆土 ① 3 mmの小石細砂 丸く屈曲する頸部。外反し端部はやや内湾する口縁。巾のあまり
g ギ 口径（16.2) ②酸化焔硬質 ない折り返しをもつ。

器高 (4.2) ③にぶい黄橙色 外面 口縁部はハケメ後横ナデ後箆磨き。以下はハケメ後箆磨き。

底径 一 内面 ハケメ後横ナデ後箆磨き。

10 土師器 口縁部片端部欠 覆土 ①粗砂 くの字に屈曲する頸部。外反し端部はやや内湾する口縁。巾の広

竺て 口径一 ②酸化焔硬質 い折り返しをもつ。

器高(5.9) ③にぶい橙色 外面 ハケメ後箆磨き。頸部はハケメ痕が目立つ。

底径一 内面 ハケメ後箆磨き。

11 土師器 口縁部片 覆土 ① 3 mmの小石細砂 口縁部外反し端部はやや外湾する口縁。口縁内面に巾のあまりな

壺 口径(22.9) ②酸化焔硬質 い折り返しをもつ。また、外面下部にも巾の広い折り返しをもつ。

器高 (29) ③にぶい黄橙色 外面 ハケメ後横ナデ後箆磨き。

底径 一 内面 横ナデ。

12 土師器 頸部片 周溝 ① 2 mmの小石細砂 肩部に対してほぼ直角に立ち上がる。口縁部は外反する。

壺 口径一 器高(4.8) ②酸化焔硬質 外面 頸部に指頭痕あり。ナデ調整。肩部 9条の横線文あり。

底径一 ③橙色 内面 頸部は横ナデ。肩部に指頭痕あり。

13 土師器 頸部片 覆土 ①石英細砂 頸部に貼り付けた突帯の部分でハケメ用工具による斜めの刺突文

g 一 口径一 ②酸化焙硬質 あり。 2号方形周溝墓 lの壺と同じような形と思われる。

器高一 ③にぶい黄橙色 外面 ハケメ。

底径一 内面 ハケメ痕あり。

14 土師器 口縁部片 覆土 ①石英細砂 くの字状に屈曲する頸部。口縁端部で短く外反する。端部は外向

甕 口径(164) ②酸化焔硬質 きに面をもつ。

器高 (4.1) ③橙色 外面 口縁端部は横ナデ。口縁上半はハケメ。下半はナデ調整。

底径 一 内面 口縁部はハケメ後横ナデ。肩部にハケメ痕あり。
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A区 6号方形周溝墓（第83・84図 PL38・ 133) 

位置 3M~R-9~12グリッド

重複 本周溝墓の東側周溝は平安時代のA区45号土

坑に掘り込まれている。

形状本周溝墓の南側部分は調査区外であったた

め、発掘調査を行うことが出来なかった。本周溝墓

の全貌を確認出来たわけではないが、周溝の巡る様

子から、大型の方形周溝墓と考える。

周溝 周溝はほぼ同じ幅で方台部の周囲を巡る。上

端幅は4.53~6.54m、下端幅は1.94~4.60m、周溝

の掘り込みの深さは52~121cmを測る。周溝の断面形

は外周への立ち上がりも、方台部への立ち上がりも

ほぽ同様に緩やかで、椀状を呈する。西側周溝の断

面をみると覆土中には黄橙色の Hr-FAの層位もみ

1.古墳時代の遺構と遺物

られる。覆土の主体は灰白色軽石粒を含む黒色土で

ある。方台部に近い部分では地山に近い土層が流れ

込んでいる箇所がある。これは周溝を掘り上げた土

が崩れ落ちて埋まったものと考える。また、東側周

溝の底面に周溝内土坑が検出された。周溝内土坑は

長径2.55m、短径0.98m、深さ32cmを測る。その土

坑覆土の観察から、方台部上の土の崩れが始まって、

あまり時間がたたないうちにこの土坑が掘り込ま

れ、崩れた土の上にこの土坑を掘った土を載せたも

のと思われる。この土坑の性格は不明である。

主体部 方台部上を慎重に調査したが、主体部の検

出はできなかった。

遺物 土師器高坪、壺、小型甕が出土している。

：＼  ／／` 瓢9□る三―̀¥.¥
第84図 A区6号方形周溝墓出土遺物

A区 6号方形周溝墓

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形 ・文様の特徴
法 絨 (cm)

1 土師器 坪部片 覆土 ① 2~3 mmの小石粗砂 坪底部から外反し、端部で短く内湾する。

高坪 口径(243) 石英 外面 口縁端部は横ナデ。他は箆磨き。

器高 (2.8) ②酸化焔硬質 内面 口縁端部は横ナデ。他は箆磨き。

底径 ー ③明赤褐色

2 土師器 口縁部片 覆土 ①細砂 口縁下半までは外反し、上半は大きく外湾する。端部は丸い。

壺 口径(130) ②酸化焙硬質 外面 口縁端部は横ナデ。他はハケメ後箆磨き。

器高（4.0)底径一 ③浅黄色 内面 口縁端部は横ナデ。他はハケメ後箆磨き。

3 土師器 口～頸部片 覆土 ①細砂石英 くの字状に屈曲する頸部。口縁端部はやや内湾し、外側に面をも

小型甕 口径(13.4) ②酸化焔硬質 つ

器高（3.3)底径ー ③にぶい赤褐色 外面 口縁部は横ナデ。他はハケメ。

内面 ハケメ。

A区 7号方形周溝墓（第83・85~88図 PL38•39 ・ 134~137)

位置 3G~M-9~12グリッド

重複縄文時代のA区67号住居を掘り込むことなく

方台部上に残し、本周溝墓が造られている。また、

方台部の北西コーナ一部を近世のA区9,10,11号溝

が掘り込んでいる。さらに、西側周溝の北西コーナー

部も平安時代のA区21号住居に掘り込まれている。

北側周溝は近世のA区22,23号土坑および近現代の

A区14,15,16,17,18号土坑に掘り込まれている。（な

お、本周溝墓の図面が見にくくなることを考慮して、

一部の重複関係を省いた。）

形状本周溝墓の南側部分は調査区外であったの

で、調査を実施しなかった。方台部の周囲を周溝が

ほぼ同じ幅で巡っている他の方形周溝墓と違い、本

周溝墓の周溝は不定形であった。方台部の形も北半

分だけなので断定は出来ないが、他の方形周溝墓が

方形の方台部をもっているのに対して、前方部、後

方部があるかのような形状を呈している。ただし、

14号周溝墓ほど完全な前方後方形をなしていないの

で、断定はできない。周溝を含めた平面の規模は南

北(16.44)m、東西23.05mを測る。方台部の東側部
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第85図 A区7号方形周溝墓内窪み状況

分の一部と周溝部は近現代の攪乱により、掘り込ま

れている。方台部の東西方向は15.84mを測る。後方

部にみえる方台部の南北方向は (8.46)mを測る。

覆土 方台部上から As-C軽石粒が詰まった窪みが

多数検出された。そこで平面図にその位置を記し、

断面図を作成した。そのうち、断面の形状がよくわ

かるものについて、記載しておく。これらの窪みは

方形周溝墓を造る際に、周溝を掘り、その土を盛り

上げたため、当時の地表面に近い面がパックされた

ものと思われる。なお、周溝の土層からは As-C軽

石粒の層位がないことから、本周溝墓は As-C軽石

粒が降下した後に造られたものと思われる。

周溝 周溝は幅が同じでなく形も不定形であった。

上端幅は2.56~7.92m、下端幅は0.97~6.32m、周

溝の掘り込みの深さは39~94cmを測る。前述したよ

うに他の方形周溝墓と比べ、不定形のため、他の遺

構によって掘り込まれているのではないかと思われ

たが、土層断面から本周溝墓の覆土である黒色土や

地山の明黄褐色土が層をなしていることが確認され

た。なぜ、周溝の形状がこれほど不定形なのかは不

明である。周溝の断面形は皿状や椀状を呈する。ま

た、周溝の覆土中に地山に近い土層が流れ込んでい

る箇所がある。これは周溝の土を盛り上げたものが

崩れ落ちて埋まったものと考える。

主体部 方台部上を慎重に調査したが、主体部は検

出できなかった。
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遺物 周溝内から多数の遺物が出土した。また、器

種、大きさも様々であった。土師器鉢、器台、高坪、

壺、甕が出土している。鉢、器台、小形壺の中に完

1.古墳時代の遺構と遺物

形やほぼ完形のものが目立つ。
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第3章検出された遺構と遺物

A区 7号方形周溝墓

番号 器種
残 存

出土位皿
法 址(cm)

1 土師器 完形 周溝

鉢 口径10.6

器高 51 

底径 3.6

2 土師器 2/3 周溝

鉢 口径10.9

器高 6.2

底径 4.3

3 土師器 口縁部片 覆土

鉢 口径(11.5) 

器高（4.0)底径一

4 土師器 脚部1/3 周溝

高坪 口径一

器高(6.9)

底径一

5 土師器 坪部 3/4 周溝

高坪 口径25.8

器高(79) 

底径一

6 土師器 ほぼ完形 周溝

器台 口径 95 

器高 95 

底径12.8

7 土師器 台部 2/5欠損 周溝

器台 口径 9.2

器高 8.3

底径10.4

8 土師器 ほぼ完形 周溝

器台 口径 8.8

器高 9.4

底径10.0

， 土師器 ほぽ完形 周溝

器台 口径21.9 

器高139 

底径155 

10 土師器 口縁部 1/ 3 周溝

ギ互 口径（12.3)

器高 (5.0)

底径一

104 

①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴

①細砂石英 口縁部は胴部から大きく外傾するが内湾しながら端部に至る。胴

②酸化焔硬質 部は底部の方にすぼまるようになっている。

③にぶい橙色 外面 口縁端部は横ナデ。以下は箆削り後縦箆磨き。胴部下半は

横方向の箆削り痕が目立つ。

内面 口縁端部は横ナデ。以下は箆削り後縦箆磨き。

①細砂角閃石軽石 口縁部は胴部から外反し、上半で内湾しながら端部に至る。端部

②酸化焔硬質 はつまむようにして薄手に仕上げている。

③にぶい褐色 外面 口縁上半は横ナデ痕がよく残る。下半はハケメ後ナデ調整。

胴部上半はハケメ痕が残る。以下は箆削り後箆磨き。胴部下半は

器面が荒れている。

内面 口縁上半は横ナデ痕がよく残る。下半はハケメ後ナデ調整。

以下は箆削り後箆磨き。

①細砂 口縁部がやや外反し、端部は丸い。内側に折り返す口縁。

②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下は斜めハケメ。

③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。以下横方向のハケメ。

①緻密 ラッパ状に広がる脚部。脚部中程に 4個の円孔。その下位に上位

②酸化焔硬質 の円孔の間の位置関係になるように 4個の円孔あり。合計 8個の

③明赤褐色 円孔。

外面 ハケメ後箆磨き。

内面 坪部との接合付近で絞り目痕あり。以下はナデ調整。

①細砂石英軽石 坪底部にゆるやかな稜をもつ。坪底部からは外反し、端部で短く

②酸化焔硬質 内湾する。端部は外向きに面をもつ。

③橙色 外面 口縁端部付近は横ナデ。他は縦箆磨き。

内面 口縁端部付近は横ナデ。他は縦箆磨き。

①細砂石英角閃石 器受部は脚部より外反する。口縁部は短く直上し、短く外半して

②酸化焔硬質 端部に至る。端部は上向きに面をもつ。脚部はラッパ状に開き、

③赤褐色 裾部内側にやや面をもつ。脚部中程に円孔3あり。

外面 器受部口縁部は横ナデ後箆磨き。以下脚部までは縦方向の

箆磨き。

内面 口縁部は横ナデの後箆磨き。脚部内面に絞り目痕あり。脚

部下半はナデ。裾部は横ナデ。

①粗砂 1~2mmの小石 器受部は脚部よりくの字に屈曲し、端部付近でやや内湾する。端

軽石多い 部は巾の広い面を外向きにもつ。口縁部内側は鋭く立ち上がる。

②酸化焔硬質 脚部はラッパ状に開き、中程でやや内湾する。円孔 3あり。

③赤褐色 外面 器受部口縁端部は横ナデ。口縁上半は横ナデ後箆磨き。以

下裾部までは箆磨き。ただし脚部上半にハケメ後箆磨きあり。裾

部は横ナデ後箆磨き。

内面 口縁端部は横ナデ。他の器受部は箆磨き。脚部上半は箆削

り。脚部下半はナデ。裾部は横ナデ。

① 1~2 mmの小石 器受部は椀状の形をしていて、口縁端部で短く外反する。端部は

②酸化焔やや軟質 外向きに巾の狭い面をもつ。また口縁内側も上面が平らに整形さ

③浅黄色 れている。脚部はラッパ状に開き、裾部に近づくにつれ外湾する。

中程に円孔 3あり。円孔については外側から孔をあけた跡が内側

に残る。

外面 器受部口縁端部は横ナデ。以下の器受部は口縁上半はハケ

メ後箆磨き。以下裾部まではハケメ。裾部は横ナデ。

内面 口縁端部は横ナデ。以下の器受部はハケメ。裾部はナデ。

裾部端部は横ナデ。

①細砂石英輝石 器受部に稜をもつ。器受底部より大きく外湾し、口縁端部に至る。

②酸化焔硬質 端部は外向きに面をもち、刻み痕あり。端部内側は巾広い面を上

③橙色 面にもつ。器受部中程に三角形に近い孔が上下交互に13あけられ

ている。脚部は上半は円錐状に開き、中程で大きく外湾し、裾端

部で短く内湾する。脚部中程に円孔3あり。

外面 口縁端部は横ナデ。以下は箆磨き。裾部は横ナデ。

内面 口縁端部は横ナデ。脚部上半は絞り目痕あり。中程は箆ナ

デ。下半はハケメ痕。裾部はハケメ後横ナデ。

①細砂輝石 口縁部下半が内湾気味に立ち上がり、口縁中程で外傾しつつも幾

②酸化焙硬質 分内湾し、口縁端部で短く外反する。

③橙色 外面 ハケメ後箆磨き。

内面 ハケメ後箆磨き。



1.古墳時代の遺構と遺物

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 量(cm)

11 土師器 口縁部 1/ 3 周溝 ① 2 mm位の小石石英 口縁部は頸部からやや外反しながら立ち上がる。口縁中程で肥厚

壺 口径(14.5) 軽石 する。口縁端部は斜め外向きに面をもち、面の内側と外側はとも

器高 (5.7) ②酸化焔硬質 につまみあげるように整形されている。

底径 一 ③明赤褐色 外面 口縁端部は横ナデ。以下はハケメ後縦箆磨き。

内面 口縁端部は横ナデ。以下はハケメ後縦箆磨き。

12 土師器 ほぼ完形 周溝 ①細砂石英 頸部からくの字状に屈曲し、口縁端部でやや内湾する。端部は外

小型壺 口径11.1 ②酸化焔硬質 向きに面をもつ。胴部は中程を最大径にもつように丸みをもち、

器高14.1 ③にぶい黄橙色 底部近くで急にすぽまる。

底径 5.5 外面 口縁部は粗いハケメ後横ナデ。器面の荒れが著しいが、以

下は粗いハケメ痕残る。

内面 口縁部は粗いハケメ後横ナデ。頸に指頭痕あり。胴部下部

にナデ痕とハケメ痕あり。

13 土師器 口縁部欠 周溝 ①粗砂軽石 頸部が大きくくの字に屈曲する。球形の胴部。

士g 口径一 ②酸化焔硬質 外面 頸部は粗いハケメ後縦ハケメ。胴部は横方向のハケメ後箆

器高(18.8) ③橙色 磨き。底部は斜めハケメ後箆磨き。底部底面に木葉痕あり。

底径 6.3 内面 頸部に輪積み痕あり。内面は無調整か。

14 土師器 ほぼ完形 周溝 ①粗砂軽石石英 頸部はくの字に屈曲したまま立ち上がり、口縁は端部でさらに短

小型壺 口径 100 ②酸化焔硬質 く外反する。胴部は下膨れになっており、底部穿孔か？

器高(140) ③にぶい黄橙色 外面 全体赤色塗彩。口縁はハケメ後横ナデ後箆磨き。以下はハ

底径一 ケメ後箆磨き。

内面 口縁のみ赤色塗彩。口縁はハケメ後横ナデ後箆磨き。以下

頸部まではハケメ後箆磨き。胴部はナデ。頸部 2段輪積み痕あり。

15 土師器 ほぽ完形 周溝 ① 2~5 mm位の小石粗 頸部は短く直に立ち上がる。中程で外反する。口縁は折り返しの

壺 口径16.0 砂石英軽石 複合口縁。端部は丸い。胴部は肩が張り、中程で最大径をもつ。

器高31.5 ②酸化焔硬質 底部に近づくにつれて急にすぼまる。

底径 8.0 ③にぶい黄橙色 外面 口縁部は横ナデ。頸部はハケメ。以下はハケメ縦箆磨き。

底部近くと底面は箆削り。

内面 口縁部はハケメ後縦箆磨き。胴部は箆ナデ。底部は箆で押

さえている。

16 土師器 ほぼ完形 周溝 ①細砂角閃石 頸部から外反する。口縁部でさらに外反する二重の折り返し口縁。

一竺 口径13.1 ②酸化焔硬質 端部の上面は面取りしている。ほぼ球形の胴部。

器高32.4 ③にぶい橙色 外面 口縁は横ナデ。頸部以下はハケメ後箆磨き。

底径 78 内面 口縁部は横ナデ。頸部は箆磨き。胴部は箆ナデ。

17 土師器 肩部片 周溝 ①粗砂石英角閃石 下膨れと思われる胴部に外反した口縁が立ち上がる。

g ＝ 口径一 赤色粗粒 外面 箆削り後横方向のハケメを施し、さらに箆磨きを行ってい

器高(6.3) ②酸化焔硬質 る。

底径一 ③にぶい橙色 内面 ナデ。

18 土師器 口～肩部 周溝 ①粗砂 口縁はやや直立気味に外反し、上半でやや内湾する。端部は内側

g 一 口径 9.2 ②酸化焔硬質 に面をもつ。 頸部からあまり肩が張らない。

器高(6.4) ③にぶい橙色 外面 口縁部は器面が荒れているが、端部は横ナデ。以下は箆磨

底径一 き。

内面 口縁端部は横ナデ。以下横ハケメ。肩部はハケメ後指ナデ。

19 土師器 口～頸部 周溝 ①粗砂白色細粒 頸部がくの字に屈曲し、口縁端部で短く内湾する。端部は丸いが、

甕 口径 128 ②酸化焔硬質 内側に面をもつ。輪積み痕あり。

器高 (5.6) ③にぶい橙色 外面 口縁部上半は横ナデ。以下は縦ハケメ。

底径一 内面 口縁端部は横ナデ。以下横ハケメ。頸部以下は指ナデ。

20 土師器 底部 周溝 ①粗砂軽石 厚い底部に下膨れと思われる胴部が立ち上がる。
・罪＝ピ 口径一 器高(35) ②酸化焔硬質 外面 底面に木葉痕あり。底部側面はナデ。

底径9.0 ③橙色 内面 ナデ。

21 土師器 口縁部、底部欠損 周溝 ①粗砂石英輝石 くの字に屈曲する頸部。下膨れの胴部。

ギ互 口径 一 ②酸化焔硬質 外面 頸部はハケメ縦箆磨き。胴部上半は RL2,3段横位に施文

器高（415) ③橙色 後横方向箆磨きを 1つの単位とするのが 3回続く。下半は箆磨き。

底径 一 内面 頸部は横方向箆磨き。胴部は箆ナデ。

22 土師器 胴下半 周溝 ①細砂角閃石 底部から球形と思われる胴部が立ち上がる。

盆一 口径ー ②酸化焙硬質 外面 ハケメ後箆磨き。

器高（17.7) ③にぶい黄橙色 内面 上半はハケメ後ナデ。下半はハケメ後部分的に箆磨き。底

底径 8.5 面は箆削り。
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第 3章検出された遺構と遺物

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 鼠(cm)

23 土師器 口～胴上位 2/3 周溝 ①粗砂石英 2段目から短く直に上がり、やや内湾する 1段目をもつ S字状口

台付甕 口径 14.0 ②酸化焙硬質 縁。端部は上に面をもつ。胴部の肩の張りがない。

器高(10.8) ③にぶい橙色 外面 口縁部は横ナデ。頸部から斜め下ヘハケメ痕。下方から斜

底径ー め上に向かってハケメ痕あり。ただしハケメは粗い。

内面 口縁部は横ナデ。以下はハケメ後指ナデ。

24 土師器 口～胴上位 1/4 周溝 ①細砂軽石赤色細粒 2段目はくの字に屈曲し、外湾する 1段目をもっs字状口縁。端

台付甕 口径(200) ②酸化焔硬質 部は丸く、内側に面をもつ。胴部の肩の張りがある。

器高 (82) ③灰黄色 外面 口縁部は横ナデ。頸部から斜め下ヘハケメ後横ハケメ。

底径ー 内面 口縁部は横ナデ。以下は指ナデ。

25 土師器 口～肩部 2/5 周溝 ①細砂石英白色細粒 頸部が短く丸く屈曲し、 2段目は短くつまむ用に外へ張り出し、

台付甕 口径05.6) ②酸化焔硬質 2段目よりも長く外反する 1段目をもっs字状口縁。端部は丸い。

器高（7.7) ③にぶい橙色 頸部から次第に肩が張り出す。

底径一 外面 口縁～頸部は横ナデ。特に口縁の 2段目はシャープになっ

ている。胴部の下から上へ斜めハケメ、頸部から斜め下ヘハケメ。

内面 口縁部は横ナデ。頸部はハケメ後ナデの痕跡あり。以下は

指ナデ。

26 土師器 口～肩部 1/ 3 周溝 ①粗砂 頸部が短くくの字に屈曲し、 2段目は丸く外へ張り出し、 2段目

台付甕 口径(186) ②酸化焔硬質 よりも長く外反する 1段目をもつ S字状口縁。端部は丸い。端部

器高 (5.7) ③浅黄色 内側に面をもつ。頸部から肩が張り出す。

底径ー 外面 口縁～頸部は横ナデ。頸部から斜め下ヘハケメ後横ハケメ。

内面 口縁部は横ナデ。以下は指ナデ。

27 土師器 口～肩部 1/ 2 周溝 ①粗砂 2~3mm程の小 頸部が短くくの字に屈曲し、 2段目は短くつまむ様に外反し、 1

台付甕 口径(184) 石 段目は長めに外反する S字状口縁。端部は丸い。

器高 (4.5) ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ。特に 2段目はシャープな感じである。頸

底径 一 ③にぶい黄橙色 部から斜め下ヘハケメ。ハケメの中に指頭痕あり。

内面 口縁部は横ナデ。頸部は横ハケメ後ナデ。以下は指ナデ。

28 土師器 口～胴部 周溝 ①細砂石英輝石 頸部がくの字に屈曲し、 2段目は丸みをもち、 1段目は外側につ

台付甕 口径 12.8 ②酸化焔硬質 まみ出すような端部をもつ S字状口縁。肩は張らず、なだらか。

器高(139) ③にぶい橙色 外面 口縁は横ナデ。胴部上半は縦ハケメ。下半は無調整。

底径一 内面 口縁は横ナデ。以下箆削り。

29 土師器 5/6 周溝 ①細砂石英輝石 くの字に屈曲する頸部。口縁端部で短く外湾する。端部は外側に

台付甕 口径205 ②酸化焔硬質 面をもつ。胴部は肩が張る。台裾端部は下に面をもつ。

器高37.2 ③にぶい黄橙色 外面 □縁端部は横ナデ。以下は短い単位のハケメ。台裾部は横

底径125 ナデ。

内面 口縁端部は横ナデ。以下は短い単位のハケメ。台裾部は横

ナデ。

30 土師器 口縁部 1/ 2 周溝 ①細砂石英角閃石 頸部がくの字に屈曲し、口縁は 2段に外反する。端部は内側上面

甕 口径174 ②酸化焙硬質 を面取りし、 1段目をつまむようになっている複合口縁。

器高(6.1) ③にぶい黄橙色 外面 口縁から頸部は横ナデ。以下は斜めハケメ。

底径一 内面 口縁部は横ナデ。頸部は横方向のハケメ後ナデ。肩部は斜

めハケメ。以下はナデ。

31 土師器 胴・底部片 1/ 2 覆土 ①細砂角閃石軽石 小さな底部に大きな胴部がつく壺形土器。

甕 口径一 石英 外面 粗い横方向ハケメ。胴部下半は縦ハケメ。

器高（13.6) ②酸化焔硬質 内面 箆ナデ。

底径 (5.6) ③にぶい黄褐色

32 土師器 口～胴部1/3 周溝 ①細砂輝石軽石 頸部が短く丸く屈曲し、口縁はやや外湾する。端部は外向きに面

甕 口径(25.8) ②酸化焔硬質 をもち、沈線 2本をめぐらす。

器高(33.6) ③にぶい橙色 外面 口縁端部は横ナデ。頸部はハケメ後横ナデ。胴部はハケメ

底径一 後箆磨き。

内面 口縁部は横ナデ。以下は箆削り後箆磨き。

33 土師器 口～胴下部 2/3 周溝 ①細砂輝石軽石 頸部がくの字に屈曲し、口縁は 2段に外反する。端部は内側上面

甕 口径 19.0 ②酸化焔硬質 に段を持つように面取りした複合口縁。

器高(24.1) ③橙色 外面 口縁～頸部は横ナデ。胴部は短い単位のハケメ。

底径一 内面 口縁～頸部は横ナデ。胴上部は下からの斜めハケメ。下部

は上からの縦方向のハケメ。
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A区 8号方形周溝墓 （第89図 PL40• 137) 

位置 3 F~I -11~14グリッド

重複 本周溝墓の北側から東側にかけての周溝は平

安時代のA区53号住居、 A区61号土坑に掘り込まれ

ている。また、南側周溝も平安時代のA区54号土坑

に掘り込まれている。方台部は現代の攪乱によって

大きく掘り込まれていた。

形状 周溝を含めた平面の規模は南北12.13m、東西

13.31mを測る。方台部の規模は南北4.32m、東西4.

52mを測る。ほぼ方形を呈している。

周溝 周溝は方台部の四隅がやや浅くなる形になっ

ていて、上端幅は1.43~2.90m、下端幅は0.62~1.

48m、ほぽ同じ幅で方台部の周りを巡っている。周

1.古墳時代の遺構と遺物

溝の掘り込みの深さは23~80cmを測る。周溝の断面

形は外周への立ち上がりも、方台部への立ち上がり

もほぼ同様で、逆台形状を呈する。周溝の覆土は細

かい灰白色軽石粒を含む黒色土が上層で、下層は地

山の明黄褐色土が混入してくる。また覆土中に地山

に近い土層が方台部から流れ込んでいる箇所があ

る。これは周溝を掘り上げたものが崩れ落ちて埋

まったものと考える。

主体部 攪乱によって掘り込まれている箇所もあつ

たが、方台部上を慎重に調査したが、検出できなかっ

た。

遺物 土師器高坪、壺が出土している。

江戸頃の掘り込みと思われる。

0 1 : 120 4 m --キ賛ーy 5 黒褐色土 Hr-FAの上位にある。 3-d

第89図 A区8号方形周溝墓、出土遺物

層に近い色。 3-d層と異な

り、やや砂質である。

2 
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第 3章検出された遺構と遺物

A区 8号方形周溝墓

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形 ・文様の特徴
法 旦(cm)

l 土師器 坪部 l/ 3 覆土 ①雲母輝石緻密 椀状の坪体部。口縁端部は短く外反する。

高坪 口径(15.0) ②酸化焔軟質 外面箆磨き。

器高（6.1)底径一 ③赤色 内面箆磨き。

2 土師器 脚部 1/3 覆土 ①粗砂石英 ラッパ状に開く脚部。裾端部は短く内湾し面をもつ。脚部上半に

高坪 口径一 ②酸化焔硬質 円孔 3あり。内面の坪部との接合部に円孔 1あり。

器高 (8.0) ③橙色 外面上半は横箆磨き。下半は縦箆磨き。

底径(15.4) 内面上半は箆削り。下半は箆削り後箆磨き。

3 土師器 口縁部 覆土 ①細砂輝石 やや内湾しながら立ち上がる口縁。

小型壺 口径(12.3) ②酸化焔硬質 外面端部は横ナデ。以下は箆磨き。

器高（6.5)底径一 ③にぶい橙色 内面端部は横ナデ。以下は箆磨き。
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第90図 A区9号方形周溝募（ 1)
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1.古墳時代の遺構と遺物

A 79.80m 

C 79.80m 

△ 

ゃ，．． ，・• 1, _.., 9，ン’．...

1 • • ', 2 9• , • ・ヽ', ; •• ̀  ―̀9 99 9 :‘ :’ ; ..• ,¥ 
6 ’, • 9: ; ̀  :-; 9 ̀  、̀4；'i:-、「、

6' 
8 

上． 79.80m

L 79.som 

旦 79.80m

上

E' 

F-

旦

旦 79.80m

1 黒色土

2 黒褐色土

3 黄褐色上

4 黒色土

D' 

゜
1 : 60 2 m 

3-b層を主とした層。

3-C層を主とした層。

Hr-FA層。

3-e層を主とした層。 1~3mmの灰褐色軽石

粒を多く含む。

_g_ 79.80m G-

5 黒褐色土 4層と灰褐色土の混入したような層。砂質。

6 灰褐色土 灰黄褐色土 (4-d層）と黒褐色土が混入した

ような層。

6'灰褐色土 6層に近い。 6層より多くの灰黄褐色土を含む。

7 黄褐色土 黄褐色土 (4-a層）、明黄褐色土 (4-C層）

灰黄褐色土 (4-d層）が混入したような層。

l~4 mmの砂粒を少蜃含む。（周溝の土を盛り上

げたものが崩壊して周溝内に堆積した層）。

8 暗褐色土 多くの明黄褐色土粒と少星の明黄褐色プロック

(2 cm程）を含む。

9 暗褐色土 多くの明黄褐色土粒と多くの明黄褐色プロック

(2 cm程）を含む。

第91図 A区9号方形周溝墓(2)

位置 3C~G-13~16グリッド

重複 本周溝墓の南側周溝は平安時代のA区15号溝

に掘り込まれている。北側周溝は平安時代のA区52

号、 53号住居に掘り込まれていた。また、本周溝墓

の方台部や周溝部は近世のA区37,38,39,59号土坑

及び近現代のA区3号井戸に掘り込まれていた。

形状 周溝を含めた平面の規模は南北18.33m、東西

17.67mを測る。方台部の規模は南北11.62m、東西

10.43mを測る。ほぽ方形を呈している。

周溝 周溝は方台部の四隅がくびれ、やや浅い形に

なっていて、上端幅は2.30~4.40m、下端幅は0.

51~2.86m、周溝の掘り込みの深さは55~122cmを測

る。周溝の断面形は外周への立ち上がりも、方台部

への立ち上がりもほぼ同様で、逆台形状を呈する。

東側周溝の土層断面の上層に Hr-FAの層がみられ

た。周溝の土層断面をみると地山に近い土層が方台

部から流れ込んでいる箇所がある。これは周溝を掘

り上げて盛り土状にしたものが崩れ落ちて埋まった

ものと考える。

主体部方台部上を慎重に調査したが、検出できな

かった。

遺物 完形の用、ほぽ完形の器台、甕が出土してい

る。
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第 3章 検出された遺構と遺物

＼
 

／ ／ 

第92図 A区9号方形周溝墓出土遺物

A区 9号方形周溝墓

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 ほぽ完形 周溝 ①細砂輝石石英 器受部は外反し、口縁端部で短く内湾する。端部はつまみ上げる

器台 口径 77 ②酸化焙硬質 ようになっている。脚部はラッパ状に開き、裾端部は短く内湾す

器高 86 ③にぶい黄橙色 る。端部は下面に面をもつ。

底径100 外面 器受部は横ナデ。脚部はハケメ後箆磨き。裾部は横ナデ。

内面 器受部端部は横ナデ。他はナデ。脚部はナデ後箆磨き。裾

部は横ナデ。

2 土師器 完形 周溝 ①粗砂石英輝石 頸部がくの字に屈曲し、端部で短く内湾する口縁。胴部は球形。

坦 口径8.9 器高8.9 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部はナデ。胴部上半は無調整以下は箆削

底径丸底 ③にぶい赤褐色 り。

内面 口縁は横ナデ。頸部はナデ。胴部上半指頭痕あり。以下は

ナデ。

3 土師器 胴～底部 1/ 3 周溝 ①粗砂石英角閃石 肩が張る。胴部上半で最大径をもち、底部ですぽまる。
g ギ 口径一 器高(229) ②酸化烙硬質 外面胴部はハケメ後箆磨き。底部は箆削り。

底径6.5 ③浅黄色 内面 肩部に指頭痕あり。以下胴部はハケメ。

A区

位置

重複 本周溝墓の南側周溝部分は調査区外なので発

掘調査を行うことは出来なかった。平安時代のA区

15号溝に本周溝募のほぽ中央部を掘り込まれてい

る。

10号方形周溝墓（第93図

3D~H-9~11グリッド

また、北側周溝部分は平安時代のA区50号住居

に掘り込まれていた。

断面を見ると、平安時代の道路跡と思われる固い面

が検出された。 しかし本周溝墓の平面上では道路跡

が確認できなかった。

形状

PL41・42・138) 

さらに、東側周溝部分の土層

周溝を含めた平面の規模は南北10.3m、東西

12.3mを測る。方台部の規模は南北7.30m、東西8.

12mを測る。ほぽ方形を呈している。

0.44~1.48m、周溝の掘り込みの深さは46~95cmを

測る。周溝の断面形は外周への立ち上がりも、方台

部への立ち上がりもほぼ同様で、逆台形状を呈する。

周溝の覆土は灰白色軽石粒を含む黒色土や黒褐色

土、そして、地山の明黄褐色土を多く含む土である。

覆土中に方台部から明黄褐色土を多く含む土層が流

れ込んでいる箇所がある。

主体部

遺物

これは周溝を掘り上げた

ものが崩れ落ちて埋まったものと考える。

方台部上を慎重に調査したが、主体部は検

出できなかった。

土師器器台が出土している。

周溝 周溝は方台部の四隅がややくびれ、浅くなる

形になっていて、上端幅は1.90~2.82m、下端幅は
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第93図

A区 10号方形周溝墓

A区10号方形周溝墓、出土遺物

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 脚部上半 覆土 ①緻密石英輝石 脚部上半は円筒形で、下半からラッパ状に開き始める。円孔 4あ

器台 ロ径ー 器高(4.7) ②酸化焔硬質 り。

底径一 ③にぶい赤褐色 外面脚部は箆磨き。

内面器受部は箆磨き。
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A区 11号方形周溝墓 （第94図 PL42) 

位置 2T~3D-9 ~11グリッド

重複 本周溝墓は北側周溝のみ検出された。方台部

やその他の周溝は調査区外にあたり、発掘調査でき

なかった。周溝の北西部は平安時代のA区51号住居

に掘り込まれていた。

形状 北側周溝の一部しか検出できなかったので全

体の形状は把握できなかった。

周溝 周溝はなだらかで、方台部への立ち上がりは

検出できなかった。

主体部 検出できなかった。 遺物 遺物なし

B 79.50m B' 
.'・

゜
1 : 60 2 m 

1 褐色土 耕作土 (1-a層）。

2 褐色土 やや硬質。にぶい黄褐色も含まれて

おり、 1-b層と 2-a層が混入し

たような層。

3 黒褐色土 砂質。 3-b層の黒色土を主とし、

多くのAs-8軽石粒含む層。

4 黒色土 3-b層を主とした層。

5 黒色土 3-f層を主とした層。 As-C軽石

粒は殆ど含まれていない。

6 灰黄褐色土 4-d層を多く、少量の黒褐色土を

含む。砂質の層。

7 黒褐色土 3-f層を主とし多くの灰黄褐色土

(4-d層）を含む。 5層と 6層の

中間的な層。 As-C軽石粒は全く含

まない。

第94図 A区11号方形周溝墓
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1.古墳時代の遺構と遺物

A区 12号方形周溝墓（第95図 PL42) 

位置 2T~3 B-17~18グリッド

重複 本周溝墓の東側周溝は現代のコンクリート製

の井戸に掘り込まれていた。

形状 北側周溝から東側周溝にかけては、地域住民

の生活道路の下部にあたり、発掘調査を行うことが

できなかった。周溝を含めた平面の規模は東西10.52

mを測る。方台部の規模は東西7.48mを測る。ほぼ

方形を呈していると考える。

周溝 周溝は方台部の周りをほぽ同じ幅で巡ってい

る。上端幅は1.15~2.05m、下端幅は0.37~1.00m、

周溝の掘り込みの深さは43~70cmを測る。周溝の断

面形は外周への立ち上がりも、方台部への立ち上が

りもほぽ同様で、 U字形状を呈する。

主体部 方台部上を慎重に調査したが、主体部は検

出できなかった。

遺物土師器甕の破片が出土している。

A. 79.som A' 

調査区域外

゜
1 : 120 4 m 

旦 ミ
B 79.SOm 

3 2' 

l~3 mmの砂粒とAs-C軽石粒を多鼠に含む。 o 
少星の明黄褐色土と明黄褐色土のプロックを含

む。

2'黒褐色土 多くの明黄褐色土をプロック状に含む。

3 明黄褐色土 明黄褐色土のプロックを主とし少鵞の黒褐色土

を含む。

B' 

C 79.SOm c
 

＼ 
1 : 60 2 m 

第95図 A区12号方形周溝墓

A区 13号方形周溝墓（第96図 PL43•138) 

位置 3-C~E-16~18グリッド

重複 本周溝墓の方台部の南西コーナーから西側周

溝にかけて、平安時代のA区55号住居に掘り込まれ

ていた。

形状 周溝を含めた平面の規模は南北8.34m、東西

8.10mを測る。方台部の規模は南北5.50m、東西5.

OOmを測る。ほぽ方形を呈している。

周溝 周溝は方台部の周囲をほぼ同じ幅で巡ってい

る。上端幅は0.74~1.96m、下端幅は0.49~1.14m、

周溝の掘り込みの深さは18~53cmを測る。周溝の断

面形は外周への立ち上がりも、方台部への立ち上が

りもほぽ同様で、 U字形状を呈する。周溝の覆土は

灰白色軽石粒を含む黒褐色土や地山の明黄褐色土が

層位をなしている。覆土中に多くの明黄褐色土を含

む土が方台部から流れ込んでいる。これは周溝を掘

り上げたものが崩れ落ちて埋まったものと考える。

主体部 方台部上を慎重に調査したが、主体部は検

出できなかった。

遺物 土師器鉢、高坪、台付甕、蓋？が出土してい

る。中でも鉢は完形のものもある。
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第96図 A区13号方形周溝墓、出土遺物

A区 13号方形周溝墓

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整 形 ・ 文 様 の 特 徴
法 鼠（cm)

1 土師器 完形 周溝 ①細砂 ロ縁は短く外反する。

鉢 口径70 器高50 ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ。胴部はハケメ後箆磨き。底部は箆磨き。

底径3.0 ③赤褐色 内面 口縁部は横ナデ。胴部は箆削り後箆磨き。

2 土師器 3/4 周溝 ①粗砂雲母 ロ縁は短く内湾する。

鉢 口径7.3 器高5.0 ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ。胴部は箆磨き。

底径3.5 ③にぶい橙色 内面 口縁部は横ナデ。頸部に指頭痕あり。胴部は箆削り後箆磨

き。

3 土師器 坪部 1/ 5 周溝 ①石英輝石軽石 椀状の坪部、端部はやや内湾し、内側に面をもつ。

商坪 口径（123) ②酸化焙硬質 外面 ナデ。

器高（4.8)底径一 ③赤褐色 内面 ナデ。

4 土師器 台部 1/2 周溝 ①粗砂輝石軽石 台部がくの字に屈曲し胴部へ続く。

台付甕 口径一器高(4.8) ②酸化焔硬質 外面器面が荒れている。箆削り 。

底径一 ③浅黄色 内面 ナデ。

5 土師器 坪部 4/5 周溝 ①石英雲母 円盤状で中央部が盛り上がる蓋か？。外側からあけた円孔 2あり。

蓋？ 短径(7.8) ②酸化焔硬質 中央部に把手がついていた痕跡あり。端部に面をもつ。

長径 8.8 ③にぶい橙色 外面 端部は横ナデ。他の部分はナデ後箆磨き。

底径 一 内面 端部は横ナデ。他の部分はナデ後箆磨き。

114 



1．古墳時代の遺構と遺物

A区 14号方形周溝墓 （第97~99図 PL44・138・ 139) 

位置 2N~T-11~18グリッド

重複 本周溝墓の前方部を平安時代のA区61号住居

に掘り込まれていた。また、後方部の東側を近世の

A区16号溝が、北東コ ーナ一部を平安時代のA区71,

72号土坑が掘り込んでいた。

形状 周溝を含めた平面の規模は南北29.20m、東西

27.32mを測る。方台部の規模は前方部後方部あわせ

た方台部長は23.20m。前方部長7.8m、後方部長15.

40m、前方部幅(7.6)m、後方部幅15.20mを測る。

県内でも有数の前方後方形の周溝墓である。

周溝 周溝は後方部の北側と西側のコーナ一部がく

びれる形になっていて、後方部の辺にそって外側へ

膨らむ。全体としては楕円形に近い形で方台部を取

り囲んでいる。上端幅は2.18~9.66m、下端幅は0.

80~7.69m、周溝の掘り込みの深さは43~98cmを測

る。周溝の断面形は外周への立ち上がりよりも、方

台部への立ち上がりの方がやや急である。周溝の覆

土は灰白色軽石粒を含む黒色土、地山の灰黄褐色土

を多く含む土などである。覆土中に方台部から灰黄

褐色土を多く含む層が流れ込んでいる箇所がある。

これは周溝を掘り上げた土が方台部から崩れ落ちて

埋まったものと考える。

主体部 方台部上にベルトを設定し、慎重に調査し

たが、主体部を検出できなかった。しかし、後方部

上からA区7号周溝墓ほどではないが、 As-C軽石

粒の混入した窪みが検出された。

遺物 土師器鉢、壺、甕が出土している。中には完

形の壺もある。

＼
 

ヽ

第97図 A区14号方形周溝墓出土遺物（ 1)
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第98因 A区14号方形周溝墓出土遺物(2)

A区 14号方形周溝墓

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 輩 (cm)

1 土師器 口～胴下部 l/4 覆土 ①細砂輝石 球形の胴部。口縁は外反し、端部を上へつまみ上げる。

鉢 口径(8.3) ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ。胴部はナデ。

器高（6.6)底径ー ③赤褐色 内面 口縁部は横ナデ。胴部上半は指頭痕。下半はナデ。

2 土師器 口～胴下部 1/ 2 周溝 ①粗砂輝石軽石 肩の張らない下膨れの胴部。胴部から直立気味に立ち上がる頸部。
互ギ 口径 215 ②酸化焔硬質 口縁は外反し、端部を折り返し、外側に面をもつ。

器高(39.8) ③にぶい黄橙色 外面 口縁部は横ナデ。頸部は縦ハケメ後ナデ。胴部はハケメ後

底径 ー 箆磨き。

内面 口縁部は横ナデ。頸部上半は箆磨き、下半以下はハケメ。

3 土師器 底部1/3 周溝 ① 2 ~5 mmの小石 底部から大きく外反して立ち上がる胴部。
ギg 口径一器高(6.5) ②酸化焔硬質 外面 箆削り後箆磨き。

底径(105) ③橙色

4 上師器 完形 周溝 ① 2~3 mmの小石石英 頸部はくの字に屈曲し、口縁端部は外向きに面をもつ。球形で最
ギg 口径14.2 ②酸化焙硬質 大径をやや下方にもつ胴部。

器高23.4 ③にぶい黄橙色 外面 口縁端部は横ナデ。頸部はハケメ。胴部はハケメ後箆磨き。

底径 6.2 内面 口縁端部は横ナデ。頸部は横ハケメ。胴部は箆削り。底部

はハケメ。

5 土師器 口～胴中部1/2 周溝 ①細砂輝石 頸部がくの字に屈曲し、中段で更に外湾する複合口縁。外向きに

壺 口径 21.4 ②酸化焙硬質 面をもつ。口縁の接合部分が剥離しているが、中にハケメ痕あり。

器高(25.7) ③にぶい黄橙色 胴部は肩が張らず、下膨れ。

底径一 外面 口縁は横ナデ後箆磨き。以下は箆磨き。

内面 口縁は横ナデ後箆磨き。頸部は箆磨き。胴部上半は箆削り。

下半はハケメ。
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C' 

D' 

ロロニニニニ：
3-b層中に多くのAs-B軽石を含む眉。

3-b層を主とした層。

3-f層を主とした層。 As-C軽石粒を少屈含

む（この土層下部から多くの遺物が出土してい

る）。

多くの黄褐色土と少屈の灰黄褐色土 (4-d層

に相当、やや粒子が大きく固い層となってい

る）。

少磁の黄褐色土と多くの灰黄褐色土 (4-d陪

に相当）を含む。

5層にほぽ同じ。 5附より黒色が強い。

4-d層の灰黄褐色土を主とした層（方台部か

らの崩壊土）。

灰黄褐色土 (4-d隠に相当）を主とし、多く

の黄褐色土を含む。

多くの黄褐色土 (4- C陪）と少鼠の暗褐色土

を含む。

4-d陪の灰黄褐色土のプロックを主とした層。

4-d層の灰黄褐色土の粒子を多く含む層。

多くの灰黄褐色土を含む層。 5層にやや近い。
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第99図 A区14号方形周溝墓





1.古墳時代の遺構と遺物

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形・文様の特徴
法 絨(cm)

6 土師器 胴部片 周溝 ① 2~5 mmの小石 球形の胴部。
g 士 口径一器高(205) ②酸化焔硬質 外面ハケメ後箆磨き。

底径一 ③橙色 内面無調整か。

7 土師器 口～肩部片 覆土 ①粗砂輝石軽石 頸部から外反して立ち上がり、中段で短く内反し、つまむように

台付甕 口径一 ②酸化焔硬質 短く外反する複合口縁

器高(6.9) ③にぶい褐色 外面 口緑は横ナデ。頸部は横ハケメ。以下は粗い縦ハケメ。

底径一 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

8 土師器 ロ～頸部片 覆土 ①細砂石英 頸部から外反して立ち上がり、端部をつまむようにしている。

甕 ロ径(140) ②酸化焙硬質 外面 □縁は横ナデ。頸部は箆磨き。

器高（4.2)底径一 ③橙色 内面 口縁は横ナデ後箆磨き。以下はハケメ。

9 土師器 頸～胴上位 1/4 覆土 ①細砂輝石 球形の胴部。

甕 口径一 器高(8.2) ②酸化焔硬質 外面ハケメ。

底径一 ③にぶい黄橙色 内面上半はハケメ。以下は磨き。

10 土師器 台部 周溝 ①軽石輝石 厚手で短い台部。底部に面をもつ。

台付甕 口径一 ②酸化焔硬質 外面ハケメ。端部はハケメ後横ナデ。

器高(5.4) ③明赤褐色 内面 胴部との接合部はナデ。以下はハケメ 。底部に折り返しの

底径 8.7 痕跡が見える。

11 土師器 台部 覆土 ①細砂輝石 折り返しがつく台部。くの字状に立ち上がる胴部。

台付甕 口径一器高(7.1) ②酸化焔硬質 外面ハケメ。底部は横ナデ。

底径(101) ③浅黄色 内面 胴部との接合部に深めなハケメ。以下はハケメ後横ナデ。

B区 1号方形周溝墓（第100・101図 PL45・ 139) 

位置 6K-Oグリッド

重複 重複なし。

形 状本周溝墓は住民の生活道路に関わり、周溝の

一部しか発掘調査をすることが出来なかった。しか

し、本遺構の北側に位置する B区3号住居跡の調査

の際に、方形周溝墓がこの住居を掘り込んいること

がわかった。位置的にこの周溝墓は本周溝墓と同一

祉

／：ロ
旦，

゜
1 : 120 

のものである可能性が高いと考えている。

周溝 周溝の上端幅、下端幅、最大深さを測定する

ことは出来ない。周溝の覆土に Hr-FA層や灰白色

軽石粒を多く含む黒色土が目立つ。また、地山の黄

褐色土を含んだ黒褐色土が流れ込む層もみられた。

主体部 主体部は検出できなかった。

遺物土師器鉢、壺、甕が出土している。

；
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ー`
一

―

A 77.70m A' 

三：
旦． 80.20m

／ 
B' 

二 m

第100図 B区1号方形周溝墓
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第3章検出された遺構と遺物

1 褐色土 耕作土。砂利石を含む(1-a層）。

2 黒色土 3-b層相当と考える。細かい灰白色軽石粒を含

む。

3 黄褐色土 3 - d 層。 Hr~FAの層。

4 黒色土 3-e層。 2層よりも灰白色軽石粒が大絨に含ま

れている。

5 黒褐色土 黒褐色土中に黄褐色土粒を多く含む（盛土が崩壊

して堆積した層）。

6 黒褐色土 3-f層に相当すると思われるが、 As-C軽石粒

を含む。

7 黒褐色土 3-f層と思われる。黒褐色土と黄褐色土(4-C

層）粒が多く混入した土層。盛土の崩壊と周溝側

面の土と黒褐色土の混入。

＼
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第101図 B区1号方形周溝墓出土遺物

B区 1号方形周溝墓

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 頸～胴上半1/5 覆土 ①緻密 球形の胴部。口縁は外反する。

鉢 口径一 器高(3.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ。胴部はハケメ。

底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁部は横ナデ。胴部はナデ。

2 土師器 口～胴上半 1/ 3 裂土 ①粗砂石英軽石 直立気味に立ち上がる頸部。口縁端部は丸い。球形の胴部。

小型壺 口径(8.4) ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ。以下は箆削り。

器高(81)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁部は横ナデ。以下は箆削り。

3 土師器 口縁片 覆土 ①細砂輝石軽石 外湾する折り返し口縁。端部は外側に面をもつ。

一g 口径(14.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ。以下はハケメ。

器高（1.5)底径ー ③にぶい黄橙色 内面 口縁部は横ナデ。

4 土師器 口縁片 周溝 ①粗砂石英輝石 頸部から丸みをもつて立ち上がり外反する口縁。端部上面にやや

甕 口径（14.3) ②酸化焔硬質 面をもつ。

器高（5.7)底径一 ③橙色 外面 口縁部は横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁部は横ナデ。以下はハケメ。

B区 2号方形周溝墓（第102固 PL45・46) 

位置 2M~Q-10~12グリッド

重複本周溝墓の方台部上に近世のB区2号土坑が

掘り込まれている。

形状本周溝墓の南半分は調査区外に位置している

ため発掘調査を行うことが出来なかった。また、北

西部分も住民の生活道路や水道本管が関係していて

発掘調査ができなかった箇所がある。周溝を含めた

平面の規模や形状を正確に把握することは難しい。

周溝周溝は方台部のコーナ一部で くびれ、浅く

なっていた。上端幅は2.45~4.93m、下端幅は0.

32~2.54m、周溝の掘り込みの深さは63~90cmを測

る。周溝の断面形は外周への立ち上がりも、方台部

への立ち上がりもほぽ同様で、逆台形状を呈する。

周溝の覆土中に Hr-FAの集中した黄橙色の層があ

り、特に東側周溝では面でとらえることが出来た。

周溝覆土の主体は灰白色軽石粒を含む黒色土であ

る。

主体部 方台部上を慎重に調査したが、主体部は検

出できなかった。

遺物遺物なし。
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黒色土

黒褐色土

4'黒褐色土

黄橙色土

黒色土

黒褐色土

黄褐色土

灰黄褐色土

黒褐色土

耕作土。多くの草の根を含む。

1層に近い。草の根はなく固い陪。

黒褐色土中に多くのAs-B軽石粒

を含む。

水田耕作下に堆積している鉄分を

含む層。

1 mm前後のやや褐色粒を含む。 3

-b層に相当するものと思われる。

やや粘性を持つ。 3- C層に相当

すると思われる。

4層中に多くの鉄分と思われる赤

褐色の粒子を含む層。

Hr-FAの陪。

3-e層。 As-C軽石粒殆ど含ま

ず。

多くのAs-C軽石粒を含む (3

- f陪）。

黄褐色土を主とし、少鼠の黒褐色

土を含む。

灰黄褐色土を主とし、少量の黒褐

色土を含む。

黒褐色土中に少嚢の灰黄褐色粒を

含む。

第102図 B区2号方形周溝墓
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第 3章検出された遺構と遺物

B区 3号方形周溝墓 （第103~105図 PL46・47・139) 

位置 2 J~M-10~13グリッド

重複 本周溝墓の中央部を北東コーナーから南西

コーナーにかけて、近現代のB区1,2,3号溝、平安時

代のB区4号溝に掘り込まれていた。また、南東コー

ナ一部を奈良 • 平安時代の B 区26号溝が掘り込んで

いた。さらに、方台部を近世のB区1,2号井戸が掘り

こんでいた。

形状 周溝を含めた平面の規模は南北14.05m、東西

13.83mを測る。方台部の規模は南北7.97m、東西7.

18mを測る。ほぽ方形を呈している。

周溝 周溝は方台部の周囲をほぽ同じ幅で巡ってい

るが、方台部の四隅はややくびれて深さも浅い。上

端幅は1.99~4.24m、下端幅は0.37~3.08m、周溝

の掘り込みの深さは35~77cmを測る。周溝の断面形

は外周への立ち上がりも、方台部への立ち上がりも

ほぽ同様に緩やかで、逆台形状を呈する。周溝の覆

土中に Hr-FA層があり、周溝の全面に Hr-FA層

の黄橙色の土が平面的に確認できた。周溝覆土の主

体は灰白色軽石粒を含む黒色土である。

主体部 方台部上を慎重に調査したが、他の遺構に

よって掘り込まれていることもあり、主体部は検出

できなかった。

遺物 土師器片口、器台、坦、壺、甕が出土してい

る。

j
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第103図 B区3号方形周溝墓 FA堆積状況
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1 黄橙色土 3-d層。 Hr-FAを主とした層。粒子密。

2 黒色土 3-e層を主とした層。少星の黒褐色土を含む。

粒子密。

3 黒褐色土 少星の黄褐色土粒を含む。粒子密。

3,黒褐色土 3層に近いが 3層より黒色が強い。

4 黒褐色土 多くの黄褐色土粒を含む。粒子密。

5 暗黄褐色土 暗褐色土中に多くの黄褐色土プロック (1cm程）

と黄褐色粒を含む。粒子密。

第104図 B区3号方形周溝墓
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第3章検出された遺構と遺物
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第105図 B区3号方形周溝墓出土遺物

B区 3号方形周溝墓

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 絨 (cm)

1 土師器 口縁部片 覆土 ①緻密 胴部が内湾気味に立ち上がる。片口部分はつまむように整形。

片口 口径一 器高一 ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下はナデ。

底径一 ③にぶい橙色 内面 箆磨き。

2 土師器 器受部 毅土 ①輝石細砂 外反する器受部。 口縁端部は丸い。

器台 口径10.5 ②酸化烙硬質 外面 口縁は横ナデ。以下器受部は箆磨き。脚部は箆削り。

器高(55)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。以下器受部は箆磨き。脚部は箆削り。

3 土師器 2/3 覆土 ①細砂輝石軽石石英 頸部がくの字に屈曲する。口縁は上へのびながら外反し、端部で

柑 口径(12.0) ②酸化焔硬質 やや内湾する。丸い胴部。

器高 12.0 ③にぶい橙色 外面 口縁端部は横ナデ。以下は横ナデ後箆磨き。胴部は箆磨き

丸底 内面 口縁～頸部は横ナデ後箆磨き。胴部横ナデで指頭痕あり。

底部は箆ナデ。

4 土師器 口縁部片 覆土 ①輝石、細砂 外反し、端部でやや内湾する口縁。

小型壺 口径02.5) ②酸化焔。硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下は箆磨き。

器高（4.5)底径一 ③淡黄色 内面 口縁端部は横ナデ。以下は箆磨き。

5 土師器 胴下部～底部 周溝 ①輝石石英 2~4mm 底部から大きく外反する胴部。

壺 口径ー の石 外面 器面が荒れている。底部は確認出来ず。胴部は箆磨きか？

器高(5.0) ②酸化焔硬質 内面 器面が荒れている。ハケメか？

底径 7.0 ③にぶい黄橙色

6 土師器 胴下部～底部 2/3 周溝 ①輝石粗砂 下膨れ状の胴部。
g 士 口径一 器高(5.8) ②酸化焙硬質 外面 胴部箆削りおよび箆ナデ後箆磨き。底部に木葉痕あり

底径7.3 ③明赤褐色土 内面 接合部分が剥離している箇所あり。底部は箆ナデ

B区 4号方形周溝墓 （第106・107図 PL47・139) 

位置 2K~P-15~19グリッド

重複 本周溝墓の南東コ ーナ一部を平安時代のB区

1号住居に掘り込まれていた。

形状 北側周溝の一部は住民の生活道路のため発掘

調査を実施できなかった。また、西側周溝も水道本

管への配慮のため調査を実施できなかった箇所があ

る。このような点も考慮しつつ、周溝を含めた平面

の規模は南北(18.51)m、東西19.76mを測る。方台

部の規模は南北13.27m、東西11.94mを測る。ほぽ

方形を呈している。

124 

周溝 周溝は方台部の四隅でくびれ、浅くなってい

る。上端幅は1.50~5.45m、下端幅は0.89~4.63m、

周溝の掘り込みの深さは11~95cmを測る。周溝の断

面形は外周への立ち上がりも、方台部への立ち上が

りもほぽ同様で、逆台形状を呈する。周溝の覆土上

層中に Hr-FA層があり、東側周溝には平面的に Hr

-FAの黄橙色が認められた。また、周溝の覆土中に

方台部から地山の灰黄褐色土を主体とした土層が流

れ込んでいる。これは周溝を堀り上げた土が崩れ落

ちて埋まったものと考える。



1．古墳時代の遺構と遺物
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第 3章

主体部

検出された遺構と遺物

方台部上を慎重に調査したが、主体部は検

出できなかった。

遺物 土師器柑や鉢が出土している。なお、本周溝

墓の南東のB区 1号土器群から完形のパレススタイ

ル壺が出土している。

3
 

5
 

黒褐色土

黒色土

黒褐色土

ク

万
ぃ
汀~
2

6
 

暗褐色土

黒色土

暗褐色土

6' 暗褐色土

7 黒褐色土

暗褐色土を主とし、少旦の鉄分を含む層。

3-b層を主とした層、上層に僅かにAs-B軽

石粒を含む。粒子密。

3- C層に相当すると思われる層。やや粘性を

持つ。

3-e層に相当すると思われる層。粒子密。 As

-c軽石粒を殆ど含まない。

3-f層に相当すると思うが、 As-C軽石粒を

含む贔が多い。

5~15mmの砂利と砂質土を多く含む。地山の 4

-d層を主とした盛土が崩壊して堆積した層。

6層とほぼ同じ。やや黒色が強い。

5層中に地山の4-d層に相当すると思われる

黄褐色砂を少量含む層。
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第107図 B区4号方形周溝墓出土遺物

B区 4号方形周溝墓

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 星(cm)

l 土師器 口縁部 1/ 3 周溝 ①輝石細砂 上方にのびるように外反し、口縁端部でやや内湾する。

坦 口径（11.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下はナデ。

器高（6.0)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 横ナデ。胴部は箆削り。

2 土師器 口～胴部上半 周溝 ①輝石細砂 短く外反する口縁。丸みのある胴部。

鉢 口径10.0 ②酸化焔硬質 外面 赤色塗彩。口縁は横ナデ。頸部はナデ。以下は箆削り後箆

器高(55)底径一 ③にぶい黄橙色 磨き

内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

c区 1号方形周溝墓（第108・109図 PL48・ 139) 

l_上
丁

乎G-2

A. 79.7om △ 

ー□＝
5 

且＿． 80.lOm 

ギH- 1

旦

゜
60 2 m 

l

2

3

4

5

 

暗褐色土

褐色土

黒色土

暗黄褐色土

灰黄褐色土

耕作土。草の根、石が混入。

As-B軽石の粒も含まれる。

1~5 mmのAs-C軽石を含む。

砂質で 4-d層に 3層の黒色土を多く含む。

砂質で 4層よりも灰黄褐色土が多い。

第108図

a

□

[
 

ー区c
 

0 1 : 120 4 m 
1-

126 



位置

重複

形状

6G~J -0~ 2グリッド

重複なし。

本周溝墓のほとんどの部分は生活道路の下部

に位置しているため、道路の北側、南側を調査し周

溝の一部のみしか検出できなかった。従ってその形

状や周溝を含めた平面の規模、方台部の規模は把握

できなかった。

周溝 周溝も北側周溝、東側周溝、南側周溝の一部

しか調査できなかったので、あまりはっきりしない。

＼：ビで：区＇：9：二疇／ヽ l

／）、プ，ゲ戸~,ミ 3

1.古墳時代の遺構と遺物

上端幅は1.33~2.42m、下端幅は0.55~1.60m、周

溝の掘り込みの深さは12~53cmを測る。北側周溝、

東側周溝は圃場整備のため削平されていた。

南側周溝は現代の用水路建設の際の土層が入り込ん

でいた。そのため、周溝の断面形もはっきりしなかっ

た。

主体部

遺物

また、

方台部上の調査ができず、主体部は検出で

きなかった。

土師器壺、甕が出土している。
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第109図 c区1号方形周溝墓出土遺物

C区 1号方形周溝墓

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 口縁部片 周溝 ①輝石細砂 ロ縁は直立気味、頸部は水平に近く開く。

互一 口径ー ②酸化焔硬質 外面 口縁はハケメ後ナデ。頸部に結節した撚糸を横位に施文し

器高(3.6) ③浅黄橙色 たものや縄文の LRを横位に施文したものが見られる。

底径一 内面 口縁はハケメ後箆磨き。頸部に指頭痕あり。

2 土師器 口縁部片 周溝 ①輝石軽石石英 外反し、折り返す口縁

壺 口径一器高一 ②酸化焙硬質 外面 口縁端部はハケメ後横ナデ後箆磨き。以下はハケメ後箆磨

底径一 ③明赤褐色 き内面 口縁端部はハケメ後横ナデ後箆磨き。以下はハケメ後箆

磨き

3 土師器 口縁部片 周溝 ①軽石石英 頸部に丸みをもって外反し、端部上側に面をもつ口縁。

壺 口径(20.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

器高（5.3)底径ー ③明赤褐色 内面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

4 土師器 口縁部 1/5 周溝 ①粗砂 2段目が水平にのびる S字状口縁。端部上側に面をもつ。

台付甕 口径（17.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ。頸部にかけてハケメ後箆磨き。

器高（3.7)底径一 ③にぶい黄色 内面 口縁部は横ナデ。頸部にかけてナデか。
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第3章検出された遺構と遺物

(3) 掘立柱建物跡

c区 4号掘立柱建物跡（第llO図 PL48・140) 

位置 2 G-16グリッド

重複 覆土に As-B軽石が混入している平安時代の

c区21号溝の下層から検出された。

方位 N-69°-W  

形態 1 X 2間（東西3.26~3.46mX南北3.03~

3.20m)の東西棟。桁行の柱間は1.50~1.88m。北

辺・南辺ともほぽ等間隔であるが、 P6は柱軸からや

や南へ外れる。

柱穴 柱穴の平面形は円形である。柱痕跡は見られ

ない。柱穴の規模は径43~70cm、深さ 14~34cmを測

る。

内部施設 なし

遺物 土師器の甕の口縁がp1より出土している。
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1黒色土 2~3 mmの灰白色軽石粒を多く含む (3-f層）。

2黒褐色土 1層の黒色土に黄褐色土のプロツクが混入。

3黄褐色土 地山の黄褐色土に黒色土が少量混入。

｀言□
第110図 C区4号掘立柱建物跡、出土遺物

番号I器種

c区 4号掘立建物跡
残存

法量(cm)

1 |；師器 1：言7）

器高（4.6)底径ー

二 調

③にぶい赤褐色

器形 ・整形 ・文様の特徴

上方にのびるように外反し、口縁端部でやや内湾する。

外面 口縁部は横ナデ。頸部にかけてハケメ後箆磨き。

内面 口縁部は横ナデ。頸部にかけてナデか。
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c区 5号掘立柱建物跡 （第111図 PL49) 

位置 6C-3グリッド

重複 東寄り南北方向に平安時代のC区20号溝が掘

り込んでいる。

方位 N-82°-W（東西方向を棟と考えた場合）

形態 1 X 1間（東西2.82~3.22mX南北2.70~

2.83m)。ほぽ方形である。棟方向は確定できない。

1.古墳時代の遺構と遺物

p 1は柱軸からやや西へ外れる。平面形はやや菱形

に歪む。

柱穴 柱穴の平面形はほぼ円形である。柱痕跡はみ

られない。柱穴の規模は径42~81cm、深さ20~34cm

を測る。

内部施設 なし

遺物 遺物なし
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1 黒色上 3-f陪を主とした層。 1~6mmのAs-C軽石

粒を多く含む。

2 黒褐色土 1層を主とし、少旦の明黄褐色土を含む。

3 明黄褐色土 4-C層。
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第111図 C区5号掘立柱建物跡
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第3章検出された遺構と遺物

(4) 井戸

A区 1号井戸 （第112図 PL49) 

位置 4G-11グリッド

重複 重複なし

規模 （長軸x短軸）上面 1. 78m X 1. 46m 

下面 0. 70m X0.58m 

深さ 0.95m 

断面形 漏斗状

内部施設 見つからなかった。底に当たる箇所が 2

箇所あり、掘り返した可能性有り。

覆土 この井戸の周辺は、黄褐色をした Hr-FAの

軽石粒で覆われ、この井戸の上層にもあたかも蓋を

するように覆っていた。また、灰白色の As-C軽石

粒の流れ込みの層も確認できた。

遺物 遺物なし

A区 1号井戸

A 

A. 77.4om 

¥
 

A' 

A' 

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黄橙色

4 黒色土

5 黒色土

褐色の砂粒を多く含む。 2層よりも粘性薄い。

(3-b層）。

粘性を持つ。

Hr-FAの層 (3-d層）。

3-e層。粘土質。

2層に近い。粘土質。地山の黄灰色砂質土を少

星含み、やや灰色を帯びている。

A区 2号井戸 （第112図 PL49) 

位置 4H-10グリッド

重複 重複なし

規模（長軸x短軸）上面 l.25mXl.10m 

下面 0.55m X0.43m 

深さ 1.06m 

断面形 円筒形

内部施設特に確認出来なかった。

覆土 この井戸の周辺は、 1号井戸同様に黄褐色を

した Hr-FAの軽石粒で覆われ、この井戸の上層は

この軽石粒の混入した土で覆われていた。

遺物 遺物なし

備考 A区l局、 2号井戸の南に土器片が数多く出

土した箇所があり、 1号土器群とした。土師器の鉢、

器台、壺、甕が出土している。

6 黒褐色土

7 黒色土

8 黄灰色上

9 黄灰色土

A区 2号井戸

□□ 
A 79.20m A' 

゜
1 : 60 2 m 

黒色粘土と地山の黄灰色砂質土が多く混入した

層。粘性が強い。

3-e層。粘土質。

地山の黄灰色を主とし、少塁の黒褐色土を含む。

軟質で砂質。

6層中に 1~3mmの砂粒を多量に含む。砂層。

第112図 A区1・2号井戸
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(5) 溝

c区 3号溝（第113・114図 PL49•50·140) 

位置 5 J-4~9 S-11グリッド

重複近現代のC区5号、 11号、 18号、 19号溝、平

安時代のC区1号溝、近世のC区4号溝に掘り込ま

れている。

走向北西方向から南東方向の走向 (N-124°

-E)。中程で走向方向がやや南にずれる (N-153°

-E)。

覆土本溝の南東端では断面状に Hr-FAの黄橙色

の層が見られ、 Hr-FA直下の溝と断定した。

規模 調査区内に地域住民の生活道路が通っている

ため、一部発掘調査をできない部分があったが、確

認全長70.7mを測る。おそらく神沢川の水を水源に

したものと思われる。溝の上端100~170cm、下端

10~50cm、深さ55~65cmを測る。

断面形北西部の法面はやや緩やかであるが、南に

くるに従いV字形にちかい断面を持つ。

遺物土師器器台、甕が出土している。

c区 6号溝（第113図 PL50) 

位置 1 C-15グリッド

重複 溝の北端を平安時代のC区1号溝に掘り込ま

れている。また南端部は、古墳時代のC区7号溝を

掘り込んでいる。

走向 北方向から南方向に走向 (N-177°―E)

規模確認全長3.6mを測る。溝の上端30~40cm、下

端 5~18cm、深さ18~22cmを測る。

断面形 法面はやや緩やかで椀状の断面を持つ。

遺物遺物なし

c区 7号溝（第113図 PL50) 

位置 1 C-15~1 G-13グリッド

重複 溝の東端を古墳時代のC区6号溝に掘り込ま

れている。また中頃を近世のC区4号溝に、西端を

近現代のC区5号溝に掘り込まれている。

走向北東方向から南西方向に走向 (N-119°

-w)。近世のC区4号溝に掘り込まれているあたり

からやや西に傾く (N-104°-W)。

1．古墳時代の遺構と遺物

規模確認全長23.4mを測る。溝の上端20~50cm、

下端10~30cm、深さ 6~23cmを測る。

断面形法面はやや緩やかでU字形にちかい断面を

持つ。

遺物遺物なし

c区 8号溝（第114図）

位置 1 A-15~1 D-14グリッド

重複 溝の東端を近世のC区4号溝に掘り込まれて

いる。

走向北東方向から南西方向に走向 (N-152°

-E)。

規模確認全長18.8mを測る。溝の上端28~90cm、

下端 8~58cm、深さ 7~30cmを測る。

断面形法面は緩やかで皿状の断面を持つ。

遺物遺物なし

c区 9号溝（第114図 PL50・140) 

位置 1 F-13~1 G-12グリッド

重複 溝の東端を近世のC区4号溝、西端を近現代

のC区5号溝に掘り込まれている。

走向北東方向から南西方向に走向 (N-111°

-w)。西端でやや南へ走向する (N-130°-W)。

規模確認全長10.8mを測る。溝の上端38~60cm、

下端10~35cm、深さ 16~20cmを測る。

断面形法面はやや急で逆台形にちかい断面をも

つ。

遺物土師器甕が出土した。
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第114図 C区8• 9号溝、 C区3• 9号溝出土遺物

c区 3号溝

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 鼠(cm)

1 土師器 器受～脚部上半2/5 ①粗砂軽石角閃石 大きく外反し、口縁端部でやや内湾する器受部。円孔 4あり。

器台 口径(8.5) ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下は箆磨き。

器高(54)底径一 ③橙色 内面 器受部は箆磨き。脚部はナデか。

2 土師器 頸部片 ①細砂石英軽石 くの字よりもやや丸みをもつ頸部。

甕 口径一器高(50) ②酸化焔硬質 外面 頸部は横ナデ。以下はハケメ。

底径一 ③明赤褐色 内面 頸部は横ナデ。以下はハケメ。

C区 9号溝

番号 1器種 I 残存

法量(cm)

1 I土師器 I口～肩部 1/4

台付甕 I口径（17.0)

器高（6.2)底径一

出上位置 ①胎土②焼成③色調

①粗砂石英

②酸化焔硬質

③浅黄橙色

器形 ・整形 ・文様の特徴

全体的に外反しながらも 2段目が立ち気味なS字状口縁。

外面 口縁部は横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁部は横ナデ。以下はハケメ後指ナデ。
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第3章 検出された遺構と遺物

c区 13号溝 （第115図 PL50) 

位置 5L-4~1 I -11グリッド

重複 溝の北端近くを平安時代のC区8号住居に掘

り込まれている。また、そのすぐ南を近現代のC区

18,19号溝に掘り込まれている。中頃を近世の道路

に、南寄りを平安時代のC区1号溝に掘り込まれて

いる。

走向 北西方向から走向 (N-159°-E)。中程で南

東方向に走向 (N--153°-E)。後半は南西方向に走

向 (N-159°―w)。

規模 調査区内に地域住民の生活道路が通っている

ため、一部発掘調査をできない部分があったが、確

認全長64.5mを測る。溝の上端24~100cm、下端

10~42cm、深さ24~40cmを測る。

断面形 法面はやや緩やかでU字形にちかい断面を

もつ。

遺物 遺物なし

c区 16号溝 （第116図 PL51) 

位置 5M-4~1 S-10グリッド

重複 古墳時代のC区25号溝に掘り込まれている。

また、本溝は古墳時代C区の24号溝の上層に造られ

ている。さらに、南端で古墳時代のC区32号溝を掘

り込んでいる。

走向 ほぼ北から走向 (N-166°-E)。途中二股に

分かれて走向 (N-166°— E) (N-145°-W)。後半

は南西方向に走向 (N-121°-W)。

覆土 灰黄褐色の砂が溝を埋めている。

規模 調査区内に地域住民の生活道路が通っている

ため、一部発掘調査をできない部分があった。北東

から南西方向に走向し、 1Q-18グリッド付近で二

股に分かれる。本流はその後蛇行し、再び古墳時代

のC区25号溝の下層にその姿を見せ、再び分かれて

南流する。確認全長71.lmを測る。溝の上端13~235

cm、下端 3~110cm、深さ 8~35cmを測る。

断面形 法面はやや緩やかでU字形にちかい断面を

もつ。

遺物 遺物なし
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c区 23号溝 （第117・118図 PL51・140)

位置 5S-3~2 C-18グリッド

重複 重複なし

走向 北東方向から南西方向に走向 (N-149°

-w)。

規模 調査区内に地域住民の生活道路が通っている

ため、一部発掘調査をできない部分があった。また、

29号溝に接する付近から南にかけて溝の経路を確認

できなかった。確認された全長は24.3mを測る。溝

の上端76~144cm、下端34~94cm、深さ17~35cmを測

る。

断面形 法面はやや緩やかでU字形にちかい断面を

もつ。

遺物 土師器高坪、壺、甕類が出土している。

備考 土層断面を見ると、踏み固められた硬い面が

あり、道路として使用された時期があったのではな

いかと考える。

c区 24号溝 （第116図 PL51) 

位置 5M-4~ 1 Q-11グリッド

重複 本溝の北端の上層部を古墳時代のC区16号、

25号溝に掘り込まれている。また、中程を奈良 • 平

安時代のC区31号溝によって掘り込まれている。

走向 北から走向 (N-171°-E)。途中から南西方

向に走向 (N-160°-W)。

覆土 灰黄褐色の砂が溝を埋めている。

規模 調査区内に地域住民の生活道路が通っている

ため、 一部発掘調査をできない部分があったが、確

認全長63.5mを測る。溝の上端40~95cm、下端12~55

cm、深さ18~36cmを測る。

断面形 法面はやや緩やかでU字形にちかい断面を

もつ。

遺物 遺物なし



1.古墳時代の遺構と遺物

c区 25号溝 （第116・118図 PL51) 

位置 5N-4~lT-11グリッド

重複 本溝の北端で古墳時代のC区16号、 24号溝を

掘り込んでいる。また、 1Q-17グリッド、 1S-11 

グリッド付近で再びC区16号溝と交差し、掘り込ん

でいる。

走向 北東から南西方向に走向 (N-155°-W)。

覆土 この溝を埋めている土は灰白色軽石粒を含む

黒色土である。

規模 調査区内に地域住民の生活道路が通っている

ため、一部発掘調査をできない部分があった。北東

方向から南西方向に走向する。確認全長66.5mを測

る。溝の上端28~95cm、下端 8~45cm、深さ12~45

cmを測る。

断面形 法面はやや急に立ち上がり逆台形にちかい

断面をもつ。

遺物 土師器壺、甕が出土している。

c区 27号溝 （第117図 PL51) 

位置 6H-2~6 I -1グリッド

重複 重複なし

走向 北東方向から南西方向に走向 (N-128° C 

-W)。

規模 確認全長4.2mを測る。溝の上端34~52cm、下

端 8~25cm、深さ 8cmを測る。

断面形 法面は緩やかで皿状の断面をもつ。

遺物 土師器甕の破片が出土している。

c区 32号溝 （第116図）

位置 1 S-11~ 1 T-10グリッド

重複 古墳時代のC区16号溝に掘り込まれている。

走向 北東方向から南西方向に走向 (N-145°

-W)。

規模 確認全長6.4mを測る。溝の上端28~96cm、下

端10~55cm、深さは測定できなかった。

断面形 法面はやや急に立ち上がり、 U字形にちか

い断面を持つ。

遺物 遺物なし
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c区 13号溝

1 暗褐色土 水田耕作土。

2 褐色土 水田耕作土下の鉄分を多く含む層。

3 黒褐色土 下層の黒色土を含む割合が多い。

4 黒色土 赤褐色の粒を多く含む。

5 黒色土 4層に近い。川砂は殆ど含んでいない。

少量の明黄褐色土 (4-d層）を含む。
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C区 16号、 24号、 25号溝

1 褐色土 耕作土。

2 赤褐色土 黒褐色土中に、水田耕作土下に堆積

した鉄分を多童に含む層。固くし

まっている。

3-b層を主とする層（平安時代）。

l~3 mmの灰白色軽石粒を多く含む。

3-f層を主とする層（古墳時代）。

3層より黒色が強い。 1~6mmの白

色軽石粒（As-C軽石）を多く含む。

粒子密。鉄分や灰白色軽石粒殆ど含

まない

黒褐色土中に 1~2mmの川砂（水の

流れによって堆積したもの）を多く

含む。

川砂（水の流れによって堆積したも

の）を主とした層。 1~2 mmが多く、

5~8 mmの褐色の砂利を含む。

4層に近い黒色土と 5~8mmの褐色

の砂粒を含む。

川砂の大きさが小さく均一、 As-C

軽石を含んでいる。

l~2 mmの白色軽石粒を多く含む。

5層の土を多く含むような土層であ

る。

粒子密。やや粘性を持つ。川砂や白

色軽石粒殆ど含まない。

川砂の粒が全て 1mm以下と小さく均

ー。精選された川砂の様である。

黒紫色 (5-a層）の土を主とし、

灰黄褐色土 (4-d層）の砂を混入

したような層。やや軟質。

10 

11 

12 

13 
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c区16・24・25・32号溝

黒褐色土

黒色土

黒褐色土

灰褐色土

黄褐色土

黒褐色土

黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

灰黄褐色土

黒色土
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c区 23号溝

1 褐色土

2 褐色土

3 黒色土

4 黒色土

耕作土。

固く踏み固められた層。

3-b層を主とする。水田耕作土下に堆積した鉄

分を少し含む。

3-f層を主とする層。 1~6mmのAs-C軽石を

多く含む。

5 黒褐色土 5 mm程の砂利と川砂を多く含む。
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1 黒色土 1~5 mmの灰白色軽石粒を多く含む (3-f層）。

地山の灰黄褐色土も含む。
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第117図 c区23・27号溝、 C区23号溝出土遺物
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第118図 C区23・25号溝出土遺物

c区 23号溝

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整 形 ・ 文 様 の 特 徴
法 量(cm)

l 土師器 坪部 1/4 ①粗砂石英 外反し、椀状の杯部。口縁端部は丸い。

高坪 ロ径(14.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。

器裔（5.3)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁部は横ナデ。以下は箆磨き。

2 土師器 脚上半 ①細砂輝石 ラッパ状に広がる脚部。円孔あり。

高坪 口径一器高(5.7) ②酸化焙硬質 外面箆磨き。

底径一 ③にぶい黄橙色 内面 ナデ。

3 土師器 口縁部 2/3欠損 ①細砂輝石 真っ直ぐ立つ口縁。やや下膨れの胴部。

壺 口径(12.6) ②酸化焙硬質 外面 口縁部は横ナデ後箆磨き。以下ハケメ後箆磨き。底部は箆

器高 21.4 ③にぶい黄橙色 削り後箆磨き。

底径 6.5 内面 口縁端部は横ナデ。以下ハケメ。頸部に指頭痕あり。胴部

は箆ナデ。

4 土師器 口～肩部 3/4 ①粗砂軽石 直立気味に立ち上がる厚手の口縁。口縁端部は丸い。

g • 口径11.2器高（7.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下はハケメ。

底径一 ③灰白色 内面 口縁部はハケメ後横ナデ。頸部はハケメ。肩部は指ナデ。

5 土師器 口縁部片 ①細砂石英輝石 外反する折り返し口縁。口縁端部は丸い。

笈＝ 口径(178) ②酸化焔硬質 外面横ナデ後箆磨き。

器高（4.3)底径一 ③浅黄橙色 内面 ハケメ後横ナデ後箆磨き。

6 土師器 口～肩部片 ①粗砂 頸部から大きく屈曲する S字状口縁。

台付甕 口径(18.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁部は横ナデ。以下はハケメ。

器高（5.5)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁部は横ナデ。以下はハケメ後ナデ。

7 土師器 底～台部 ①粗砂輝石 ラッパ状に開くやや短めな台部。裾部は折り返す。

台付甕 口径一器高（7.3) ②酸化焙硬質 外面ハケメ。

底径9.7 ③にぶい橙色 内面 底部はハケメ。台部は指ナデ。

8 土師器 口～胴部 1/ 3 ①細砂 短く外反する口縁。いびつな球形の胴部。

小型甕 口径(13.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

器高（111)底径ー ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。， 土師器 頸～胴部1/4 ①粗砂輝石 頸部からくの字に立ち上がる口縁。球形な胴部。

小型甕 口径一 ②酸化焔硬質 外面ハケメ。

器高(10.5) ③にぶい黄橙色 内面 口縁はハケメ後横ナデ。頸部は箆削り後箆磨き。胴部はナ

底径一 デ後箆磨き。
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番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調
法 量(cm)

10 土師器 口～肩部 1/ 3 ①細砂輝石

甕 口径(16.7) ②酸化焙硬質

器高（6.5)底径ー ③にぶい黄橙色

11 土師器 口～肩部1/4 ①細砂輝石

小型甕 口径（107) ②酸化焔硬質

器高 (7.4) ③淡黄色

底径 ー

12 土師器 口～頸部片 ①白色細粒

甕 口径(13.0) ②酸化焔硬質

器高（3.5)底径一 ③にぶい赤褐色

13 土師器 底部1/2 ①細砂輝石

壺？ 口径一 器高(18) ②酸化焔硬質

底径4.9 ③にぶい橙色

c区 25号溝

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調
法 量(cm)

1 土師器 口縁部片 ①輝石石英

壺 口径ー器高一 ②酸化焔硬質

底径一 ③にぶい黄橙色

2 土師器 底部 1/ 3 ①輝石細砂

甕 口径一 器高(2.5) ②酸化焔硬質

底径(5.0) ③にぶい橙色

c区 28号溝 （第119~124図 PL51・52・140~145) 

位置 2 F-17~2 G-11グリッド

重複 奈良 • 平安時代の C 区26号、 29号、 33号溝に

掘り込まれている。

走向 北東から南西方向に走向すると考える (N

-159°-W)。

覆土 この溝を埋めている土は上層では褐色の砂を

多く含む土であるが、下層は灰白色軽石粒を含む黒

色土である。

規模 奈良 • 平安時代の C 区26号溝がほぽこの溝に

重なるように掘り込まれているため、 C区29号溝に

掘り込まれるあたりまで流路がはっきりしなかっ

た。確認できた部分は全長41.6mを測る。溝の上端

155~295cm、下端25~58cm、深さ96cmを測る。また、

この溝は、数条の溝の集合体のようになっている。

これは溝が埋まるたびに掘り返したためと考える。

断面形 法面は緩やかに立ち上がり皿状にちかい断

面を持つ。数条の流路が確認できる。

遺物 幣しい数の遺物が出土している。器種も様々

で土師器鉢、高坪、器台、用、小形壺、壺、台付甕 、

甑が出土している。

1．古墳時代の遺構と遺物

器形 ・整形・文様の特徴

直立気味に立ち上がり、端部で短く内湾する口縁。

外面 口縁はハケメ後横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁はハケメ後横ナデ。以下はハケメ。

頸部からくの字に立ち上がり、端部で短く内湾する口縁。肩の張

らない胴部。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁～肩部はハケメ後横ナデ。以下はハケメ。

頸部からくの字に立ち上がり端部で上側に面をもつ口縁。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁～頸部は横ナデ。以下は箆削り。

底部から丸みをもって外反する胴部。

外面胴下部はナデ。底部は木葉痕か。

内面 ナデ。

器形 ・整形 ・文様の特徴

外反する口縁。

外面 ハケメ後横ナデ後箆磨き。

内面 ハケメ後横ナデ後箆磨き。

底部から大きく外反する胴部。

外面胴下部はハケメ後ナデ。底部は無調整。

内面 粗いハケメ。

c区 30号溝（第119図 PL52) 

位置 6D-O~2 D-19グリッド

重複 奈良 • 平安時代の C 区26号溝に掘り込まれて

いる。

走向 北方向から南方向に走向 (N-164°-W)。

規模 確認全長3.4mを測る。溝の上端23~70cm、下

端22~40cm、深さは測定できなかった。

断面形 法面はやや急に立ち上がり、 U字形にちか

い断面を持つ。

遺物 遺物なし
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第 3章検出された遺構と遺物

c区 28号溝

1 黒褐色土 耕作土。

2 灰黒褐色土耕作土。

3 褐色土 4層のAs-B軽石粒が多く混入

］ I ／満

(2 -b層）。

4 褐色土 As-B軽石粒を主体とする層 (3

-a層）。

5 黒褐色土 1 mm前後の灰白色軽石粒を多く含

む。 As-B軽石下水田面 (3-b
26溝 層）。

6 黒褐色土 1 mm前後の褐色砂粒を少量含む

(3-C層）。

7 灰褐色土 6層に近いが、砂粒を多く含む。

8 黒褐色土 3-e層を主体としている。砂粒

も混入。

9 黒色土 8層と粘性の強い灰褐色土が混入。

謡G-17/-¥F-17 / タイ／一戸 ／／ 
10 灰褐色土 粘性の強い灰褐色土が主体、僅か

に黒色土を含む。
• 31 

`4  I -J'G/-16 
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10 
第119図 C区28・30号溝、 28号溝遺物出土状況
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第 3章検出された遺構と逍物
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1．古墳時代の遺構と遺物
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第 3章検出された遺構と遺物
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1.古墳時代の遺構と遺物
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第124図 C区28号溝出土遺物(5)

c区 28号溝

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 量(cm)

l 土師器 2/5 ①輝石細砂 底部からやや内湾気味に立ち上がり、口縁で短く外反する。

鉢 口径10.2器高4.6 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。体～底部は箆磨き。

底径 4.6 ③にぶい黄橙色 内面 横ナデ後箆磨き。

2 土師器 1/ 3 ①軽石粗砂 球形に近い体部。口縁は短く外反する。内外面赤色塗彩。

鉢 口径（9.6)器高6.3 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。体部はハケメ。底部は箆削り。

底径(4.0) ③にぶい黄橙色 内面 ナデ。

3 土師器 1/3 ①輝石細砂 底部から外反する。口縁端部は外側に面をもつ。

鉢 口径(10.6) ②酸化焔硬質 外面 口縁～体部上半は横ナデ。下半はハケメ後ナデ。底部はナ

器高 6.0底径5.8 ③にぶい黄橙色 プ-•。

内面 口縁はハケメ後箆磨き。体部はナデ。

4 土師器 l / 3 ①輝石細砂 底部からやや外反する。口縁端部は上側に面をもつ。

鉢 口径（8.5)器高 4.2 ②酸化烙硬質 外面 口縁～体部上半は横ナデ。下半は箆削り。底部は無調整。

底径 4.7 ③橙色 内面 口縁は横ナデ。体部は粗いハケメ。底部は箆削り。

5 土師器 完形 ①石英軽石 丸みのある体部。口縁は頸部から外反し、端部で短く内湾する。

鉢 口径90器高 6.1 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。体部上半はハケメ。下半は指頭痕あり。底

底径2.6 ③橙色 部は箆削り。

内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

6 土師器 口縁部欠損 ①輝石細砂 肩が張る体部。頸部から外反する口縁。

鉢 口径ー器高(4.0) ②酸化焙硬質 外面 頸部はハケメ。体部は箆削り後箆磨き。底部はナデ。

底径3.3 ③灰白色 内面 頸部は横ナデ。体部はナデ。

7 土師器 口～体2/5 ①輝石細砂石英 口縁端部は短く外反する。球形の体部。底部が僅かに残る。

鉢？ 口径(88) ②酸化焙硬質 外面 口縁は指押え後横ナデ。体部はハケメ後箆磨き。

器高（7.8)底径ー ③浅黄色 内面 口縁は指押え後横ナデ。体部はナデ。

8 土師器 口～体上半 1/3 ①輝石細砂 頸部から短く 2段に外反する口縁。球形の体部。

鉢 口径(9.5) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。体部は箆削り後箆磨き。

器高（4.8)底径一 ③灰白色 内面 口縁は横ナデ。体部はナデ。， 土師器 体下半～底部 ①輝石細砂 底部から外反する体部。

鉢 口径ー器高（3.1) ②酸化焔硬質 外面箆磨き。

底径3.7 ③にぶい橙色 内面 箆ナデ。

10 土師器 坪～脚 1/3 ①輝石細砂石英 椀状の坪部。口縁端部は上側に面をもつ。円筒形から次第に裾野

高坪 口径13.0 ②酸化焔硬質 を広げるような脚部。円孔あり。

器高(9.1) ③浅黄橙色 外面坪口縁部は横ナデ。以下坪部は箆磨き。脚部は箆削り後箆

底径一 磨き。

内面 坪口縁部は横ナデ。以下坪部は箆磨き。脚部は指ナデ。接

合部に絞り目痕あり。

11 土師器 脚部 2/5 ①輝石軽石 ラッパ状に開く脚部。裾端部は丸い。円孔 4あり。

高坪 口径一器高(85) ②酸化焔硬質 外面 箆磨き。裾部は横ナデ。

底径(124) ③にぶい橙色 内面 坪底部は剥離しているが、箆磨き。脚部はハケメ。

12 土師器 脚部 4I 5 ①輝石石英粗砂 ラッパ状に開く脚部。裾部は水平方向に広がる。円孔3あり。

高坪 口径一器高(9.0) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ後箆磨き。

底径（150) ③橙色 内面 ハケメ。

13 土師器 坪底部～脚上半 ①輝石細砂 ラッパ状に開く脚部。裾端部は丸い。円孔あり。外反する坪部。

高坪 1/2口径一器高(6 ②酸化焙硬質 外面 坪底部は箆削り。脚部は箆磨き。

〇）底径一 ③橙色 内面 坪底部は箆磨き。脚部はハケメ。

14 土師器 脚部 1／紅裾部欠損 ①輝石石英細砂 ラッパ状に開く脚部。下半から大きく外反する。円孔 4あり。

商坪 口径一器高 (5.8) ②酸化焔硬質 外面 箆磨き。

底径一 ③橙色 内面 箆削り。
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第3章検出された遺構と遺物

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

15 土師器 坪底部 1/ 3 ①輝石軽石細砂 水平方向に近く外反する坪部。

高坪 口径一器高（3.0) ②酸化焔硬質 外面 箆削り後箆磨き。

底径一 ③にぶい橙色 内面 箆磨き。

16 土師器 脚部 ①角閃石石英細砂 ラッパ状に開く脚部。裾部で短く外反する。円孔 3あり。

高坪 口径一 器高 (6.1) ②酸化焙硬質 外面 箆磨き。裾部は横ナデ。

底径11.5 ③にぶい黄橙色 内面 坪底部は箆磨き。脚部はハケメ。裾部は横ナデ。

17 土師器 1 / 3 ①石英細砂 外反し、端部で直立する器受部。円筒形から下半でラッパ状に開

器台 口径 (8.4) ②酸化焔硬質 ＜脚部。裾端部は丸い。円孔 3あり。

器高 7.4 ③明赤褐色 外面 口縁は横ナデ。以下器受部は箆磨き。脚部は箆削り後箆磨

底径(106) き。

内面 器受部は横ナデ後箆磨き。脚部はハケメ後横ナデ。

18 土師器 1/ 3 ①輝石石英細砂 外反する器受部。端部は丸い。ラッパ状に開く脚部。円孔3あり。

器台 口径（7.5)器高 7.8 ②酸化焔硬質 外面 器受部は横ナデ。脚部はハケメ後箆磨き。

底径(11.2) ③橙色 内面 器受部はハケメ。脚部上半はナデ。下半は横ナデ。

19 土師器 3/5 ①輝石粗砂 器受底部から外反する口縁。ラッパ状に開き、裾部が広がる脚部。

器台 口径 77 ②酸化焔硬質 円孔 3あり。

器高 7.9 ③明赤褐色 外面 器受部は箆磨き。脚部はハケメ後箆磨き。赤色塗彩。

底径（12.8) 内面 器受部は箆磨き。器受部のみ赤色塗彩。脚部はハケメ。

20 土師器 器受部片 ①輝石細砂 水平近くに外反する器受部。端部は外側に面をもつ。

器台 口径(9.5) ②酸化焙硬質 外面 口縁端部は横ナデ。器受部はハケメ。

器高（1.7)底径一 ③にぶい橙色 内面 箆磨き。

21 土師器 器受部片 ①輝石細砂 外反する器受部。円孔あり。

器台 口径一器高 (3.5) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ後横ナデ後箆磨き。

底径一 ③にぶい黄橙色 内面 横ナデ後箆磨き。

22 土師器 2/5 ①輝石細砂 大きく外反する口縁。丸い胴部。

坦 口径131 ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下ハケメ後箆磨き。頸部はハケメ。

器高 6.8 ③にぶい黄橙色 胴～底部は箆削り後箆磨き。

丸底 内面 口縁はハケメ後横ナデ。胴部は箆削り。

23 土師器 口～胴部 1/ 2 ①粗砂輝石 外反し、端部でやや内湾する口縁。端部は上側に面をもつ。丸い

小型甕 口径12.8器高(9.6) ②酸化焔やや軟質 胴部

底径一 ③にぶい赤褐色 外面 口縁端部は横ナデ。以下の口縁はナデ。胴部はハケメ。

内面 口縁はハケメ。胴部はナデ。

24 土師器 口縁部片 ①輝石細砂 頸部からくの字に立ち上がり、端部で短く内湾する口縁。

壺 口径(14.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。

器高（4.8)底径一 ③浅黄色 内面 口縁端部は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。

25 土師器 口縁部 1/3 ①石英粗砂軽石 頸部からくの字に外反する口縁。端部付近でやや内湾する。

＝ g 口径(160) ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。頸部は横ナデ。

器高（8.0)底径一 ③橙色 内面 口縁端部は横ナデ。以下はハケメ横ナデ。

26 土師器 ロ～肩部 ①輝石細砂石英 頸部からくの字に外反する口縁。肩は張らない。

小型壺 口径(10.2) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ後横ナデ。

器高 (50)底径一 ③橙色 内面 横ナデ後箆磨き。

27 土師器 口縁片 ①石英粗砂輝石 頸部からくの字に屈曲する口縁。

小型壺 口径(115) ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下はハケメ。

器高 (38)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 箆磨き。

28 土師器 胴下位～底部1/3 ①石英細砂角閃石 球形に近い胴部。

小型壺 口径ー 器高(3.9) ②酸化焔硬質 外面 箆削り後箆磨き。外面赤色塗彩。

底径(5.0) ③にぶい橙色 内面 箆ナデ。

29 土師器 口～胴上半 1/4 ①細砂角閃石 短く直立する口縁。端部は丸い。肩の張る胴部。

小型壺 口径(6.7) ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部はナデ後箆磨き。

器高（5.8)底径ー ③浅黄色 内面 口縁は横ナデ。胴部はナデ。

30 土師器 頸～底部 2/3 ①輝石細砂 頸部から丸みをもって立ち上がる口縁。下膨れの胴部。胴部下半

小塑壺 口径一 ②酸化焔硬質 に円孔 lあり。

器高(10.3) ③にぶい黄橙色 外面 胴部は粗いハケメ後箆磨き。底部は無調整。

底径 4.2 内面 頸部は粗いハケメ。胴部上半はナデ。下半は粗いハケメ。

31 土師器 口～胴部上半 1/3 ①輝石石英粗砂 頸部から直立気味に立ち上がる 口縁。胴部は丸い。

小型壺 口径(116) ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下は縦箆磨き。胴部は箆磨き。

器高(15.0)底径一 ③にぶい橙色 内面 口縁端部は横ナデ。以下は横箆磨き。頸部はハケメ後指ナ

プ-・。

32 土師器 4 I 5 ①輝石細砂 頸部からくの字に外反する折り返し口縁。肩の張る胴部。

小型壺 口径 9.3器高15.1 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ後横ナデ。胴～底部は箆磨き。

底径 5.8 ③淡黄色 内面 口～頸部は横ナデ。胴部は指押え後箆ナデ。底部は箆ナデ。
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1．古墳時代の遺構と遺物

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 鼠(cm)

33 土師器 口縁部1/4 ①石英粗砂 外反する複合口縁。

・宜― 口径(13.2) ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下は横ナデ後箆磨き。

器高（2.4)底径ー ③にぶい橙色 内面 横ナデ後箆磨き。

34 土師器 口縁片 ①石英細砂輝石 外反する複合口縁。

瞑・― 口径（14.2) ②酸化烙硬質 外面 口縁端部は横ナデ。以下はハケメ。

器高（2.7)底径一 ③明赤褐色 内面 ハケメ後ナデ。

35 土師器 口縁片 ①粗砂 外反し幅の広い複合口縁。
g ・＝ピ 口径(14.7) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ後横ナデ。

器高 (32)底径一 ③淡黄色 内面 ハケメ後箆磨き。

36 土師器 口縁片 ①石英粗砂軽石 外反し、端部で直立する口縁。
士g 口径（140) ②酸化焙硬質 外面 横ナデ。

器高（2.0)底径一 ③淡黄色 内面 横ナデ。

37 土師器 口縁部1/3 ①輝石細砂 外反する折り返し口縁。
ギg 口径(15.5) ②酸化焔硬質 外面 端部は横ナデ。以下はナデ。

器高（3.9)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 横ナデ後箆磨き。

38 土師器 口縁片 ①輝石細砂 外反する折り返し口縁。

一g 口径(14.0) ②酸化焔硬質 外面 端部は横ナデ。以下はハケメ後横ナデ後箆磨き。

器高（3.5)底径一 ③浅黄色 内面 横ナデ後箆磨き。

39 土師器 頸～底部 ①粗砂輝石石英 最大径を胴部上半にもつ胴部。
g 士 口径ー器高(26.4) ②酸化焔硬質 外面 粗いハケメ後箆ナデ。底部は箆削り。

底径7.8 ③にぶい橙色 内面 頸部は細いハケメ。胴部は粗いハケメ。

40 土師器 口縁片 ①石英粗砂 直立する頸部。 2段階に外反する口縁。端部は外側に面をもつ。

壺 口径19.0器高（4.6) ②酸化焔硬質 外面 端部は横ナデ。以下はハケメ後ナデ。

底径一 ③にぶい橙色 内面 ハケメ後横ナデ後箆磨き。

41 土師器 胴～底部 ①軽石輝石石英 算盤玉のような胴部。

壺 口径一 器高(216) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ後ナデ。底部に木葉痕あり。

底径7.6 ③にぶい黄橙色 内面 ハケメ。底部は粗いハケメ。

42 土師器 頸～胴上半 ①軽石粗砂石英 直立気味の頸部。球形の胴部。パレス壺か？。

① ・互ギ 口径一 ②酸化焔硬質 外面 頸部は箆磨き。肩部に12本の横線文が 2条、その間に波状

器高(15.5) ③浅黄橙色 文的なコンパス文。以下胴部は粗いハケメ後箆磨き。外面赤色塗彩

底径一 内面 頸部は横ナデ後箆磨き。以下箆ナデ。

42 土師器 胴下部～底部 ①軽石粗砂石英 底部から大きく外反する胴部。 42①と似ているが接点なし。

② ・互＝ピ 口径一 器高(54) ②酸化焙硬質 外面 胴部はハケメ後箆磨き。底部は箆削り。外面赤色塗彩。

底径7.4 ③浅黄橙色 内面 胴部は箆削り。底部はハケメ。

43 土師器 肩部片 ①石英細砂軽石 直立気味の頸部。肩が張らない。

宜一Z 口径一 器高一 ②酸化焙硬質 外面 ハケメ後箆磨き。肩部に棒状の突起があり。突起の上部に

底径一 ③にぶい橙色 刺突文あり。突起の前後は横ナデ。

内面 頸部はハケメ後箆磨き。肩部はナデ。

44 土師器 口縁片 ①角閃石細砂石英 直立気味の口縁。端部に刺突文あり。

壺 口径一器高一 ②酸化焔硬質 外面 ハケメ後横ナデ。

底径一 ③浅黄色 内面 ハケメ後横ナデ。

45 土師器 口縁片 ①輝石細砂石英 外反する口縁。端部に刺突文あり。

・互― 口径一 器高一 ②酸化焙硬質 外面 縦ハケメ。

底径一 ③にぶい橙色 内面 横ハケメ。

46 土師器 胴下位～底部 2/3 ①軽石粗砂石英輝石 底部から外反し立ち上がる薄手の胴部。
士g 口径一 ②酸化焔硬質 外面 胴部は箆磨き。底部は箆削り。

器高(42) ③灰黄色 内面 ハケメ。

底径 3.3

47 土師器 底部 2/3 ①軽石粗砂石英 底部から外反する胴部。
士g 口径一器高(2.7) ②酸化烙硬質 外面 胴部は箆磨き。底部に木葉痕あり。

底径 8.0 ③にぶい黄橙色 内面 箆ナデ。

48 土師器 底部 ①軽石輝石石英 底部から外反する胴部。
ギg 口径一 器高(2.8) ②酸化焔硬質 外面 胴部はハケメ。底部に木葉痕あり。

底径 84 ③橙色 内面 箆ナデ。

49 土師器 頸～胴上半 1/ 5 ①粗砂輝石軽石 丸みのある胴部。
g ＝土＝ 口径一 器高（12.7) ②酸化焙硬質 外面 箆削り後箆磨き。

底径一 ③橙色 内面 胴部上半は指頭痕あり。下半は箆削り。

50 土師器 肩部片 ①角閃石細砂 丸みのある肩部。円形付文あり。

盆一 口径一 器高一 ②酸化焔硬質 外面 ハケメ後箆磨き。

底径一 ③にぶい橙色 内面 ナデ。
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第 3章検出された遺構と遺物

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 祉(cm)

51 土師器 口縁片 ①輝石粗砂 外反する口縁。
互—士 口径一 器高一 ②酸化焙硬質 外面 箆磨き。

底径一 ③にぶい黄橙色 内面 ナデ。

52 土師器 胴下位～底部 ①輝石細砂軽石 底部から大きく外反する胴部。
g 士 口径一 ②酸化焔硬質 外面 胴部はハケメ後箆磨き。裾部に粗いハケメ。底部に木葉痕

器裔(5.8) ③浅黄橙色 あり。

底径 8.4 内面 胴部は粗いハケメ後箆磨き。底部は粗いハケメ後ナデ。

53 土師器 口縁部片、胴部片 ①輝石石英白色細粒 接合出来なかったので図上復元。直立する頸部。頸部より外湾す

竺一 口径(16.5) ②酸化焔硬質 る口縁。下膨れ気味の胴部。

器高(25.4) ③にぶい黄橙色 外面 口縁は横ナデ後箆磨き。頸部はハケメ。肩部はハケメ後横

底径一 ナデ。胴部はハケメ。

内面 口縁はハケメ後横ナデ。肩部はハケメ。胴部は粗いハケメ。

54 土師器 胴中位～底部 2/3 ①粗砂輝石 球形の胴部。

甕 口径一 器高(20.3) ②酸化焔硬質 外面 胴部はハケメ後箆磨き。底部に木葉痕あり。

底径8.8 ③にぶい橙色 内面 胴部はハケメ。底部はナデ。

55 土師器 口～胴上半1/4 ①粗砂石英軽石 直立する口縁。球形の胴部。

甕 口径(13.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁端部は横ナデ。粗いハケメ後箆磨き。

器高(127) ③明赤褐色 内面 口縁端部は横ナデ。以下頸部までは粗いハケメ。胴部は箆

底径一 ナデ後箆磨き。

56 土師器 頸～胴部 2/3 ①粗砂輝石石英 最大径をやや下方にもつ胴部。頸部は直立気味。

甕 口径一 器高(22.6) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ後箆磨き。

底径一 ③橙色 内面 ハケメ。

57 土師器 口～胴部1/3 ①輝石 1~2mmの石 外反し、 2段目が短い S字状口縁。端部は上側に面をもつ。

台付甕 口径12.7 ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部以下はハケメ。

器高（13.0)底径ー ③にぶい橙色 内面 口縁は横ナデ。頸部に指頭痕あり。胴部はハケメ。

58 土師器 口縁部片 ①輝石粗砂 2段目が大きく外反し、端部内側に面をもつ S字状口縁。

台付甕 口径(13.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ。

器高（3.1)底径一 ③にぶい褐色 内面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ。以下箆ナデ。

59 土師器 胴下部～台部 1/ 3 ①石英粗砂 台部からくの字に立ち上がる胴部。裾部は折り返す。

台付甕 口径ー器高(121) ②酸化焔硬質 外面 胴部はハケメ。台部はナデ後ハケメ。

底径(9.2) ③にぶい橙色 内面 胴部は箆ナデ。台部接合部は粗い砂粒目立つ。以下は指ナデ。

60 土師器 口縁部 2/3 ①軽石細砂 外反し、 1,2段目の差があまりないS字状口縁。端部は上側に面

台付甕 口径 7.8 ②酸化焔硬質 をもつ。

器高(3.7) ③褐灰色 外面 口縁は横ナデ。頸部以下はハケメ。

底径 一 内面 口縁は横ナデ。頸部以下はに指ナデ。

61 土師器 口縁片 ①石英粗砂 外反し、 2段目をつまむように仕上げてある S字状口縁。端部は

台付甕 口径(16.2) ②酸化焔硬質 上側に面をもつ。

器高 (40) ③灰褐色 外面 口縁は横ナデ。頸部以下はハケメ。頸部に指頭痕あり。

底径 一 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

62 土師器 口～頸部1/5 ①石英軽石 受け口に近いS字状口縁。端部は内側に面をもつ。

台付甕 口径（17.7) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ後一部横ナデ。以下ハケメ。

器高(45)底径一 ③灰黄褐色 内面 口縁に強い稜あり。頸部はハケメ。胴部は指ナデ。

63 土師器 口～肩部1/3 ①粗砂軽石 外反する S字状口縁。端部は外側に面をもつ。

台付甕 口径（15.6) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部以下は箆削り後ハケメ。

器高（8.4)底径ー ③にぶい橙色 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

64 土師器 口～肩部1/5 ①石英粗砂 外反する S字状口縁。端部は上側に面をもつ。

台付甕 口径(14.2) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部以下はハケメ。

器高（6.7)底径一 ③浅黄色 内面 口縁は横ナデ。胴部は指ナデ。

65 土師器 口～肩部 1/ 3 ①石英粗砂 外反し、厚手のS字状口縁。端部は上側に面をもつ。

台付甕 口径(18.2) ②酸化焙硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ後一部横ナデ。

器高（5.7)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 □縁は横ナデ。胴部はハケメ。

66 土師器 胴下部～台部 ①輝石粗砂軽石 台部からくの字に立ち上がりやや肩が張る胴部。裾部は折り返す。

台付甕 口径一 器高(17.0) ②酸化焔硬質 外面 胴部はハケメ。台部はナデ後ハケメ。

底径(8.3) ③浅黄橙色 内面 胴部、台部ともに指ナデ。 裾部は横ナデ。

67 土師器 頸～胴下部 1/ 3 ①輝石 l~2mmの石 2つの土器片であり、接点がないので図上復冗した。肩の張った

台付甕 口径一器高上(10.0) 石英軽石 胴部。

器高下(8.7) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ。底部に粘土紐接合箇所あり。

底径一 ③にぶい黄橙色 内面 指ナデ。

68 土師器 台部 ①輝石輝石石英 円筒形に近い台部。

台付甕 口径ー器高(55) ②酸化焔硬質 外面 ハケメ。裾部は横ナデ。

底径 7.5 ③にぶい褐色 内面 ナデ。
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1.古墳時代の遺構と遺物

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

69 土師器 台部 2/5 ①輝石石英輝石 大きく下方へ外反する台部。

台付甕 口径一器高（3.3) ②酸化焔硬質 外面ハケメ。

底径一 ③にぶい黄橙色 内面 ナデ。

70 土師器 台部 ①輝石粗砂 厚手の台部。端部は下側に面をもつ。

台付甕 口径ー器高(6.6) ②酸化焔硬質 外面ハケメ後粗いハケメ。

底径 8.9 ③にぶい黄橙色 内面 底部はハケメ。台部接合部はナデ。以下ハケメ。

71 土師器 胴下部～底部 ①輝石粗砂 短めな台部。裾部は短く折り返す。

台付甕 口径一器高(9.2) ②酸化焔硬質 外面ハケメ。

底径8.5 ③明褐灰色 内面 胴部は箆削り。台部はハケメ。

72 土師器 胴下部～台上部 ①輝石粗砂 台部からくの字に立ち上がる胴部。

台付甕 1/2口径ー器高 ②酸化焔硬質 外面粗いハケメ。

(6.4)底径一 ③灰黄色 内面 胴部は粗いハケメ。台部はナデ。

73 土師器 口～胴部1/5 ①輝石粗砂 短く外反する口縁。丸みのある胴部。

鉢 口径(9.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ。

器高（8.5)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。胴部はナデ。

74 土師器 口～胴部 2/3 ①粗砂石英 短く外反する口縁。端部は丸い。丸く底部になるとすぼまる胴部。

一竺 口径(18.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部はハケメ後箆磨き。

器高16.4底径(5.0) ③淡黄色 内面 口縁は横ナデ。胴部は箆磨き。

75 土師器 口～肩部 1/ 3 ①石英 1~2mmの石 頸部からくの字に屈曲する口縁。肩の張らない胴部。

甕 口径（17.6) ②酸化焔硬質 外面 口縁端部はハケメ後横ナデ。以下ハケメ。

器高 (6.7) ③浅黄色 内面 口縁端部はハケメ後横ナデ。以下ハケメ後箆磨き。頸部は

底径ー 箆削り後箆磨き。

76 土師器 口～肩部片 ①粗砂石英 外反する口縁。端部は丸い。肩の張らない胴部。

甕 口径(19.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁～頸部は横ナデ。以下ハケメ。

器高（7.2)底径一 ③浅黄色 内面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ。肩部はナデ。

77 土師器 口縁部 1/ 4 ①石英輝石 頸部から丸みをもって外反する口縁。端部は上側に面をもつ。

甕 口径(150) ②酸化焙硬質 外面 口縁～頸部は横ナデ。以下ハケメ。

器裔 (4.8)底径一 ③淡黄色 内面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ。

78 土師器 口縁部片 ①粗砂石英 外反する口縁。端部は短く内湾する。

甕 口径(15.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ。

器高（4.5)底径ー ③浅黄橙色 内面 ハケメ後箆磨き。

79 土師器 口縁部片 ①石英軽石 頸部からくの字に屈曲し、外反する口縁。端部は丸い。

甕 口径(15.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁はハケメ後横ナデ。以下ナデ。

器高（3.9)底径ー ③にぶい赤褐色 内面 口縁はハケメ後横ナデ。以下ナデ。

80 土師器 口縁部片 ①石英白色細粒 外湾する口縁。端部は外側に面をもつ。

甕 口径（17.5) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ。

器高（4.5)底径ー ③灰色 内面 口縁は横ナデ。以下ハケメ。

81 土師器 口縁部 1/ 6 ① l~2 mmの石 頸部からくの字に屈曲し、端部で短く外反する口縁。端部は外側

甕 口径(21.0) ②酸化焔硬質 に面をもつ。

器高 (4.8) ③にぶい橙色 外面 口縁は横ナデ。頸部はナデ。以下ハケメ。

底径一 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

82 上師器 底部 ①石英細砂 底部から外反する胴部。

甑 口径一器高(3.6) ②酸化焙硬質 外面ナデ。

底径一 ③明赤褐色 内面 ハケメ。
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第 3章検出された遺構と遺物

(6) 土坑

遺 構 番 方に 平 面 形
長軸方向

長軸x短軸 覆土の特徴
備 考

（第図 PL) グリッド 深さ (cm) 出 土 遺 物

A区1号焼土坑 楕円形 N-75°-E 58X40 黒色土に焼土粒、炭を含む。

（第125・ 126図 PL52•145) 2M-l1 7 土師器高坪。

A区30号土坑 ほぽ長方形 N-28°-E 130X 98 この土坑周辺にHr-FAが堆積し

（第125図 PL52) 4 G-12 13 ていたが、この土坑内にはない。

A区46号土坑 円形に近い N-40°-W 134 X (120) As-C軽石粒を含む黒褐色土。 A区1号方形周溝墓、 43号住

（第125図 PL52) 3 J -14 73 居を掘り込んでいる。

A区48号土坑 楕円形 N-70"-E 92X 75 As-C軽石粒を含む黒褐色土。

（第125・126図 PL52・145) 3 K-14 20 土師器壺口縁部片。

A区76号土坑 楕円形 N-27°―E 95X 64 As-C軽石粒を含む黒色土。

（第125・126図 PL53・145) 3 F-19 17 完形の土師器壺。

A区82号土坑 やや楕円形 N-40°-W 82X 70 細かい白色粒を含む黒色土。

（第126図 PL53) 7 J-0 12 

B区1号土坑 円形 32X- 細かい白色粒を含む黒色土。

（第126図 PL53) 2M-ll 20 土師器壺。

A区 l号焼土坑 A区30号土坑 / A区46号土坑
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A区 48号土坑

1 黒褐色土

A区 76号土坑

1 黒褐色土

A区 46号土坑

1 黒褐色土

l' 黒褐色土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

3-f層を主とし、やや褐色

を帯びている。

3-f層を主とし、 1層より

黒色が強い。

3-f層を主とし、 3-C層

の粒子（地山で壁面の土）を

多く含む。

3-f層を主とし、多くの 3

-C層を含む。

A' ｀／  

3-f層を主とした土層。 As

-c軽石粒を少量含む。

黒色土の中にやや大粒の灰

白色軽石粒が混じっている。

2 明黒褐色土上位の 1層と 2層の混じり

のような土。全体として茶

色っぽく見える。

゜
1 : 40 lm 

第125図 A区 1 号焼土坑•30·46•48·76号土坑
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1.古墳時代の遺構と遺物

A区82号土坑

□[ 
A. 78.som - ..A 

三
A区 82号土坑

B区 1号土坑

一人

A
-

〇

）

A
-

B区 1号土坑

1 黒色土 3-C層に相当する層と思わ

れる。 1cm内外の黄褐色のプ

ロック含まず、 1mm以下の白

色粒を少量含む。

A. 79.som.△： 

口
゜

1 : 20 5 0cm 

1 黒色土 黒色土の中にやや大粒の灰

白色軽石粒が混じっている。

2 明黒褐色土 地山の明黄褐色土に上位の

1層が混じった層。

゜
1 : 40 lm 

／ 

I ¥ A-48坑一

第126図 A区82・B 区 1 号土坑、 A 区 1 号焼土坑• A 区48 · 76 · B区l号土坑出土遺物

A区 1号焼土坑
残存

番号I器 種
法量(cm)

l ̀ :器 1言(12[32)
墜芭立5)底径一

A区 48号土坑
残存

出土位置 ①胎土②焼成③色調

①輝石細砂石英

②酸化焔硬質

③浅黄色

器形 ・整形 ・文様の特徴

稜をもち、坪底部から大きく外反する坪部。端部はやや内湾する。

外面 箆磨き。

内面 箆磨き。

番号I器種
法 鼠(cm)

1 I土師器 1 口縁部片

壺 口径一器高一

底径一

A区 76号土坑

出土位置 ①胎土②焼成③色調

①細砂角閃石

②酸化焔硬質

③明赤褐色

器形 ・整形 ・文様の特徴

頸部から直立気味に立ち上がり、外反する口縁。

外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

内面 口縁は横ナデ。以下はハケメ。

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

l 土師器 完形 ①石英 1~3mmの石 頸部からくの字に立ち上がる口縁。端部は丸い。球形の胴部。
亜士 口径11.3 ②酸化焔硬質 外面 口縁～胴下部はハケメ後箆磨き。以下底部まで箆削り後箆

器高22.8 ③橙色 磨き。

底径 6.3 内面 口縁はハケメ後箆磨き。以下は箆削り。

B区 1号土坑
残 存

番号I器 種
法誠(cm)

1 I土師器 1胴～底部
壺 口径ー器高(25.7) 

底径9.7

出土位置 I①胎土②焼成③色調

①粗砂軽石

②酸化焔硬質

③にぶい橙色

器形・整形 ・文様の特徴

最大径を中央部にもつ球形の胴部。

外面 箆削り後箆磨き。

内面 ハケメ。
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第3章検出された遺構と遺物

(7) 竪穴状遺構

A区 1号竪穴状遺構（第127・128図 PL53・ 146) 

位置 3 I -14グリッド

概要 古墳時代の 1号方形周溝墓の方台部上にAs

-C軽石粒が広い範囲で出土した。その範囲は南北方

向4.32m、東西方向3.49mの楕円状であった。 As

-C軽石粒を追って地山まで掘り下げたところ、楕円

形になった。 As-C軽石粒は10cmほどの厚さをもっ

てすり鉢状に層位をなしていた。この遺構の最大の

深さは56cm。住居跡にしては、同時期のものと形状

が違いすぎるので竪穴状遺構とした。

面積 10.89m' 

遺物 A s-C軽石粒の層の前後から数多くの土師

器が出土した。土師器の高坪、坪、壷、台付甕であ

る。

凶 、g

t
 A-

6
l
 

o m| 叫 ゜
1 : 60 2 m 

：ご二三二亡／△

C 79.50m c
 

l 黒褐色土 3-f層に相当。As-C軽石粒の粒子が小さく、含

む量も少ない。

2 黒褐色土 1~6 mmのAs-C軽石粒を多く含む。全体に粗い

層。

3 灰白土 As-C軽石粒を主とした層 (3-g層）。

4 黒褐色土 上層に少量のAs-C軽石粒を含む (3-h層）に相

当。

D 79.50m D' 

第127図 A区1号竪穴状遺構
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／
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第128図 A区1号竪穴状遺構出土遺物
8
 

A区 1号竪穴状遺構

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 坪部片 ①細砂軽石石英 底部に稜をもち、やや丸味をもって外反する坪部。

高坪 口径24.8器高(8.8) ②酸化焔硬質 外面端部は横ナデ。以下はハケメ後箆磨き。

底径一 ③橙色 内面端部は横ナデ。以下は箆削り後箆磨き。

2 土師器 脚部 ①軽石輝石 裾部に近づくにつれ外湾する脚部。裾端部は丸い。

高坪 口径ー器高(4.5) ②酸化焔硬質 外面脚部はハケメ。裾部は横ナデ後箆磨き。

底径13.4 ③にぶい黄橙色 内面脚部はナデ。裾部は横ナデ。

3 土師器 胴～底部 1/ 3 ①細砂 底部に近いところですぽまる下膨れの胴部。
ギg 口径一器高（17.5) ②酸化焔硬質 外面箆削り後箆磨き。

底径(5.6) ③橙色 内面箆削り 。

4 土師器 胴下部～底部 1/ 5 ①粗砂輝石石英 底部から外反する胴部。

甕 口径一器高(60) ②酸化焙硬質 外面胴部は箆削り後ハケメ。底部は無調整。

底径60 ③にぶい黄橙色 内面箆ナデ。

5 土師器 口縁部片 ①細砂輝石 4mmの石 大きく外反する S字状口縁。端部は内側に面をもつ。

台付甕 口径(23.4) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下はハケメ後横ナデ。

器高（3.2)底径一 ③にぶい黄橙色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

6 土師器 胴下部～台中位 ①粗砂輝石軽石 台部から大きく外反する胴部。

台付甕 2 / 3口径一器高 ②酸化焔硬質 外面ハケメ。

(15.5)底径ー ③橙色 内面 胴部はハケメ。台部接合部はナデ。台部に箆押え痕あり。

7 土師器 胴下部 ①粗砂輝石 大きく外反する胴部。

台付甕 口径一器高(6.9) ②酸化烙硬質 外面ハケメ。

底径一 ③にぶい黄橙色 内面ハケメ。

8 土師器 台部片 ①細砂軽石 裾部に向かってやや内湾する厚手の台部。端部は下側に面をもつ。

台付甕 口径一器高(4.2) ②酸化焔硬質 外面台部はハケメ。裾部は横ナデ。

底径(10.2) ③にぶい黄橙色 内面 台部接合部はナデ。裾部は横ナデ。
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第3章検出された遺構と遺物

(8) 耕作溝

A区耕作溝 （第129図 PL54)

位置 3L~0-15~17グリッド

重複 平安時代のA区8号住居に掘り込まれている。

地形 全体に南西方向に緩やかに傾斜している。

走向 北東から南西の走向 (N-22°-E)。

形態 全体の確認範囲は南北11.5m、東西llmであ

る。検出された耕作溝は 7本である。耕作溝の最大

長さ7.9m、最大幅68cmを測る。溝と溝の間隔は1.

|
|
千
'

皐゚ ―15

20~1.50mである。断面形は法面が急な逆台形にな

る。

覆土 多くの灰白色軽石粒を含む黒色土に黄褐色土

が混入したものである。基本土層から古墳時代耕作

溝と考える。

遺物 遺物なし

A I A'B  B' _ . ·——. I 
80.00m-d-- 80.00m-べ—ン—. --

C l C' 
80．面盃―--

゜
1 : 100 3m 

1黒褐色土 3-f層を主とし、少羹の黄褐色土を含む。

0 1 : 200 s m 

第129図 A区耕作溝

(9) 道路跡

A区 1号道路跡 （第130図 PL54) 

位置 2 Q-19~3 A-13グリッド

重複 平安時代のA区64号住居に掘り込まれている。

走向 地形の傾斜からみて、北東から南西の走向と

考える。北東からほぽ西に走向 (N-123°-W)、64

号住居のあたりから南西方向へ走向 (N-152°

-W)。

形態 確認全長は32.6m、最大幅51cmを測る。道路

面の土は細かい白色軽石粒を多く含む黒褐色土で、

非常に固い面であった。基本土層から古墳時代の道

路跡と考える。この 1号道路跡は、途中で走向が不

明になった。

遺物 遺物なし

B区 1号道路跡 （第130図 PL54) 

位置 6L-1グリッド

重複 重複なし。

走向 地形の傾斜からみて、北西から南東の走向と

考える (N-110°―E)。

形態確認全長は7.75m、最大幅95cmを測る。道路

面の土は細かい白色軽石粒を多く含む黒褐色土で、

非常に固い面であった。基本土層から古墳時代の道

路跡と考える。

遺物 遺物なし
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1.古墳時代の遺構と遺物

A区 1号道路跡
調査区域外
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A区 1号道路跡

1 黒褐色土 多くの黄褐色土粒を含む。粒子密で固い。

2 黒褐色土 1 mm内外の白色軽石粒を多く含む。固く踏み固

められている。道路面。
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B区 1号道路跡

1 暗褐色土 近現代の攪乱土。

2 褐色土 耕作土と思われる。炭、草の根が混じっている。

一部軽石の粒も見える。

3 黒褐色土 灰白色の軽石の細かい粒が入っている。やや大

粒のもの見うけられる。

4 黒色土 固い面。灰白色の粒が多く入っている。

第130図 A区1• B区1号道路跡

155 



第 3章検出された遺構と遺物

(10) 土器群

A区 1号土器群 （第131図 PL54・ 146・ 147) 

位置 4G-10グリッドで、古墳時代のA区 l号、

2号井戸の南に位置する。

形態東西4.54m、南北2.56mの範囲に集中する。

この土器群は竪穴住居群の南西で、 2基の井戸のそ

ばに位置している。地形的には本遺跡の低地部にあ

たる。この土器群の性格ははっきりしない。

遺物 土師器鉢、器台、壷、甕類、甑が出土してい

る。器台、小型壷のほぼ完形のものも出土している。
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1.古墳時代の遺構と遺物

A区 1号土器群

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 ほぽ完形 ①粗砂輝石 2段にわたって外反する口縁。底部は窪み底になっている。

鉢 口径12.2器高4.0 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下底部まで箆磨き。

底径 2.6 ③橙色 内面 口縁は横ナデ。内面の荒れが目立つ。

2 土師器 ほぼ完形 ①赤色細粒輝石 2段にわたって外反する口縁。端部は上側に面をもつ。器受部は

器台 口径 80 ②酸化焔硬質 丸みをもつ。脚部はラッパ状に開く。円孔 3あり。

器高 7.0 ③橙色 外面 口縁は横ナデ。脚部は箆磨き。器面の荒れが目立つ。

底径10.1 内面 口縁は横ナデ。脚部は箆削り。器面の荒れが目立つ。

3 土師器 ほぼ完形 ①粗砂 頸部から直立気味に立ち上がり、やや内湾する口縁。端部は丸い。

小型壺 口径10.5 ②酸化焔硬質 丸みのある胴部。

器高10.7 ③にぶい橙色 外面 口縁端部は横ナデ。以下肩部まで箆削り後箆磨き。胴部は

底径 3.5 ハケメ後箆磨き。底部は箆削り。

内面 口縁は横ナデ。胴部はナデ。

4 土師器 口縁部片 ①細砂石英 長く外反する口縁。端部は丸い。
g 士 口径(12.5) ②酸化焙硬質 外面 ハケメ。

器高（7.0)底径ー ③橙色 内面 ハケメ。

5 土師器 底部片 ①赤色細粒輝石 底部は窪み底。

小型壺 口径一器高(2.0) ②酸化焔硬質 外面 箆磨き。

底径2.6 ③にぶい黄橙色 内面 箆磨き。

6 土師器 口～胴中部 2/3 ①粗砂輝石石英 2段目がほぼ水平方向に開＜ s字状口縁。端部は丸い。

台付甕 口径(139) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部は箆削り。胴部は粗いハケメ。

器裔（14.1)底径一 ③浅黄色 内面 口縁は横ナデ。頸部以下はナデ。

7 土師器 胴～底部 2/3 ①輝石石英 最大径を中央部にもつ、ほぼ球形の胴部。

甕 口径一 ②酸化焙硬質 外面 胴部はハケメ後箆磨き。底部は箆削り後箆磨き。

器高(269) ③にぶい橙色 内面 胴上半はナデ。下部に接合部分が剥離している箇所あり。

底径 8 7 接合する前にハケメを施している。底部は箆削り。

8 土師器 口～頸部 2/3 ①粗砂石英 頸部からくの字に立ち上がる口縁。端部は外側に向かって刺突文

壺 口径(156) ②酸化焔硬質 が並ぶ。

器高 (5.0) ③淡黄色 外面 口縁～頸部は粗いハケメ。

底径ー 内面 口縁は横ナデ。頸部以下は箆ナデ。

9 土師器 口～頸部 1/ 2 ①輝石細砂 頸部からくの字に立ち上がる口縁。端部は外側に面をもつ。

甕 口径（15.6) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ後箆磨き。頸部以下は箆削り後箆磨き。

器高（5.3)底径一 ③浅黄橙色 内面 口縁は横ナデ後箆磨き。頸部以下は箆削り。

10 土師器 底部片 ①赤色細粒輝石 底部から丸味をもって外反する胴部。

甑 口径一器高(5.4) ②酸化焙やや軟質 外面器面が荒れている。箆磨き。

底径(53) ③橙色 内面 器面が荒れている。箆磨き。

B区 1号土器群 （第132・133図 PL54・147) 

位置 2 k-15グリッドで、古墳時代のB区4号方

形周溝墓の南東に位置する。

形態 東西2.38m、南北3.13mの範囲に集中する。

この土器群は方形周溝墓群の東の端に位置してい

る。直接、方形周溝墓から検出されたわけではない

が、位置的に方形周溝墓群と何らかの関連があるの

ではないかと考える。

遺物 土師器鉢、台付甕、そしてほぽ完形のパレス

スタイル壷が出土している。
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第133図 B区 1号土器群(2)

B区 1号土器群

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 土師器 1/2 ①軽石輝石石英細砂 外反し端部で短く内湾する口縁。丸みのある体部。

鉢 口径(87) ②酸化焔硬質 外面 口縁～体部上半は横ナデ。体部下半～底部はナデ。

器高 6.9 ③明赤褐色 内面 口縁は横ナデ。体部はナデ。

底径 37 

2 土師器 ほぼ完形 ① 2~5 mmの石輝石 下膨れの胴部をもつパレススタイル壺。
捏・― 口径17.7 ②酸化焙硬質 外面 口縁は 3本のやや太めの沈線が引かれている。頸部には凸

器高260 ③にぶい黄橙色 帯が巡る。胴部上半には12本の横線文が 3段にわたって巡り、そ

底径 6.4 の間に山形文が 2段に巡る。 3段目の横線文の下部に刺突文が巡

る。胴部下半は赤彩されている。整形技法としては、箆磨きが目

立つ部分とハケメ後箆磨きをしている部分に分かれる。底部は箆

削り。

内面 口縁端部は粗いハケメ後横ナデ。以下頸部までは箆磨き。

口縁～頸部までは赤彩。胴部は指ナデ。底部は粗いハケメ。

3 土師器 口～胴上位 ①粗砂石英輝石 2段目が水平に近く開＜ s字状口縁。肩が張らず、丸みをもつ胴

台付甕 口径158器高(93) ②酸化焔硬質 部。

底径一 ③にぶい黄橙色 外面 口縁は横ナデ。以下ハケメ。

内面 口縁は横ナデ。以下ハケメ。
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2. 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

波志江中野面遺跡で見つかった奈良•平安時代の

遺構には、竪穴住居跡52軒、掘立柱建物跡 6棟、井

戸 4基 溝10条、土坑27基、耕作溝、 As-B下水田跡

等がある。

竪穴住居跡の内訳はA区34軒、 B区2軒、 C区9

軒、 D区7軒である。 A,B区では方形周溝墓群が見

つかった地域から、多くの竪穴住居跡が検出された。

いくつかの住居跡は方形周溝募を掘り込んで造られ

ている。 C区では As-B下水田の周辺部の台地部に

住居跡が造られていた。 D区でも安定した台地部か

ら住居が検出された。

本遺跡における奈良 • 平安時代の竪穴住居跡の構

造は以下の通りである。その形状は、小型の住居跡

の場合に方形、やや大きくなると長方形を呈する。

竪穴住居跡の大きさは、東西方向で2.30m~4.21m、

南北方向で2.54m~3.29mを測る。住居跡の平均面

積は10.47m'である。床面には踏み固められたような

硬い箇所がみられた。柱穴はなく、貯蔵穴又はヒ゜ッ

トが1,2基見つかった。また、粘質土を貼り込んだよ

うな浅い床下土坑が1,2基検出される住居跡も多

かった。竃のほとんどは東壁面の南寄りを掘り込ん

で造られていた。北壁に竃を持つ住居跡としては、

A区11号、 48号、 69号住居跡、 B区1号住居跡等数

例あった。また、新旧 2基の竃が検出できた住居跡

としては、 A区55号住居跡、 A区69号住居跡の 2例

あった。竃からは支脚石や両袖石が検出され、竃の

天井や外形を整えるのに使用したと思われる粘質土

も出土している。残りがよい竃が見つかった住居例

としては、粘質土を使用した竃の天井の一部が検出

されたA区49号住居跡、良好な状態で両袖石、支脚

石が検出された B区1号、 C区6号住居跡等がある。

また、土器片も竃内から数多く出土した。特に、 B

区2号住居跡の竃からは、煙道部に土器を敷き詰め

たように数多くの土器が出土した。

特色ある遺物が出土した竪穴住居跡の例として

2. 奈良•平安時代の遺構と遺物

は、次のようなものがある。 A区51号住居跡および

その周辺からは86個の管状土錘が出土した。特に、

この住居の貯蔵穴から多くの土錘が出土している。

貯蔵穴の覆土に焼土や炭が多数混ざっており、住居

床面から粘質土が検出されることなどから、この住

居は土錘の工房跡ではないかとの推測も出来る。ま

た、 A区63号住居跡から体部に「白米」と書かれた

内黒磨きの墨書土器、刃長18.5cmの刀子が出土した。

c区3号住居跡からは、多量の焼土と炭に混じって

総重量12,046gの鉄滓が出土している。小鍛冶の住

居とも考えられるが、羽口はみつかっておらず、チッ

プも検出できなかった。

掘立柱建物跡の内訳はA区3棟、 C区3棟である。

あまり大きい建物はなく、 1X 2間又は 2X 2間で

ある。遺物もほとんど出土していないが、 C区1号

掘立柱建物跡の柱穴から体部に「倍」と書かれた墨

書土器が出土している。

井戸 4碁は全て C区から検出された。断面の形状

は漏斗状になっていて、底部に近づくほど径が狭く

なっている。覆土中から土師器の坪、甕、須恵器の

坪が出土している。

溝の内訳はA区2条、 B区1条、 C区7条、 D区

1条（但しD区2号溝と A区15号溝は同一のものと

考える）である。これらの溝の中で 2つの大溝を取

り上げたい。 A区7号溝はA区内を北東から南西に

走向する溝で、確認全長62.3mを測る。古墳時代の

竪穴住居跡や方形周溝墓を掘り込んでいる。その断

面はV字形で、底面の一部から鋤跡と思われる痕跡

も見つかっている。その走向から考えると水源は遺

跡を取り囲むように流れている神沢川と思われる

が、現在流れている川の水位とこの溝との高低差が

かなりあり、断定はできない。 C区26号溝はC区内

を北から南西へ走向する溝で、確認全長62mを測る。

古墳時代のC区28号溝を掘り込んでいる。この溝は

As-B軽石が厚く堆積していた面の下から見つかっ
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第3章検出された遺構と遺物

た。上端で最大 5mの幅をもつ大溝であるが、調査

を進めていくと、単一の溝ではなく、多くの溝の集

合体であることがわかった。多いところで 9条を数

える。おそらく何かの原因で溝が埋まり、新たな溝

を造り変えたため、このような形状になったと思わ

れる。また、溝の底に鋤跡が明瞭に残っていた。

この溝の水源も A区7号溝と同様に神沢川と予想で

きるが、断定は難しい。

その他の遺構としては、以下の通りである。土坑

の内訳はA区18基、 C区6基、 D区3基である。耕

作溝、As-B下水田跡はC区から検出されている。As

-B下水田跡は、大畦畔を検出したものの、全体的に

畦畔がはっきりしなかった。水口は 1ヶ所見つかっ

た。

本遺跡の奈良•平安時代の遺物の総量は遺物収納

箱で26箱分である。器種別にみると、土錘、土師器

甕、土釜、須恵器坪、塊、羽釜、灰釉陶器皿、碗、

緑釉陶器境、瓦等が出土している。灰釉陶器が出土

した竪穴住居跡は奈良 • 平安時代の住居跡総数52軒

中13軒であった。中でも A区55号住居跡は灰釉陶器

碗（ほぽ完形 2点も含む） 6点、皿 1点が出土した。

緑釉陶器は遺構外遺物として取り上げられた。

※ D 区の奈良 • 平安時代の遺構と遺物の詳細につ

いては「第 3章 5.D区の遺構と遺物」に記載。

第134図 奈良 •平安時代の遺構全体図
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2. 奈良•平安時代の遺構と遺物

(1) 竪穴住居跡

A区 1 号住居跡（第135•136図 PL54・55・ 148) 

位置 3 N-11グリッド

形状 東西2.44m、南北3.48m。長軸を南北方向に

もち、隅丸長方形を呈する。周溝は北、西、南側の

壁を廻っている。残りの良いところで幅24cm、深さ

4 cmを測る。

面積 8.09m' 

方位 N-103°-E 

床面遺構確認面から23cm掘り込んで床面となる。

床面は砂質の灰黄褐色土で作られている。住居の東

半分に踏み固められた床面が検出された。そして、

その中に更により踏み固められた部分もあった。（踏

み固められた箇所は点線で表示。以後同様に表示）

貯蔵穴径55cm、深さ29cmの大きさで住居の北西部

分に掘り込まれている。平面の形状は円形である。

鼈 東壁面の南寄りを掘り込んで造られている。焚

口の両袖は石材でなく、黄色粘質土を張り付けて造

られており、支脚部には土器片が使用されていた。

両袖方向45cm、煙道方向120cmを測る。

遺物 竃付近を中心に出土している。須恵器坪、婉、

土釜、羽釜が出土している。
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1 黒褐色土 黒色土を主とし、少量の灰白色軽石粒を含む。

2 黒褐色土 1層にほぼ同じであるが、地山の灰黄褐色土を

含む量がやや多い。

3 灰黄褐色土 地山の灰黄褐色土をプロック状に含む層。
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鼈

1 黒褐色土 少鼠の黄色粘質土を含む。

2 暗黄褐色土 黄色粘質土を全体的に含む層。焼土粒も僅かに

含む。

2'暗黄褐色土 2層に近いが黄色粘質土を多く含む。

3 暗黄褐色土 2層に近いが多くの焼土粒を含む。

4 赤色土 多くの焼土粒と焼土プロックを含む。

5 黒褐色土 少量の灰黄褐色土と焼土粒を含む。
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第136図 A区 1号住居跡竃、出土遺物

A区 l局住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 麓(cm)

l 須恵器 口～体部 2/5 覆土 ①緻密 丸みを帯びて立ち上がる。口縁端部は丸い。右回転ロクロ整形、

坪 口径(12.0) ②酸化焔硬質 切り離し技法不明。

器高（3.2)底径一 ③にぶい赤褐色

2 須恵器 口～体部1/4 床直 ①石英輝石 直線的に立ち上がる。口縁端部は丸い。右回転ロクロ整形、切り

坪 口径(16.6) ②酸化焔硬質 離し技法不明。外面に一部ナデ痕が残る。

器高（3.5)底径一 ③にぶい橙色

3 須恵器 底～高台部 +5 ①細砂 やや長めの両台。付け高台の境。

塊 口径一 器高（2.2) ②酸化焙やや軟質

底径7.0 ③浅黄色

4 須恵器 底～高台部 +5 ①輝石 やや厚めの高台。付け高台の碗。底部内面は黒色処理、箆磨き。

碗 口径一 器高(2.0) ②酸化焔やや軟質

底径(6.4) ③にぶい赤褐色

5 土師器 ロ縁部片 床直 ①輝石軽石石英 頸部から丸みを帯びて、大きく外反する口縁。端部は外側に面を

土釜 口径(23.0) ②酸化焔硬質 もつ。

器高（4.8)底径一 ③明赤褐色 内外面 ナデ。

6 胴下位～底部1/3 +7 ①輝石細砂 長めの胴部。

土釜又 口径一器高(11.2) ②酸化焔硬質 外面 胴～底部は箆削り。

は羽釜 底径(102) ③にぶい黄橙色 内面 ナデ。

7 底部 3/4 床直 ①粗砂 厚めの底部。

土釜又 口径一 器高(3.5) ②酸化焔硬質 外面 胴～底部は箆削り。

は羽釜 底径(8.2) ③灰黄色 内面 ナデ。
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2. 奈良•平安時代の遺構と遺物

A区

位置

形状

面積

方位

床面

2号住居跡 （第137・138図

3 N-12グリッド

PL55・56・148) 

東西2.76m、南北3.28m。長軸を南北方向に

もち、隅丸長方形を呈する。

9.43m' 

N-78'-E  

住居の北側が削平されて遺構確認面が一定で

なかったが、残りの良いところで、 47cm掘り込んで

床面となる。床面は黒褐色土と砂質の灰黄褐色土で

造られている。住居の北側と南側に炭と焼土と灰黄

判

—•-

色粘質土で盛り上がった部分があった。 また、床面

A-

下に灰黄色粘質土を塗り固めたような床下土坑と思

われる径82cm、深さ15cmの椀状のものが検出された。

鼈 東壁面の南寄りを掘り込んで造られている。焚

口の両袖は石材でなく、黄色粘質土を張り付けて造

られており、支脚部には土器片が使用されていた。

両袖方向31cm、煙道方向138cmを測る。

遺物 須恵器婉、土釜、羽釜が出土している。
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黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒色土

灰黄色土

黒褐色土

灰黄褐色土

暗灰褐色土

灰黄褐色土

黒色土を主とし、少量の白色軽石粒(As-B軽石

粒）を含む。

1層とほぼ同じであるが、やや黒色が強い。

地山の灰黄褐色土を多く含む。

炭を多鼠に含む。

灰黄色粘質土を主とした層。炭も少贔含む。

少乱の灰黄色粘質土、焼土粒、焼土プロック、

黒色土の混入層。

地山の灰黄褐色土を主とし、多くの黒褐色土を

含む。

灰褐色粘土と灰黄褐色砂質土の混入層土。

地山の灰黄褐色土を主とし、少黛の黒褐色土を

含む。

第137図 A区2号住居跡、掘り方
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1 黒褐色土 少鼠の暗黄色粒を含む。焼土粒含まず。

12'.. 2 暗黄色土 暗黄色粘質土を多く含む。部分的にプロック状

に含む。

3 黒褐色土 1層に近いがより多くの暗黄色粒を含む。

4 黒褐色土 多くの焼土粒と焼土小プロック (5mm前後）を

含む。
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第138図 A区2号住居跡竃、出土遺物

A区 2号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 須恵器 底～高台部 床直 ①石英 長めの高台。付け高台の塊。

碗 口径一器高(3.1) ②酸化焔硬質

底径(8.0) ③明赤褐色

2 口縁部片 +18 ①輝石粗砂 鍔はやや外湾する。短く外反する口縁。

羽釜 口径(27.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下箆削り

器高 (90)底径ー ③橙色 内面 口縁は横ナデ。頸部以下はナデ。

3 土師器 口縁～胴部上半 床直 ①輝石粗砂石英 頸部から短く外反する口縁。胴部中位に最大径をもつ長めの胴。

土釜 口径（23.2) ②酸化焙やや軟質 外面 口縁は横ナデ。頸～胴部中位は指頭圧痕残る。以下箆削り。

器高(204)底径一 ③にぶい赤褐色 内面 口縁は横ナデ。頸部以下はナデ。

4 土師器 口縁部1/4 床直 ①輝石粗砂石英 頸部から短く外反する口縁。端部は外側に面をもつ。

土釜 口径(22.2) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部以下は箆削り。

器高（7.4)底径一 ③にぶい赤褐色 内面 口縁は横ナデ。頸部は粗いハケメ後ナデ。
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2. 奈良•平安時代の遺構と遺物

A区 3号住居跡（第139・140図 PL56•148) 

位置 3 N-12グリッド

形状東西3.54m、南北2.44m。長軸を南北方向に

もち、隅丸長方形を呈する。

面積 8.91 m' 

方位 N-99°-E 

床面遺構確認面から38cm掘り込んで床面となる。

床面は黒褐色土と砂質の灰黄褐色土で造られてい

る。踏み固められた部分は検出されなかったが、床

面下に灰黄色粘質土で塗り固めたような椀状のもの

の残骸と思われるものが検出された。

貯蔵穴径68cm、深さ14cmの大きさで住居の南西隅

部分に掘り込まれている。

鼈東壁面の南寄りを掘り込んで造られている。焚

口の両袖は石材でなく、黄色粘質土を張り付けて造

られており、住居の東壁面よりやや張り出している。

右袖部分は崩れて床面に飛び出していた。支脚部は

確認できなかった。両袖方向48cm、煙道方向154cmを

測る。

遺物須恵器坪、塊、土釜が出土している。
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1 黒褐色土 黒色土を主とし、少最の白色軽石粒（As-B軽

石粒）を含む。

2 黒褐色土 1層にほぽ同じであるが、やや黒色が強い。

3 黒褐色土 1層にほぼ同じであるが、灰黄褐色土（地山）

を多く含む。

4 暗黄褐色土 鼈材に用いた灰黄色粘質土を多く、焼土粒を

少量含む。

導z
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叫
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5 黒褐色土

6 黒褐色土

灰黄褐色土のブロックが見られず、少量の灰

黄褐色土を含む。 A 4 A' 
78.50m 
．．  

黒色土粒、粘質土粒を含む。 ベ-三----

第139図 A区3号住居跡、掘り方
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竃

1 黒褐色土 少鑓の灰黄色粘土と焼土粒を含む。

2 黒褐色土 多くの灰黄色粘土とやや多くの焼土粒、焼土

3 黄黒色土

4 黒褐色土

5 黒色土

6 赤色土

7 黒褐色土

プロックを含む。

多くの灰黄色粘土を含む。

多くの焼土粒を含む。

1~2 mmの白色軽石粒を多く含む。

多くの焼土ブロック、焼土粒を含む。黒褐色

土も部分的に多く含む。

焼土粒殆ど含まず、地山の灰黄褐色砂質土も

含まない。
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第140図 A区3号住居跡鼈、出土遺物

A区 3号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 量(cm)

1 須恵器 口～底部片 +7 ①輝石細砂 丸みを帯びて立ち上がり、端部でやや内湾する。

坪 口径(12.3) ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切りか。

器高(2.9)底径(6.7) ③黄橙色

2 須恵器 体下半～高台部2/5 +12 ①輝石軽石 直線的に立ち上がる体部。裾部で短く外反する高台部。付け高台

塊 口径一 器高(3.8) ②酸化焔硬質 の塊。

底径(8,9) ③橙色

3 土師器 口縁部片 覆土 ①粗砂 頸部からくの字に屈曲する口縁。端部は外側に面をもつ。

土釜 口径(19.6) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部以下はナデ。

器高（6.3)底径一 ③橙色 内面 口縁は横ナデ。頸部以下はナデ。

A区 5号住居跡 （第141図 PL57・148) 

位置 3 K-13グリッド

重複 住居の北西部分で古墳時代のA区3号方形周

溝墓と重複している。本住居が方形周溝墓の溝を掘

り込んで造られている。

形状東西3.46m、南北2.73m。長軸を東西方向に

もち、やや隅丸長方形を呈する。

面積 9.27m' 

方位 N-98°-E 

床面 遺構確認面から32cm掘り込んで床面となる。

床面は黒褐色土と砂質の灰黄褐色土で造られてい

る。竃の左袖近くに焼土の混入したやや盛り上がっ

た部分が検出された。

貯蔵穴 径39cm、深さ23cmの大きさで住居の北東隅

部分、鼈の左側に掘り込まれていた。

鼈東壁面の南寄りを掘り込んで造られている。焚

口の両袖は石材でなく、黄色粘質土を張り付けて造
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2 . 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

られており、住居の東壁面より僅かに張り出してい

る。燃焼部内から土器片が 4点出土した。これらの

土器片を支脚として使用したものと思われる。燃焼

部の先に焼土粒が良く残っていた。両袖方向33cm、

煙道方向79cmを測る。

遺物 須恵器、坪、婉、灰釉陶器の段皿の一部が出

土。上記の竃左袖近くの盛り上がった箇所の中から

完形の須恵器坪が出土した。
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1 黒色土

2 黒褐色土

""3 暗赤色土
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0 1 : 30 

叫

1 m 

As-B軽石と思われる細粒が混入。

住居床面の砂質の黄色土に、焼土、黒色土混

入。

黒色土が焼けて赤色になっている。

叫＼、 叫

A 79.20m •• 
口胃一

／ーヘ、 3

・ニ

゜
1 : 60 2 m 

1 褐色土 粒子密で均ー。攪乱層。

2 黒色土 3-b層が主体であるが、褐色土プロック、

大粒の灰白色軽石粒も含む。

3 灰黄褐色土 地山の灰黄褐色土を多く含む。

4 黒褐色土 黒色土中に粘土粒、焼土粒を含む。

第141図 A区5号住居跡、鼈、出土遺物

A区 5号住居

¥ 2 

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 須恵器 完形 床直 ①輝石細砂 直線的に立ち上がる。端部は外側に面をもつ。

杯 口径7.8 器高2.9 ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。

底径5.8 ③橙色

2 灰釉陶 口縁片 覆土 ①緻密 直線的に立ち上がる。端部は短く外反する。内側に段をもつ。

器段皿 口径(15.4) ②還元焔硬質 右回転ロクロ成形。施釉方法は漬け掛け。釉薬は乳白色。

器高 (18) 底径一 ③灰白色

3 須恵器 口縁部片 覆土 ①輝石細砂 丸みを帯びて立ち上がる。断面が三角に近い高台部。付け高台の

塊 口径(10.6) ②酸化焔硬質 碗。ロクロ成形。

器高(3.0)底径(36) ③橙色
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第3章検出された遺構と遺物

A区 6号住居跡 （第142・143図 PL57 •58•148) 

位置 3 I -16グリッド

重複 住居の北西部分で古墳時代のA区9号住居と

重複している。本住居が 9号住居を掘り込んで造ら

れている。

形状 東西3.12m、南北3.12m。方形を呈する。

面積 10.37m' 

方位 N-113°-E 

床面 遺構確認面から38cm掘り込んで床面となる。

床面は黒褐色土と砂質の灰黄褐色土で造られてい

る。踏み固められた硬い部分ははっきりしなかった。

床下の鼈近くに径100cm、深さ 9cmの床下土坑と思わ

れる浅い土坑が検出された。また、西壁付近にも径

48cm、深さ 6cmの同様な土坑が検出された。

鼈東壁面の南寄りを掘り込んで造られている。焚

口の両袖は石材ではなく、黄色粘質土を張り付けて

造られており、住居の東壁面より僅かに張り出して

いる。燃焼部の内壁には焼土がよく残っていた。竃

の前には鼈を造るために持ち込まれた暗黄色粘質土

が崩れて堆積していた。燃焼部内から土器片が 2点

出土した。これらの土器片を支脚として使用したも

のと思われる。両袖方向45c皿煙道方向105cmを測る。

遺物 須恵器塊や土釜、羽釜が出土している。
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1 黒色土

2 黒色土

3 暗黄褐色土

4 灰褐色土

5~10mmの砂粒を少黛含む。

1層に近いが黒色が濃い。

地山の暗黄色土を主とし少量の黒色土を含む。

灰黄褐色土と黒褐色土の混入層。

第142図 A区6号住居跡
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2. 奈良•平安時代の遺構と遺物
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5 暗褐色土

6 黒色土

7 赤褐色土

5~10mmの砂粒を少星含む。

少星の暗黄色粘質土と焼土粒を含む。

多くの暗黄色粘質土と焼土粒、焼土プロック

を含む。

少星の暗黄色粘質土と焼土粒を含む。

竃を造るために持ち込まれた粘土層。

地山の灰黄褐色土に炭を多く含む。

粘質土が熱を受けて焼土化したもの。
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第143図 A区6号住居跡掘り方、竃、出土遺物

A区 6号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 量(cm)

1 須恵器 底～高台部 竃 ①輝石細砂 長めの高台。付け高台の塊。

碗 口径ー器高(3.4) ②酸化焔硬質

底径8.0 ③にぶい黄橙色

2 胴下位～底部 1/ 3 鼈 ①輝石粗砂 底部からやや丸みを帯びて立ち上がる胴部。

土釜又 口径ー器高（5.9) ②酸化焔硬質 外面胴～底部は箆削り。

は羽釜 底径（11.0) ③浅黄橙色 内面ナデ。

3 胴下位～底部1/3 +13 ①輝石 2~5mmの石 底部からやや丸みを帯びて立ち上がる胴部。

土釜又 口径一器高(5.5) ②酸化焔硬質 外面胴部はナデ。底部は箆削り後ナデか。

は羽釜 底径(7.5) ③明褐色 内面ナデ。
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第3章検出された遺構と遺物

A区 7号住居跡 （第144・145図 PL58・59・148)

位置 3 K-15グリッド

重複 本住居は古墳時代のA区2号方形周溝墓の方

台部上を掘り込んで造られていた。

形状 東西2.76m、南北3.29m。長軸を南北方向に

もち、隅丸長方形を呈する。

面積 9.27m' 

方位 N-94°-E 

床面 遺構確認面から25cm掘り込んで床面となる。

床面は黒褐色土と砂質の灰黄褐色土で造られてい

る。床下の南壁付近に暗黄色粘質土を踏み固めた硬

い箇所が検出された。

鼈 東壁面の南寄りを掘り込んで造られている。焚

口の両袖は石材でなく、黄色粘質土を張り付けて造

られており、左袖部分から鼈手前にかけて広い範囲

で暗黄色粘質土が検出された。左袖部分からは粘質

土だけでなく、焼土粒も確認された。鼈から離れた

部分にある粘質土には焼土が見あたらなかった。

よって、これらの粘質土のすべてが竃の構築材が崩

れたものとはいえず、竃の構築材とは別のものも

あったと考えざるを得ない。また、燃焼部内から土

器片が出土しており、これらの土器片を支脚として

使用したものと思われる。両袖方向28cm、煙道方向

75cmを測る。

遺物 須恵器坪、塊や土釜、羽釜が出土している。

——+ 叫

a

l

 

A
 

祠

叫
公． 79.lOm

ロコニニプワ
3 

゜
1 : 60 2 m 

•• 

叫

l 黒色土

l' 黒色土

A' 

多くのAs-B軽石粒を含む。

1層に近いがより多くの地山の暗黄色土を含

む。

2 黒色土 1層に比較して黒色の強い層。

3 灰褐色土 地山の灰黄褐色土と黒褐色土の混入層。
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第144図 A区7号住居跡、竃
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2. 奈良 • 平安時代の遺構と遺物
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第145図 A区7号住居跡出土遺物

A区 7号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 量(cm)

1 須恵器 2/3 +7 ①輝石石英軽石 丸みを帯びて立ち上がる体部。

坪 口径（6.7) 器高2.5 ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。内面は箆磨き調整。

底径5.2 ③にぶい黄橙色

2 須恵器 1/ 3 竃 ①輝石 やや丸みを帯びて立ち上がる体部。高台端部は下側に面をもつ。

塊 口径(10.5)器高4.2 ②酸化焔硬質 付高台の婉。

底径6.0 ③にぶい橙色 右回転ロクロ成形。

3 須恵器 口縁部片 +8.5 ①細砂 鍔はやや上向きに付けられている。やや内湾する口縁。

羽釜 口径(23.2) ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。

器高（7.5)底径ー ③灰黄色

4 土師器 口縁部片 竃 ①輝石粗砂 頸部から短く外反する口縁。端部は外側に面をもつ。

土釜 口径(22.6) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部以下は箆削り。

器高（6.2)底径一 ③橙色 内面 口縁は横ナデ。頸部以下はナデ。

A区 8号住居跡 （第146・147図 PL59・148・149) 

位置 3 M-15グリッド

重複 本住居は古墳時代の耕作溝を掘り込んで造ら

れている。

形状 東西3.45m、南北3.48m。隅丸方形を呈する。

面積 11.85m2 

方位 N-79°-E 

床面 遺構確認面から30cm掘り込んで床面となる。

床面は黒褐色土と砂質の灰黄褐色土で造られている

床下の竃手前付近から南西コーナーにかけて踏み固

められた硬い部分が検出された。更にその下に椀状

に暗黄色粘質土を塗り込めたような浅い床下土坑と

思われるものが見つかった。

ピット 西壁付近にピット 1が、北壁付近にピット

2が検出された。ピット 1は径38cm、深さ27cmで埋

没土は黒色土に地山の灰黄褐色土を混入した土で

あった。ピット 2は径76cm、深さ20cmで覆土は地山

の灰黄褐色土を中心にした砂質土であった。

鼈東壁面の南寄りを掘り込んで造られている。焚

口の右袖には21.5cmX10.6cmX 10.1cm、重さ3,300g

の砂岩、左袖には9.0cm X 12. 8cm X 9. 2cm、重さ 1, 

350gのニツ岳軽石の石を置き、暗黄色粘質土で補強

をしているように地山を削り、張り付けて造られて

いる。また、支脚にも 19.2cm x 13. 6cm X 9. 0cm、重さ

2,450gの粗粒輝石安山岩の石を使用している。焼土

は燃焼部左壁面によく見られた。竃の左側部分に粘

質土が多く見られた。両袖方向26cm、煙道方向74cm

を測る。

遺物 須恵器坪が出土している。覆土中から4.6cmX

3. 3cmX 5.8cm、重さ40gの鉄滓も出土している。
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2. 奈良 • 平安時代の遺構と遺物
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黒色土

暗黄色土

黒褐色土

黒褐色土

黄褐色土

灰褐色土

灰白色土

少量の灰白色軽石粒と粘質土を含む。

1層より多くの灰白色軽石粒を含む。粘質土はほ

とんど含まず。

鼈天井部分が崩壊した層。天井下部にあたる部分

が焼土化している。

地山の灰褐色土を含む焼土粒をわずかに含む。

1層に近いが、 1層よりも粘質土を多く含む。

3層よりも褐色が強い。焼土粒含まず。

地山の灰褐色土を多く含む。

竃を造る部分を掘り込んで粘土を埋めたと思われ

る粘土層。
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第147図 A区8号住居跡竃、出土遺物

A区 8号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 須恵器 口縁～底部 2/3 床直 ①輝石軽石 丸みを帯びて立ち上がる体部。

坪 口径8.9 器高2.6 ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。

底径5.1 ③にぶい橙色

2 須恵器 口縁～底部1/2 +9 ①輝石軽石 丸みを帯びて立ち上がる体部。

坪 口径(110)器高3.7 ②酸化焙硬質 右回転ロクロ成形。底部切り離し技法不明。

底径 (6.8) ③にぶい橙色

A区

位置

重複

形状

面積

方位

床面

11号住居跡（第148•149図

4 A-17グリッド

で造られている。

PL60・149) 

本住居は縄文時代のA区26号住居を掘り込ん

東西2.93m、南北3.25m。長軸を南北方向に

もち、隅丸長方形を呈する。

9.50m' 

N-6°-W 

遺構確認面から30cm掘 り込んで床面となる。

材でなく、暗黄色粘質土と黒褐色土の混ざったもの

を張り付けて造られている。支脚には16.0cm x 11. 4 

cmX 10.0cm、重さ1,200gの未固結凝灰岩の石が使用

されている。火を受けて、脆くなっていた。両袖方

向22cm、煙道方向81cmを測る。

遺物 須恵器坪、灰釉陶器碗、土釜、砥石、土錘が

出土している。

床面は黒褐色土と砂質の灰黄褐色土で造られてい

る。住居中央部の床下に径85cm、深さ40cmの床下土

坑と思われるものが検出された。

鼈 本遺跡では数軒しか例がないが、北壁面の東寄

りを掘り込んで竃が造られている。焚口の両袖は石
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（硬く、含む砂粒が大きい）。
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4 黒褐色土 少量の暗黄色粘質土と焼土粒を含む。

5 赤色土 焼土層。

6 暗黄褐色土 鼈構築に使用された粘土。
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第149図 A区11号住居跡出土遺物

A区 11号住居

番号 器種
残 存

出土位置
①胎土②焼成③色調

器形・整形・文様の特徴
法 量 (cm• g) （石 材）

1 須恵器 口縁～底部 2/3 覆土 ①輝石軽石細砂 腰部が張り、口縁部が外反する。底部穿孔。

坪 口径10.6 器高2.9 ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。

底径 4.3 ③にぶい黄橙色

2 須恵器 口縁～体部片 +7 ①石英 3~5mmの石 腰部が張り、口縁部が外反する。

坪 口径（15.2) ②酸化焔。軟質 右回転ロクロ成形。

器高（4.8)底径一 ③橙色

3 灰釉陶 体～底部 床直 ①緻密 丸みを帯びて立ち上がる体部。内湾する付け高台。

器碗 口径一 器高(46) ②還元焔硬質 右回転ロクロ成形。底部は回転箆削り調整。施釉方法は漬け掛け。

底径8.6 ③灰色 釉薬は乳白色。

4 土師器 胴～底部 1/ 3 +12.5 ①粗砂 底部から丸みを帯びて立ち上がる胴部。

土釜 口径一 器高（17.0) ②酸化烙軟質 外面箆削り。

底径10.0 ③にぶい黄橙色 内面箆ナデ。

5 土製品 ほぼ完形 覆土 やや中央部が膨らむ管状土錘。

土錘 縦 3.4 横1.0

厚さ1.1

6 土製品 完形 覆土 やや中央部が膨らむ管状土錘。

土錘 縦 3.1 横1.0

厚さ1.0

7 土製品 ほぼ完形 覆土 やや中央部が膨らむ管状土錘。

土錘 縦 3.3 横1.0

厚さ1.0

8 石製品 欠損部多し 覆土 流紋岩 原型は直方体と思われるが欠損部多し。使用面は 4面。いずれの

砥石 長さ（8.6)幅 4.8 面も砥ぎ減りのため、歪みが目立つ。

厚さ 4.3重さ146
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第3章検出された遺構と遺物

A区 21号住居跡 （第150・151図 PL61・149)

位置 3L-10グリッド

重複 本住居は古墳時代のA区7号方形周溝墓の周

溝部分を掘り込んで造られている。

形状 東西2.95m、南北3.67m。長軸を南北方向に

もち、隅丸長方形を呈する。

面積 10.19m' 

方位 N-101°-E  

床面 遺構確認面から30cm掘り込んで床面となる。

床面は 5mm前後の軽石粒を含む黒色土と砂質の灰黄

褐色土で造られている。床高は78.70mを測る。硬く

踏み固められた部分は確認できなかった。
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ピット 住居の南壁近くに径61cm、深さ18cmのビッ

トが検出された。住居覆土に近い黒色土であった。

鼈東壁面の南寄りを掘り込んで竃が造られてい

る。焚口の両袖は石材でなく、灰黄褐色粘質土と黒

褐色土の混ざったものを張り付けて造られている。

燃焼部から支脚に使用したと思われる石材が倒れた

状態で出土した。この竃の部分は 7号方形周溝墓の

周溝を掘り込んで造られており、竃の下層からは周

溝墓の覆土も出ている。両袖方向42cm、煙道方向

116cmを測る。

遺物 須恵器坪、碗、土釜が出土している。
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1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 暗赤褐色土

5 灰黄褐色土

焼土粒殆ど含まない。

少量の焼土粒と灰黄褐色粘質土プロック (1cm 

程）を含む。

多くの灰黄褐色粘質土とやや多くの焼土粒含む。

多くの焼土プロックと灰黄褐色粘質土を含む。

灰黄褐色粘質土。鼈を造るために持ち込まれた

粘質土。

E. 78.80m .E' 

大。 1 : 60 2 m 

1 黒色土 黒褐色土を主とし、 5mm前後の軽石を

多く含む。特に上半部分に灰褐色土を

プロック状に含む。

2 黒色土 l層に近い。灰黄褐色土を含む鼠が上

層よりやや多い。

3 黒色土 l層に近い。 1層より 5mm前後の軽石

（ピット） を含む最が少ない。

叫 叫

6 暗灰黄褐色土 地山の灰黄褐色土に、多くの黒褐色土と少黛の

焼土、焼土プロックを含む。

7 暗灰黄褐色土 地山の灰黄褐色土 (4-d層）と黒褐色土の混

入した層。
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第150図 A区21号住居跡、鼈
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2. 奈良•平安時代の遺構と遺物
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第151図 A区21号住居跡出土遺物

A区 21号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

l 須恵器 口縁～体部 1/ 3 床直 ①輝石細砂 腰部が張り、口縁がやや外反する。

碗 口径(13.4) ②還元焔硬質 右回転ロクロ成形。

器高（4.5)底径一 ③灰白色

2 須恵器 1 / 2 覆土 ①石英粗砂 丸みを帯びて立ち上がる体部。

坪 口径9.9 器高3.2 ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。

底径5.2 ③橙色

3 土師器 底部片 寵 ①石英粗砂 底部からやや丸みを帯びて立ち上がる胴部。

土釜 口径一 器高(68) ②酸化焔やや軟質 外面 箆削り。

底径(76) ③明赤褐色 内面箆ナデ。

A区 33号住居跡（第152・153図 PL61 ・62・ 149) 

位置 7T-lグリッド

形状東西2.70m、南北2.62mを測り、ほぼ方形を

呈する。

面積 7.llm' 

方位 N-66°―E 

床面 圃場整備により、削平されており、残りの良

いところで遺構確認面から11cm掘り込んで床面とな

る。床面は 1~2mm前後の軽石粒を含む黒色土と砂

質の灰黄褐色土で造られている。床高は77.95mを測

る。硬く踏み固められた部分は確認できなかった。

貯蔵穴住居の北壁東寄りに、径41cm、深さ15cmの

貯蔵穴 1が検出された。住居の北壁中央寄りに、長

径76cm・短径38cm、深さ17cmの貯蔵穴 2が検出され

た。住居南西コーナーに径46cm、深さ21cmの貯蔵穴

3が検出された。覆土はいずれも灰白色軽石粒を含

む黒色土であった。

鼈東壁面の南寄りを掘り込んで竃が造られてい

る。焚口の右袖に (19.2) cm X 15. 5cm X (12.1) cm、重

さ3,623gで粗粒輝石安山岩。左袖に25.2cm x 12.3 

cmX9.2cm、重さ4,250g、石英閃緑岩の石を使用して

いた。燃焼部から支脚に使用したと思われる21.4

cmX 14. 3cmX 8.3cm、重さ3,250g、粗粒輝石安山岩が

やや傾いた状態で出土した。これらの石材はいずれ

も割られており、竃の石材として加工した可能性が

ある。また、燃焼部内からは土釜の破片が数多く検

出された。燃焼部は円形に近い形をしており、煙道

は細い。燃焼部壁面の焼土はあまり多くなかった。

両袖方向45cm、煙道方向100cmを測る。

遺物須恵器婉、土釜が出土している。

備考本住居は平成 9年度に南西コーナ一部分のみ

発掘調査を行った。平成10年度になり、北側部分を

拡張して、本住居の調査を行った。
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第 3章 検出された遺構と遺物
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3-b層を主とする。多くのAs-B軽石粒と思われ

る。 1~2mmの灰白色軽石粒を含む。この 1層より

上は攪乱層となっておりローム土で埋め られていた。

上記 1層の土が多いが、所々灰黄褐色土の粒と思わ

れる砂粒が混じる。
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3-b層を主とした層。 1~2mmの灰白色軽石粒

を多く含む。

1層に近い。やや多くの灰黄褐色土 (4-d層）

を多く含む。
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1~2 mmの灰白色軽石粒を多く含む。少鼠の焼

土粒を含む。

4-d層に相当する土をプロック状に含む。

少黛の焼土粒とロームプロックを含む。

l~2 mmの灰白色軽石粒と灰色砂層を少量含む。

一部焼土化している部分がある。

4- C層に相当すると思われる固い層。

第152図 A区33号住居跡、竃、出土遺物(1)

178 



2. 奈良 • 平安時代の遺構と遺物
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第153図 A区33号住居跡出土遺物(2)

7 (1/ 4) 

A区 33号住居

番号 器 種
残 存

出土位置
①胎土②焼成③色調

器形 ・整形 ・文様の特徴
法 鑓(cm・g) （石 材）

1 須恵器 口～高台部1/3 床直 ①石英細砂 腰部が張り、外反する口縁。外傾する付け高台の碗。

碗 口径(10.4) ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。

器高 4.2 底径6.2 ③橙色

2 須恵器 口～高台部 1/ 5 床直 ①石英軽石 腰部が直線的で、外反する口縁。端部で短く外反する付け高台の

境 口径（157) ②酸化焔硬質 塊。右回転ロクロ成形。

器高 6.0 底径7.6 ③橙色

3 須恵器 口縁部片 床直 ①輝石 腰部が張り、外反する口縁。

境 口径（13.7) ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。

器高（3.8)底径一 ③にぶい黄橙色

4 土師器 口～胴部1/3 床直 ①輝石細砂軽石 くの字よりも直立気味に立ちあがる口縁。丸みを帯びている胴部。

土釜 口径(238) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部は無調整。以下胴部は箆削り後箆磨き。

器高(255)底径一 ③にぶい橙色 内面 口縁は横ナデ。以下は箆ナデ。

5 土師器 口～頸部片 床直 ①輝石軽石 頸部から外反する口縁。

土釜 口径（17.8) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部はナデか（無調整に近い）。

器高（7.3)底径一 ③橙色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

6 土師器 口～胴上部片 床直 ①石英輝石軽石 外反する口縁。端部は外側に面をもつ。

土釜 口径(21.5) ②酸化焔硬質 外面ナデ。

器高(7.5)底径一 ③にぶい赤褐色 内面 ナデ。

7 右袖石 長さ (19.2)幅 15.5 床直 粗粒輝石安山岩 縄文時代の石棒の転用と思われる。砲弾形で一部欠損している。

厚さ(121) 火を受け、変色した箇所あり。

重さ3,623
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第3章検出された遺構と遺物

A区 38号住居跡（第154図 PL62) 

位置 8C-1グリッド

重複 本住居の竃付近が古墳時代のA区31号住居を

掘り込んでいる。

形状 圃場整備による削平のため、形状を把握しず

らかった。ほぽ方形を呈する。東西2.79m、南北2.

9mを測る。

面積 8.31m' 

方位 N-95°―E 

床面 床面が殆ど残っておらず、掘り方の調査で住

居範囲を確認した。掘り方面の高さは77.75mを測

る。

貯蔵穴 住居の南壁東寄りに、径69cm、深さ24cmの

貯蔵穴が検出された。覆土は砂質の灰黄褐色土が主
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1 黒褐色土 灰白色の細かい粒が多く入りこんでいる。橙色の

粒も見える。

2 暗褐色土 上位の黒褐色土と下位の灰褐色土の混じりと思わ

れる。

とした土であった。砂質の土層であったが、非常に

硬かった。

鼈 東壁面の南寄りに竃が検出された。前述したよ

うに、住居全体の残りが悪く、竃も削平されていた。

焼土粒が少なく、竃と認めるには若干疑問が残る。

また、竃の構築材の石材や粘質土あるいは土器片も

検出できなかった。燃焼部は円形に近い形をしてお

り、両袖方向34cm、煙道方向61cmを測る。

遺物 土釜、羽釜の破片が出土。

備考 本住居は平成 9年度に南西コーナ一部分のみ

発掘調査を行った。平成10年度になり、北側部分を

拡張して、本住居の調査を行った。
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3-b層を主とした層。 1~2mmの灰白色

(As-B軽石粒）を多く含む。

2 灰黄褐色土地山の 4-d層に近い。固い層である。

貯蔵穴

1 黒褐色土 灰褐色土を多く含む黒褐色土。

2 灰黄褐色土 地山の灰黄褐色土 (4-d層）を主とした層。

砂質で固い。

3 暗灰褐色土 暗褐色土を主とし、多くの灰黄褐色土を含む。

第154図 A区38号住居跡、竃
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2 . 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

A区 39号住居跡（第155・156図 PL63・150) 

位置 3 G-15グリッド

重複 本住居の南壁中央部を近世のA区36号土坑が

掘り込んでいる。

形状 東西3.37m、南北4.12m。長軸を南北方向に

もち、隅丸長方形を呈する。

面積 13.46m' 

方位 N-91°-E 

床面 遺構確認面から29cm掘り込んで床面になる。

床高は78.95mを測る。床面は黒褐色土に地山の明黄

褐色土を含む土でできている。竃の焚口付近には炭

混じりで踏み固められたような箇所があった。また、

住居の中央部から、踏み固められた床面が検出され

た。竃の前の床下からは、黒色土に焼土粒を含む土

坑状のものが検出された。

鼈東壁面の南寄りを掘り込んで造られていた。焚

ロの両袖及び支脚に石材や粘質土を使用しておら

ず、燃焼部内から土器片が検出された。燃焼部は両

袖方向38cm、煙道方向91cmを測る。

遺物 須恵器の坪、塊、羽釜が出土。
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1 黒色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 黒色土

6 黒褐色土

3-b層を主とした層。

多くの明黄褐色土を含む。

2層よりも多くの明黄褐色土

(4-C層）を含む。

明黄褐色土を多く、黒褐色土

を少鼠含む。

黒色の強い層。僅かに焼土粒

を含む。

黒色土と地山の明黄褐色土を

混入した層。
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第155固 A区39号住居跡、掘り方、出土遺物(1)
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第 3章検出された遺構と遺物
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1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 黒色土

6 黒褐色土

多くの褐色土と少益の焼土粒を含む。

褐色土を僅かに含む。少絋の焼土粒を含む。

2層に近いが、焼土粒殆ど含まず軟質。やや多

くの地山の明黄褐色土 (4-C層）を含む。

多くの地山の明黄褐色土と僅かに焼土粒を含む。

3-b層を主とした層。僅かに焼土粒を含む。

少屈の焼土粒を含む。

第156図 A区39号住居跡鼈、出土遺物(2)

A区 39号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 鼠(cm)

l 須恵器 1/ 4 覆土 ①輝石細砂 腰部がやや直線的で、外反する口縁。長めの付け高台の碗。

塊 口径(156) ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。

器高（5.9)底径ー ③にぶい橙色

2 須恵器 体下半～高台部1/5 鼈 ①緻密 丸みを帯びて立ち上がる体部。断面が三角形に近い付け高台の塊。

碗 口径一器高(3.9) ②酸化焔軟質 右回転ロクロ成形。

底径(78) ③明赤褐色

3 須恵器 口縁部 1/ 3 覆土 ①軽石 腰部が張り、外反する口縁。端部は丸く厚手である。

坪 口径(10.4) ②酸化焔やや軟質 右回転ロクロ成形。

器高（2.4)底径一 ③橙色

4 ロ～胴上部1/4 鼈 ①輝石粗砂石英 鍔の断面は三角形。口縁はやや内湾する。

羽釜 口径(24.7) ②酸化焔軟質 外面 口縁は横ナデ。以下箆磨き。

器高(12.7)底径一 ③赤褐色 内面 口縁は横ナデ。頸部はハケメ。

5 口～胴上部 1/6 覆土 ①輝石細砂 鍔が上方にのびる。口縁は直立気味。

羽釜 口径(21.2) ②酸化焔硬質 左回転ロクロ成形。内面はナデ調整。

器高(119)底径一 ③赤褐色

6 口～胴上部1/5 竃 ①輝石軽石 鍔が短い。口縁はやや内湾する。

羽釜 口径（172) ②酸化焔硬質 外面 胴中位に箆削り痕。

器高（11.3)底径一 ③橙色 内面 箆ナデ。
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2. 奈良•平安時代の遺構と遺物

A区 42号住居跡（第157・158図 PL63・64・ 150) 

位置 3B-11グリッド

重複本住居の北壁付近を近世の耕作痕が掘り込ん

でいる。

形状東西4.21m、南北2.94m。長軸を東西方向に

もち、隅丸長方形を呈する。

面積 12.21m' 

方位 N-13°-E 

床面遺構確認面から13cm掘り込んで床面になる。

床高は79.25mを測る。床面は黒褐色土に地山の明黄

褐色土を含む土でできている。踏み固められた硬い

床面は検出できなかった。

ピット 南壁の床面からピットが 3基検出された。

ピット 1は径78cm、深さ28cm。ピット 2は径81cm、

深さ21cm。ピット 3は径55cm、深さ 8cmを測る。覆

土は黒褐色土に地山の明黄褐色土を含む土である。

ピット 3からは須恵器の碗の破片が出土した。

鼈 東壁面の南寄りを掘り込んで造られていた。焚

口の両袖及び支脚に石材を使用しておらず、両袖に

は粘質土を張り付けて造られていた。燃焼部中央付

近に焼土の塊があり、その上に土器片が検出された。

燃焼部は両袖方向34cm、煙道方向56cmを測る。

遺物 須恵器のほぼ完形の坪、須恵器塊、土釜が出

土している。
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1 にぶい黄褐色土 2-a層と思われる。近世の耕作土。

2 黒褐色土 3-b層を主とした層。少量の 4-C層を
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三

千C-11
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1:60 2m 

3 黒褐色土

4 黒褐色土

小プロック状に含む。

3-b層を主とした層。多くの 4-C層を

プロック状に含む。

3-b層を主とした層。更に多くの 4-C

層をプロック状に含む。多くの 4-C層の

粒子を含む。

Pit 

1 黒褐色土 3-b層と思われる土を主とし、少試の明黄褐

色土 4-C層を粒子状に含む。

2 黒褐色土 3-b層と思われる土を主とし、多くの明黄褐

色土を、粒子と 1~2cmのプロックとして含む。

2'黒褐色土 2層に近いが、明黄褐色土を含む量が少ない。

第157図 A区42号住居跡、掘り方
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第 3章 検出された遺構と遺物
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第158図

竃

l

2

3

4

5

黒褐色土

灰白色土

明黄褐色土

褐色土

褐色土

多くの焼土粒と少量の焼土ブロックを含む。

灰白色粘質土を主とした層。

明黄褐色土 (4-C層）をプロック状に含む。

1層に近く多くの焼土粒を含む。

4層に近い、多くの焼土プロック、粘土粒を

含む。
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A区42号住居跡竃、出土遺物

A区 42号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 最 (cm)

1 須恵器 ほぼ完形 床直 ①緻密輝石石英 直線的に立ち上がる。

坪 口径10.0器高 3.0 ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。

底径 5.0 ③橙色

2 須恵器 体下半～高台部 床直 諷砂石英 軽石 直線的に立ち上がる体部。長めの付け高台の境。

碗 口径一器高(3.2) ②酸化焔硬質 ロクロ成形。

底径7.8 ③浅黄橙色

3 須恵器 口～高台部 床直 ①緻密石英輝石 丸みを帯びて立ち上がる。長めの付け高台の碗。

碗 口径(14.2) ②酸化焔硬質 ロクロ成形。

器高（5.8)底径8.4 ③橙色

4 土師器 ロ～胴上部、胴下部 床直 ①石英輝石粗砂 くの字に外反する口縁。端部は丸い。

土釜 ～底部。接点なし。 ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部は箆削り後箆磨き。

口径 (21.1) 器高 ③赤褐色 内面 口縁は横ナデ。胴部はナデ。

(24. 7)底径(8.7) 
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2. 奈良•平安時代の遺構と遺物

A区

位置

重複

でいる。

形状

45号住居跡（第159・160図

3 B-12グリッド

本住居の鼈の上部を近世の耕作痕が掘り込ん

東西4.21m、南北3.29m。長軸を東西方向に

もち、隅丸長方形を呈する。

面積

方位

床面

PL64•65·150) 

14.45m' 

N-92°-E 

遺構確認面から36cm掘り込んで床面になる。

床高は79.15mを測る。床面は黒褐色土にソフトロー

ムに近い黄褐色土を含む土でできている。踏み固め

られた硬い床面は住居の中央部で検出された。

貯蔵穴 南西コーナ一部分から検出された。径68cm、

深さ33cmを測る。覆土は黒褐色土に黄褐色土を含む

土である。内部から須恵器の碗や土師器の土釜の破

片が出土した。

鼈 東壁面の南寄りを掘り込んで造られていた。鼈

の上部を近世の耕作痕に掘り込まれているため、残

りがよくない。焚口の両袖、支脚部からは石材は検

出されなかった。燃焼部中央に土器片が検出された。

燃焼部は両袖方向33cm、煙道方向(85)cmを測る。

遺物 須恵器のほぼ完形の坪、須恵器内黒碗、灰釉

陶器高台付皿、土釜、羽釜が出土している。総重量

140gの鉄滓が出土した。 このうち最大の鉄滓は5.2

cm X 3. 6cm X 3. 4cm、重さ120gであった。
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黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

にぶい黄褐色土

A' 

3-b層を主としているが、黄褐色土をやや

多く含む。

やや黄褐色土を多めに含む層。

1層に近いがより多くの黒褐色土を含む。

2-a層と思われる近世の耕作土。

鼈

ー

2
 

黒褐色土

黄褐色土

□
c-

1 : 30 1 m 

1 mm以下の白色軽石粒を多く、焼土粒を少量含

む。焼土小プロックを少量含む。

黄褐色土（ロームに近い）を主とし、少益の黒

褐色土と多くの焼土粒、焼土プロックを含む。

こロニコ1 

□三□
第159図 A区45号住居跡、竃、出土遺物（ 1)
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第 3章 検出された遺構と遺物
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第160図 A区45号住居跡出土遺物(2)

I I 9 

＼ ／／ 

A区 45号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 須恵器 ほぼ完形 床直 ①角閃石石英 直線的に立ち上がる。

坪 口径10.0 器高 2.6 ②酸化焙硬質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。

底径 5.1 ③明赤褐色

2 須恵器 2/3 +8 ①緻密角閃石石英 やや丸みを帯びて立ち上がり、口縁が短く外反する。

坪 口径 9.8 器高 3.2 ②酸化焙硬質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。

底径 4.4 ③にぶい赤褐色

3 須恵器 高台部欠1/2 +15 ①細砂軽石角閃石 丸みを帯びて立ち上がる。

境 口径15.1 器高5.2 ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。内面は黒色処理、箆磨き。

底径一 ③明黄褐色

4 須恵器 1/ 5 床直 ①緻密 腰部が張り、口縁が外反する。付け高台

境 口径(14.6) ②酸化焔軟質 右回転ロクロ成形。内面は黒色処理、箆磨き。

器高 5.8 底径 6.9 ③明赤褐色

5 須恵器 口～体部1/4 貯蔵穴 ①細砂輝石 丸みを帯びて立ち上がる。

塊 口径(17.2) ②酸化焔軟質 右回転ロクロ成形。 内面は黒色処理、箆磨き。

器高（4.3)底径一 ③明赤褐色

6 灰釉陶 1 / 3 床直 ①緻密 やや丸みを帯びて立ち上がる。口縁に輪花と思われるへこみあり。

器高台 口径14.1 器高2.2 ②還元焙硬質 高台の断面は三角形に近い。右回転ロクロ成形。施釉方法は漬け

付皿 底径 7.5 ③灰白色 掛け。釉薬は乳白色。

7 口縁部片 貯蔵穴 ①輝石細砂軽石 鍔の下方に向く。口縁は直立気味。

羽釜 口径(21.4) ②酸化焔軟質 外面 口縁は横ナデ。以下箆磨き。

器高（6.6)底径ー ③にぶい黄褐色 内面 口縁は横ナデ。以下ナデ。

8 土師器 口縁部片 貯蔵穴 ①輝石細砂 大きく外反する口縁。

土釜 口径(19.9) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下胴部は箆削り。

器高（7.3)底径一 ③にぶい橙色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。， 土師器 口～胴上部片 床直 ①輝石極粗砂 外反する口縁。

土釜 口径(20.7) ②酸化焔やや軟質 外面 口縁は横ナデ。以下胴部は箆削り。

器高（9.7)底径一 ③橙色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

10 土師器 胴下部～底部 床直 ①粗砂 底部より直線的に立ちあがる胴部。

土釜 口径一 器高(7.1) ②酸化焔軟質 外面 胴～底部は箆削り。

底径7.6 ③明赤褐色 内面 ナデ。
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2 . 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

A区 48号住居跡 （第161・162図 PL65 •66 · 150 

位置 3 R-19グリッド

形状 本住居の南側は住民の生活用道路になってお

り、調査を実施できなかった。そのため、正確な形

状は把握できなかった。東西方向2.30mを測る。

面積 (5.05)m' 

方位 N-64°―E 

床面 遺構確認面から26cm掘り込んで床面になる。

床高は78.15mを測る。床面はやや褐色を帯びた灰白

色軽石粒を含む黒褐色土に砂質の灰黄褐色土が混入

した土でできている。踏み固められた硬い床面は確

認できなかった。

鼈 東壁面の北寄り、しかも北東コーナー付近に位

置し、北竃といってもよい位北に偏っている。焚口

の両袖及び支脚部から石材が検出された。また、左

袖部分には粘質土も見つかり、袖石を固定するため

に使われた可能性がある。支脚石の上からは土器片

が数多く出土した。燃焼部の壁には焼土が良い状態

で残っていた。特に左壁と煙道部近くの壁の焼土は

良い状態で残っていた。両袖方向35cm、煙道方向73

cmを測る。

遺物 須恵器婉、土釜が出土している。また、3.5cmX

2.9cmX1.6cm、重さ25gの鉄滓が出土している。
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l 黄褐色土 ローム層（圃場整備で持ち込まれたローム）

耕作土。

2 黒褐色土 固く踏み固められた旧道路と思われる部分。

3 黒褐色土 3-b層を主とした層。 1cm内外の褐色粒を少

量含む。

4 黒褐色土 3-b層を主とした層。 1~3mmのやや褐色を

帯びた白色軽石粒を多く含む。

5 灰黄褐色土 4-d層をプロック状に含む層。

6 黒褐色土 3-b層に近い。 3-b層中に地山の 4-d層

の砂を粒子及びプロック状に含む（床下）。

叫 7 灰黄褐色土 4-d層を主とした層。やや黒色を帯びている。
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1 黒褐色土 3-b層を主とした層。焼土粒を含む贔は少な

しX。

2 黒褐色土 3-b層を多く地山の 4-d層（灰黄褐色土）

をやや多く、焼土粒、焼土小プロックを多く含

む。

3 黒褐色土 焼土類、炭少贔、 3-b層を含む。

cil 

C 78.50m C' ..  

゜
1 : 30 1 m 

｀ 
第161図 A区48号住居跡、鼈

187 
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第162図 A区48号住居跡出土遺物

A区 48号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整 形 ・ 文 様 の 特 徴
法 星（cm)

1 須恵器 体下部～高台部 鼈 ①輝石石英 丸みを帯びて立ち上がる体部。外傾する付け高台。

碗 口径一器高(4.4) ②酸化焔硬質 ロクロ成形。外面回転箆削り調整。

底径8.8 ③浅黄色

2 土師器 胴下部～底部1/5 鼈 ①輝石石英軽石 底部より直線的に立ちあがる胴部。

甕 口径一 器高(14.8) ②酸化焔軟質 外面胴中位はナデ。下部～底部は箆削り。

底径(16.8) ③明赤褐色 内面 ナデ。

A区 49号住居跡（第163•164図

3炉璃ー

C-

PL66•67•150) 
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位置

重複

3D-11グリッド

本住居は古墳時代のA区15号溝を

掘り込んで造られている。

叫

△ 7950m 二：二こここ］
4 

形状 東西2.34m、南北3.57m。長軸を

』と

゜
60 2 m 

ぷ

叫

叫

南北方向にもち、隅丸長方形を呈する。

面積

方位

床面

8.46m' 

N-109°―E 

遺構確認面から38cm掘り込んで床

面になる。床高は79.lOmを測る。床面は

灰白色軽石粒を含む黒褐色土に明黄褐色

土が混入した土でできている。踏み固め

られた特に硬い床面は竃前を中心に広く

検出された。
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にぶい黄褐色土

黒褐色土

黒褐色土

明黄褐色土

2-a層を主とする軟質。

3-b層を主としている。黄褐色のプロック

を多 く含む。

2層に近いが 2層よりも黄褐色が強い。

粘土粒、黒色土が固く混ざっている。踏み固

められた部分あり 。

第163図

貯蔵穴 1

1 黒褐色土

2 灰黄褐色土

貯蔵穴 2

l 黒褐色土

2 黒褐色土

A区49号住居跡

3-b層を主体とした層に粘質土が多く混じる。

1層の黒褐色土に地山の灰黄褐色土が多く混じ

る。

焼土粒、粘土粒を多く含む。

1層に似ているが 1層よりも黒色が強い。
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貯蔵穴貯蔵穴 1は、本住居の南西コーナ一部分か

ら検出された。径50cm、深さ 19cmを測る。覆土は黒

褐色土に明黄褐色土を含む土で、径 6cmの丸石が中

から出土した。貯蔵穴 2は竃の左袖前から検出され

た。径32cm、深さ23cmを測る。覆土はやはり黒褐色

土に明黄褐色土を含む土で、やや焼土粒が混入して

いた。中から土器片が出土している。

鼈東壁面の南寄りを掘り込んで造られている。焚

口の両袖及び支脚部から石材は検出されなかった。
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2. 奈良•平安時代の遺構と遺物

燃焼部上面及び煙道部に粘質土がよく残っていて、

竃の天井材も一部確認できた。燃焼部壁面及び煙道

部に焼土の残りが良かった。また、燃焼部からは土

器片も出土した。燃焼部の両袖方向39cm、煙道方向

139cmを測る。

遺物 須恵器碗、羽釜が出土している。

備考 竃の残りの状態が良かったので、後日、遺跡

見学会の際に粘質土を使用して鼈を復元し、燃焼実

験を行った。

鼈

1 褐色土

l'褐色土

2 黒褐色土

3 赤色土

4 赤褐色土

5 黒褐色土

住居の 1層に同じ。黒褐色土と黄褐色土の斑状

で、やや黄褐色土が多い。

住居の 1層に近いが、白色の粘土粒を含む。

少誠の黄褐色土と焼土粒を含む。

鼈を造るために持ち込まれ、貼られた粘土が火

を受けて焼土化した部分。

2層の土に焼土粒が含まれている。

地山の褐色粒と焼土、黒褐色土の混じり、少戯

の焼土粒を含む。

6 黄褐色土 鼈を造るために持ち込まれた粘質土。

6' 黄褐色土 6層に似ているがやや黒褐色土を含む。

7 黒褐色土 地山の黄褐色土と黒褐色土が混入した層。少星

の焼土粒を含む。
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第164図 A区49号住居跡鼈、出土遺物

A区 49号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 量(cm)

l 須恵器 1 / 3、高台部欠 床直 ①緻密 丸みを帯びて立ち上がる。

碗 口径(11.7) ②酸化焔やや軟質 右回転ロクロ成形。

器高 (43)底径一 ③にぶい黄橙色

2 口～胴中位 1/ 4 床直 ①輝石粗砂軽石 鍔が上方にのびる。口縁は短く内湾する。

羽釜 口径(22.3) ②酸化焔軟質 外面 左回転ロクロ成形。胴中位以下は箆削り調整。

器高(21.9)底径一 ③明赤褐色 内面 左回転ロクロ成形。胴中位以下はナデ調整。
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第 3章 検出された遺構と遺物

A区

位置

重複

50号住居跡 （第165・166図

3E-11グリッド

PL67・151) 

本住居は古墳時代のA区15号溝及び同じく古

墳時代のA区10号方形周溝墓の北側周溝部を掘り込

んで造られている。

形状

面積

方位

床面

東西3.82m、南北2.90m。長軸を東西方向に

もち、隅丸長方形を呈する。

11.21m' 

N-99°-E 

遺構確認面から26cm掘り込んで床面になる。

床高は79.20mを測る。床面は褐色が強い黒褐色土に

明黄褐色土を含む土でできている。踏み固められた
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硬い床面は鼈の前から住居の南側床面で検出され

た。

鼈 東壁面の南寄りを掘り込んで造られていた。焚

口の両袖及び支脚部からは石材は検出されなかっ

た。両袖は粘質土で造られていた。焼土は燃焼部の

下層から多く検出された。 また燃焼部内から土器片

も出土した。燃焼部は両袖方向28cm、煙道方向83cm

を測る。

遺物

叫 叫

A 79.60m •• 

I' 

゜
1 : 60 2 m 

鼈

ー

黒褐色土

l'黒褐色土

2 暗黄褐色土

3-b層を主とした層 (3-b層より褐色が強

い）。1mm以下の白色粒を多く含む。 1mm以下の

褐色粒を少鼠含む。少鼠の炭を含む。

1層に近い。より多くの褐色粒を含む。

地山の明黄褐色土に上層の黒褐色が入った土。

2

3

4

5

6

 

須恵器の坪、碗、灰釉陶器碗が出土している。

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

赤色土

灰黄色土

黄褐色土
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冑旦 79.60m D' 

口
゜

1 : 30 1 m 

3-b層を主とした層(3-b層より褐色が強い）。

1 mm以下の白色粒を多く、褐色粒を少輩含む。

1層中に少塁の焼土粒を含む。

多くの焼土粒と 1cm前後の焼土プロックを含む。

焼土粒を主とした層。

粒子密。粘土。

明黄褐色土、暗褐色土、焼土粒、 1~2 cmの焼土

プロックの混入層。

第165図 A区50号住居跡、竃
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第166図 A区50号住居跡出土遺物

A区 50号住居

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 量(cm)

1 須恵器 高台部欠 覆土 ①細砂 3mmの石 やや丸みを帯びて立ち上がる。

碗 口径(10.9) ②酸化焔やや軟質 ロクロ成形。外面は手持ち箆削り調整。

器高（3.3)底径ー ③にぶい褐色

2 須恵器 口～底部 1/ 2 窟 ①細砂 腰部が張り、口縁が外反する。外反する付け高台。

碗 口径(14.8)器高6.5 ②酸化焔軟質 右回転ロクロ成形。

底径 8.0 ③浅黄色

3 灰釉陶 口縁部片 覆土 ①緻密 直線的に立ち上がる口縁。

器碗 口径(16.0) ②還元焔硬質 右回転ロクロ成形。施釉方法は漬け掛け。釉薬は乳白色。

器高（3.0) 底径一 ③灰色

A区 51号住居跡（第167~171図 PL68・151) 

位置 3 D-9グリッド

重複 本住居は古墳時代のA区11号方形周溝墓の北

側周溝部を掘り込んで造られている。

形状東西2.58m、南北(3.76) m。長軸を南北方向

にもつ。南壁付近は発掘調査対象外地域だったので、

本住居の全体は調査することができなかった。

面積 (8.30)m' 

方位 N-109°-E 

床面遺構確認面から36cm掘り込んで床面になる。

床高は79.02mを測る。床面は褐色が強い黒褐色土に

明黄褐色土を含む土でできている。踏み固められた

硬い床面は住居のほぼ全面で検出された。床面近く

で焼土と炭が混入した箇所が検出されたため、層位

を確認した。また、鼈前の床面からは粘質土が多量

に検出された。中には焼土化し硬くなった塊も検出

された。

貯蔵穴貯蔵穴 1は、本住居の北西コーナ一部分か

ら検出された。径65cm、深さ34cmを測る。覆土は焼

土や炭の混じった黒褐色土に明黄褐色土を含む土

で、炭や焼土が集中した層のあたりから土錘が多数

出土した。貯蔵穴 2は北東コーナ一部分から検出さ

れた。径37cm、深さ20cmを測る。覆土は粘質土及び

灰や炭が混入したものである。

鼈 東壁面の中央寄りを掘り込んで造られていた。

煙道部は周溝墓の覆土である黒色土のすぐ上層にあ

たる。鼈全体に粘質土がよく残っており、鼈の構築

材として粘質土を使用したことがわかる。燃焼部、

煙道部ともに粘質土による天井部が良く残ってお

り、燃焼部の壁面全体、天井部に焼土が多量に付い

ている。焚口の両袖及び支脚部からは石材は検出さ

れず、両袖は粘質土で造られていた。また燃焼部壁

面及び煙道部から土器片も出土した。燃焼部は円形

に近く、両袖方向36cm、煙道方向118cmを測る。

遺物 土師器の坪、土釜、須恵器の碗、羽釜が出土

している。また、本住居、及び近隣のグリッドから

土錘が86個出土している。
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焼土と炭の混入した部分

1 黒褐色土 多くの炭（粉状）と少黛の焼土粒を含む。

2 暗赤褐色土 多くの焼土粒を含む。

3 暗褐色土 地山の明黄褐色土の粒子を多く含む。少星の焼

土粒を含む。

4 暗褐色土 鼈を造るために持ち込まれた、黄色粘質土をプ

ロック状に少鼠含む。焼土プロックを少量含む。
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4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 黒褐色土

7 暗褐色土

8 暗褐色土

9 明黄褐色土

叫
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9| 

l 褐色土 耕作土 1-a • b層。

2 暗褐色土 褐色土と黒褐色土の混入層。

3 にぶい黄褐色土 2-a層に相当する層と思われる。少量の

黒褐色土を含む。

2層に近い。 2層の方が黒色が強い。

少旦の黄褐色粘質土を多く含む。

多くの炭の粒子を含む。

少絨の黄褐色土プロックと少鼠の焼土粒を

含む。

下層の明黄褐色土が混入している。

砂質の粒。水を含むと粘る。橙色の粒の土

も含む。

第167図 A区51号住居跡、掘り方
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暗褐色土

明黄色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

赤色土

赤色士

黄褐色土

黒色土

口

住居の覆土に近い。焼土粒殆ど含まず。

砂質であるが粘質土。粒子密。鼈を造るために

持ち込まれた粘質土を主とし、少黛の黒褐色土、

焼土粒を含む。

多く暗褐色の粘質土を含む。

多くの明黄褐色土を含むが、焼土粒は殆ど含ま

ない。

少量の焼土粒と大粒の焼土プロックを含む。

焼土粒、焼土プロックを多黛に含む（崩壊した

天井部）。

多くの焼土粒と焼土プロックを含む。

明黄褐色土を多く含む。部分的に焼土化して赤

色を呈している。

部分的に焼土化して赤色を呈している。
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第168図 A区51号住居跡竃、出土遺物（ 1)
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第169図 A区51号住居跡出土遺物(2)

194 



2. 奈良•平安時代の遺構と遺物

,-, 54 

⑤ 
I―I 56 

⑤ 

59 

⑤ 
60 

① 
61 

⑤ 
I. 57 

⑤ 
58 

⑤ 
63 

⑤ 

64 ~ 65 0v~ G) 

71 

@) 

l
 
レ

72 

⑤
 

79 
78 

゜
C〉

ーロ＿
①85 

86 

① 

□8
1
0
 

75 

① 
76 

① 

82 

⑤ 
83 

① 

一。
，
 

爪

①

84 

◎ 

91 

(S =1/2)⑦ 

第170図 A区51号住居跡出土遺物(3)
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92 - 93 

① ⑤ (S =1/2) 

第171図 A区51号住居跡出土遺物(4)

A区 51号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

1 須恵器 1 / 3 床直 ①緻密 直線的に立ち上がる。

坪 口径103 器高3.2 ②酸化焔やや軟質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。

底径 5.0 ③にぶい黄橙色

2 須恵器 2/3 貯蔵穴 ①緻密石英 腰部が張り、口縁が外反する。付け高台

塊 口径14.5 器高58 ②酸化焔軟質 右回転ロクロ成形。内面は黒色処理、箆磨き。

底径 7.3 ③赤色

3 須恵器 4/5 床直 ①緻密 腰部が張り、口縁がやや外反する。付け高台。高台内側にナデ調

碗 口径160 器高6.2 ②酸化焔軟質 整。右回転ロクロ成形。

底径 78 ③赤色

4 須恵器 1/ 2 +19 ①緻密輝石 腰部が張り、口縁が外反する。付け高台

塊 口径（15.7)器高6.2 ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。

底径 7.6 ③赤褐色 内面箆磨き調整。

5 口縁部片 鼈 ①軽石 鍔がやや上方にのびる。口縁は内湾する。

羽釜 口径ー 器高一 ②酸化焔軟質 外面箆削り調整。

底径一 ③にぶい橙色 内面 無調整か。

6 土師器 口縁部片 床直 ①石英、細砂 緩やかに外反する口縁。

土釜 口径(22.0) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。頸部に指頭痕あり。以下胴部は箆磨き。

器高（9.7)底径一 ③赤色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

7 土師器 口縁部片 覆土 ①輝石軽石 大きく外反する口縁。

土釜 口径(23.5) ②酸化焔硬質 外面胴部は箆削り。

器高（8.3)底径ー ③にぶい黄橙色 内面胴部はナデか。

番号 器種
残 存

出土位置
法 量(cm)

番号 器種
残 存

出土位置
法 最（cm)

8 土製品 ほぼ完形 +5.5 21 土製品 ほぼ完形 床直

土錘 縦(3.0) 横1.1 厚さ10 土錘 縦(3.0) 横1.2 厚さ1.1

9 土製品 完形 床直 22 土製品 完形 床直

土錘 縦 3.6 横1.3 厚さ1.2 土錘 縦 33 横1.2 厚さ1.0

10 土製品 ほぼ完形 床直 23 土製品 完形 床直

土錘 縦(29) 横 12 厚さ1.2 土錘 縦 3.6 横1.2 厚さ1.1

11 土製品 ほぼ完形 床直 24 土製品 完形 床直

土錘 縦(3.3) 横1.0 厚さ1.1 土錘 縦 3.6 横1.2 厚さ1.0

12 土製品 ほぼ完形 床直 25 土製品 完形 床直

土錘 縦 (3.4) 横1.2 厚さ1.2 土錘 縦 3.2 横1.2 厚さ11 

13 土製品 ほぼ完形 +23 26 土製品 完形 床直

土錘 縦 (3.2) 横1.3 厚さ1.1 土錘 縦 3.2 横1.0 厚さ1.0

14 土製品 完形 +23 27 土製品 完形 床直

土錘 縦 3.1 横1.1 厚さ0.9 土錘 縦 3.5 横1.2 厚さ1.1

15 土製品 完形 床直 28 土製品 完形 床直

土錘 縦 31 横1.2 厚さ09 土錘 縦 3.7 横1.2 厚さ1.2

16 土製品 完形 床直 29 土製品 ほぼ完形 床直

土錘 縦 39 横1.2 厚さ1.1 土錘 縦(3.3) 横1.2 厚さ1.1

17 土製品 ほぼ完形 床直 30 土製品 完形 床直

土錘 縦(3.4) 横1.2 厚さ1.0 土錘 縦 3.0 横1.1 厚さ1.1

18 土製品 ほぼ完形 床直 31 土製品 完形 床直

土錘 縦(3.0) 横1.2 厚さ1.1 土錘 縦 3.7 横1.2 厚さ1.2

19 土製品 ほぼ完形 床直 32 土製品 完形 床直

土錘 縦(2.6) 横1.9 厚さ1.0 土錘 縦 3.0 横1.0 厚さ1.0

20 土製品 完形 床直 33 土製品 4 / 5 床直

土錘 縦 35 横1.1 厚さ1.1 土錘 縦(2.5) 横1.2 厚さ1.1
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2. 奈良•平安時代の遺構と遺物

番号 器種
残 存

出土位置
法 旦（cm)

番号 器種
残 存

出土位置
法 羅(cm)

34 土製品 4/5 床直 64 土製品 完形 床直

土錘 縦(2.7) 横1.0 厚さ1.1 土錘 縦 3.6 横1.3 厚さ1.0

35 土製品 3/5 床直 65 土製品 完形 床直

土錘 縦(2.0) 横1.2 厚さ1.1 土錘 縦 3.5 横1.1 厚さ1.0

36 土製品 ほぼ完形 床直 66 土製品 完形 床直

土錘 縦(3.2) 横 12 厚さ1.1 土錘 縦 3.1 横 11 厚さ0.9

37 土製品 4/5 床直 67 土製品 ほぼ完形 床直

土錘 縦(27) 横1.0 厚さ10 土錘 縦(3.6) 横1.2 厚さ11 

38 土製品 完形 床直 68 土製品 完形 床直

土錘 縦 3.6 横1.1 厚さ1.0 土錘 縦 37 横1.2 厚さ1.1

39 土製品 ほぼ完形 床直 69 土製品 ほぼ完形 床直

土錘 縦(3.5) 横1.2 厚さ1.0 土錘 縦(3.1) 横 11 厚さ1.1

40 土製品 ほぼ完形 床直 70 土製品 ほぼ完形 床直

土錘 縦(2.9) 横1.1 厚さ1.1 土錘 縦(2.9) 横1.2 厚さ1.2

41 土製品 ほぽ完形 床直 71 土製品 完形 床直

土錘 縦(2.9) 横1.1 厚さ1.1 土錘 縦 3.3 横1.1 厚さ1.2

42 土製品 ほぼ完形 床直 72 土製品 完形 床直

土錘 縦(3.3) 横1.2 厚さ11 土錘 縦 3.7 横1.2 厚さ1.1

43 土製品 完形 床直 73 土製品 完形 床直

土錘 縦 3.2 横1.1 厚さ1.1 土錘 縦 3.6 横1.2 厚さ1.1

44 土製品 ほぼ完形 床直 74 土製品 完形 床直

土錘 縦(3.2) 横1.2 厚さ1.1 土錘 縦 35 横1.2 厚さ1.0

45 土製品 完形 床直 75 土製品 完形 床直

土錘 縦 3.5 横1.0 厚さ1.2 土錘 縦 3.4 横1.2 厚さ1.0

46 土製品 ほぼ完形 床直 76 土製品 完形 床直

土錘 縦(34) 横1.1 厚さ11 土錘 縦 3.5 横1.2 厚さ1.1

47 土製品 完形 床直 77 土製品 ほぼ完形 床直

土錘 縦 3.7 横1.1 厚さ1.1 土錘 縦(3.2) 横 12 厚さ1.1

48 土製品 完形 +6 78 土製品 ほぼ完形 床直

土錘 縦 3.4 横1.2 厚さ1.1 土錘 縦(40) 横1.0 厚さ10 

49 土製品 完形 床直 79 土製品 完形 床直

土錘 縦 3.4 横 12 厚さ1.1 土錘 縦 3.3 横1.1 厚さ1.1

50 土製品 完形 床直 80 土製品 ほぽ完形 覆土

土錘 縦 3.7 横1.2 厚さ11 土錘 縦(3.3) 横1.1 厚さ1.1

51 土製品 完形 床直 81 土製品 4/5 覆土

土錘 縦 39 横1.3 厚さ11 土錘 縦(2.4) 横1.1 厚さ1.0

52 土製品 ほぼ完形 床直 82 土製品 完形 覆土

土錘 縦(3.3) 横1.2 厚さ1.1 土錘 縦 30 横1.0 厚さ1.0

53 土製品 完形 床直 83 土製品 完形 覆土

土錘 縦 3.1 横 11 厚さ0.9 土錘 縦 37 横1.3 厚さ1.0

54 土製品 ほぼ完形 床直 84 土製品 完形 覆土

土錘 縦(2.9) 横 11 厚さ 10 土錘 縦 3.5 横 11 厚さ11 

55 土製品 ほぽ完形 床直 85 土製品 4/5 覆土

土錘 縦(35) 横1.2 厚さ1.2 土錘 縦(2.6) 横1.3 厚さ1.1

56 土製品 ほぼ完形 床直 86 土製品 完形

土錘 縦(31) 横1.1 厚さ1.1 土錘 縦 30 横1.2 厚さ1.1

57 土製品 ほぽ完形 床直 87 土製品 1 / 2 

土錘 縦(3.4) 横1.1 厚さ1.0 土錘 縦(27) 横1.1 厚さ (0.7) 

58 土製品 完形 床直 88 土製品 ほぼ完形

土錘 縦 3.3 横1.2 厚さ1.1 土錘 縦（31) 横1.1 厚さ0.9

59 土製品 完形 床直 89 土製品 4 / 5 

土錘 縦 35 横1.1 厚さ1.1 土錘 縦(2.7) 横1.1 厚さ1.1

60 土製品 完形 床直 90 土製品 3/5 

土錘 縦 3.1 横1.2 厚さ1.1 土錘 縦(2.3) 横1.1 厚さ1.0

61 土製品 完形 床直 91 土製品 完形

土錘 縦 3.1 横 12 厚さ1.1 土錘 縦 3.8 横 12 厚さ1.1

62 土製品 完形 床直 92 土製品 完形

土錘 縦 3.4 横1.1 厚さ11 土錘 縦 3.5 横1.1 厚さ1.1

63 土製品 ほぼ完形 床直 93 土製品 完形 覆土

土錘 縦(3.5) 横1.1 厚さ1.0 土錘 縦 3.7 横1.2 厚さ1.1
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第 3章 検出された遺構と遺物

A区

位置

重複

形状

52号住居跡 （第172・173図

3 F-15グリッド

本住居は古墳時代のA区9号方形周溝墓の北

側周溝部を掘り込んで造られている。

東西2.72m、南北3.64m。長軸を南北方向に

もち、隅丸長方形を呈する。

面積

方位

床面

PL69・152)

10.61m' 

N-78'-E 

遺構確認面から32cm掘り込んで床面になる。

床高は78.99mを測る。床面は褐色が強い黒褐色土に

明黄褐色土を含む土でできている。粘質土が混入し

踏み固められた硬い箇所が住居の中央部で検出され

た。 また、床下からは地山の明黄褐色土に粘質土の

混入した覆土を持つ径67cm、深さ 10cmの床下土坑が

検出された。

貯蔵穴 本住居の南西コーナ一部分から検出され

た。径57cm、深さ10cmを測る。覆土は黒褐色土に砂

質の明黄褐色土を含む土であった。

鼈 東壁面の南寄りを掘り込んで造られていた。左

壁面の上端は攪乱によって掘り込まれていた。竃を

構築するために全体的に暗黄褐色の粘質土を持ち込

んで造っている。焚口の両袖も粘質土で造られてい

た。燃焼部内からは支脚石に使用したと思われる

23. lcmX 11.8cmX8. 9cm、重さ3,740gの石英閃緑岩

が検出された。焼土は燃焼部の壁面の周り、及び煙

道部の下層から多く検出された。

遺物

また燃焼部内から

土器片も出土した。燃焼部は両袖方向37cm、煙道方

向113cmを測る。

須恵器碗、土釜が出土している。
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黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

貯蔵穴

1 黒褐色土

床下土坑

1 暗黄褐色土

暗紫色土

細かい灰白色軽石粒を含む。やや粘

性を持つ。 3-b層に相当。

細かい灰白色軽石粒を含む。 3~10

mm前後の明黄褐色土をプロック状に

少量含む。

細かい灰白色軽石粒を含む。上位の

層よりも更に明黄褐色土を含む。

少鼠の黄褐色土を含む。軟質で砂質。

旦． 12E'
--! 今—9 西． OOm

2 

明黄褐色土（砂質）を主とし、少旦

の暗褐色土暗紫色粘質土をプロック

状に含む。

粘性に富む土層。土坑の表面に厚さ

5 mm程貼られた様な状態で存在。
F F' 
ー・ I . — 
~79.00m 

゜
60 2 m 

第172図 A区52号住居跡

198 



2. 奈良•平安時代の遺構と遺物
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竃

1 黒褐色土 少星の黄褐色粒を含む。焼土粒殆ど含まず。

1'黒褐色土 少旦の黄褐色土と焼土粒を含む。

2 暗黄褐色土 粘性を持つやや砂質の黄褐色土を多旦に含む。焼

3 暗赤褐色土

4 赤色土

4'暗赤褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 黒褐色土

土粒は少輩しか含まない。

多くの焼土粒、焼土プロックを含む。

焼土プロックと焼土粒を主とした層（持ち込まれ

た粘土が火を受けて焼土化した部分）。

少量の焼土粒を含む。

少皇の焼土粒と焼土プロックを含む。

焼土粒殆ど含まず、少絋の黄褐色砂粒を含む。

少鼠の黄褐色粘質土と焼土粒を含む。
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第173図 A区52号住居跡鼈、出土遺物

A区 52号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形 ・文様の特徴
法 鼠（cm)

1 須恵器 底～高台部片 鼈 ①細砂 やや丸みを帯びて立ち上がる。高台部端部に僅かな袂りが入る。

碗 口径一 器高 (2.7) ②酸化焔やや軟質 付け高台。

底径 6.7 ③橙色 ロクロ成形。

2 土師器 胴下部～底部片 床直 ①粗砂輝石 底部より直線的に立ちあがる胴部。

上釜 口径一 器高（126) ②酸化焙硬質 外面 胴～底部は箆削り。

底径(8.4) ③黄橙色 内面 ナデ。

A区 53号住居跡 （第174・175図 PL69・70・152) 

位置 3 F-13グリッド

重複 本住居は古墳時代のA区8号方形周溝墓の北

側周溝部を掘り込んで造られている。

形状 東西3.88m、南北2.92m。長軸を東西方向に

もち、隅丸長方形を呈する。

面積 11.89m2 

方位 N-108°-E 

床面 残りのよいところで遺構確認面から35cm掘り

込んで床面になる。床高は78.85mを測る。床面は褐

色が強い黒褐色土に黄褐色土を含む土でできてい

る。踏み固められた硬い床面は竃の前から住居の南

側床面で検出された。また、床下から粘質土の混入

したやや窪んだ箇所が検出された。

貯蔵穴 本住居の南西コーナー部分から検出され

た。長径63cm•短径48cm、深さ 10cmを測る。覆土は

黒褐色土に砂質の明黄褐色土を含む土であった。

鼈 東壁面の南寄りを掘り込んで造られていた。鼈

の燃焼部内から竃の構築材に使われたと思われる黄

褐色粘質土がブロック状に検出された。焚口の両袖

及び支脚部からは石材は検出されなかった。両袖は

粘質土で造られていた。焼土は燃焼部の壁面を廻る

ように検出された。また燃焼部内から土器片も出土

した。煙道部は削平されていて残りが良くなかった。

燃焼部は両袖方向45cm、煙道方向151cmを測る。

遺物 土師器の坪、須恵器坪、境、羽釜が出土して

いる。
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1 黒褐色土 少鼠の黄褐色土を含む。

2 黄褐色土 地山の黄褐色土を主とした層。

A' 

N、

喜
.
6
l

Q
 

ノー
H

E
0
£

.
6
l

.
u

l

 

貯蔵穴

1 暗褐色土 砂質の暗褐色土を主とし、多

くの 4- C層の地山の明黄褐

色土を含む。

床下土坑

1 黄褐色土 黄褐色砂質土を主とし、少鼠

の黒褐色土を薄いプロック状

に含む。

2 黄褐色土 やや灰白色を帯びた固く締

まった層。粘土が固まったと

思われる層。
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竃

1 黒褐色土 黒色土を主とし、少量の黄色粘土と焼土粒を含む。

2 黒褐色土 l層に近いがやや多くの黄色粘土を含み、全体に

明るい。

3 黄色土 黄色砂質粘土を主とした層。少望の焼土粒を含む。

4 赤色土 焼土粒、焼土プロックを主とした層。

5 黒褐色土 黒褐色土を主とし、多くの焼土粒と少鼠の灰を含

む。

6 黒褐色土 黒褐色土を主とし、多くの焼土粒と少量の灰を含

む。 5層より焼土粒を含む量が少ない。

7 黒色土 少量の焼土粒と焼土プロック (5mm前後）を含む。

8 赤橙色土 地山の黄褐色土が火を受けて、やや焼土化してい

る部分。
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第174図 A区53号住居跡、竃
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2. 奈良•平安時代の遺構と遺物
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第175図 A区53号住居跡出土遺物

A区 53号住居

番号 器 種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形 ・整形 ・文様の特徴
法 量(cm)

l 須恵器 2/3 床直 ①石英輝石軽石 直線的に立ち上がる。

坪 口径100 器高 2.8 ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。

底径 5.1 ③橙色

2 須恵器 1/ 4 鼈 ①石英輝石軽石 2 直線的に立ち上がり、口縁部で内湾する。

坪 口径11.2 ~5 mmの石 右回転ロクロ成形。底部は静止糸切り。

器高(3.4) ②酸化焔硬質

底径(6.4) ③橙色

3 須恵器 1/3 鼈 ①細砂 腰部が張り、口縁部が外反する。付け高台。

境 口径(14.0) ②酸化焙やや軟質 右回転ロクロ成形。内面は黒色処理、箆磨き。

器高（7.0)底径7.4 ③橙色

4 口縁部片 鼈 ①輝石細砂 鍔が下方に垂れる。口縁は内湾し、端部で短く外反する。

羽釜 口径(28.5) ②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下は箆削り。

器高（9.9)底径一 ③橙色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

A区 54号住居跡（第176図 PL70・152) 

位置 3 E-16グリッド

形状 東西4.93m、南北2.95m。攪乱土坑によって

西壁は掘り込まれている。長軸を東西方向にもち、

隅丸長方形を呈する。

面積 14. 76m' 

方位 N-102°-E 

床面残りの良いところで遺構確認面から28cm掘り

込んで床面になる。床高は79.04mを測る。床面は黒

褐色土に砂質の灰黄褐色土を含む土でできている。

踏み固められた硬い床面は住居の中央部で検出され

鼈の中心を見誤り、竃の断ち割りの位置を修正した。

また、煙道部の右側付近は攪乱によって一部壊され

ていた。焚口の左袖は粘質土で造られていたが、右

袖部分からは粘質土は検出されなかった。支脚石と

して使用されたと思われる石材が検出された。焼土

は燃焼部の左壁面及び煙道部に集中して検出され

た。燃焼部は両袖方向38cm、煙道方向151cmを測る。

遺物 須恵器の坪、灰釉陶器碗が出土している。

た。

竃 東壁面の南寄りを掘り込んで造られていた。竃

の燃焼部から竃天井部の構築材に使われたと思われ

る黄褐色粘質土が検出された。この粘質土のために
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第 3章検出された遺構と遺物
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゜
1 : 60 2 m 

l 黒褐色土 3-b層に相当する層と思われる。灰白色軽石粒

を含む蘊少ない。やや粘性を持つ。粒子は比較的

密である。

2 黒褐色土 3-b層に相当する層と思われる。灰白色軽石粒

を含む鼠少ない。上層の 1層に近いが、 1層の方

が黒色が強い。

3 灰黄褐色土 4-d層。 1mm以下の砂粒。上層の 2層に近い所

は踏み固められており、黒褐色土も少し含む。

こロロニ9
2 

．］ 

＼＼ク

• -l!_' 
c-

D-

叫

IC-＼
ー

＼

叫

C 79.40m 1.  _Q E 

］ 
D 79賃.40m 

忘

史

叫

叫

竃

1 黒褐色土

2 灰黄褐色土

3 赤褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

6' 暗褐色土

7 暗褐色土

W
Q

t
'
6
/
 

叫

D' 

7 7 

゜
1 : 30 1 m 

少鼠の黄色粘土を含む。焼土粒は殆どない。

鼈材としても持ち込まれた灰黄色粘質土を主とし

た層。一部焼土化している。

主に持ち込まれた粘土が焼土化した層。

少旦の黒褐色土とやや多くの焼土粒含む。

少旦の黒褐色土と焼土粒含む。

多くの黄褐色砂粒を含む。

多くの黄褐色土と少鼠の焼土粒を含む。

2層に近い<2層より多くの黄褐色土を含む。

＼ て こ 多

4
 

第176図 A区54号住居跡、竃、出土遺物

A区 54号住居
残存

番号I器 種
法贔(cm)

1 I須恵器 ほぼ完形

坪 口径9.8 器高 2.6

底径5.5

出土位置 1 ①胎土麟成③色調

床直 ①輝石細砂

②酸化焔硬質

③にぶい橙色

器形 ・整形 ・文様の特徴

直線的に立ち上がる。

右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。
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2. 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

番号 器種
残 存

出土位置 ①胎土②焼成③色調 器形・整形・文様の特徴
法 量(cm)

2 須恵器 1/2 鼈 ①緻密 やや丸みを帯びて立ち上がる。

坪 口径10.4器高 2.7 ②酸化焙硬質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。

底径 6.7 ③にぶい橙色

3 須恵器 底部のみ +32 ①緻密 直線的に立ち上がる。

坪 口径一器渇(1.1) ②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。

底径4.8 ③にぶい橙色

4 灰釉陶 底部片 覆土 ①緻密 直線的に立ち上がる体部。付け高台。

器境 口径ー器高（1.8) ②遠元焔硬質 右回転ロクロ成形。施釉方法は漬け掛け。釉薬は乳白色。

底径(3.6) ③灰色

A区 55号住居跡 （第177~179図 PL71 ・ 152•153) 

位置 3 D-16グリッド

重複 本住居は古墳時代のA区13号方形周溝墓を掘

り込んで造られている。

形状 東西2.63m、南北3.72m。攪乱土坑によって

西壁、南壁は掘り込まれている。長軸を南北方向に

持ち、隅丸長方形を呈する。

面積 11.46m' 

方位 N-102°-E 

床面 残りのよいところで遺構確認面から31cm掘り

込んで床面になる。床高は78.16mを測る。床面は黒

褐色土に明黄褐色土を含む土でできている。

~I 
叩 ー17

叫

A
 

A' 

゜

鼈東壁面の南寄りを掘り込んで新 ・旧の 2基の竃

が造られていた。新竃は両袖部及び煙道部にも粘質

土が使われていて、鼈の残りがよかった。燃焼部は

円形に近く、壁面及び床下からは焼土が検出された。

両袖や支脚に使われたと思われる石材は検出されな

かった。燃焼部内から土器片が出土した。燃焼部は

両袖方向41cm、煙道方向169cmを測る。

旧竃は両袖の残りが悪く、鼈の構築材に使われた

と思われる黄褐色粘質土が竃の前から薄く広がる状

態で検出された。また、焼土の残りも悪かった。両

袖や支脚に使われたと思われる石材は検出されな

叫 かった。燃焼部内から土器片が出土

した。燃焼部は両袖方向48cm、煙道

方向144cmを測る。

遺物 須恵器の坪、塊、羽釜、土釜、

甑、灰釉陶器の碗、皿などが多数出

土している。須恵器や灰釉陶器の他

に、総重量425gの鉄滓が出土した。

このうち最大の鉄滓は8.0cmX6.0

cmX3.8cm、重さ165gであった。

叫

1 暗褐色土 にぶい黄褐色土 (2-a層に相当）を少し含む

層。

2 黒褐色土 明黄褐色土 (4- C層に相当）を少旦含む。プ

A 79.60m 

ロニニニニコ
A' 3 黒褐色土

4 暗褐色土

ロック状では含まない。

明黄褐色土殆ど含まず。

明黄褐色土 (4- C層に相当）を多く含む。（壁

が崩れたもの）。

゜
1 : 60 2 m 

第177図 A区55号住居跡
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第 3章 検出された遺構と遺物
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言
G' 鼈

l

2

3

4

5

6

7

8

9

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒色土

赤色土

暗褐色土

灰黄褐色土

E
 

ロニ口
ご 2

んご、ベミt, 9:9 •9•▲・． ．、訂
豆．象←一

口

多くの黄褐色粘質土を含む。

黄褐色粘質土は殆ど含まず、少益の焼土粒含む。

多くの黄褐色粘質土と焼土粒を含む。

少鼠の焼土プロックと黄褐色粘質土を含む。

多くの焼土粒と焼土プロックを含む。

多くの炭の粒子を含む。

焼土プロック。

少姑の焼土粒と焼土プロックを含む。

粘土プロック。

゜
1 : 30 1 m 

- - - -

- - - --

- - --
--

5 

第178図 A区55号住居跡竃、出土遺物（ 1)
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2. 奈良 • 平安時代の遺構と遺物
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第3章検出された遺構と遺物

A区 55号住居

番号 器 種
残 存

出土位置
法 量(cm)

l 須恵器 ほぼ完形 鼈

坪 口径109 器高 31 

底径 5.6

2 須恵器 l / 3 竃

坪 口径（11.0)

器高 3.0 底径 5.0

3 須恵器 1/3 +8 

坪 口径(107) 

器高 3.6 底径4.3

4 須恵器 1/ 5 覆土

坪 口径(10.0)

器高 27底径(4.6)

5 須恵器 1/ 3 床直

碗 口径(14.2)

器高 5.4 底径80 

6 須恵器 1/ 3 覆土

塊 口径10.9 器高4.9

底径 4.9

7 灰釉陶 ほぼ完形 床直

器碗 口径12.4 器高4.0

底径 6.5

8 灰釉陶 ほぼ完形 床直

器 口径12.2 器高39 

境 底径 6.7 ， 灰釉陶 2/5 床直

器 口径15.2 器高5.2

碗 底径 8.0

10 灰釉陶 1/ 3 +18 

器 口径（165)器高6.9

塊 底径 (8.5)

11 灰釉陶 1 / 5 床直

器 口径(13.6)器高59 

境 底径 7.0 

12 灰釉陶 2/3 床直

器 口径127 器高38 

塊 底径 7.0

13 灰釉陶 1/ 5 床直

器 口径(14.0)

皿 器高 (18)底径一

14 土師器 口～胴上部片 鼈

土釜 口径(20.6)

器高（11.9)底径一

15 土師器 ロ～胴上部片 覆土

土釜 口径(24.0)

器高（9.8)底径一

16 胴下～底部 2/5 床直

甑 口径ー 器高(7.7) 

底径(24.8)

17 口縁部片 +19 

羽釜 口径(27.0)

器高（9.3)底径ー

206 

①胎土②焼成③色調 器形・整形 ・文様の特徴

①角閃石細砂石英 やや丸みを帯びて立ち上がり、口縁部は外反する。

②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。底部は静止糸切り。

③橙色

①細砂石英 やや丸みを帯びて立ち上がる。

②酸化焔軟質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。底部外面にナデ調整。

③橙色

①細砂輝石 丸みを帯びて立ち上がる。

②酸化焙硬質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。

③橙色

①細砂輝石 やや丸みを帯びて立ち上がり、口縁部は外反する。

②酸化焔軟質 右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。底部外面にナデ調整。

③浅黄色

①輝石 腰部が張り、口縁部が外反する。付け晶台

②酸化焔硬質 右回転ロクロ成形。

③橙色

①輝石細砂 丸みを帯びて立ち上がり、口縁部がやや外反する。断面が三角形

②酸化焔軟質 の付け高台。

③橙色 左回転ロクロ成形。

①緻密 丸みを帯びて立ち上がり、口縁部で短く外反する。付け高台。高

②還元焙硬質 台の外面は直立気味で内面は外傾する。

③灰白色 右回転ロクロ成形。 施釉方法は漬け掛け。釉薬は乳白色。

①緻密 丸みを帯びて立ち上がる。付け高台。高台の外面は弧状。内面は

②還元焔硬質 外傾する。

③灰白色 右回転ロクロ成形。施釉方法は漬け掛け。釉薬は乳白色。

①緻密 腰部が張り、口縁部が外反する。付け高台。高台の外面は弧状。

②還元焔硬質 内面は外傾する。

③灰白色 左回転ロクロ成形。施釉方法は漬け掛け。釉薬は乳白色。

①緻密 八の字状に立ち上がる。付け高台。高台の外面は直立気味。内面

②還元焔硬質 は外傾する。底部外面は回転箆削り調整。内面に箆で刻んだもの

③灰白色 あり。

右回転ロクロ成形。 施釉方法は漬け掛け。釉薬は乳白色。

①緻密 腰部が張り、口縁部が外反する。付け高台。高台の内外面ともに

②還元焙硬質 外傾する。

③灰白色 右回転ロクロ成形。施釉方法は漬け掛け。釉薬は乳白色。

①緻密 丸みを帯び立ち上がる。付け高台。高台の外面は弧状。内面は外

②還元焔硬質 傾する。

③灰白色 右回転ロクロ成形。施釉方法は漬け掛け。釉薬は乳白色。

①緻密 緩やかに立ち上がり、口縁部は外反する。

②還元焙硬質 右回転ロクロ成形。施釉方法は漬け掛け。釉薬は乳白色。

③灰白色

①粗砂輝石 外反する口縁。

②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部は箆削り。

③橙色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

①細砂輝石 水平近くに外反する口縁。

②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。胴部はナデ後箆磨き。

③赤褐色 内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

①細砂輝石石英 裾部は水平に広がる。胴部に円孔あり。

②酸化焔硬質 外面 裾部は横ナデ。胴～底部は箆削り。

③橙色 内面 ナデ。

①細砂 鍔が下方に垂れる。口縁は内湾し、端部で短く外反する。

②酸化焔硬質 外面 口縁は横ナデ。以下は箆削り。

③橙色 内面 ナデ。



2 . 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

A区

位置

重複

形状

56号住居跡 （第180図

3 B-16グリッド

PL72 •153) 

平安時代のA区57号住居が本住居の東壁面付

近を掘り込んで造られている。 また、本住居の南西

コーナーを平安時代のA区57号土坑が掘り込んでい

て、北西コーナーを同じく平安時代のA区56号土坑

が掘り込んでいる。

他の遺構に掘り込まれているので推定である

が、東西(2.84)m、南北3.54m。長軸を南北方向に

持ち、ほぽ隅丸長方形を呈す。

面積

方位

(10. 90) m' 

計測できなかった。
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床面

込んで床面になる。床高は79.20mを測る。床面は黒

褐色土に明黄褐色土を含み、ほとんど黄褐色土でで

きている。本住居の中央部には硬く踏み固められた

床面が検出された。

焼けて焼土化した箇所も検出された。

鼈 平安時代の57号住居が本住居の東壁面付近を掘

り込んで造られているため、竃の残りは悪く、粘質

土及び焼土の出土範囲からこの竃の位置を想定し

た。東壁面の中央部を掘り込んで造られていたと考

える。

遺物

残りの良いところで遺構確認面から24cm掘り

土師器の甕が出土した。また、9.8cmX6.8cmX

3.5cm、重さ150gの鉄滓も出土している。

一57住

叫
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56土坑 57土坑
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またこの硬い床面のところから

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

にぶい黄褐色土 (2-a層

に相当）を少し含む層。

黒色土は殆ど含まない。少

量：の焼土粒を含む。

固く踏み固められ床面。

多くの地山の明黄褐色土を

含む。
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A区56号住居跡、出土遺物 1 

番号I器

A区 56号住居
残

法

口縁部片

口縁（19.9) 

器高（5.4)底径一

種

土師器

甕

存

量(cm)
出土位置

床直

①胎土②焼成③色調

①細砂

②酸化焔軟質

③橙色

器形 ・整形 ・文様の特徴

くの字よりも直立気味に立ち上がる口縁。

外面 口縁は横ナデ。以下は箆削り

内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。
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第3章検出された遺構と遺物

A区 57号住居跡（第181・182図 PL72・153) 

位置 3 B-16グリッド

重複 本住居は平安時代のA区56号住居、及び古墳

時代のA区15号溝を掘り込んで造られている。また、

本住居の北西コーナーは平安時代のA区60号土坑に

掘り込まれている。

形状 東西2.92m、南北3.98m長軸を南北方向にも

ち、隅丸長方形を呈する。北壁、南壁に幅37cm、深

さ5cmの周溝が一部検出された。

面積 (9.54)m' 

方位 N-101'-E 

床面 残りの良いところで遺構確認面から35cm掘り

込んで床面になる。床高は79.12mを測る。床面は黒

褐色土に明黄褐色土を多く含んだ土でできている。

本住居の竃の前、すなわち、北壁面近くに硬く踏み

固められた床面が検出された。床下から土坑が 5基

検出された。そのうちの本住居ほぽ中央部出土の粘

質土で覆われた床下土坑 lは径100cm、深さllcmを測

り、粘質土も4,5cmの厚さを持って堆積していた。床

下土坑 2に被さるように造られていた。

貯蔵穴 本住居の南東コーナー部分から径60cm、深

さ18cmの貯蔵穴が検出された。覆土は地山の明黄褐

色土に黒褐色土が混入した土であった。土器片が内

部から出土した。

鼈東壁面の北寄り、それもほぽ北東コーナ一部分

を掘り込んで造られていた。両袖、煙道部に鼈の構

築材と思われる粘質土が多く検出された。また、燃

焼部内の壁面及び床面に焼土の残りが良かった。更

に、燃焼部内から 3つの石材が出土しており、その

うちの 1つは支脚石に使用したと思われる。他の 2

つに関しては両袖に使用したものが崩れた可能性が

ある。燃焼部は両袖方向40c皿煙道方向124cmを測る。

遺物 須恵器の坪、塊、羽釜、灰釉陶器婉、土釜が

出土している。
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1 暗褐色土 にぶい黄褐色土 (2-a層

に相当）を少し含む層。

2 黒褐色土 明黄褐色土 (4- C層に相

当）を 1cm内外のプロック

で少鼠含む。少量の焼土粒

を含む。

3 褐色土 多くの明褐色土。

4 明黄褐色土 地山の明黄褐色土を主とし、

少磁の暗褐色土を含む。
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叫

A’ 床下土坑 1

1 黒褐色土 黒色土。地山の明黄褐色土が混入。プロック

状になっている所もある。

2 明黄色粘質土 粘土を貼り付けた層。所々黒色土も混じる。

床下土坑 2

1 暗褐色土 多くの明黄褐色土粒と明黄褐色土のプロック

を含む。

2 明黄褐色土 4-C層を主とし、少塁の黒褐色土を含む。
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第181図 A区57号住居跡
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2. 奈良•平安時代の遺構と遺物
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暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

赤色土

赤色土

赤色土

黄褐色土

黒褐色土

黄褐色粘質土を多く含む。焼土粒含まず。

多くの黒褐色土を含む。焼土粒含まず。

多くの黄褐色粘質土と少鑓の焼土プロックを含む。

少黛の焼土粒と焼土プロックを含む。

焼土粒と焼土プロックを主とした層。

地山の明黄褐色土が熱を受けて焼土化したもの。

鼈材として持ち込まれた黄褐色粘質土が、火を受

けて焼土化した層。

鼈材として持ち込まれた黄褐色粘質土を主とした

層。焼土粒殆ど含まず。

1 mm前後の灰白色軽石粒を含む。焼土粒含まない。
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第3章検出された遺構と遺物

A区 57号住居

番号 器種
残 存

出土位置
法 鼠 (cm • g)

l 須恵器 口縁～体部 1/4 覆土

坪 口径(9.5)器高(24) 

底径(54) 

2 須恵器 2/5 床直

塊 口径10.9器高 3.4

底径 6.3

3 灰釉陶 口～体部1/3 床直

器 口径(16.9)

碗 器高（4.8)底径ー

4 口縁～胴上部片 覆土

羽釜 口径一 器高(89) 

底径一

5 土師器 口縁部片 覆土

土釜 口径(22.6)

器高（6.7)底径一

6 土師器 口縁部片 覆土

土釜 口径(22.5)

器高（6.8)底径ー

7 支脚石 長さ(12.0)幅(9.5) 床直

厚さ（9.7) 重さ965

A区 58号住居跡・（第183図 PL72) 

位置 2S-9グリッド

①胎土②焼成③色調

（石 材）

①輝石細砂

②酸化焔やや軟質

③にぶい黄橙色

①輝石細砂

②酸化焔軟質

③にぶい黄橙色

①緻密

②還元焔硬質

③灰白色

①粗砂

②酸化焔硬質

③にぶい黄橙色

①細砂輝石

②酸化焔硬質

③浅黄橙色

①細砂輝石

②酸化焔硬質

③にぶい黄橙色

二ツ岳軽石

重複 本住居は平安時代のA区59母住居を掘り込ん

で造られている。

形状 本住居は南半分が調査区外にあたり発掘調査

を行うことができなかった。東西方向のみ、その長

さを記す。東西方向3.64mを測る。

面積 (6.12)m' 

方位 計測できなかった。

床面 残りの良いところで遺構確認面から20cm掘り

込んで床面になる。床高は79.30mを測る。床面は黒

褐色土に明黄褐色土を多く含んだ土でできている。

本住居の中央部に硬く踏み固められた床面が検出さ

れた。

貯蔵穴 本住居の北西コ ーナ一部分から径65cm、深

さ24cmの貯蔵穴が検出された。覆土は黒褐色土に明

黄褐色土を多く含んだ土であった。土器片が内部か

ら出土した。

鼈 検出できなかった。

遺物 土師器の聾の破片が出土。
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器形 ・整 形 ・ 文 様 の 特 徴

直線的に立ち上がる。

右回転ロクロ成形。底部は右回転糸切り。

腰部がやや張り、体部は直線的に立ち上がる。付け高台。

右回転ロクロ成形。

腰が張り、口縁部は外反する。

左回転ロクロ成形。施釉方法は漬け掛け。釉薬は乳白色。

鍔の断面は三角形。口縁は内湾する。

外面 ナデ。

内面 ハケメ。

水平近くに外反する口縁。端部は丸い。

外面 口縁は横ナデ。以下は箆削り。

内面 口縁は横ナデ。以下はナデ。

水平近くに外反する口縁。端部は外側に面をもつ。

外面 箆削り 。

内面 ナデ。

五角柱に近い形状。整形加工されたと思われる面が 3面ある。火

を受け変色した部分もある。

A区 59号住居跡 （第183図 PL73) 

位置 2 R-9グリッド

重複 平安時代のA区58号住居に本住居西側を掘り

込まれている。また、近世の耕作痕によって北壁が

掘り込まれている。

形状 本住居も南半分が調査区外にあたり発掘調査

を行うことができなかった。また、本住居の西側は

平安時代のA区58号住居に掘り込まれているので正

確な形状が把握できなかった。検出された床面の面

積も狭かったが、ほぽ方形に近く、床面も一定の高

さを持っているので住居跡とした。

面積 （l.33)m' 

方位 計測できなかった。

床面 残りの良いところで遺構確認面から32cm掘り

込んで床面になる。床高は79.20mを測る。床面は黒

褐色土に明黄褐色土を多く含んだ土でできている。

硬く踏み固められた床面は検出できなかった。

鼈 検出できなかった。

遺物 土師器の甕の破片が出土。
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